
第V章 縄文時代の遺構と遺物
第1節 遺構 (付図、第7表 )

第20次発掘調査までに確認された縄文時代の遺構は下記のとおりである。また第 7表 として各地区

の遺構分布表を添付した。以下、観察事項を挙げ、遺構ごとにその概要を記載する。

第 7表  各地区の遺構分布数

遺構数

万座環状列石 野中堂環状列石 一本木

後 ロ環状

列石

隣接地 北側

地区

西側

地区

南側

地区

環状

列石

隣接地 南側

地区

1 環状列石

配 石遺構数)

2

(160)

1

(1051

0 0 0 0 １

　

０６

0 0 0

2 配石遺構

(1)環状配石遺構 13 0 4 9 0 0 0 0 0 0

121方形配石遺構 0 3 0 0 0 0 1 0 0

③配石遺構 92 3 10 25 0 7 0 0 3 44

(41集石遺構 13 0 0 13 0 0 0 0 0 0

(め配石列 16 6 4 2 0 0 2 0 1 1

③ 立石遺構 12 0 10 2 0 0 0 0 0 0

3 柱穴状ピット・

建物跡・柱穴列

〈1)柱穴状ピット 2,608 0 1,633 286 24 4 0 653 0 8

②掘立柱建物跡

(I縛

(Ⅱ鋤

(Ⅲ～Ⅸ類)

100

00

60

(13)

0 65

23

32

10

16

6

9

1

2

0

1

1

0 0 ・７

　

５
　

ｎ

　

ｌ

0 0

③柱穴列 3 0 0 2 0 0 0 0 0

4 竪穴住居跡 16 0 0 5 9 0 0 2 0 0

5 竪穴遺構 5 0 1 4 0 0 0 0 0 0

6.炉 跡

(1)石 囲炉 23 0 5 16 0 0 0 2 0 0

②理設土器炉 6 0 0 6 0 0 0 0 0 0

7 焼土遺構 271 0 50 71 32 2 0 36 47 33

8.土坑

〈1)Tピ ット 66 0 13 31 13 3 0 6 0 0

②土  坑 481 0 240 101 13 3 0 105 0 19

③ フラスコ状土坑 298 0 151 56 9 0 71 0 0

9 埋設土器遺構 8 0 5 3 0 0 0 0 0 0

計 4,037 10 2,194 647 104 30 3 893 貫
υ 105



¬.環状列石 (第 5図～21図、第8表～16表 )

【ア.形態と配置】

・形  態

環状列石は組石遺構の集合体で、これらが二重の円環に配置されたもので、列石の中心から北西方

向に「特殊組石一所謂日時計―」がある。万座環状列石では北側 。南側 。東側に、野中堂環状列石で

は北西側 。南側に列石外帯から直線的・曲線的に延びる配石列が付設されている。

万座環状列石

105基の組石遺構によって構築される6内帯7基、外帯98基で、これらが集合し二重の円環に配置さ

れる。「特殊組石―所謂日時計―」は北西側外帯の内側に接して位置するほか、外帯 (外帯12号配石遺

構)と 内帯 (内帯43号配石遺構 )を結ぶ石の列が東側に存在する。また外帯の北側、南側、東側には2

条一対の配石列が敷設されており「出入目的」な要素を持っている。同西側にも配石列がわずかに残つ

ているが「出入目的な施設」か判断しがたい。同列石の南東側、約88mの距離を置いて野中堂環状列石

が位置する。

なお、第16次調査に列石の外帯と内帯間に第9901号～9903号配石遺構を確認したが本列石に伴 うも

のか判断がつかなかつた。第 9～ 13表にその観察事項を掲載したが、万座環状列石を構成する105基

の組石遺構数には合めていない。

野中堂環状列石

55基以上の組石遺構によって構築される。内帯15基、外帯40基で、これらが集合し二重の円環に配

置される。列石の中心から北西側の外帯。内帯間に「特殊組石―所謂日時計―(以下日時計状組石と呼

ぶ )」 がある。外帯北側、南側に2条一対の配石列が敷設され、南側のものは「U字またはL字」状に石

が配列されている。第14～ 17表 に列石を構成する組石遺構の観察事項を掲載した。

・配  置

2つの環状列石は「中通台地」が最も狭まった場所に位置し、外帯間約88mの距離を置き特徴的な配

置を示している。2つの環状列石の中心を結んだライン上に各々の「日時計状組石」がのり、 4点がほ

ぼ一直線に並ぶ。このラインは野中堂環状列石の中心に立ち見通すと、おおよそ北西方向「夏至の日

没」方向を向く。

・環状列石を構成する組石遺構形態

環状列石を構成する組石遺構については、文化財保護委員会刊行の『大湯町環状列石 (以下 報告書

と呼ぶ )」 において形態分類が行われており、これに沿って形態分類を行う。

前提の報告書では、環状列石を構成する組石遺構をA～ K(DoF類 については最初から設定してい

ない。 I類については説明なし)までの 8類に分類し、さらにその中の 5つについてはいくつかの亜

式に細分している。その分類概要を書きに、その模式図を第5図に示した。

・形態分類

A類 :中央に立石を立て、それを囲むように石を組み合わせたもの

Al=いわゆる「日時計状組石」と呼ばれるもの



ヽ

。 Lト

ァヽ
・

平成14年実測

イ

ギ
°・

S

第 5図 万座環状列石実測図

A2=中央の立石が 2本並んでいるもの

A3=3本の立石かあるもの

A4=菱形平面の角頂に立石、その間に横長石、菱形平面の中央に 1本の立石を立て、その立

石と南北の立石の間に横長石を置くもの

A5=A4に類似する。中央に立石を置くが、角頂と中央立石間の横長石が置かれないもの。

B類 :四隅(四方)に立石を立て、内部に平石を置いたもの
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第 6図 野中堂環状列石実測図

Bl=内部に平石を斜めにして隣石に置きかけするもの

B2=平石が重ならないように平置きするもの

外周縁に5個以上の立石を立て巡らすもの

Cl=内部に立石があるもの

C2=内部に平石を置いたもの

C3=内部に石を雑然と置いたもの

外周縁に立石を密接に立て巡らしたもの

El=内部に平石を斜めにして隣石に置きかけするもの

E2=内部に平石を置いたもの

E3=小型の石を雑然と配したもの

横立石を馬蹄形に並べ、その内部に小さな石を雑然と置いたもの

外周に立石や斜め立石を巡らし、その内部に小さな石を雑然と置いたもの

外周縁に横立石を巡らすもの

Jl=内部に横立石を置いたもの
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第 7図 万座環状列石組石遺構分布図 (1)

J2=内部に平石を置いたもの

K類 :組石の中央に2本の立石を立て、さらに四隅(四方)に立石を立てその間に細長石を置いたも

の

国営調査及び新規に登録した各組石遺構の分類、その概要については第9表～17表に記した。

【イ.規  模】

これまでに万座環状列石については径48m、 野中堂環状列石については42mと公表していたが、両列

石の隣接地の土砂(堆積土)を除去し、再測量したところ次のとおりであつた。

万座環状列石

環状列石径

出入口状施設

東西径 49.50m × 南北径 52.25m

北側   2条 一対  長さ12.5m

南側   2条 一対  長さ20.5m

東側   2条 一対  長さ5.Om
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第 8図 野中堂環状列石組石遺構分布図 (1)

構築材として約5000個の川原石 (主に石英閃緑助岩)が使用されている。

野中堂環状列石

環状列石径   東西径 44.00m × 南北径 38.00m

出入口状施設  北側  2条 一対  7.5m

南側  2条 一対  径8m程の円環を呈する。

構築材として約2200個の川原石 (主に石英閃緑琥岩)が使用されている。万座環状列石と比較し、極

端に数量が少ない。これは史跡の重要性が認識される以前、家屋の土台石、護岸工事用材として持ち

出されたという話を聞き取り調査によつて得ている。

【ウ.確認面と構築面】

2つの環状列石の確認面と検出面については『大湯町環状列石』に詳しい。掲載されている「第八

図 遺跡の堆積物層序模式図」によると、立石であったものは上位火山灰層 (大湯浮石層)を突きぬ

け、わずかに地表面に露頭している。列石を構成する組石遺構の構築面は「列石遺物合有黒土」と表
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各番号は第8表～13表に対応する。

第 9図 万座環状列石組石遺構分布図 (2)

記されており、基本層序第Ⅲd層に対応する。

【工.堆積状況と立地地形】

・堆積状況

環状列石を覆っていた堆積上の状況については『大湯町環状列石』

堆積土は表土、上位火山灰層(大湯浮石層)、 列石 。遺物合有黒土、

詳細にその状況が記載されている。

に詳しい。

下位火山灰層に分層され、
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第10図 野中堂環状列石組石遺構分布図 (2)

「列石中の所謂「日時計」付近で四七糎、大体二〇一六〇糎の厚さを有する。 (中略)遺 物は主にこ

の黒土の上部に多く合まれているが特に埋めたという状況ではなく平面的にも深度的にも散合状であ

る。環状列石もこの黒土中に挿入又は黒土上置かれたもので、土上に凸出した部分はそのまま又は横

倒れになつて大湯浮石層によつて掩われている」とある。

・立地地形

環状列石は、大湯温泉市街地の東側台地より西側に緩やかに延びた台地に所在する。列石のある位

置の標高はおおよそ180mを沢1る。各々の環状列石の位置する場所は各々特徴的な地形を持っている。

万座環状列石

万座環状列石は台地のほぼ中央部、標高180.75mの等高線が西側に向けて大きく膨らんだ位置に構

築されている。

22
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第 8表  万座環状列石を構成する配石遺構(1)

配石遺構番号
外帯

内帯

形態

(注 2)
配石遺構の概要

番 号 国営 新 規

1 ○
外 帯

B2
東西、南北各両端に立石を配し中に平石を並べたものである。

2 ○
外 帯

B2 南北と東西との両端に立石を配 し、その中央部に平石を配 したものであ

る。

3 ○
外 帯

B2 南北両端に立石があり、又東西にも立石があったのが、両端のは除かれ

たものであろう。そしてその中央部のも石が多少浮いているが、
大体に平石は位置とみるべく、

4 ○
外 帯

Cl 二次的のものを除いてみると、周囲に横長に平石を立てならべ、中央に

柱状の立石をたてたものである。

5 ○
外 帯

A2 中央に立石をおき、それを囲んで石を組み合わせたものである (中 略 )
この工号址のはその中央に立石が二本相並んでいる。

6 〇
外 帯 組石の形式 を定めることができなくなっていた。

7 ○
外 帯

E2 中央に平石をおき、周囲に立石を密接してたてめぐらしたという型式の

ものであり、今はその立石列は北半部に残つているだけである。

8 ○
外 帯

B2
四極 に柱石 をたて、その中央に平石を置いたものである。

9 ○
外 帯

El 周囲に立石を密接 してめぐらし立て、その中に斜めに平石を三枚重ねて
いるものである。

○
外 帯

E2
周囲に立石 をたて、その中央に平石を置いたものである。

○ 外 帯 C 西極の二石及び東南端の一石を他の遺構のものとして取 り除くとする

と、対角線軸を東西と南北とに一致させ られるように四極に柱石をたて
ているところはB形 式と趣を等しくしているが、その内部が B形 式のい
ずれ とも異なり、中央に二本の柱石を立て、それと周囲の四柱石との間
に各々一個の平石を置いたものである。

○
外 帯

G
馬蹄形ともいうべき輪郭を示すもの

○
外 帯

A
著 しくは破壊されたものであるが、

○ 外 帯 Cl 今は柱石が五本立っているだけであるが、南域の部分が多少は解され、
柱石も抜き去られたとし、原状においては柱石がめぐらされていたもの

と推定する。その柱石でめぐらされた内部には横長の石を斜めに埋め重
ねているものである。

○
外 帯

C3
周縁 に立石 をめぐらし立て、その中に大小の石 を雑然 とおいている。

○
外 帯

H 周縁に柱立石 と斜め立石 とをめぐらし、内部に小石を雑然 とおいてし

る。

○
外 帯

A2
中央に立石 を二本立てている。

○
外 帯 形式 をとらえがたい。

○
外 帯 」 2 周囲に横長の石を立て、その半ばを埋めたものを連ねて輪郭をつくり

その内部に平石を配 している。

○ 外 帯 A3 中央に三本の柱状立石を鼎立しているのに注意させられる。この二〇号
址ではその柱石の間に横長の石を放射状をなすように並べている。



第 9表  万座環状列石を構成する配石遺構(2)

配石遺構番号
外帯

内帯

形態

(注 2)
配石遺構の概要

番 号 国 営 新 規

○
外 帯

「
Ｄ

周辺に立石を比較的に密着させてある形式である。

○

外 帯

A4 南北にやや長い菱形平面形のものであり、その角頂に柱状立石があり、
その各々の立石の間に横長石を配 している。そして、その菱形平面の中

央に更に一本の柱石を立て、その中央の立石と南北の二本石との間にも

横長石をおいている。

○

外 帯

Al 中央に柱状立石を立て、周縁にも柱状立石又は横立石を六本立てて不整

円形の平面形をつくつている。そして周縁の立石同士を横立を配 して連
ねており、中央の立石を中軸として横長石を放射状に四方に向かうよう
に配 している。

○
外 帯

A5 (前 略)A5式 は柱状立石間の布石が雑然として居 り、規矩のあるを認め
難いもの。

○
外 帯

El
周縁に横立石をたてならべて輪郭を作っているのをE式 とし、その E式
の中で内部に斜め横石をしきつめている。

○
外 帯

E3
周縁に立石をめぐらしていたものであったろうが、今は西から北にそれ
を残 しているだけであり、

○
外 帯

」 1 周縁に横立石をめぐらして不整円形の輪郭をつくり、内側には斜め横石

を少 し不規則に配している。

○
外 帯

Cl 多少不規則であるが周縁に柱状立石を立てならべているので C式 とす
る。そしてその柱状立石による周縁の内側は横斜めの立石がしきつめら

れている。

○
外 帯

E2
周縁に横立石を並べているのはE式 というてよい。 (中 略)E式 の中で、
内側に平石を敷いてあるのを

○
外 帯

C2
周縁に柱状立石が並びたち、内側に平石 を配 しているので

○ 外 帯 C2
周縁に立石を密着 してめぐらしたもの

○
外 帯

」 1 周縁に横立石を立てめぐらしている

○
外 帯 調査すべく登録 したが、精査を加えると、破壊の甚 しいものであり、

○ 外 帯 G
横立石をめぐらしてつくったのは馬蹄形輪郭のものであり(中 略)そ して

その輪郭内には大小の自然石が乱雑に配 しているものである。

○
外帯

C2
周縁に立石をめぐらし、内側に平石を配 したものである。

○
外 帯

」 1 周縁に横立石をめぐらし、内側に斜め立石を配したものである。

○
外 帯

C2
周縁に柱状立石を六本立てて不整円形の輪郭をつくり、内側に平石三個

を鼎足状に配している。

○
外 帯

C2
周縁に柱状立石を立てめぐらし、内側に平石を配したものである。

○
外 帯

A2 組石遺構のほぼ中央位に柱状立石が立っている(中 略)平石の配石の工合

が乱れていて



第 10表   万座環状列石を構成する配石遺構(3)

配石遺構番号
外帯

内帯

形態

(注 2)
配石遺構の概要

番 号 国営 新 規

○

外 帯

Al 中央に地上艇出六〇の柱状立石があり、その立石を中心として四方に放
射状におかれた横長石、その周縁をやはり横長石で輪郭が円形をなすよ

うに連綴しているのは、まさに日時計式的規模の組石様式とすべきであ

る。

○
外 帯 Jl そ こで今 は仮 に横斜 め立石列が二列並んでい るのを周縁の横 立石列が

囲んでいる。

○
内 帯 Jl 周縁に横立石をめぐらし、内側に斜め立石を配したものであり、

○
内 帯 Jl 周縁に横立石をめぐらしており、内側には斜め立石をしきつめている。

○
内 帯 Jl やは り周縁 に横立石 をめ ぐらし、内側に斜め横立石を配 している。

○
内 帯

A2
中央に二本 の柱状立石が立っているもの。

○
外 帯 石組遺構形式の分類には入ってこないものである。

○
外 帯 一本の立石に添つて人頭大の石が三個置かれている。

日鴨覇汁 〇
外 帯

Al 円形平面形の中央近くに一本の柱状立石が立っている。 (中 略)そ れを中
核とし、それから人方に横長石を放射状に配し、そしてその外縁に横立
石を連ねて円形輪郭を作つている。

○
内 帯
(El) 立石 を楕円形 に立てめぐらし、その内部に平石 を置いている。

○ 内 帯 (B2) 立石 を四方に配 し、その内部に自然石 を雑然 と置いている。東側の立石
は抜 き取 られたもの と考えられ る。

欠 番

○
外 帯
(A3) 三本の立石 を東西方向に配 している。

○ 外 帯 (A5) 三本の立石を東西方向に配 し、中心となる立石の南北側にも立石が配さ
れたものと考えられるが、北側立石が抜き取られたものと考えられる。

○
外 帯 (E3) 立石 を密接 にめぐらしたものと考えられ る。内部には小 さな石が数個残

されている。

○
外 帯
(E2) 立石を密接に立てめぐらしたものと考えられる。南西側の立石は倒壊し

ている。内部には平石が敷き詰められている。

○
外 帯 (El) 立石を密接に立てめぐらしたものであるが、その立石は花びらのように

開いている。内部には平石が敷き詰められている。

○
外 帯 細長の石を楕円形に配したもので、その内部には平石が数段階敷き詰め

られている。

○
外 帯 自然石を円形にめぐらし、その内部に平石を敷いたものと考えられる

が、東側が倒壊し、全容がはつきりとしない。 (配石遺構は復元)

○
外 帯
(A2) 細長の石を楕円形に配 し、その中央に二本の立石を立てている。内部に

は平石を敷 き詰めている。

○
外 帯 平石、細長い石を十数個重ね置 きしたものと考 えられる。

○

第16次
と

間

帯

帯

内

外

(Al 中央に立石 を据え、それを囲む ように細長の石 を配 したもの。

第 16次 調査 SX(S)9902



第 11表   万座環状列石を構成する配石遺構(4)

配石遺構番号
帯

帯

外

内

形態

(注 2)
配石遺構の概要

番 号 国 営 新 規

○

第16次
内帯 と

外帯間

(Gl) 平石を方形に配し、その内部に平石を敷き詰めたものと考えられる。最
も大きい柱状石は立石であつた可能性が高い。第 16次調査 SX(S)9903

○

第16次
内帯 と

外帯間
細長の石の長軸を連結させ、円形にならべさせたもので東西に立石が立
てられている。第 16次 調査 SX(S)9901

○ 外 帯 (El) 立石をやや隙間をあけながら楕円形にめぐらしたもので、内部には平石
が数段階敷き詰められている。

○ 外 帯 (A2) 二本の立石を立て、これを囲む よ うに細長の石や平石で配 したもの

○ 外 帯 扁平な石を数十個円形に配 したもの

○ 外 帯 (El) 立石 を密接 に楕 円形 に巡 らしたもので、内部 に扁平な石が置かれてし
る。

○ 外 帯 扁平な石を数十個 円形に配 したもので、内部に平石が置かれる。

○ 外 帯 (El) 立石 を密接 に楕 円形に巡 らしたもので、内部 に扁平な石 が置かれてし
る。

○ 外 帯 (Bl) 立石 を東西南北に立て、その内部に 3個 の平石が重ね られている。

○ 外 帯 (El 立石を密接に楕円形に巡らしたもので、内部に扁平な石が数段置かれて
いる。

○ 外 帯 (El) 立石 を密接 に楕円形に巡 らしたもので、内部に扁平な石が数段置かれて
いる。

○ 外 帯 (El) 立石を密接に楕円形に巡らしたもので、内部に扁平な石が数段置かれて
いる。

○ 外 帯 (E2) 立石 を密接に楕円形に巡 らしたもので、内部に扁平な石が数段置かれて
いる。

○ 外 帯 (E2) 配石遺構群に埋もれている。立石を楕円形に立て巡 らしたもので、その
内部には細長石や平石が数段積み重ねられている。配石南側は第 71号 、
72号 配石と境目がはつきりしない。

○ 外 帯 (A4) 四方に立石を配 し、立石同士を横長石で連結す るもの

○ 外 帯 扁平な石を円形に積み重ねたものである

○ 外 帯 (E2) 立石の間を少 しあけなが ら円形に巡 らしたもので内部 には細長石や平
石が置かれている。

〇 外 帯 (El) 立石を立て巡 らし、内部に石を置いたものと考えられるが、立石と思わ
れる細長石は崩壊 している。

○ 内 帯 (C) 立石を巡らすもの

○ 外 帯 (J 2)
横立石 を楕 円形に配 し、その内部に平石を置いたもの

○ 外 帯 (E 立石を円形に立て巡らしたもの。内部には平石が置かれている。

○ 外 帯 (Cl) 立石を楕円形に巡らしたもので、内部中央にも小さな立石が置かれる。
その隙間に平石が置かれている。

○ 外 帯 (E2) 立石を楕円形に配したもので、内部に細長・扁平の石が置かれている。



第 12表   万座環状列石を構成する配石遺構(5)

配石遺構番号
外帯

内帯

形態

(注 2)
配 石 遺構 の概 要

番 号 国 営 新 規

○ 外 帯 (B) 配石長軸両端に立石を立て、これを二本の細長の横立石で繋いでいる。
方形を呈し、内部には大きめの石が二個斜め置きされている。

○ 外 帯 Jl 横立石に配 し、内部には平石が置かれている。

○ 外 帯 (El) 立石 を楕円形に配 したもので、南端立石は大きく開き立石の形状を示 し
ていない。内部には人頭大の川原石が雑然 と置かれている。

○ 外 帯 (El) 立石を楕円形に巡 らしたもので、二段並べ されている。内部には平石が
数段重ね置 きされている。本配石遺構か ら西側へ延びる石列は西側出入

り日か

○ 外 帯 (E2) 立石 を楕円形 に立て巡 らしたもの と考えられ る。内部には平石が置かれ
ている。

○ 外 帯 配石遺構両端 に立石を配 し、これを細長石で連結 させたもの と考えられ

るが片端がはつき りとしない。内部には平石が置かれている。

○ 外 帯 (El) 立石 を楕円形に配 したもの と考えられ る。内部 には川原石が雑然 と置か
れている。

○ 外 帯 (E2) 立石を方形 に配 したもの と考えられ る。内部に細長石や平石が置かれて
いる。

○ 外 帯 (El) 立石 を楕円形又は円形に巡 らした もの と考え られるが、配石北西側が崩
れている。内部には平石が斜め置きされている。本配石遺構から西側に

延び る石列は西側出入 り日か。

○ 外 帯 (A2) 配石遺構両端 と中央に立石 を配 し、これ を囲む よ うに扁平な石を置いた
もの

○ 外 帯 (E2) 楕 円形 になるように立石 を密接に巡 らし、その内部に平石 を置 くもの

○ 外 帯 (E2) 楕 円形になるように立石を密接に巡 らし、その内部に平石を置 くもの

○ 外 帯 三本の立石がみ られ るが、崩壊が激 しく形状は不明。

○ 外 帯 (A5) 五本の立石 を囲むよ うに細長の石 を円形に巡 らしたものと考 えられ る。

○ 外 帯 (A5) 立石 を四方に配 し、これを繋 ぐように横立石を置 くもので、空 白部には
石が置かれ る。

○ 外 帯 (J 2) 横立石 を楕 円形に配 したもので、内部に平石が置かれている。

○ 外 帯 立石 。横立石を楕円形に配 したものと考えられる。

○ 外 帯 (E2) 立石を楕円形 に配 したもので、内部に平石が置かれている。

○ 外 帯 (E2) 立石 を巡 らしたもの と考 えられ、内部に平石が置かれる。

○ 外 帯 立石が密集 して立てられている。

○ 外 帯 横立石 を円形に巡 らしたものと考えられる。

○ 外 帯 立石を密集 させている。



第 13表   万座環状列石を構成する配石遺構(6)

注 1:配 石遺構番号は混合 しないように文化財保護委員会刊行の『大湯町環状列石』の番号を使用した。今

回新たに確認 したものについてはそれ以降の番号を付した。

注 2:形 態分類は、文化財保護委員会刊行の『大湯町環状列石』、後藤守一氏の分類を適用した。 0書 きを

したものは執筆者が後藤氏の分類に基づいて書き入れた。

注 3:外 帯 1号 ～41号 、内帯 42号 ～46号 、日時計状組石については配石遺構形態を述べている箇所を原本

のまま記載 した。それ以外に新たに確認 したものについては筆者が書き入れた。概要の欄に記入した

下部上坑の規模は、前提『大湯町環状列石』の実測図を使い、計測 した。

配石遺構番号
外帯

内帯

形態

(注 2)
配石遺構の概要

番 号 国 営 新規

○ 外 帯 (H) 六本の立石の隙間をあけながら楕円形に配し、これを大きく囲むように

横立石を楕円形に巡らすもので、その内部には平石が置かれる。

○ 外 帯 5個 の石を集合させている。

○ 外 帯 (A2) 二本の立石を立て、周囲に扁平な石を置いている。

○ 外 帯 (El) 立石を円形に立て並べるもので、立石は二重並べとなっている。内部に
は平石が重ねられている。

○ 内 帯 (E3) 立石を楕円形に立てめぐらし、その内部に自然石を雑然と置いている。
南側が崩壊 している。



第 14表 野中堂環状列石を構成する配石遺構(1)

配石遺構番号
外帯

内帯

形態

(注 2)
配石遺構の概要

番 号 国営 新 規

1 ○ 外 帯
横立石が一部残 り、それに接して平石がある。

○ 外 帯
破壊されたあとのものである。

○ 外 帯 Jl 破壊されたあとのものであるが、横立石としれに接して斜め立石が残さ
れているから、

4 ○ 外 帯
全 く破壊 されたあとのものである。

○ 外 帯
横立石を以つて周縁 をつ くり、内側に平石をおいているので、

〇 外 帯 A2
中に柱状立石が二本立っているか ら、

7 ○ 外 帯 Bl 四方に横立石を立て、中に斜め立石をならべたものの破壊されたもので
あろう。

○ 外 帯
形式を定めることはできなし

○ 外 帯
考察の対象になしがたし

○ 外 帯 二個斜めの立石は原位置のものらしい。Bl・ Cl・ El等 の中のいず
れかの残址であろう。

11 ○ 外 帯
遺構 をなさなし

○ 外 帯
組石遺構ではないだろ う。

○ 外 帯 B2 周縁の四至に柱状立石を立て、内側に平石 を置いているといつたもので
あ り、

○ 外 帯
破壊 されたあとのものである。

○ 外 帯 周縁の横立石列 としてそれに接する平石 とによつて J2に 属するもの
とすべきものであるかもしれない。

○ 外 帯
遺構の形式 を推定 しがたし

○ 外 帯
遺構形式の考察の対象にはならなし

○ 外 帯
第 17号址 と同様である。

○ 外 帯 これ も考察の中には入れ にくし

○ 外 帯
恐 らく破壊 された遺構の一にして もよいだろ う。

○ 外 帯
浮 石 のみ で あ る。



第 15表  野中堂環状列石を構成する配石遺構(2)

配石遺構番号
外帯

内帯

形態

(注 2)
配石遺構の概要

番 号 国 営 新規

○ 外 帯 」 1 周縁に横立石をたてめぐらしてお り、中に斜め立石を三個配 している。

○ 外 帯 全 く破壊 されたもののあ とである。

○ 外 帯 第 23号 址 と同趣

○ 外 帯 これ も第 23号 址 と同趣

〇 外 帯 遺構をなさなし

○ 外 帯 前者 と同 じである。

〇 外 帯 これも亦第 26号 址と同様である。

○ 外 帯 遺構 をなさなし

○ 外 帯 周縁に横立石をめぐらし、中に斜め立石を配したという組石遺構のもの

であろう。

○ 外 帯 組石の形式 を考える対象 にはな しがたし

○ 外 帯 考察の対象になしがたい

○ 外 帯 前者 と同趣

○ 外 帯 横長石を楕円形に平置きし、内部に横長・扁平の石を置いている。

○ 外 帯 中央に立石を一本たて、それを囲む ように細長い石を楕円形 に平置きさ

れている。

○ 外 帯 横立石 を楕 円形に巡 らし、内側 に扁平・細長の石を重ね置 き している。

○ 外 帯 横立石が置かれている。

○ 外 帯 中央に小 さな立石を立て、細長い石がこれを囲んでいる。

○ 外 帯 二本の立石に添つて横立石が置かれている。

○ 外 帯 三本の立石 を中央に立てたものか

○ 外 帯 (E2) 横立石 を楕 円形に巡 らし、内部 に平石 を置 く。

1 ○ 内 帯 (A5) 四極に柱状立石があり、その各々を連ねて横長石をおいて四角形の輪郭
を作つている。そしてその内部には、中央に柱状立石が一本あるだけの

ものであり、

○ 内 帯 (B2) その長軸線の両端及びそれ直交す る線上にそれぞれ立石があ り、その内
側に平石をお くもの



第 16表   野中堂環状列石を構成する配石遺構(3)

注 1:配 石遺構番号は混合 しないように文化財保護委員会刊行の「大湯町環状列石Jの 番号を使用した。今

回新たに確認 したものについてはそれ以降の番号を付した。

注 2:形 態分類は、文化財保護委員会刊行の「大湯町環状列石」、後藤守一氏の分類を適用した。 0書 きを

したものは執筆者が後藤氏の分類に基づいて書き入れた。

注 3:外 帯 1号 ～33号 、内帯 1号 ～11号 、日時計状組石については配石遺構形態を述べている箇所を原本

のまま「」書きで記載した。それ以外に新たに確認 したものについては筆者が書き入れた。概要の欄

に記入した下部上坑の規模は、前提『大湯町環状列石』の実測図を使い、計測 した。

配石遺構番号
帯

帯

外

内

形態

(注 2)
配石遺構の概要

番 号 国 営 新 規

3 ○ 内 帯 所謂 日時計式 (中 略)中 央に柱状立石があり、それを中心として人方に放

射状に配された横長石があり、更にそれを囲んで周縁に横長石を巡らし

ている。

4 ○ 内 帯
遺構は全く破壊されている。

5 ○ 内 帯 第四号址と同趣

6 ○ 内帯 これも全く破壊されていた。

7 ○ 内 帯 (B2) 東西の二極 に (中 略)柱 状立石が立ち、その間に平石がおかれている。

○ 内 帯 (J類 ) 全く破壊されている。

9 ○ 内 帯 前者 と同じ趣きを等しくしている。

○ 内 帯 破壊 されたもの。

○ 内 帯 前者 と同じである。

日熙捐十 内 帯 (Al 組石遺構のAl式 の中で形の整ったものであるとすべきである。

○ 内 帯 第二号址の北側部分に当たる。四極とその間に立石を配 し、更に中央に

も立石が立てられる。四極と中央の立石は横立石のよって連結されてい

る。

○ 内 帯 四本 の立石 が立 ってい る

○ 内帯 五本の立石にそつて平石が置かれている。



列石隣接部の遺構確認を行つた際、基本層序Ⅲd層直下にV層が露出する場所 (万座東側 。南東側隣

接地 )があり、これが遺構確認面となつた。遺構の深さも他地区の同一遺構と比較しても極端に浅く

ならないものであったことを考慮すると、平坦面を作り出すために部分的に肖1平した可能性があった

ことが認められた。

野中堂環状列石

万座環状列石との比高差は1.25mで ある。万座環状列石周辺から緩やかに東側台地縁に向かい傾斜

する斜面に構築されているが、標高179.50m等高線が不自然な曲線を描いている。この等高線によつ

て描かれた範囲は楕円形を呈する平坦部で、その形状や規模は野中堂環状列石と一致している。

第18次調査において、同列石北東側に隣接して設けたトレンチでは基本層序Ⅳ層が欠如し、またV

層上面から遺物が出土するなど整地を行つた可能性が強いものであることが観察された。

【オ.出土遺物】

鹿角市教育委員会が実施した発掘調査による遺物の数量は少ない。『大湯町環状列石』を参考とする。

万座環状列石

第18次調査時に、本列石北側に位置する第66号組石 (配石)遺構内より大型土偶の右腕が出土した。

これは旧大湯中学校より寄贈された左腕と第6次調査 (Fl区 )で出土した左脚と同一個体であつた。

また、環状列石内部から後期前葉 (十腰内 I式)～後期中葉 (十腰内Ⅱ式)の特徴をもつ土器片が列

石の構築面と同じ面より出土している。

なお、『大湯町環状列石』に本環状列石出土遺物として、完形・復元土器40点、土器片38点、土製品

11が紹介されている。これらは列石外の発掘坑からの出土遺物であるが、列石の時期決定資料として

いる。土器は壺形土器、深鉢形土器、片口土器、注目土器、鉢形土器で、主文様として帯縄文により

入組曲線文が施文された後期前葉 。十腰内 I式土器の特徴をもつものと、変形楕円形文や多重沈線文

と条の細かな縄文が回転施文された後期中葉 。十腰内Ⅱ式土器の特徴を持ったものがみられる。土製

品には土偶、鐸形土製品、耳飾、きのこ形土製品がみられる。

野中堂環状列石

万座環状列石と比較し、遺物の出土量は極めて少ない。

また『大湯町環状列石』には土偶、土器片の出土状況を示す写真を掲載・紹介されている。

【力.重複関係】

両列石に隣接して多数の遺構が分布しているが、それに比べ重複関係を示すものは少ない。

万座環状列石

掘立柱建物跡

Tビ ット

SB611(D6区 )→北側出入口状施設

SB02(D6区 )→SB01(D6区 )→南側出入口状施設

SK(T)39(D6区 )→南側出入口状施設

フラスコ状土坑   SK(F)43(D6区 )→南側出入口状施設

重複する遺構が埋まりきつた上に出入口施設が構築されている。出入口施設が最も新しいといえる

が後述する建物跡、フラスコ状土坑の中には後期中葉に構築されたものもあり、これらとは共伴関係



にあるものと考えられる。

野中堂環状列石

掘立柱建物跡    SB205(B4区 )→北側出入口状施設

SB201～204(B4区 )→南側出入口状施設

Tピ ット      SK(T)115(B4区 )→列石本体

土坑        SK171・ 205。 208・ 239・ 246・ 247→南側出入口状施設

重複する遺構が埋まりきつた上に列石外帯配石遺構、出入口状施設が構築されている。このことか

ら列石 。出入口状施設が新しいといえるが、建物跡と環状列石は密接な関係にあり、共伴関係にある

ものと考えられる。

【キ.時  期】

万座環状列石

『大湯町環状列石』に掲載された遺物から判断し、後期前葉 (十腰内 I式 )に造り始め、後期中葉 (十

腰内Ⅱ・Ⅲ式)まで継続し、終焉を迎えたものと判断される。この時期は列石隣接地の遺構内外の出土

土器の時期からも与えることができる。

野中堂環状列石

列石本体からの出土遺物は極めて乏しい。野中堂環状列石と直接関連する建物跡、土坑、フラスコ

状土坑などについては後述するが、それらより後期前葉 (十腰内 I式 )～後期中葉 (十腰内Ⅱ式 。Ⅲ式 )

の特徴をもつた土器が出上していることから、構築時期についてはこの時期が与えられる。

【ク.分  布】

環状列石を構成する組石 (配石)遺構の分布を観察する。

万座環状列石

105基以上の組石 (配石)遺構によつて二重の円環を描くように造り出されており、内帯と外帯は空

白部をもつて境界としている。

内帯は7基の組石 (配石)遺構が連続して、径14mの 円環を描くように配置されているが、西側の組

石 (配石)遺構の有無がはっきりとしない。

一方、外帯に位置する組石 (配石 )遺構は98基で、分布密度の濃い地域と空白部をもつて分布してい

ることが看取される。外帯組石 (配石)の分布密度、空自部の存在から水野正好氏は外帯組石 (配石)を

12グループ(小塊 )、 阿部義平氏は13グループ(小塊 )、 林謙作氏は8グループ(群 )に分割している。

野中堂環状列石

本列石は55基以上の組石 (配石)遺構によつて二重の円環を造り出しており、内帯と外帯は空白部を

もって境界としている。

内帯は15基の組石 (配石 )遺構が径約12mの 円を描くように配置され、列石中央から北西方向の内帯

と外帯のほぼ中間に「日時計状組石 Jがある。

外帯に位置する組石 (配石)遺構は40基で、万座環状列石と比較して組石 (配石 )遺構の分布密度が低い。

しかし本列石の西側では、万座環状列石と同様に外帯は組石 (配石)遺構4基～7基からなるグループを



構成していることが看取され、外帯組石 (配石 )の分布密度、空白部の存在から、阿部義平氏は13グ

ループ(小塊 )に、林謙作氏は9グループ(群 )分割している。

基本的には規模の違い、外帯を構成するグループ数、関連する遺構の数量的な違いはあると思われ

るが、万座環状列石に類似した分布を示すものと考えられる。

【ケ.性  格】

昭和26年 。27年に万座 。野中堂環状列石を構成する組石 (配石)遺構の中より14基の組石 (配石)遺構

を摘出し、組石下部の調査を実施している。この結果、14基中11基からは平面形が楕円形 (小判形 )又

は円形を呈し、長軸100cm前後を汲1る土坑が確認され、また同時に科学的な分析 (リ ン分析 )を実施し、

一例であつたが高濃度のリン合有量が認められている。調査を総括した斉藤忠氏は「我々が調査した

範囲内においては、その下底に墳を有していることが普通であることの認められたことは、これを墓

鍍と見、組石を墓標的なものと考えることに蓋然性もあるのであり」とし、墳墓の集合体であること

を推察した。

市教委では、昭和59年～61年にかけて一本木後口地区の配石遺構群の調査を行った。この結果すべ

ての配石下に土坑を有すること、土坑は人為的に埋め戻されていたこと、土坑内より甕棺土器や副葬

品と判断される漆塗木製品や13点 もの石鏃が出土したことから配石遺構=配石墓であると考えている。

この配石遺構の集合体である2つの環状列石 (本体)については、上記のことから「二重の円環に配

置された、配石墓の集合体」であると考えている。



2.配石遺構

(1)環状配石遺構 (第22図～28図、第17～ 20表 )

発掘調査によって13基の環状配石遺構が検出されている。

【ア.形  態】

平面形態によつて 2つに分類される。

I類 : 細長の石の長軸を連結し環帯を造り、その一部に張り出し施設を持つ。環帯に配列される

石は複数列になる場合もある。第401号環状配石遺構のように遺構中央部に地床炉、これを囲み 2本

一対の柱穴配置を持つことを基本とするものと考えられるが、これらが確認できなかつたもの、確認

されなかったものもある。

なお、第04号環状配石遺構については規模や柱穴の配置に違いを見せるが、本類とした。

Ⅱ類 : 小石を環帯状に敷き詰めたもの。張り出し部や柱穴状ピットを明確にできなかつたが環状

配石遺構として分類した。

万座隣接部

隣接部に4基分布し、すべて I類である。

万座北側地区

9基が分布する。第411号環状配石遺構はⅡ類、そのほかは I類である。

第04号環状配石遺構については西側に等間隔に配置された二重の柱穴状ピットが観察されている。

また環内で配石遺構、石囲炉が検出されている。遺構中央に位置する石囲炉は位置的にみて本遺構に

伴うものと考えられるが、柱穴配置に接して配置された石囲炉、配石遺構はこの遺構に付随するもの

かは断定できなかつた。

【イ.規  模】

最大なものは万座北側地区第04号環状配石遺構の長軸28m×短軸20m、 最小なものは同地区第411号

環状配石遺構の径3.4mである。規模は径3.4m～ 10m以内に収まるが、第202号環状配石遺構は径14mを

測りこれを大型とすると、04号環状配石遺構は特大といえる。

万座隣接地

径4.60m～7.56mを測る。万座北側地区のものと比べ小型のものが多い。

万座北側地区

径3.4m～ 28.00mと 開きが大きい。大型・特大の202号環状配石遺構、04号環状配石遺構、最小の第

411号環状配石遺構を除くと、規模は6.60m～8.80mに収まる。万座隣接地と比べ大型のものが占める

割合が高い。

【ウ.確認面と構築面】

万座隣接地

本地区で確認されたものは、基本層序Ⅲc層上に構築される。

万座北狽1地区

本地区で確認されたものは、Ⅲc層上に構築される。04号環状配石遺構では転倒せずに立石が残つ



ており、これらはⅡ層上面にその露頭を確認した。

【工.堆積状況】

万座隣接地

確認状況が平面的なものであることから基本的にⅢb層、Ⅲa層が遺構全体を覆っている。

万座北側地区

確認状況が平面的なものであることから基本的にⅢb層、Ⅲa層が遺構全体を覆っている。

【オ.出土遺物】

万座隣接地

遺構に直接伴つた遺物を判断するのは非常に難しい。遺構周辺から後期前葉 。十腰内 I式土器～後

期中葉・十腰内Ⅱ式・Ⅲ式土器の特徴をもった土器とともに石鏃、石皿、磨製石斧、土製品が出土し

ている。

万座北側地区

遺構周辺から後期前葉～中葉にかけての土器が出土している。このほかに土偶、環状土製品、磨製

石斧、掻器などが出土している。

本遺構の確認面 (構築面)と 同じⅢc層面から後期中葉の特徴を持った広口壺が 2′点出土している。

【力.重複関係】

万座隣接地

掘立柱建物跡  SB210～ 212→SX(S)220(Dl区 )  SB615→ SX(S)602(D6区 )

焼土遺構    SX(f)222→ SX(S)220(Dl区 )

土 坑     SK89。 90・ 94→ SX(S)01(D6区 )

重複する遺構が埋め戻された後に環状配石遺構が構築されている。このことから本地区では最も新

しい時期のものと考えられる。

万座北側地区

環状配石遺構  SX(S)04→SX(S)01(F4区 )

掘立柱建物跡  SB201→ SX(S)201(Dl区 ) SB12→ SX(S)04→ SX(S)01(F4区 )

焼土遺構    SX(f)212→ SX(S)201(Dl区 )

土 坑     SK→ SX(S)401(D4区 )SK66→ SX(S)01(F4区 )

フラスコ状土坑 SK(F)11→ SX(S)01(F4区 )

重複する遺構が埋まりきつた後に環状配石遺構が構築されている。このことから本地区では最も新

しい時期のものと考えられる。なお、環状配石遺構同士の重複関係が 1例存在する。

【キ.時  期】

万座隣接地

万座隣接地に分布する掘立柱建物跡、土坑、フラスコ状土坑を切つて構築されている。

万座隣接地の東側に位置する第602号環状配石遺構は後期中葉に構築された第12号建物跡が廃棄さ

れた後に構築されており、これ以降の時期が与えられる。



万座北側地区

本地区、後期前葉の遺構の主体をなす建物跡 (群 )を切つて構築されており、後期前葉以降の時期が

与えられる。なお、万座隣接地において後期中葉の遺構が埋まりきつた後に構築しており、その構築

時期は後期中葉と考えられる。なお、環状配石遺構同士の重複関係が示すように、同遺構の構築時期

は 2時期を想定することができる。

【ク.分  布】

万座隣接部

万座北東側に隣接する第202号、301号環状配石遺構、万座北側南端に位置する第401号、第1号、第

402号、第403号環状配石遺構は、直径70mの 円環を描くように張り出し施設をその円環の中心を向く

ように配置されている。区画を作り出していることからこれら6基の環状配石遺構は同時期と判断さ

力しる。

万座北側地区

万座北西側の台地縁を意識した配置を示しながら、第3号 。第4号環状配石遺構はその張り出し施設

が北側に、第202号 。第01号環状配石遺構はその施設が東側を向く。

【ケ.性  格】

本遺構は環状列石以降に構築されたもので、その時期は後期中葉である。

関東地方で検出されている敷石住居跡と形態が類似していることから竪穴住居跡とする考えもある。

しかし、万座西側地区、野中堂隣接地からは後期前葉～中葉の竪穴住居跡が確認されていることか

ら、同時期に2つの形態のものが存在していたとは考えにくい。

万座環状列石、万座北側に構築された建物群は生活を意識した空間を作っていない。性格を決定付

ける遺物も少なく性格については想定の域を出ないが、祭祀的な要素が強い施設と考えられる。
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(2)方形配石遺構 (第29図、第21表 )

4基の方形配石遺構が検出されている。

【ア.形  態】

平面形態及び構築材の配置の仕方によつて 2つに分類される。

I類 :遺構の輪郭を造る石の帯が複列並べのもの。使用される石材はⅡ類と比較し小ぶりのものが

多い。

Ⅱ類 :石の帯が単列並べのもの。使用される石材は細長のものが多い。

万座隣接地

3基が確認されている。第408号方形配石遺構は I類、第302号 。406号方形配石遺構はⅡ類である。

なお、方形配石遺構に形態が類似していることから第408号配石遺構を本類に合めた。北西側に張り

出し施設と南帯に接して石囲炉、遺構中央に地床炉があるが、共伴するのかは不明である。

野中堂隣接地

第01号方形配石遺構1基が確認されている。形態はⅡ類である。

【イ.規  模】

最大のものは第302号方形配石遺構の長軸4.40m× 短軸4.30m、 最小は第01号方形配石遺構の長軸

3.5mである。環状配石遺構と比較し、極めて小ぶりである。

万座隣接地

長軸・短軸とも4.40mを超えるものはない。第302号方形配石遺構が最も大きな面積を持っている。

野中堂隣接地

万座隣接地のものと比較し、小型である。

【ウ.確認面と構築面】

万座隣接地

本遺構は基本層序Ⅲb層において確認され、Ⅲc層に構築される。

野中堂隣接地

本遺構はⅢb層において確認され、Ⅲc層 に構築される。

【工.堆積状況】

万座隣接地

確認状況が平面的なものであることから基本的にⅢb層、Ⅲa層が遺構全体を覆っている。

野中堂隣接地

確認状況が平面的なものであることから基本的にⅢb層、Ⅲa層が遺構全体を覆っている。

【オ.出土遺物】

確認状況が平面的な遺構であるため、遺構に伴つた遺物であるのか見極めが難しい。

万座隣接地

遺構内から土器片、掻器、土製品、石冠、敲石が出土している。また周辺からは後期前葉から中葉

の特徴的な文様をもった土器片が出土している。



野中堂隣接地

遺構本体からの出土遺物は出土していないが、周辺からは後期前葉から中葉の特徴的な文様をもつ

た土器片が出土している。

【力.重複関係】

確認された遺構すべてが列石隣接地に構築されているが、重複関係は極めて少ない。

万座隣接地

フラスコ状土坑    SX(F)428重複関係不明

野中堂隣接地

掘立柱建物跡     SB02→ SX(S)01

【キ.時  期】

万座隣接地

遺構の構築時期を直接知ることができる遺物は少ない。構築材は基本層序第Ⅲc層上面に置かれて

いること、周辺からの出土遺物から構築時期は後期中葉と考えられる。

野中堂隣接地

遺構の構築時期を直接知ることができる遺物は少ない。構築材は基本層序第Ⅲc層上面に置かれて

いること、周辺からの出土遺物から構築時期は後期中葉と考えられる。

【ク.分  布】

いずれも列石隣接地に構築され、環状配石遺構のような広がりを示さない。

万座隣接地

第406号方形配石遺構は、万座外帯に接するような位置に構築されている。本地区で確認された3基

すべては同列石の北側～北西側、列石に隣接して確認している。

・野中堂隣接地

野中堂環状列石の西側外帯より約10mの位置に分布している。同列石東側については遺跡保存から

面的な調査を行っておらず、分布状況については不明である。

【ケ.性  格】

後期中葉に構築されたもので、環状列石より後出するものである。遺構の性格を直接知りうる資料

に乏しい。

平面形態では環状配石遺構 と趣を異にするが、場を区画するために石を使用すること、石の並べ方

に共通性がみられる。
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(3)配石遺構 (第30～ 53図、第22～ 30表 )

これまでに92基の配石遺構が確認されている。

【ア.形  態】

・形態分類

第3次発掘調査報告書において一本木後口地区で確認された配石遺構について形態分類を行った。

大別すると立石、平石で構築されるものであることから下記のように形態分類を行つた。

I類 : 縁辺部に立石を巡らすもので、内・外部構造から4つに細分される。

Ia 縁辺部形態が楕円形を呈し、その内部に平石を数個置いたもの。

Ib 形態が楕円形を呈し、その内部中央に立石を立て、その隙間に平石を置くもの。

Ic 形態が円形を呈し、その内部に数個～十数個の平石を積み、さらにその縁辺部外側に石を

環状に巡らすもの。

Id 下部土坑の四方に立石を立て、その内部に平石を数個置き、さらにその縁辺部に内部を覆

うように斜めに立石を巡らすもの。

Ⅱ類  立石のみで配石が作られるもので、3つ に細分される。

Ⅱa 縁辺部に立石を楕円形に巡らすもの(こ の類は、一本木後口地区第40号配石が該当する。し

かし Ia類の破壊過程のなかでこのような形態を作る可能性もある)。

Ⅱb 配石下土坑の長軸両端に一対の立石を立てるもの。

Ⅱc 配石下土坑の長軸両端に一対の立石を立て、そのほぼ中間(土坑中央部 )に数個の小さな石

を立てるもの。

Ⅲ類  配石縁辺部に平石を巡らせるもので、 2つに細分される。

Ⅲa 石の長軸を連結させ、円形に一巡させるもので、その内部に石が雑然と積まれるもの。

c類
※スクリーントーンは立石を表す

Ⅱa類
Ib類

Ⅲa類

Ⅱb類

第30図 配石遺構形態分類図



Ⅲb 石の長軸を中心に向け、所謂放射状に置き、その内部には石が雑然と積まれるもの。

なお、本項ではこの分類をもとに記述を進めていく。『大湯町環状列石』において行われた組石遺構の

分類との比較は次のとおりであるが、対応しない配石遺構の形態も存在する。

第22表  配石遺構形態比較表

万座隣接地

本地区の配石形態の構成は次のとおりである。

I類 :1基、Ⅲ類 :2基、形態不明7基      計10基

原型を留めていないものが多い。第605号配石遺構は環状配石遺構の張り出し部に類似している。

万座北側地区

本地区の配石形態の構成は次のとおりである。

Ⅱb類 :1基: Ⅱ類 :1基、

Ⅲa類 :4基、Ⅲb類 :1基、Ⅲ類 :9基、形態不明 :9基   計25基

圧倒的にⅢ類が占める割合が高く、 I類は全くみられない。第5号～8号配石遺構は細長石を平面的

に並べており、近隣する環状配石遺構の張り出し施設の構造と非常に似ている。

万座南側地区

本地区の配石形態の構成は次のとおりである。

Ia類 :2基、Ⅲ 類 :1基、日時計状 :1基、形態不明 :3基  計 7基

数量的に少なく、集約傾向を把握できないが、配石遺構下より確認された土坑形態より形態不明と

したものは I類 と考えられる。

野中堂南側地区

本地区の配石形態の構成は次のとおりである。

Id類 :1基、形態不明2基                     小計3基

崩壊が著しく、検出された数量も少なく、全体を把握できない。

一本木後口地区

本地区の配石形態の構成は次のとおりである。

Ia類 :9基、 Ib類 :2基、 Ic類 :3基、 Id類 :1基、 I類 :5基   小計20基

Ⅱa類 11基、 Ⅱb類 :1基、 Ⅱc類 :1基、               小計 3基

Ⅲa類 :4基、Ⅲb類 :1基            Ⅲ類 :10基   小計15基

形態不明 :6基                            小計6基

44基のうち、 I類が最も多く、これにⅢ類が続く。

【イ.規  模】

国 営 Al類 A2類 A3類 A4交買 A5類 Bl類 B2奏頁 Cl委貢 C2姿頁 C3類

市教委 (Id類 ) (Ib類 )

国 営 El姿頁 E2淡頁 E3委頁 G類 H類 Jl類 」2類 K類
0書きは類似タイプ

市教委 Ia類 Ic類 (Ⅲ a類 )
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小礫を少量含む
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1黒褐色土 (10YR2/2)
ローム粒 を少量含む

2黒色土 (10YR2/1)
地山粒を微量含む
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2 黒褐色±00YR2/2)地山粒多量、焼土粒微量混入、

SX(S)01(野 中堂南側 )

SX(S)02

1 黒色土(10YR2/1)地山粒多量、焼土粒微量混入、ややしまる
2 黒褐色土(10YR2/2)地山粒少量混入、 しまる

しまる      3 黒色土(10YR2/1)地山粒微量混入、ややしまる

SX(S)02(野 中堂南狽1)

SX(S)03
1 黒色土(1 0YR2/1)地 山粒微量混入、やや軟弱

SX(S)03(野 中堂南側 )
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・配石遺構

配石遺構下に土坑をもつものは、その土坑の規模とほぼ一致する。最も規模の大きいものは一本木

後口地区の第14号配石遺構である。配石縁辺部に15個の立石を円形に一巡させ、その内部に12個

の扁平な石を積み重ね、この中央に球状の石を配したもので、さらにこれを囲むように石の長軸を連

結して並べた直径約350cmのサークルが付随している。

なお、個々の配石遺構の規模については第24表～31表に記載している。

・土  坑

配石下部の遺構の有無を確認するため、その調査を行っている。土坑を有するもの88基のうち68基

であり、その平面形は円形又は楕円形を呈し、上部配石と類似した形態を持っている。

配石下で確認された土坑の中で最も規模が大きいものは一本木後口地区の第17号配石遺構、最も小

さいものは野中堂南側地区の第03号配石遺構である。

万座隣接地

配石下に土坑を持つものが5基、持たないものが4基存在する。確認された土坑は楕円形が多い。下

部に土坑を持たないものはⅢ類又は形態不明のものである。

土坑の規模が最も大きいものは第221号配石遺構、小さいものは第229号配石遺構である。底面積規

模としては約2.3倍の開きがある。

万座北側地区

下部に土坑を持つのは10基、持たないものが15基である。万座隣接地と同様に土坑を持たないもの

はⅢ類に多くみられるほか、環状配石遺構の張り出し施設と類似した形態のものには土坑が伴うもの

はない。

土坑の平面形は楕円形4基、円形3基、隅丸方形1基である。この中で最も大きいものは第204号配石
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2暗褐色土 (10YR3/3)地 山プロックを多量含む
3黒褐色土 (10YR2/2)地 山プロック、砂礫を多く含む
4黒褐色土 (10YR2/3)地 山プロック、砂礫を多量に含む

非常に堅くしまる

5黒褐色土 (10YR2/3)
6黄褐色土 (10YR4/8)黒 褐色上を含む
7黒褐色土 (10YR2/2)
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4褐色土 (10YR″ 4)砂礫を多く含む、非常に硬くしまる
5黒褐色土 (10YR2/2)砂を含む
6黒褐色土 (1 0YR3/2)
7黄褐色土 (10YR5/8)地山プロックを多量に含む
8暗褐色土 (10YR3/3)地山プロックを多量に含む

0                                 2m

S× (S)
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SX(S)20
1黒色土 (10YR1 7/1)
2黒褐色土 (10YR2/3)
3黒褐色土 (10YR2/2)
4黒褐色土 (10YR2/2)
5黒褐色土 (1 0YR2/2)
6黒褐色土 (1 0YR2/2)
7黒褐色土 (10YRν 3)
8黒褐色土 (10YRν 2)
9黒褐色土 (1 0YR2/2)
10黒褐色土 (1 0YR2/2)
11黒褐色土 (1 0YR2/3)
12黒褐色土 (1 0YR2/2)

SX(S)24
1黒色土 (7 5YR2/1)
2暗褐色土 (1 0YR3/3)
3黒褐色土 (1 0YR2/2)
4黒色土 (10YR2/1)
5暗褐色土 (1 0YR3/4)
6黒褐色土 (10YR2/3)
7黒色土 (1 0YR2/1)
8黒褐色土 (10YR2/2)
9暗褐色土 (10YR3/3)

α

`S⊃

い |

SX(S)21
1黒色土 (1 0YR2/1)
2黒褐色土 (1 0YR2/3)
3黒褐色土 (1 0YR2/3)
4黒褐色土 (10YR2/2)
5暗褐色土 (10YR3/4)

Ｈ
一

Ｈ
一

6黒褐色土 (10YR2/3)
■褐色土 (1 0YR4/4)
8暗褐色土 (1 0YR3/3)
9黒褐色土 (1 0YR2/3)

Ｅ
一

I―
一

Ｆ
一

―
一

SX(S)25
1黒褐色土 (10YR3/2)
2黒褐色土 (10YR2/2)
3黒色土 (1 0YR2/1)
4暗褐色土 (10YR3/3)
5暗褐色土 (10YR3/4)
6暗褐色土 (1 0YR3/4)
7暗褐色土 (1 0YR3/3)

SX(S)26
1黒色土 (1 0YR1/17)
2褐色土 (1 0YR4/4)
3黒褐色 (10VR2/2)
4黒色土 (10y「 17/1)
5黒褐色土 (10YR2/2)
6暗褐色土 (10YR3/3)

SX(S)22
1暗褐色土 (10YR3μ )
2黒褐色土 (1 0YR2/3)
3黒褐色土 (10YR2/3)
4暗褐色土 (10YR3/3)
5黄褐色土 (10YR5/8)
6暗褐色土 (10YR3/4)
7黒褐色土 (1 0YR2/2)
8黒褐色土 (10YR2/3)
9褐色土 (10YR4/4)
10黒色土 (10YR2/1)
11黒色土 (10YR2/1)
12暗褐色土 (10YR3/4)

あＥ
一

E″

E′

LI

SX(S)24(一本木後口)

SX(S)20(一本木後口)

SX(S)25(一本木後口)

SX(S)26(一本木後口)
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SX(S)28
1黒褐色土 (10YR2/2) 地山粒若干含む
2黒褐色土 (10YRν 3) 地山粒、小プロックを含む
3黒色土 (1 0YR2/1) 地山粒～中プロックを含む
4褐色土 (1 0YR4/6) 地山粒～大プロックの集合層
5黒褐色土 (1 0YR3/2) 地山粒～小ブロックを若干含む

SX(S)27
1黒色土 (10YR1 7/1)自 色浮石、砂を若千含む。
2黒褐色土 (1 0YR2/3)地山粒、小プロックを含む。
3黒色土 (10YR2/1)地山粒、小プロックを含む。

SX(S)27(一本木後口)

SX(S)30
1暗褐色土 (10YR3/3)
2黒掲色土 (10YR3/2)
3黒褐色土 (10YR3/2)
4暗褐色土 (1 0YR3/4)
5褐色土 (10YR4/4)
6にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

SX(S)30(一本木後口)

ご

ｒ
一

Ｃ
一

ｒ
一

ご

SX(S)28(一本木後口)

SX(S)29
1黄褐色土 (10YR5/6) 6黒 褐色土 (1 0YR2/2)
2暗褐色土 (1 0YR3/3) 7黒褐色土 (10YR2/3)
3暗褐色土 (1 0YR3/4) 8褐 色土 (1 0YR4/4)
4黒褐色土 (1 0YR3/2) 9黒 褐色土 (10YR2/3)
5暗褐色土 (1 0YR3/3)

SX(S)29(一本木後鴫
①

SX(S)32
1黒色土 (10YR2/1) 4暗褐色土 (10YR3/4)
2暗褐色土 (10YR3/3)5暗 褐色土 (10YJ3)
3暗褐色上 (10YR3/4)6暗 褐色土 (10YR3/3)

SX(S)32(一本木後口)

Ｅ
一

Ｅ
一

Ｆ
一

ｒ
一

Ｆ

一ｒ
一

F´

Fン

SX(S)31
1黒褐色土 (1 0YR2/3)
2黒褐色土 (1 0YR2/3)
3暗褐色土 (10YR3/3)
4暗褐色土 (10YR3/4)

SX(S)31(一本木後口)

SX(S)33
1石に抜き取 り痕
2黒褐色土 (1 0YR2/3)
3黄褐色土 (1 0YR5/8)
4褐色土 (10YR4/6)
5暗褐色土 (10YR3/4)
6暗褐色土 (10YR3/3)
7暗褐色土 (10YR3/4)
8黒褐色土 (10YR3/2)
9暗褐色土 (1 0YR3/4)
10褐色土 (10YR4/6)

・
 SX 0 34

Ｈ
一

Ｈ
一

ｒ

一
―
一

1黒褐色土 (10YR2/2)
2黒褐色土 (10YR2/3)
3黒褐色土 (1 0YR2/3)
4暗掲色土 (1 0YR3/3)
5暗褐色土 (1 0YR3/3)
6暗褐色土 (1 0YR3/4)
7暗褐色土 (10YR3/4)
8黒褐色土 (10YR2/3)

SX(S)35
1黒色土 (10YR1 7/1)
2暗褐色土 (1 0YR3/4)
3暗掲色土 (1 0YR3/4)
4黒褐色土 (1 0YR2/2)
5黒褐色土 (10YR2/3)

SX(S)35(一本木後口)

0                     2mSX(S)34(一本木後口)SX(S)33(一本木後口)
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SX(S)36
1黒褐色土 (1 0YR2/3)地 山粒微量混入、粘性有り
2暗褐色土 (1 0YR3/3)地 山大プロック多量混入、炭化粒微量混入
3暗褐色土 (10YR3/3)地 山小プロック少量混入、炭化粒微量混入
4暗褐色土 (10YR3/4)地 山中ブロック少量混入

SX(S)36(一 本木後口)

SX(S)37
1黒褐色土 (10YR2/2)
2暗褐色土 (10YR3/3)
3黒褐色土 (1 0YR3/2)
4黒褐色土 (1 0YR3/2)
5黒褐色土 (10YR2/3)
6暗褐色土 (10YR3/3)
7黒褐色土 (10YR2/3)
8黒褐色土 (7 5YR3/2)
9暗褐色土 (1 0YR3/3)
10黒褐色土 (1 0YR3/2)

Ｃ
一

CI

SX(S)37(一 本木後口)

θ O(
厠 い

〇

わ
（し

め
じ

SX(S)39
1黒色土 (10Y餃 /1)地山粒～小プロックを少量含む
2暗褐色土 (10YR3/4)地 山中プロック少量に含む
3黒褐色土 (10YR2″ )地山小～中プロックを多量に含み、堅くしまる
4黒褐色土 (10YR2/3)地 山小～中プロックを少量含む、軟弱である

:層籠8圭 :艦 8遮 出難:普ZF菫 そt省言
含杖 堅く細 こ富む

sx3)39
7黒褐色土 (10YR2/3)地 山粒～小プロックを多く含む
8黒褐色土 (10YR2/3)地 山粒を若干含む

0                               2m

(一本木後口)
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SX(S)40(一 本木後口)

SX(S)41
1黒褐色土 (10YR2/3)地 山小プロックを若干含む
2黒褐色土 (10YR2/3)地 山粒を若干含む
3黒褐色土 (10YR2/3)地 山中ブロックを多量に含む
4黒褐色土 (10YR3/2)砂 礫を若千含む
5黒褐色土 (10YR2/3)砂 礫を多量に含む
6暗褐色土 (10YR3た )砂礫を多量に含む
7黒褐色土 (10YR2/2)地 山小プロック 砂礫を多量に含む
8黒色土 (10YR2/1)地 山粒 小プロックを若干含む
9褐色土 (10YR4/4)地 山大プロックからなる層、堅くしまる
10黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒を極小含む
11黒色土 (10YR2/1)石 の抜き取り痕?
12暗褐色土 (10YR3/3)地 山小プロック。砂礫を含む 堅くしまる
13暗褐色土 (10YR3/3)地 山粒を若千含む
14黒褐色土 (10YR2/3)地 山粒を若千含む、堅くしまる
15黒褐色土 (10YR3/1)地 山プロックを若千含む

LI

一∞

Ａ

一

|ロ

|マ

SX(S)42(一 本木後口)

Al

SX(S)42
1暗褐色土 (1 0YR3/4)地山粒、小プロックを多量に混入
2黒褐色土 (1 0YR3/2)地山粒多量に混入
3暗褐色土 (10YR3/3)地山粒 小プロックを多量に混入
4暗褐色土 (1 0YR3/3)地山粒少量混入
5褐色土 (7 5YR4/4)地山粒 小プロックを多量に混入
6褐色土 (10YR4/6)地山粒 小プロツクを多量に混入
7黒褐色土 (10YR3/2)地山粒少量混入

SX(S)40
1黒色土 (10YR2/1)石の抜き取り痕
2暗褐色土 (10YR3/3)地山粒微量混入
3暗褐色土 (10YR3/4)地山粒 小プロック微量混入
4暗褐色土 (1 0YR3/3)地山粒～第プロック多量混入
5褐色土 (10YR4/4)砂質 小礫、地山大プロック少量混入

く
!

|ロ

Ａ

一

Ｃ
一

CI

LI

Ｅ
一
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LI

0                               2rn

SX(S)41(一 本木後口)
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SX(S)43
1 黒褐色土(1 0YR2/3)  地山粒少量混入、しまり有り
2 暗褐色土(1 0YR3/3)
3 暗褐色土(7 5YR3/3)
4 黒褐色土(1 0YR2/2)  地山粒若千混入、粘性有り
5 褐色土(10YR4/4)   地山粒多量混入

SX(S)“
1 黒褐色土(1 0YR2/2)   地山粒子を含む
2 黒色土(10YR2/1)    地山小プロックを少量含む
3 黒褐色土(1 0YR2/3)   地山中～小プロックを少量含む
4 黒褐色土(1 0YR2/3)  3層 より混入物が少なくなる
5 黒褐色土(10YR3/2)  地山プロックを多量に含み、堅くしまる
6 明黄褐色土(10YR6/6) 砂礫プロックで黒褐色土を少量含む
7 黒褐色土(10YR2/2)  地山粒子を含み、堅くしまる

0                                 2m

‐
lＣ

一
‐
I

E                           二

SX(S)45(一 本木後口)
SX(S)45
1 黒褐色土(10YR2/3)  地山小プロックを少量含む
2 褐色土(10YR4μ )   砂礫 地山プロックを含む
3 黒褐色土(1 0YR2/3)  砂礫を若干含み、地山粒の混入もみられる
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遺構、小さいものは第403号配石遺構で、長軸80cm以下の小型と長軸120cm以上の大型とに区分される。

円形は小型に、楕円形のものは大型・小型に、隅丸方形はこの中間にある。底面積規模として約5.0倍

の開きがある。

万座南側地区

7基の配石下より楕円形を呈する土坑が確認されている。この中で最も大きいものは第706号配石遺

構、小さいものは第701号配石遺構で、長軸70cm前後の小型と長軸130cm以上の大型のものとに区分さ

れる。底面積規模としては約3.80倍の開きがある。

野中堂南側地区

3基のすべてに土坑が確認された。平面形は楕円形 2基、円形が1基である。長軸50cm以下の小型、

120cm以上の大型に区分される。底面積規模では約6.6倍の開きがある。小規模な第03号配石遺構より

甕棺土器が出土している。

一本木後口地区

配石遺構密集地より離れて位置する第09号配石遺構以外から下部土坑が確認されている。平面形は

楕円形30基、円形11基、隅丸方形2基である。最大ものは第14号配石遺構、最小は第7号配石遺構であ

SX(S)43(一 本木後口)

SX(S)44(一 本木後口)



る。楕円形ものは長軸130cm、 円形のものは110cmを境に小型と大型に区分することができる。底面積

規模では約10倍の開きがある。甕棺土器は小型のものから出土している。

【ウ.確認面と構築面】

万座隣接地

基本層序Ⅲd層が構築面である。

万座北側地区

第205号配石遺構はⅢa層 を、第226号配石遺構はⅢb層を構築面とする。それ以外についてはШd層

が構築面である。

万座南側地区

配石遺構群の位置する場所の堆積土はⅢ層上面まで攪拌を受けている。遺構構築面はⅢd2層 (第Ⅲd

層より色彩がわずかに明るい黒褐色土)上面である。

野中堂南側地区

配石遺構の元位置を失つたものはⅡ層面で確認される。構築面はⅢd層 (黒褐色土)よ り明るいⅢd´

層上面 (暗褐色土)である。

一本木後口地区

耕作上の除去と共に配石遺構の立石が露頭するものある。構築面はⅢd層上面である。

【工.堆積状況】

。下部土坑の堆積状況

配石下部に位置する土坑は、全地区のものすべてが人為的に埋め戻されている。一本木後口地区で

検出された配石遺構44基中26基の土坑底面には赤色範囲が認められた。

土層断面を観察すると I類・Ⅱ類、Ⅲ類によって石の設置方法・土の埋め戻し方が異なっている。

I類 。Ⅱ類のもの

①土坑のほぼ半分まで土を埋める。②土が半分埋まった状態で、土坑の縁に沿つて石を立てる。③

立石の隙間に再度土を埋めていく。④土坑が埋まりきつた段階で立石内部に平石を置く。

Ⅲ類のもの

①土坑すべてを埋めていく。②平石を置いていく。

【オ.出土遺物】

本遺構の出土遺物として取り扱つたのは、下部土坑出土のもの及び配石内より出土したものに限つ

た。

万座隣接地

配石下部に土坑を有するものから出土している。

列石の北側隣接地に位置する第218号配石遺構からは台付土器の底部、第221号配石遺構からは沈線

を施文した土器底部とLR縄文を回転施文した深鉢形土器が出上している。このほか遺構内外からは沈

線文や帯縄文、幅の広い帯縄文で細かな節の斜縄文が施文された土器片が出上している。また221号

配石遺構からは線刻された礫が2点出土している。
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進 /1

X(S)221(万座隣接地 )
珊` 2

SX(S)221(万座隣接地 )

SX(S)218(万座北倶1地区)

5

SX(S)12(一本木後口

SX(S)221(万座隣接地 )

0                    20cm

SX(S) 03

(野中堂南側 )

SX(S)16
-本木後口)

8

SX(S)30
(一本木後口)
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また、同列石南東側隣接地に位置する配石周辺からは後期前葉～中葉の上器片が出上している。

万座北側地区

配石遺構に確実に伴うものと判断されたのは、配石下の土坑から出土したものである。沈線文、花

弁状文、弧線文、入組状曲線文が施文された後期前葉 。十腰内 I式土器の特徴を持つた土器片ととも

に石鏃、掻器などが出土している。

万座南側地区

遺構内からの出土遺物はない。配石遺構群の南側20m地点、基本層序Ⅲd層より後期前葉。十腰内 I

式土器の特徴をもつた花弁状文、弧線文が施文された土器が出上した。

野中堂南側地区

第3号配石遺構下部に穿たれた直径50cm、 深さ60cmの 土坑内から甕棺土器が出土した。壺形土器を

転用したもので胴部上2/3には沈線により曲線文が施文されており、沈線内に赤色顔料が残されてい

た。

また、配石遺構周辺からは後期前葉・十腰内 I式土器の特徴を持った土器片が出土している。

一本木後口地区

第12号、16号配石遺構より甕棺土器が出土した。第12号配石遺構出土の甕棺土器は、壷形土器を転

用したもので正立状態で出土した。胴部中程の隆沈文によって上部文様帯と下部無文帯とに区画され

る。文様帯には帯縄文により横位に展開する曲線文が施文され、沈線間・隆沈文上にはLR縄文が充填

されている。第16号配石遺構出上の甕棺土器は、土坑底面から横倒しとなり、押しつぶされた状況で

出土した。無文の深鉢形土器である。このほかに第13号配石遺構からは13点の石鏃、第3号配石遺構

からは赤色顔料を塗布した木製品が出土している。

配石周辺、本調査区からの出土土器には後期中葉 。十腰内Ⅱ式などの土器は合まれていない。

【力.重複関係】

万座隣接地

柱穴状ピット    Pit24→ SX(S)218(Dl区 ) Pit526→ SX(S)226(D2区 )

焼土遺構      SX(f)631→ SX(S)604(D6区 )SX(f)603→ SX(S)605(D6区 )

土坑       SK241→ SX(S)221(Dl区 )

重複関係を示したものにおいては、配石遺構が新しい。

万座北側地区

柱穴状ピット    Pit406→ SX(S)204(Dl区 ) Pit67～ 69→ SX(S)403(Fl区 )

土坑       SX(S)407→ SK434(Fl区 )

万座南側地区

重複なし

野中堂南側地区

重複なし

一本木後口地区



柱穴状ピット

配石遺構

Pitl→SX(S)14→ SX(S)15。 17・ 18

SX(S)14→SX(S)17→ SX(S)20

SX(S)14・ 23→ SX(S)18  SX(S)19→ SX(S)23→ SX(S)18

配石遺構同士の重複から3時期が想定される。柱穴状ピットと配石下部の土坑が重複するものは一

例であるが、下部土坑に隣接するものはピット上部に配石が置かれていることが多い。

【キ.時  期】

万座隣接地

構築される場所によつて構築時期が違う。列石北側隣接地に位置する第218号 。219号配石遺構など

は遺構内外の出土遺物から後期前葉・十腰内 I式の時期が与えられる。また同南東側に位置する第604

号 。605号配石遺構は、構築面 (Ⅲ c層 )、 周辺出土遺物から後期前葉 。十腰内 I式～中葉 。十腰内Ⅱ式

の時期が与えられる。

万座北側地区

占地する場所によつて構築時期に違いがある。本地区のほぼ中央に位置する第04号環状配石遺構に

隣接する第5号～8号配石遺構の構築面はⅢc層で他の遺構構築面よリー枚上である。さらに配石形態

が環状配石遺構の張り出し施設に類似していること、周辺からは十腰内Ⅱ式・Ⅲ式上器の特徴を持っ

た土器片が多数出土していることから、その構築時期は後期中葉と考えられる。

なお、本地区南端、沢頭地点に位置する配石遺構については、遺構内外の出土遺物、構築面から後

期前葉 。十腰内 I式の時期と考えられる。

万座南側地区

配石遺構及びその周辺からは遺物が出土しなかつた。周辺出土土器から後期前葉 。十腰内 I式の時

期が与えられる。

野中堂南側地区

第03号配石遺構出土土器がその構築時期を表しており、後期前葉 。十腰内 I式の時期が与えられる。

一本木後口地区

第12号 。16号配石遺構出土甕棺土器、第30号配石遺構内出土土器がその構築時期をあらわしている

ものと考えられる。いずれも後期前葉 。十腰内 I式の特徴を持っており、配石遺構の構築時期はこの

時期が与えられる。

【ク.分  布】

万座隣接地

列石をはさみ北西側、東側隣接地に分布する。北西側に占地する配石遺構3基は列石と関連の強い

建物群域に、それ以外の配石遺構は土坑 。フラスコ状土坑分布域にある。

万座北狽1地区

広い範囲に数基ごとにまとまって分布している。配石下の土坑の有無を頼りにさらにその分布をみ

ると配石下に土坑を持つものは本地区の南端部 (万座西側地区際)と 北部に分かれて分布し、土坑を有

しないものは第04号環状配石遺構隣接地とその東側に分布している。



万座南側地区

5基の配石遺構が弧を描くように等間隔に配置されている。阿部義平氏の実測図 (第51図 )や写真を

見ると7基ほどの配石遺構が二重の弧を描くように配置されていることを読み取ることができる。

野中堂南側地区

3基の配石遺構が5m四方の範囲に集合している。配石群南側には配石列が存在する。
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第51図 万座南側地区配石遺構分布図

一本木後口地区

配石遺構は、弧状列石を境界として外帯 (弧状列石の外側)と 内帯 (弧状列石の内側)と に区画され

る。これは外帯配石1基 とこれに対応する内帯配石4～6基 (上坑を合むものもある)でグループを構成

するもの6グループ、内帯配石のみで構成するもの4グループの計10グループに分割することができ、

これらがある程度の間隔を保ちながら大きな弧を描くように連続している。
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第52図 野中堂南側地区配石遺構分布図

各グループ内での上部配石、下部土坑の配置をみると各グループ間にはまだ空白部があるものの重

複するものがある。これは構築場所が任意ではなく、その範囲がかなり限定されていたことを示して

いるものと考えられる。各グループ間で共通する配石形態は Ia類・Ⅲa類で、しかも外帯には Ia類の

配石遺構が等間隔に配置されるという規則性を持つている。

【ケ.性  格】

配石遺構の形態は多種であり、しかもその下部に土坑を有するもの、有しないものが存在する。

配石下で確認された土坑の長軸は63cm～236cmを測る。規模が小さいものでも屈葬であれば埋葬可

能な大きさである。また堆積土は人為に埋め戻されており、土坑内より甕棺土器や副葬品と判断され

る漆塗木製品、石鏃が出土したものもある。このようなことから配石遺構下に土坑を有するものにつ

いては「配石墓」と考えられる。

一方、配石遺構下に土坑を持たないものも存在する。万座隣接地・北側地区で確認した第605号、

5号～8配石遺構は意図的に石が配置されており配石遺構として認識できる。しかし構築時期が後期中

葉であること、隣接地に環状配石遺構が存在すること、石の配置の仕方は環状配石遺構の張り出し施

設と類似しており、環状配石遺構の張り出し施設の可能性が高い。なお、これらが重複により環帯を

失ったものか、構築途中であったかは確認できなかつた。

上記以外にも土坑を有しない配石遺構が存在するが、それらについては性格を不明としなければな

らない。
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第23表  配石酬 万座脚
M 誦

鶴mol

譴 区

グリッド

翻 面 際 酉̈ 勤 鰤 出働

特記事項

酢 縣 様
嘲酉協 態

長軸×短軸

土坑形態

長軸×短軸×深さ

長軸方向。堆積状況

l SXC1218

緞文4)

Dl区

ZV-89

Ⅲd層 楕円形

72× 60

楕円形

ll16× 78× 32

・ノ`」深3

復元土器 PIt24‐ SXIS1218 篠
　
”　
蝶

2 Sm3)219

鰤文 4)

Dl区

ZV-92

鵬

稲

楕円形

90× 68

楕円形

88× 63× 55

メ偽

土器片 6点 SK126邦 X(S)219 麒
　
”　
蝶

3 SX③221

(報文4)

Dl区

Ⅸ -92

恥
　
確

楕円形

125× 74

楕円形

lC19× 88× 55

。人為

衝 端

絃 蝶

4 SX926

(報文D

D2区

ZV-86

IIc上面 コ字配置

70×

Plt526部Ю 226

5 SXG1229

轍 51

D2区

2-85

Ⅲd上

面

円形

66× 64× 21

メ偽

6 SX③230

級文D

D2区

ZW-86

ZX‐86・ 87

砒 上面 一辺 31Xlほ どの

方形

SKC1306

→Ⅸ6)2∞

7 S郎)303

報文 101

D3区

Y蜘 7

Ⅲd上

面 160× 120

8 SXS1405

(社文101

D4区

別V・ ZV

-94・ 95

Ⅲd上

面

360× 320

9 SX616∝

鮮長文lll

D6区

ZK-93

Ⅲd上

面

円形・立石あり

140×

配石下に深さ60の土

坑をボーリングで確認

周辺から後期

前葉。中葉の土

劉キ

SXIF1631

→SXIS1604

SX3)605

腋 11)

D6区

ZK-92

Ⅲd上

面

環状配石遺構の

張出部に類似

周辺から後期

前葉・中葉の上

湘守

SX0603

‐6X6)605



第24表 配石蹄 座北側地区D

No 臨

級如め

調査区

グリッド

温 面 瀦 配石規鰤 ¨ 出働

特記事項

動 縣 篠

嘲配石形態

長軸×短軸

土坑形態

長軸×短軸×深さ

長軸方向・堆積状況

1 SX③203

報文4)

Dl区

YI―-93

Ⅲa

上面

コ知 置

70× 7Э

珊 キ10委bミ

2 SX3)2C14

(報文4)

Dl区

YI―-93
ｍ
　
驀

楕円形

88× 75

楕円形

129× 103× 49

メ偽

出器片 10点

石鏃2

ほか

Plt406‐XGl四 御

麒

3 SX612Э 5

儲文 4)

Dl区

YH-93
Ⅲａ
節

囃骸ヽ と1議む

133× 90

なし 爛 守

石鏃、掻器

など

4 SXS)206

鰯文 4)

Dl区

YG-93

IIId

下電

円形

126× 12Э

ボーリング調査によつ

て土坑があるものと予

測された

劉
麟

5 SXC1213

餓文4)

Dl区

YL-90

Ⅲd

司詈

円形

×   ×45

・ノ入偽

爛 +23′点 御
麒

6 S聰3)226

倖風文4)

Dl区

YM-93

lllb層

62× 50

励 励

lCKl× 68

SX(》26と艶

7 SXS)403

(報文61

Fl区

R・ S-103
Ⅲｄ
躍

土坑中央に石を

置く

楕円形

63× 41× 36

・ノ人為

土器片 3点 P167-69

‐ Ю 佃

御

諜

S'30404

(報文0

Fl区

R-103・

104

Ⅲｄ
婿

3個の石を置く 円形

η×70× 23

メ偽

SX0407

(報文 61

Fl区

S-102
Ⅲｄ
襲

土坑中央に大き

な石2個

円形

84×     ×17

・ノ入為

SXS)407

‐SK434
御
麒

SX3)408

(報文0

Fl区

R-101

Ⅲd

J書

底面と壁際に石

を置く

円形

70×     ×23

・ノ入偽

11 SXe1409

鰈文61

Fl区

V-110

Ⅲd

J層

小礫がたくさん

あり柱状のもの

は ジヽ百か

楕円形

129× 85× 36

N-85-E・ メ為

土,印+15′点 SK405・ 406・ 4∞

‐SЮ 409
御

麒

SX6)901

(報文9

F3区

Y」・Ⅵ

-107

Ⅲd

J詈

楕円形

lKXl× 90

なし

SXC)902

(報文9

F3区

11--107

IIIb

嘲立

並列並べ

70× 50

なし

SX③903

織文 91

F3区

YJ-108

lllb

嘲立

方形 な し

SX0904

(報文91

F3,こ

YI-108・

lk19

恥
帖

52× 70 な し



第25表  配石遺構
"座
北側地区21

ヽ 酷

鰈畑め

詭 区

グリッド

確認面 形態 配石規徹 D ¨ 出鋤

特記事項

動 縣 橡
嘲西蹄 態

勘 ×割

土坑形態

長軸×短軸×深さ

蹴 向・印

SX③911

(報文91

F3区

Ⅵ -105
恥
難 102× 80

なし

SXG1906

(報文91

D5区

ZX-101・

102

Ⅲｄ
携

260× 100 未調査

SX05

轍 131

F4区

YN・ Ⅷ I

-99

恥 層 方形

1∞×1つ

なし

SXS16

緞文19

F4区

X-99

・ 100

Ⅲc層 円形

1`Ю×

なし

SXC17

緞丈131

F4区

YE-103

Illc層 膨

120× 95

なし

SX③8

緞文19

F4区

YII・ YL

-100

Ⅲc層 彫

駆

不明

SX619

G挺丈19

F4区

К ・ YF

-101

mc層 楕円形

120× 75

SXCS110

鮮随丈10

F4区

YK-95

砒 層 円形に重ねる

120× 110

なし

駆③ll

(報文131

F4区

YK-95

DIc層 舌嚇 明

S脚3)01

緞丈141

F5区

YT o YLT

-120

Ⅲｄ
　
節

楕円形

86× 60× 20

N-24-E・ メ偽

O



第26表 配石遺構0座南側地D
NO 誦

綿RIol

譴 区

グリッド

確認面 瀦 西̈ ¨ 出慟

特記事項

韮 縣 標
嘲酉麟

鋤 ×蜘

土坑形態

長軸×短軸×深さ

長軸方向・堆積状況

1 SXCS)701

は 81

Gl区

ZA-55

Ⅲdl層 径6Ctmの範囲

に石を集合

円形

65× 60× 27

人為

御
麟

2 SX3)702

(報文81

Gl区

ZA-63

Ⅲd2層 楕円形

110× 75

楕円形

131× lCXl× 49

N―も5-E・ メ偽

劉
麒

3 SX61703

鮎文81

Gl区

ZBM4

Ⅲd2層 楕円形 月畔」形

145× 55× 62

N-6-E。 人為

御
麒

4 SX③7“

(報文81

Gl区

ZBM2

Ⅲd2層 楕円形

90× 75

楕円形

154× 80× 60

N-27-E。 人為

劉

蔽

5 SXSlm5

(報文81

Gl区

言属置整垂鬱 ト

日 時

計 状

楕円形

長軸∞

ボーリング調査で土坑

を椰

劉
蝶

6 SX③7“

(報文0

Gl区

田地

Ⅲ″層 楕円形 楕円形

155× 90× 40

卜l-0-S・ メ偽

御
緩

7 SX③707

(報文81

Gl区

ZB―-64

Ⅲd2層 楕円形

73× 52× 37・ メ偽

劉
麒

第27表 配石帥 中堂南側地い
No 齢

輔Wol

調査区

グリッド

確認面 形態 縣 鰤 棚 爾 出鋤

特記事項

難 縣 篠

嘲
用 態

勘 ×帥

聯

長軸×短軸×深さ

長軸方向・堆積状況

1 SX3)1

(報文181

B3区

W-82

Ⅲ♂層

上面

菱形か

110×

楕円形

120× ltXl× 50

・メじも

御
麒

2 SX3)2

鰈文18)

B3区

X 82・ 83

Ⅲご層

上面

楕円形

120× lClll

楕円形

140× 110× 60

・ノヘ偽

劉

麒

3 SXS13

(報文18)

B3区

VoW-83

Ⅲ d層

上面

ブプテ影わりヽ

1∞×70 ×50× 66

・人為

円形 蔀 螺 御
緩



第28表  配石遺構(一本木後口地区 D
No 臨

(投幻0
調査区

グリッド

確認面 瀦 配石規鰤 棚 鰤 出鋤

特記事項

難 縣 標

時期
醐 態

長軸×短軸

土坑形態

長軸×短軸×深さ

長軸方向・堆積状況

1 S,C3)1

(報文D

Al区

P-10

Ⅲd 中

位

楕円励 け」

1(D× 62

楕円形

1[4× 1(4× 35

N-53-E・ メ偽

士f詢キ2 劉
織

2 駆 6)2

(報文ll

Al区

Q-12

Ⅲd 中

位

楕円励 画」

()× ()

楕円形

113× 82× 46

N-69-E・ メ偽

3 SXG13

鰊文⊃

Al区

RoS-12

Ⅲd下

位

Ⅲ a

165× 132

楕円形

165× 98× 72

N-51-E。 メ偽

漆塗木製品2

4 SX③4

は ll

Al区

R-11

Ⅲd下

位 150× 90

楕円形

131× 90× 70

N-54-E・ ノ喘

底面に赤色範

囲

御
緩

5 駆③5

(報文D

Al区

R-11

Ⅲd下

位

Ⅲ a

158× 108

楕円形

148× 111× 73

N-49-E・ メ偽

底面に赤色範

囲

御

緩

6 SX6)6

は ll

Al区

R-11・ 12

Ⅲd下

位

Ⅲ

150× 150

円形

152× 150× 70

悧 キ5

底面に赤色範

囲

後期

麒

7 SX③7

(報文D

Al区

R-12・ 13

Ⅲd下

位

70× 円形

77× 61× 22

N-69-W・ メ偽

底面に赤色範

囲

御

麒

SX3)8

級文D

Al区

R-13

Ⅲd下

位

Ⅲ 円励 ″」

(100b×

円形

101× 92× ∞

N-50-E・ メ偽

底面に赤色範

囲

後期

麒

9 SX③9

(報文D

Al区

B  14・ 15

Ⅲd 中

位 91× 70

¨ ト

SX3)10

鰯文2

A2区

R-10

Ⅲd下

位

楕円形酒J」

115× 71

楕円形

125× 101× 61

N-64-E・ メ偽

悧 キ2

SX011

(報文9

A2区

R-10

Ⅲd下

位

Ⅲa 円形須J」

120× 115

円形

127× 125× 70

N-57-E・ 人為

悧 +4

底面に赤色範

囲

御

緩

帥 012

徹文2

AK2区

R-10

Ⅲd下

位 95× 92

円形

108× 101× 55

N-49-E・ メ偽

蓄計官Jジ器1

底面に赤色範

囲

御
麒

SXC113

触

"

A2区

R-10

Ⅲd 下

位

IIIb

167× 152

楕円形

148× 124× 47

N-72-W・ メ偽

土ジ部+2

底面に赤色範

囲

御
蝶

SX③ 14

(報文2

″ 区

Q・ R

-9・ 10

Ⅲd下

位 350× 350

隅丸長方形

236× 175× 53

N-56-E・ ノに為

土繋詢+5

底面に赤色範

囲

Pltl部X014

邦 XSl

15・ 17・ 18

後期

蔽

SX3)15

級文劾

蛇 区

R-9・ 10

Ⅲd下

位

Ⅲ

150×

円形

184× 184× 87

N-0-S・ 人為

土受刷キ7

底面に赤色範

囲

R2・ 4 御

雄



第29表  配石遺廠一本木後口地区
"

ヽ 誦

雛如め

調査区

グリッド

観 面 際 配石規楓 励 ¨ 出鋤

特記事項

韮 縣 機

時期嚇

長軸×短軸

土坑形態

長軸×短軸×深さ

長軸方向・堆積状況

SXCS116

(報文の

A2区

R・ S-9

Ⅲd下

位

楕円形配列

98× 90

楕円形

lC6× 84× 52

N-46-E。 人為

蓄計官i聟器1

悧 キ4

底面に赤色範

囲

劉

麒

SX6)17

←R文 2

″ 区

Q・ R

-8・ 9

Ⅲd下

位

I 楕円形須彦」

2Ю×150

精円形

223× 202× 72

N-2-W・ メ偽

悧 キ14

石鏃13

底面に赤色範

囲

脳 914‐SЮ
17●3X③
"

劉

麒

SX6)18

鰈文21

_A2区

R-10

Ⅲd下

位

Ⅲ 楕円瓢 彦」

"1×
104

楕円形

180× 114× 25

N-82-W。 人為

醐 」J器 1

悧 十Z

SXCS)14・ 23

‐SXO)18
御
麒

SX6119

(報文②

Ar2区

R-9

Ⅲd下

位

lll 楕円形

175× 92× 26

N-12-W・ メ偽

鋼 中4 SX019

‐ 熱 )23

御

諜

"
SX()20

(報文2

A2区

R-8・ 9

Ⅲd下

位

Ic

198× 185

楕円形

157× 128× 83

N-62-E・ メ偽

土素劉キ7

底面に赤色範

囲

SX(3)17

→3X③
"

御

諜

SX3)21

鶴文

"

越 区

R-8

Ⅲd下

位

Ic

98× 94

楕円形

154× 132× 58

N-84-E・ ノ`偽

底面に赤色範

囲

後期

諜

SX③22

(報文2

A2区

R・ S-8

Ⅲd下

位

Ⅲ

138× 130

楕円形

164× 115× 67

N-59-E・ メ偽

底面に赤色範

囲

劉
緯

SX③23

緞文2

″ 区

R-9

Ⅲd下

位

円形

124× 115× 81

N-0-S・ 人為

土J劉+6

底面に赤色範

囲

SX6)19‐SXCl

23-,SXISu18

後期

篠

SXGl%

(報文2

Ar2区

P-8

Ⅲd下

位

楕円形配列

70× 50

楕円形

95× 63× 55

N-82-W・ メ偽

爛 キ1 御

麒

駆  ()25

級文2

A2区

R-8・ 9

Ⅲd下

位

I 楕円形

181× 158× 60

N-45-E・ 人為

if副+7

底面に赤色範

囲

劉
醸

S'33)26

触

"

A2区

S切

Ⅲd下

位

Ⅱb 円形

113× 103× 55

N35E・ メ偽

土景刷キ1

底面に赤色範

囲

御

麒

SXS127

m文劾

_A2区

P・ Q-13

Ⅲd下

位 73× 67

楕円形

124× 98× 28

N-60-E。 人為

底面に赤色範

囲

御

蝶

SXG128

(報文2

A2区

Q-13・ 14

Ⅲd下

位

楕円形

120× 92× 38

N-29-E・ 人為

御

篠

29 SXC)29

(報文2

A2区

R型7・ 8

Ⅲd下

位

Ⅲ 楕円形

123× 102× 57

N-70-W・ メ偽

士漏嗣キ1 昭和51年X地域

7号竜劃青

御
麒



第30表 配石遺構(一本木後口地区9
NO 臨

鰈鄭め

調査区

グリッド

確認面 瀦 配石規嵐D ¨ 出鋤

特記事項

簸 縣 樽

時期酵 擁

蜘 ×蜘

土坑形態

長軸×短軸×深さ

長軸方向・堆積状況

SX③30

(報文

"

A2区

R7

Ⅲd下

位

Ⅲ a 楕円形

153× 119× 2

N―

“

一E・ メ偽

石鏃 1

底面に赤色・砂

鋒 囲

昭和51年X地域

6=翔劃庸

御
麒

SX6)31

は

'

授 区

R8

Ⅲd下

位

Ⅲ 円形

132× 120× 61

N-83-E。 人為

底面に赤色範

囲

劉
麒

SX③認

(報文21

Al区

R-12

Ⅲd下

位

I 円形

86× 82× 44

Nコ71=W・ メ偽

御

鰈

SXG133

雛文21

Al区

RoS-11

Ⅲd下

位

Ⅲ 楕円形

118× 1(Ю×51

N 42 E・ メ偽

劉
麒

SXC)34

(報文D

Al区

S-12

Ⅲd下

位

lll 楕円形

112×綬×35

N抑 ・ノに為

後期

麒

SXC)35

(報文Э

“

区

館 4・ 5

Ⅳ層上

面

Ia 楕円形

127× 94× 40

W■E。 人為

底面に赤色範

囲

後期

麒

36 帥 986

←風文31

A3区

R'S-6・ 7

Ⅳ層上

面

円形

90× 83× 50

N-88 E・ ノ`偽

土漏詢キ4 御

諜

SXG)37

級文Э

“

区

R-6

Ⅳ層上

面

I

170× 150

楕円形

157× 117× 64

N 27■E・ メ偽

底面に赤色範

囲

劉
麒

SXS139

級文Э

A3区

R-7

Ⅲ層 下

位

楕円形

88× 62× 41

N―う5 E・ メ偽

±■詢キ1 昭和 51年X朋

5場疑罰青

御

麒

39 SX③40

(報文31

A3区

R-7

Ⅳ層上

面

Ⅱa 円形配置 楕円形

143× 105× 55

N罰お Vヽ・ メ偽

士盪刷守4

底面に赤色範

囲

帥 51年X地域

1男疑罰青

御

蝶

40 SX③41

(報文 31

却 区

Q・ R-7

Ⅲd I 楕円形

179× 146× 67

口 ■E・ メじ鳥

底面に赤色範

囲

勧
麒

SXO)42

(報文 31

A3区

Q-6

Ⅳ層上

面

円形

106× 96× 33

N37■ E・ メ偽

御
蔽

2 SX6143

は 31

郎 区

R-2

Ⅲd下

位

Ⅱc

75× 60

隅鰯

103× 74× 38

N 74-E・ メ偽

土堀詢+3 御

麒

SX3)44

鰈文Э

A3区

S-3

Ⅲd

80× 75

楕円形

118× 82× 66

N-15E。 人為

底面に赤色範

囲

劉

麒

44 SXO)“

鰍 31 “

区

R-6

Ⅳ層上

面

楕円形・113× 102× 25

N70E・ メ偽

土身詢キ1 鶴

前葉



(4)集石遺構 (第54～ 56図、第31表 )

これまでに13基の集石遺構が検出されている。このなかには調査当初、配石遺構として認定したもの

も合まれている。

【ア.形  態】

集石遺構下の土坑の有無によって分類した。

I類  拳大から人頭大の扁平な川原石を集合させたもので、下部に土坑を持つもの

Ⅱ類  拳大から人頭大の扁平な川原石を集合させたもので、下部に土坑を持たないもの

万座北側地区

検出された集石遺構はすべて本地区からである。 I類が3基、Ⅱ類が10基である。

【イ.規  模】

万座北側地区

集石遺構の最も大きいものは第304号配石遺構の長軸310cm× 短軸150cm、 最も小さいものは第02号

集石遺構の長軸70cmで ある。土坑を持つものは3基で、集石遺構 と同一平面形で長軸 (直径)90cm～

150cmの 規模である。

【ウ.確認面と構築面】

万座北側地区

小礫が山積みされた第304号配石遺構は、基本層序Ⅲc層上面において確認される。そのほかのもの

はШd層内で確認される。いずれも構築面はⅢd層内である。

【工.堆積状況】

万座北側地区

集石内にはⅢc層が石の隙間に入り込んでいる。土坑は人為に埋め戻されて、埋まりきつた状況で

石が積み上げられている。

【オ.出土遺物】

万座北側地区

第214号集石遺構のように多量の土器片を出土するものもある。深鉢形土器を主体に、主文様とし

て沈線文や帯縄文による曲線文が施文されている。また第406集石遺構の集石内からは沈線で曲線文

が施文された小型壺形土器が出土した。なお、本地区北部 (F5区 )に 占地する集石遺構群第02号～08号

集石遺構周辺からは遺物はほとんど出上しなかった。

【力.重複関係】

万座北側地区

焼土遺構   SX(S)215→ SX(f)216(Dl区 )

土  坑   SK409→ SX(S)402(Fl区 )

【キ.時   期】

万座北側地区

遺構内出土土器は後期前葉 。十腰内 I式土器の特徴を持つておりこの時期が与えられる。北部の集



SX(S)215
1 黒色土(1 0YR2/1)
地山粒、炭化粒混入
2 黒褐色土(10YR3/1)
3 黒褐色土(10YR2/2)
地山粒～小プロック混入
4 黒褐色土(1 0YR2/2)
5 黒色土(10YR2/1)
6 黒褐色土(10YR2/2)
7 黒褐色土(10YR2/2)
地山粒～中プロック多量混入
8 黒褐色土(10YR3/2)
9 黒色土(7 5YR2/1)

Ｏ

θ
０
０

Ｂ
一
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ヽ

織
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(万座北側 )

の 番 増
0
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一

SX(S)402
1 黒色土(10YR2/1)
2 黒褐色土(10YR2/2)
3 黒色土(7 5YR2/1)

Ｄ
一

Ｄ
一
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第54図  集石遺構実測図 (1) O

SX(S)214(万座北側 )

SX(S)405(万座北倶1)
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第55図 集石遺構実測図 (2)

石遺構遺構群も遺構確認面からほぼこの時期に構築されたものと考えられる。

【ク.分  布】

万座北側地区

万座環状列石の北側地区に偏在している。同地区北部に7基から構成されるグループがみられるが、

そのほかは点在している。

【ケ.性  格】

性格を直接知りうる資料に乏しい。使用される石材の大きさや石の配置に意図がみられないが、集

石下部に人為的に埋め戻された土坑を有することから、土坑を有するものは「集石墓」と考えられる。

それ以外については不明である。
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第56図 集石遺構分布図 O



第31表  鐵 ∽崚北側地D
b10 臨

(報史哺

譴 区

グリッド

確認面 集醐 模 lcml

痢 ×蜘

榔 脚

勲 ×帥

深さ

砧 出拗 韮 臨

備  考
嘲

1 SЮ214

《暇文4)

Dl区

Y」-92

Ⅲd下位 157× 145 出器片盤7点

石鏃・凹石1点

機器1点、円盤伏

土製品1点

石に加熱を受けた痕

跡あり

劉

麒

S'9215

G暇文4)

Dl区

Yl―-92

Ⅲd層 155× 1“ 200× 27 土器片5点 SXls121"帥9216 劉

鰈

SЮ 402

(報文 6)

Fl区

'ヽ‐110

Ⅲd層 138× 112×

25

土器片11点

齢 2′点

Sk409→粉()402 劉

蝶

SЮ405

は文 6)

Fl区

S―-107

Ⅲd上面 93× 70 柵 劉

麒

S】0406

(報文 61

Fl区

卜 104

Ⅲd上面 128× 98 未調査 彰 土漏:1′点 劉

諜

SXIS1905

触 91

F3区

YM-lC15

Ⅲd上面 90× 72 石英閃緑琲

岩、凝灰岩

劉

7 SЮ 02

(紋 141

F5区

W-119

Ⅲd上面 石英閃緑琥

石

後期

SЮ 03

(報丈14)

F5区

W-119

Ⅲd上面 100× 100 鵬

石英安山岩

砂岩

凹石 1点 劉

Sm004

(緻 141

F5区

Ⅶ -119

Ⅲd上面 60× 鵬

石英安山岩

砂岩

劉

SX③05

(報丈141

F5区

YR-118

Ⅲd上面 80× 40 鵬

石英安山岩

陽

劉

SXIS105

(緻 141

F5区

YR-118

llld上面 52× 2 鵬

磁 山岩

砂岩

後期

SXIS107

儲文10

F5区

Ⅶ -118

Ⅲd上面 76× 47 鵬

磁 山岩

楊

劉

SЮ 08

(報丈141

F5区

YQ-20

Ⅲd上面 80× 80 鵬

石英安山岩

砂岩

御

O



(5)配石列 (第 57～61図、第32～ 36表 )

これまでに16列の配石列を検出した。そのうち8列は万座・野中堂環状列石に付設された出入口状施

設である。なお、列石に敷設された出入口状施設については環状列石の項でその概要を記しているの

で除外する。

【ア.形  態】

石の配置によつて分類することができる。

I類  拳大～人頭大の比較的細長い川原石を使用する。石の長軸を連接させ、石の短軸方向を立

てたもの(横立石)で ある。

Ⅱ類  石の短軸を連結させるもの。

Ⅲ類  比較的大きな川原石を立石として使用するもの。

Ⅳ類  人頭大より小さめの球及び扁平な川原石を使用したもので、石の設置方法には規則性が見

当たらない。一本木後口地区で検出された「弧状列石」力`これにあたる。

万座隣接地

I類のもの3列、Ⅲ類もの1列が検出されている。第602号配石列は I類で、配石列中ほどに石囲炉

を有し、第606号配石列と一体となる可能性を持っている。第404号配石列はⅢ類で長さ88血を浪1り 、

検出されたものでは最長である。配石列の先端部は屈曲、枝分かれする部分 (第 11次調査報告書では

環状配石遺構とした)が 3か所ある。最も先端部に近いものには比較的大きな細長の平石を方形に敷

き詰めた施設SX(S)405が あるが本配石列に伴 うものかは判断できなかった。

万座北側地区

I類のものが2列検出されている。第12号配石遺構 (配石列)は拳大よりやや大きめの石の長軸を連

結したもので、先端部が矢印状となつている。

野中堂南側地区

Ⅱ類のものが 1列検出されている。第01号配石列は扁平な石の短軸をそろえ、平置き連結させたも

ので、南端部の石は立石となつている。

一本木後口地区

Ⅳ類のものが1列検出されている。拳大～人頭大の円礫・細長石を連結させているが、その設置方法

には規則性が見当たらない。

【イ.規  模】

形態によって規模に違いがある。 I類には短いもの、Ⅲ類は長いものがみられる。最も規模 (長さ)

が大きいのは第404号配石列で全長88mを測る。

万座隣接地

第404号配石列が最も大きく全長88mを測り、配石列先端部に接するように確認された施設は方形を

呈し、規模300cm× 200omを測る。

万座北側地区

第907号配石遺構 (配石列)は長さ2.2m、 第12号配石遺構は4.Omを測る。



豪

｀

増

ヽ

%

SX(S)210

(万座隣接地 )

Q
0

魃

ξ

も Q

0 
・

――-0

鵞

第58図詳細図

SX(S)404

(万座隣接地 )

ヽ

た颯で
亀

貯
ウ“
~

碑無

`―
‐

g。

1。  
ゎ
。

「

ど′
ヽ、.

Q・

警

′。鏃
塚
′⑦

10m

0

．ヽ　　　錮

]し

SX(S)02(万座隣接地 )

躾 コ
■
0°
θ

のフ

´ ρ

SX(S)601(万座隣接地 )

SX(S)907(万座北側地区)

"⑦6%

0                  4m

第57図 配石列実測図 (万座隣接地 1・ 万座北側地区)



ｐ〆一゙
　ヽ
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｑ

ａ
　

ｒ

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

。
ｙ

　

　

　

　

　

　

Ｇ

ヽ
ぃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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野中堂南側地区

第01号配石列は長さ7.36mを測る。

一本木後口地区

長さ33.00mを測る。

【ウ.確認面と構築面】

万座隣接地

第404号配石列は立石を中心としたもので、転倒を免れたものは基本層序Ⅱ層上面でその石の露頭

が確認された。第601号・602号配石列はⅢc層上面に構築されている以外は、Ⅲd層上面が構築面と

なつている。

万座北慣1地区

第907号配石列はⅢd層、第12号配石列はⅢc層が構築面となつている。

野中堂南側隣接地

Ⅲd層上面が構築面となっており、南端部の立石はこの層を掘り抜き、V層上面から据えられてい

る。

一本木後口地区

Ⅲd層下面が構築面となっている。

【工.堆積状況】

万座隣接地

構築面の上層であるⅢc層、Ⅲb層が遺構を覆っていた。

万座北倶1地区

構築面の上層であるⅢc層、Ⅲb層が遺構を覆っていた。

野中堂隣接地の南側

構築面の上層であるⅢc層、Ⅲb層が遺構を覆つていた。

一本木後口地区

構築面の上層であるⅢc層が遺構を覆つていた。

【オ.出土遺物】

万座隣接地

第404号配石列周辺より土器片が出土している。文様などは不明。

万座北側地区

第907号配石列周辺より後期前葉～中葉 (十腰内 I式～Ⅱ式 )の特徴を持った土器片が出土している。

野中堂南側地区

本遺構に伴う遺物は出土しなかつた。

一本木後口地区

本遺構に伴う遺物は出土しなかつた。

【力.重複関係】



史跡内に単独で占地する配石列で重複関係を示すものは1例である。

万座隣接地

石囲炉     SX(0)02と SX(S)606は一体となる。

Tピ ット     SK(T)431→ SX(S)404(D4区 )

万座北側地区

重複関係なし

野中堂南側地区

重複関係なし

一本木後口地区

重複関係なし。同地区の配石遺構 。土坑と有機的な関連を持っている。

【キ.時  期】

万座隣接地

遺構検出面、配石列周辺からの出土遺物から後期前葉～中葉の時期と考えられる。

万座北側地区

遺構検出面、周辺からの出土遺物から後期前葉～中葉の時期と考えられる。

野中堂南側地区

周辺からの出土遺物、隣接する第03号配石遺構出土の甕棺土器から後期前葉 。十腰内 I式の時期と

考えられる。

一本木後口地区

本地区で検出された配石列 (弧状列石)は、前述したように配石墓・土坑墓とともに墓域を形成して

いる。このことから後期前葉 。十腰内 I式の時期が与えられる。

【ク.分  布】

万座隣接地

第404号配石列は万座環状列石との距離を保ち、東側から西側に向かうように配置されている。第

601号配石列と第606号配石列は一体となる可能性があり、U字状の形態になるものと考えられる。

万座北側地区

万座北西部に入り込んだ沢頭部分に位置する。

野中堂南側地区

野中堂環状列石から南約58mの位置に南北方向を向くように直線的に構築されている。

一本木後口地区

配石墓、土坑墓、配石列によって墓域が区画されており、これを内帯と外帯に区分するように縦断

している。

【ケ.性  格】

出土遺物から直接その性格を知る手がかりはない。何らかの目的があって直線的、曲線的に配置し

たものである。
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第61図 配石列分布図 (野中堂南側地区)

万座隣接地

隣接部に存在するものは同列石から延びた出入口施設の延長線上に対して直交した配置を示してお

り、結界的な要素を持つていたものと推察することができる。

万座北側地区

区画を目的にしたものと考えられるが、何を区画したものかは不明である。

野中堂南側地区

配石列の北側に配石遺構群、さらにその前方に野中堂環状列石が位置する。この 3者は構築時期が

同時期のものであり関連性が示唆されるが、その区画目的については不明である。

一本木後口地区

最もその性格がはっきりとしているのが一本木後口の弧状列石である。この弧状列石は配石墓 。土

坑墓によって形成された墓域を外帯と内帯に三分する目的をもつて構築されたものであり、万座 。野

中堂環状列石の二重円環の間に存在する空白部に通じるものである。



第32表  配石列 (万座脚

第33表  ― l(万座北側地D

No 論

(報力0
発掘区

グリッド

櫛 形態 規模 (長さ)

列石方位

側調される石

材

出働 難 縣 帥

備考

1 S,【S)404

e睫丈lo・ lll

D4区・D6区 Ⅲd上面 Ⅱ A列 :157m

B列 :81m

C夕J:90m

本体 :49m

石英閃緑琲岩

ほか

土器片5点 SK①431  →

SЮ404

SX9405と は一

体か

後期前葉～

中葉

S】 ]〔》409

報文10・ lD

D4区・D6区

ZV・ ZT

―-93・ 94

Ⅲd上面 12m

lヾ規 2=ヽV

薇 閃繊

鵬

砂頂擬灰岩

SB611     →

SЮ409

後期前葉～

中葉

北側出入口

3 S'0410

(事わて10・ lD

D4区・D6区

ZU・ ZT

司 3・ 94

Ⅲd上面 1lm

N-12=W

破 閃麟

鵬

砂質凝灰岩

SB611      →

SXISu410

後期前葉～

中葉

北側出入口

SЮ601

G比丈lD

D6区

ZE・ ZF

―-94・ 95

Ⅲc上面 49m SXIS1602と 一体

か

後期前葉～

中葉

5 S,3〔》606

卸文lD

D6区

ZF司 4・ 95

Ⅲc上面 6 Clm

南側28m

北側42m

S】 3【》02と――材喘ヽ 後期前葉～

中葉

SX(め01

準貯に19

D8区

ZM 81～ 84

Zb1 80～82

ZO-81～83

Ⅲd上面 168m 破 閃繊

鵬

砂1質擬灰岩

SB02・ SttЮD43

SX(め01

後期前葉～

中葉

南側出入ロ

7 SЮ 02

級文19

D8区

n/1 81～84

Zl■-30～ 82

Z0 81～83

Ⅲd上面 19‰ 破 閃繊

鵬

砂鐵

駆①39

SK①25

→S)()02

後期前葉～

中葉

南側出入日

8 SЮ 03

編貯に10

D8区

ZT・ ZU

-83～84

Ⅲd上面 Ia 60m 破 閃鰐

鵬

砂1質擬灰岩

後期前葉

9 SЮ 9910

(嵩8ξ 161

D区

Z」・卿 9

54m 石英閃緑坊岩

ほか

衡 卿 喋 ～

中葉

東側出入ロ

S,09911

(都夢こ161

D区

Z」・ZⅨ[-89

66m 石英閃緑琥岩

ほか

後期前葉～

中葉

東側出入日

NIo 臨

蜘 oヾ)

発掘区

グリッド

櫛 形態 霧計莫 0尋さ)

列石方位

使用される石

材

出鋤 魏 縣 帥

備考

1 SЮ 907

触 91

D5区

ZZ・ ZY

―-101・ 102

Ⅲd上面 22m

N‐ 22‐ lV

石英閃緑琲岩

ほか

珊 咋

881気

後期前葉～

中葉

2 SXISu12

⇔随丈10

F4区

恥  〔J5・ 96

Ⅲc層 4m 御



第34表  配石列 (野中堂囲関聡
配 議

(触 lo)

発掘区

グリッド

櫛 形態 芳謝莫帳さ)

列石方位

使用される石

材

出土遺物 難 臨

醐
儲1 SЮ01

俄丈1つ

B2区

E-93

F→3・ 94

Ⅲd上面 64m 破 閃繊

石英安山岩

鵬

SK171・ SB205

→蜘 01

後期前葉～

中葉

JU則り 、日

SЮ02

緞 丈181

B4区

F・ 針→5

Ⅲd上面 361n 後期前葉～

中葉

北側出入口

第35表  配石列 (野中堂南側地国
No 酷

(1導ヒ3に1lo)

発掘区

グリッド

構築面 形態 規模 (長さ)

列石方位

使用される石

材

出鋤 酢 臨 醐

艦

1 SXIS101

俄 丈181

B3区

Xトー82・ 83・ 84

Ⅲd上面 736m 薇 閃綴勝

石英安山岩

祷己ヌ訪曇・軽ヨ5

劉 ilin

第36表  配石列 (=本木後口地D
N0

臨
鰤
獅
か

櫛 形態 規模 (長さ)

列石方位

使用される石

材

出鋤 葬 縣

醐
儲l 鵬 賄 Al区

い ～12

R-12～ 13

Ⅲd下面 33m 6～ 7単位

力決郵寿する



(6)立石遺構 (第62～ 63図、第37～ 38表 )

これまでに12基の立石遺構が検出されている。第04号立石遺構は配石遺構として分類が可能な規模

を持っているが石の位置が下部ピットの中央にあること、構築時すでに下部ピットの底面に石が直に

置かれたものと判断したことから立石遺構とした。

【ア.形   態】

基本的に 1形態である。

I類  柱状の川原石をビットに立てたものである。石がピット底面から据えられるものと中程か

ら据えられるものがある。遺構確認状況はいずれも同じである。

【イ.規  模】

最も小さいものは第223号立石遺構 (Dl区 )、 最も大きいものは第04号立石遺構 (D7区 )である。

万座隣接地

10基が検出されている。最も小さいものは223号立石遺構で使用された石の長さは12cmと小ぶりで

ある。検出面からほんのわずかに石が露頭している状況であった。最も大きいものは04号配石遺構で、

使用された石は大人二人でようやく動かせるほどのものであった。

万座北側地区

2基が検出されている。小ぶりのもので、石の長さ30cm程度、これを立てるビットも径23om～28cm

である。

【ウ.確認面と構築面】

万座隣接地

確認面が判明しているものは第04号立石遺構で、基本層序Ⅱ層(火山灰層上面 )で石頭を確認した。

04号立石遺構の周辺部は万座環状列石構築時に行われた整地によってⅣ層が露頭しており、この層が

構築面となっている。このほかについてはⅢd層が構築面となつている。

万座北倶1地区

第212号立石遺構の構築面はⅢc´ 層、第401号立石遺構はⅢd上面である。

【工,堆積状況】

万座隣接地、万座北側地区

立石が据えられるピットは人為的に埋め戻しが行われていた。石がピット底面から据えられるものと

中程から据えられるものがあり、後者はピット規模も全体的にやや大きく、堆積土は数ブロックに区

分された。

【工.出土遺物】

万座隣接地、同北側地区の遺構内から遺物は出土していない。

遺構周辺から後期前葉の上器片が出上している。

【オ.重複関係】

万座隣接地

柱穴状ピット   Pit5→ SX(S)216 Pit15→ SX(S)216 Pit91→ SX(S)222



焼土遺構     SX(f)221→ SX(S)222

フラスコ状土坑  SK(F)243→ SX(S)224

重複関係を示したものにおいては、配石遺構が新しい。

万座北側地区

重複関係はみられなかった。

【力.時  期】

遺構の構築時期を知るうる資料に乏しい。遺構構築面と周辺の遺構 。遺物から後期前葉と考えられ

る。

【キ.分  布】

万座隣接地と同北側地区に分布する。

万座隣接地

その多くが直線的な配置を示しながら列石北西側に集中する。この配置が意識的に行われたのか判

断が難しい。

万座北側地区

台地北西部に入り込んだ沢頭を挟み、位置する。

ク.性  格

石を使用し、その下部に土坑 (ピ ット)を有する点では配石遺構と類似性を持っている。しかし下部

土坑 (ピ ット)は埋葬可能な規模を有しておらず、基本的には柱状の石を据えるための規模しか備えて

いない。分布状況を観察すると直線的な配置がある。万座環状列石をはさみ北西←→南東に連なる6

基の列と、万座環状列石の北西側で上記の列に直交する3基の列がある。列を成すという性格上、区

画するという目的を持つていたものと推定できるが、その対象物がはっきりとしない。
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第37表 立石遺構(万座隣接助

第38表 立石遺構(万座北側地区)

恥 遺構名

(報 文ヽ )

調査区

グリッド

確 認 面 石の大きさ

(長 さ×幅)

ピットの規模

(長軸×短軸×深さ)

出土遺物 重複関係 構築時期

1 SXIS)216

(報文 41

Dl区
ZU‐ 92

Ⅲd上面 42× 56× 56× 52 Pit5→ SX(S)216

SX6)217

靭文4)
Dl区
かた91

Ⅲd上面 28× 23× 20× 14 Plt15→ SX(S)216

SX(S)222

(報文 41

Dl区
ZW 91

Ⅲd上面 36× 32× 30× 22 Plt91→ SX(S)222

SX0221
→SX(S)222

SX(S)223

(報文 41

Dl区
ZY 91

Ⅲd上面 12X 14× 14× 10

5 SX(S)224

(報文41

Dl区
ZX‐ 90

Шd上面 37X 22× 18× 17 SXC)243
→SXIS)224

SXIS)225

(報文 41

Dl区
ZZ‐91

Ⅲd上面 29× 60× 59× 36

7 SXIS)227

(報文5)

D2区

ZW 86

Ⅲd上面 20× 57× 57× 16

8 SX(S)228

(報文 5)

D2区
ZW 83

Ⅲd上面 26× 48× 43× 25

9 SX(S)02

(報文 121

D7区
ZA‐93

Ⅲd上面 38× 34 55× 36× 32

SX(S)04

(報文19
D7区
ZI‐ 87

Ⅳ層上面 72× 54 120X120× 44

NO 遺構名

(報 XNo)

調査区

グリッド

確 認 面 石の大きさ

(長 さ×幅)

ピットの規模

(長軸×短軸×深さ)

出土遺物 重複関係 構築時期

l SX(S)212

(報文 41

Dl区
YK‐90

Ⅲ c'層 30× 23× 20× 30

2 SXIS)401

(報文 6)

Fl区

VoW・ 110

Ⅲ d 上 面 30× 20 28× 38× 14

O



3 柱穴状ピットと掘立柱建物跡・柱穴列

(1)柱穴状ピット(第64～68図、第39表 )

万座隣接地、北側地区、野中堂隣接地及び一本木後口地区から検出されている。掘立柱建物跡の柱

配置を示すものも合め、その総数は2,608個である。各地区の検出数は第40表に、各ピットの深さ(確

認面から)は第74図～80図、82図～83図 に示した。

【ア.形  態】

全地区とも柱穴状ピットの平面形は円形を呈するものが多いが、楕円形・方形を呈するものもある。

断面形は筒状もしくは逆台形状を呈する。

【イ.規  模】

径1lcm～100cm以上を測る。21cm～60cmに1,511個 が集中し、全体の約59%を 占める。数量的には

100cm以上を超えるものが100イ固あり、全体の約4%を 占める。

深さはピット径が大きくなるほど深くなる傾向にあり、検出面から150cm程 を測るものもある。

万座隣接地

検出されたピットは、径1lcm～100cm以上を測る。数量的には21cm～70cmの ものが多いが、特に径

30cm～ 50cmに集約する。深さは40cm～60cmに集約する。ピット径・深さとも100cm以上を測るものは他

地区と比べ飛びぬけて多い。掘立柱建物跡の柱配置を示した柱穴状ピット断面では20cm～ 50cmの柱痕

が観察された。ピット径が大きくなるにしたがって柱痕も太くなる傾向がある。

万座北側地区

径1lcm以下～100cmを測る。数量的には21cm～ 40cmの ものが多く、万座隣接地と同じような規模分

布を示す。掘立柱建物跡の柱配置を示したピット断面では18cm～52cmの柱痕が観察された。ピット径

が大きくなるにしたがって柱痕も太くなる傾向がある。

万座西側地区

ピットの検出数は極端に少なくなる。規模は20cm～ 50cmの ものが多い。径90cm以上を測るものは径

22cm～49cmの柱痕が認められ、規模が大きいものは等間隔に配置され、柱穴列となる。

万座南倶1地区

径は40cm以下である。

野中堂隣接地

21cm～40cmに集中する傾向が見られる。万座隣接地のものと比較し、小ぶりなものが多い。掘立柱

建物跡の柱配置を示した柱穴状ピット断面において20cm～50cmの柱痕が観察された。

一本木後口地区

径31cm～ 60cm、 深さ36cm～74cmを測る。ピットの深さは他地区のものと比較し、浅いものが多い。

【ウ.確認面と構築面】

万座隣接地

環状列石西側を中心として検出された柱穴状ピットは基本層序Ⅲd層、同東側。南東側では整地が行

われておりⅣ層・V層が確認面となる地点もある。



万座北側地区

Ⅲd層が確認面及び構築面となる。

万座西側地区

規模の大きい柱穴状ピットは台地縁より内陸部にあることから確認面はⅢd層である。

万座南側地区

確認面はⅢd層である。

野中堂隣接地

Ⅲd層及びⅢd´ 層が確認面及び構築面となる。

一本木後口地区

ピットのほとんどは配石遺構精査時に確認され、構築 (確認)面はⅢd下位である。

【工.堆積状況】

全地区とも、柱設置後その隙間に黒色土、黒褐色土、黄褐色土、これらの混合した土砂を埋め込ん

だもので、すべて人為堆積を示している。

柱痕を観察したところ土層断面は4つのタイプ(第64図 )に分けられる。

タイプa : 柱痕が確認されないもの

タイプb : 柱痕がほぼ真直ぐに立ち上がるもの

タイプc : 柱痕の上部が「ラツパ状」に開くもの

タイプd i 柱痕が途中で切断された状況を示すもの

ビット内の埋め土の状況から、柱の抜き取り方法がある程度予測することができる。

タイプaについては、土層観察用のセクションの設置位置が妥当でなかったか、柱を抜き取るため

に柱穴状ピット内(埋め土)の土砂をすべて掘り上げないとこのような堆積状況を示すとは思えない。

タイプbについては、柱を放置。腐食によって空洞化が進んだ状態に土砂が入り込んだものと想定され

る。また、タイプcは、柱を抜き取る際に柱を前後左右、又はローリングさせ埋め土と柱の間に空間

を作りながら抜き取る方法を、タイプdについては柱の周りの土砂を取り除き、抜き取りあるいは切

断後に窪地となったピットに再度土砂を埋め戻すという方法を用いたものと推察される。

タイプa タイプb タイプ c タイプ d

※ スク リー ン

第64図  柱穴状 ピット断面模式図



【オ.出土遺物】

万座隣接地

ビット内からの遺物の出土は極めて少ない。

ピット内より隆沈線、沈線文、帯縄文などにより楕円形文、曲線文、入組状曲線文が施文された後

期前葉 。十腰内 I式土器の特徴をもつた土器片とともに、幅が広く節の細かな縄文による磨消縄文が

施文された後期中葉 。十腰内Ⅱ式～Ⅲ式上器の特徴をもつた土器片が出土している。数量的には圧倒

的に前者が多く隣接地全域より、後者は数量的には少なく列石東側隣接地から出土する。

土器とともに石鏃・石匙・磨製石斧などの石器類、鐸形土製品 。土器片利用土製品などの土製品が

出土している。

Pit29(D3区 )か らは無文の壺形土器、Pit88(D3区 )か らは沈線により土器内面口縁部に花弁状文を施

文した浅鉢形土器が出上している。

万座北側地区

ピット内からの遺物の出土は極めて少ない。ビット内より沈線、帯縄文などにより楕円形文、曲線

文、弧線文、入組状曲線文が施文された後期前葉 。十腰内 I式土器の特徴を持った土器片が出土して

おり、後期中葉の上器片は合まれない。

土器片とともに鐸形土製品 。土器片利用土製品、刻線された石製品が出土している。

万座西側地区

ビット内からは出土しなかった。

万座南側地区

ピット内からは出土しなかつた。

野中堂隣接地

ピット内からの遺物の出土は極めて少ない。ピット内より沈線、帯縄文などにより曲線文、弧線文、

入組曲線文が施文された後期前葉。十腰内 I式土器の特徴をもつた土器片が出土している。後期中葉・

十腰内Ⅱ式～Ⅲ式上器の特徴をもった土器片の出土数は万座隣接地と比べ少ない。

土器片とともに掻器・凹石 。石錘などの石器類、土器片利用上製品が出土している。

Pit138(B2区 )よ り無文の鉢形土器、Pit193(B2区 )よ り蓋形土器が出土している。

一本木後口地区

遺物は出土しなかつた。

【力.重複関係】

万座隣接地

遺構が密集する地区であり、多くの遺構と重複関係を示している。代表的なものを記載する。

環状配石遺構   Pit971。 1038→SX(S)01(D7区 )

配石遺構     Pit24→ SX(S)218(Dl区 )

掘立柱建物跡   SB217→ Pit63(Dl区 )

竪穴遺構     ST202→ Pit168。 272



焼土遺構     SK(F)242→ Pit200・ 204→SX(f)224(Dl区 )

土  坑     SK228→ Pit329(Dl区 ) SK313→ Pit48(D3区 ) SK317→ Pit9(D3区 )

SK45-→ SK46-→ Pit17(D7D二 )

フラスコ状土坑  SK(F)251→ Pit283(Dl区 )

SK(F)52→Pit13(D7区 ) SK(F)57→ Pit21・ 98(D7区 )

ピットについては、掘立柱建物跡の柱配置を見逃したものも合まれておりこれを考慮して重複関係

を観察すると、ビットは環状配石遺構以後には列石隣接地に穿たれなかったと考えられる。

万座北側地区

配石遺構     Pit67～ 69→ SX(S)403(Fl区 )

竪穴住居跡    S1410、 SB401、 Pit25。 28→ S1408(Fl区 )

掘立柱建物跡   S1410、 SB401、 Pit25。 28→ S1408(Fl区 )

Tピ ット      SK(T)30-Pit86(F4区 )

土坑      Pit76→ SK418→SK415(Fl区 )

SK42-→ Pitl19(F40二 )  SK16-→ Pit26(F4D二 )  SK24-→ Pit28(F40二 )

フラスコ状土坑  SK(F)13→Pit166(F4区 )

重複しないが柱穴状ピットより新しいフラスコ状土坑がある。

上記の重複関係、出土遺物からピット(掘立柱建物跡を合む)は配石遺構以後には穿たれず、Tピ ッ

トより以前に穿たれることがなかったと考えられる。竪穴住居跡、土坑、フラスコ状土坑とは共伴関

係にある。

万座西側地区

確認されなかつた。

万座南側地区

確認されなかった。

野中堂隣接地

列   石    Pit252→北側出入口

竪穴住居跡    重複あり。新 1日の記載なし。S101の構築時期は後期中葉であり、柱穴状ピット

が古いものと判断される。

掘立柱建物跡   Pit 742、 253→SB202→ SK216・ 452・ 443

土   坑    SK238→ Pit610→北側出入日 SK212→ Pit441 SK219→ Pit

フラスコ状土坑  Pit176→ SK(F)124→ SK125 Pit749→ SK(F)202

上記の重複関係から列石出入口及び後期中葉の竪穴住居跡構築以後には柱穴状ピットは穿たれれる

ことがなかったと考えられる。土坑、フラスコ状土坑については共伴関係にあったものと考えられる。

一本木後口地区

配石遺構     Pitl→ SX(S)14  Pit2→SX(S)15  Pit4→ SX(S)13・ 15

Pit5→ SX(S)16  Pit7→ SX(S)11



ピットは配石遺構と重複し、古い。

【キ.時  期】

万座隣接地

本地区出土遺物及び重複する遺構から、後期前葉 (十腰内 I式 )～後期中葉 (十腰内Ⅱ式～Ⅲ式 )、 環

状配石遺構構築直前までの時期が与えられる。

万座北側地区

調査区より後期前葉 (十腰内 I式 )～後期中葉 (十腰内Ⅱ式～Ⅲ式)の上器が出土していることから、

この時期が与えられるものと考えられる。ただし、後期中葉の時期のものは環状配石遺構、フラスコ

状土坑であり、遺構数が減少していく傾向にある。このことから当該時期に当たるものは極めて少な

いものと考えられる。
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第65図 柱穴状ピット分布図 (万座隣接地)



万座西側地区

周辺の出土遺物より後期前葉 (十腰内 I式 )の時期が与えられる。

万座南側地区

周辺の出土遺物及び隣接する配石遺構の時期から後期前葉 (十腰内 I式 )の時期が与えられる。

野中堂隣接地

本地区出土遺物及び重複する遺構から後期前葉 (十腰内 I式 )～後期中葉 (十腰内Ⅱ式～Ⅲ式 )、 環状

列石出入口設置直前までの時期が与えられる。

一本木後口地区

本地区出土遺物及び重複する遺構から、後期前葉 。十腰内 I式の時期と考えられる。
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【ク.分  布】

万座隣接地

掘立柱建物跡の分布範囲とほぼ同一範囲に分布する。列石南側出入日の東側が最も分布密度が薄く、

同列石東側隣接地が最も濃く、大型のピットが合まれる。しかもピットの密度によって掘立柱建物跡

の復元数が異なつている。

万座北側地区

同地区に存在する掘立柱建物群域又は第04号環状配石遺構周辺にそのほとんどが分布する。

万座西倶1地区

柱配置を示したもの意外は集中することはなく、点在する。

万座南側地区

集中することはなく、点在する。

野中堂隣接地

同列石東側を中心とした部分は未調査のため、分布状況については不明であるが、万座環状列石と

同様に掘立柱建物群域に分布するものと考えられる。

一本木後口地区

配石遺構 (配石墓 )・ 土坑 (土坑墓)によって区画された範囲内に分布する。
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第67図 柱穴状 ピット分布図 (野中堂隣接地 )
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【ケ.性  格】

万座隣接地、万座北側地区、野中堂隣接地

万座隣接地。同北側、野中堂隣接地、一本木後口地区において2,608個の柱穴状ピットが検出された。

これらのうち615個 は柱配置を示しており掘立柱建物跡として認定した。残る1,993個の中のいくつか

のビットについては掘立柱建物跡や柱穴列として想定できるものがあった。しかし断定するまで至ら

ず、これらについては明示しなかつた。

また調査で検出できなかったピットも合まれているものと考えられる。これらによって柱配置を示

し、掘立柱建物跡となりうるものが存在するものと考えられる。なお、増加が予想されるピット数、

それに伴って増加する棟数は不明である。

一本木後口地区

一本木後口地区で検出された柱穴状ピットは、配石遺構と重複し、かつ配石遺構 (配石墓 )と 土坑 (

墓)によつて区画された墓域内に穿たれている。柱配置を示してはおらず第2次発掘調査報告書におい

て、岩手県料内遺跡のトーテムポールから、配石遺構を構築するまでの墓標的な性格を指摘した。

万座西側地区、同南倶1地区

万座西側地区において 2棟の掘立柱建物跡を認定したのみで、そのほかに柱配置を示すものもない。

また配石遺構に伴うものもなく性格は不明である。

第39表  各地区の柱穴状ピット分布数と規模
規模

地区

』
　
肝

２０ｃｍ　
奸
肺
　
奸

40cm

以下

５０ｃｍ　
奸

６０ｃｍ　
奸

７０ｃｍ　
肝

80clll

以下

腕
　
肝

100cm

以下

100cm

以上

不明 計

万 座

隣接地

0 1,633

万座北側

地区

0 7 11 286

万座西側

地区

0 3 7 3 0 0 0 0 3 0

万座南側

地区

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4

野中堂

隣接地

0 9

野中堂

南側地区

0 0 0 0 0 0 0 0 0

一本木

後口地区

0 0 0 3 0 0 0 0 0

計 0 2,608



(2)掘立柱建物跡 (第69～ 85図、第40～ 58表 )

これまでの調査によって100棟の掘立柱建物跡が検出されている。これらは平面形態によりI～Ⅸ

類に分類することができる。掘立柱建物跡の認定に当たつては柱穴状ピットの規模と柱痕の有無及び

配置を検討したほか、万座 。野中堂環状列石隣接地のものは列石中心から放たれた求心線を意識した

配置を示しているか否かも認定条件とした。

【ア.形  態】

I類  4個 の柱穴で、柱配置が方形を呈するもの

Ⅱ類  6個 の柱穴で、柱配置が六角形を呈するもの

Ⅲ類  6個 の柱穴で、柱配置が方形 (長方形)を呈するもの

Ⅳ類  8個 の柱穴で、柱配置が方形 (長方形)を呈するもの

V類  8個 の柱穴で、柱配置が六角形を呈するもの

Ⅵ類  柱穴を環状に巡らし、その中に5個の柱穴を五角形に配置したもの

Ⅶ類  柱穴と周溝を環状に巡らし、その中に5イ固の柱穴を五角形に配置したもの

Ⅷ類  柱穴と周溝を楕円形に巡らし、その中央に 1個の柱穴を配置したもの

Ⅸ類  柱穴を環状に巡らしたもの

検出された掘立柱建物跡で数量の多い I類、Ⅱ類の柱配置を模式図 (第69図 )、 柱間比率 (第70図 )と

して示した。

I類は、長辺長 1に対して短辺長の平均値は0.93と なり、正方形を意識した配置を示している。正

方形に近い形になることによつて安定性のよい建物となる。

Ⅱ類についても、長軸長 1と した場合、長辺長の平均値は0.774、 短辺長は0.770と なる。 I類 と同

Ⅸ類

Ⅱ類I類

Ⅵ類 Ⅶ類

第69図 建物跡模式図



1 000

＼

野中堂隣接地
I類

0 940

第70図 建物跡栓配置模式図

じように柱配置を円周上に示していくと、柱穴は円周外に配置されていることがわかる。工六角形に

近づくにつれて安定性のよぃ建物となる。

ただし I類、Ⅱ類とも片方の柱間隔が短くなるにしたがって、細長の不安定な建物となる。

万座隣接地

65棟の掘立柱建物跡が検出されている。

I類は23棟である。長辺長 1に対して短辺長が0.80～1.018で、平均値は0.913で ある。万座北側地

区、野中堂隣接地のものと比較し数値のばらつきが大きく、安定性に欠けた掘立柱建物跡が多いとい

える。

Ⅱ類は32棟である。長軸長 1に対して、長辺長が0.814、 短辺長が0.765の平均値となる。さらに長

軸長と短辺長の比率から比較的細長い六角形を呈した掘立柱建物跡が多い。

このほかにⅣ類1棟、V類1棟、Ⅵ類5棟、Ⅶ類1棟、Ⅷ類1棟、Ⅸ類1棟である。

万座北側地区

16棟の掘立柱建物跡が検出されている。

I類は 6棟である。長辺長 1に対して短辺長が0.750～1.000で、平均値は0.938で あるが最も長方

形に近い柱配置を示す第05号掘立柱建物跡を取り除いたときの平均数値は1.00に最も近づく。これは

正方形に近い柱配置であることを示しており、落ち着きのある安定性に富んだ建物が本地区に多いこ

とになる。

Ⅱ類は 9棟である。長軸長1に対して長辺長が0.762、 短辺長が0.747の 平均値となる。その差は掘

立柱建物跡が検出された3地区の中で最も小さい。長軸長の1/2を半径に円を描いた場合、その円周に

近い場所に穿たれ、均整のとれた建物が多い。

万座隣接地

765  Ⅱ類

1 000

万座北側地区

747    Ⅱグ夏



Ⅵ類は1棟である。主柱穴を五角形に配置し、これを囲むように径8.7mの環状に小さめの柱 (壁柱

穴)を巡らしたもので、東側に大きな楕円形のピットを対にした出入口を設けている。主柱穴が五角

形に配置された中心と環状に巡らされた壁柱穴の中心は一致せず、わずかにズレている。また出入口

の楕円形ピットには板材が立てられていた痕跡があつた。

万座西側地区

2棟の掘立柱建物跡が検出されている。

Ⅱ類、Ⅲ類が各1棟である。Ⅱ類は長軸長1に対して長辺長が0.756、 短辺長が0.898で、安定した柱

配置を示している。

Ⅲ類は長辺長1に対して短辺長が0.634で、柱配置は長方形となり、見た日では安定性に欠ける。

野中堂隣接地

17棟の掘立柱建物跡が検出されている。

I類は5棟である。長辺長1に対して短辺長は0.925～1.000で、平均値は0.940で ある。平均値的に

は万座隣接地・北側地区のものと比較し、最も安定性のよい、正方形基調の建物が多い。

Ⅱ類は11棟である。長軸長1に対して、長辺長が0.747、 短辺長が0.800の 平均値となる。長辺長と

短辺長の差は0.053と なり、図形的にずんぐりとした幅の広い建物が多い。

Ⅸ類も1棟確認されている。馬蹄形に近い形態で、北側か開放されている。

【イ.規  模】

これまでの調査によつて検出された掘立柱建物跡の中で、 I類で最も大きいものは万座隣接地の第

607号建物跡 (D5区 )で面積16.39ゴ、最小は万座北側地区の第404号建物跡(F4区 )で2.89ピ、その比率

は約5.67倍 となる。

Ⅱ類では最大が万座隣接地の第613号建物跡 (D6区 )の面積23.80だ、最小は同地区の第05号建物跡

(D7区 )の 5.23ぽで、その比率は4.55倍である。

万座隣接地

I類の規模は最大のものが第607号掘立柱建物跡(16.39ゴ )、 最小のものが第229号掘立柱建物跡

(3.69ポ )である。面積分布から小規模 (5.20ポ以下 )、 中規模 (5.20～ 12.04r)、 大規模(14.66ゴ 以上 )

の3つ にグループ化され、最大 :最小の面積比は約3.48倍である。柱穴の規模をみていくと規模が小さ

くなるにしたがつて柱穴径 (最大138cm:最小19cm)、 柱痕径 (最大53cm:最小18cIIl)と も小さくなつてい

く傾向にある。

Ⅱ類の規模は最大のものが第613号掘立柱建物跡 (23.80ぽ )、 最小が第05号掘立柱建物跡 (7.42ピ )で

ある。面積分布から小規模(6.28ポ以下 )、 中規模 (9.41～ 15.98ゴ )、 大規模 (17.75ぽ以上)の 3つ にグ

ループ化される。最大 :最小の面積比は4.55倍 となり、 I類よりその差が大きい。柱穴の規模をみて

いくと I類 と同様に、小規模化していくにしたがつて柱穴径 (最大135cm:最小28cm)、 柱痕径 (最大50

cm:最 /Jヽ 17cm)と も小さくなっていく。

Ш～Ⅸ類としたものは大きな間隔をもつて3つのグループに分けることができるが、資料数が少な

く傾向などは把握できなかつた。



万座北側地区

本地区で検出されたのは I類、Ⅱ類のみである。

I類の最大なものは第05号掘立柱建物跡(12.86ピ )、 最小は第404号掘立柱建物跡 (2.89ど )である。

万座。野中堂隣接地のものと比較すると中規模以下のものが占めている。最大 :最小の面積比は約4.50

倍である。柱穴の規模をみていくと小規模となるにしたがって柱穴径 (最大88cm:最小22cm)は小さく

なつていく傾向にある。なお、柱痕径は18cm～32cmである。

Ⅱ類の最大なものは第02号掘立柱建物跡(17.11ピ )、 最小は第08号掘立柱建物跡 (7.50ポ )である。

中規模のもので占められているが万座・野中堂隣接地のものと比べ、一回り規模が大きい傾向にある。

最大 :最小の面積比は約2.28倍で面積比の比率は小さくなる。最も規模の大きな柱穴を有するのは第

04号掘立柱建物跡で柱穴の直径120cm、 柱痕径50cmで ある。

掘立柱建物跡の特異な形態としてⅥ類。第201号掘立柱建物跡がある。台地縁に構築され、本類中で

は最も大きい。柱穴は五角形に配置され、奥行約5m× 幅約4.5mである。主柱穴は直径91cm～ 138cm、

深さ136cm～152cmで 、27cm～ 31cmの柱痕が認められた。壁柱穴は約30cmの間隔をあけて等間隔に配置

され、柱穴径22cm～ 39cm、 深さ30om～72cmである。東側の一部が開日し、長軸84cm～105cmの ピット

が対に配置され、土層断面には板材の痕跡が観察された。

万座西側地区

Ⅱ類は第08号掘立柱建物跡(8.33ピ )で、万座隣接地においては中規模なものにあたる。Ⅲ類は第

230号掘立柱建物跡 (6.30ピ )で、万座隣接地にあるものと比較し極めて小型のものである。

野中堂隣接地

I類で最大なものは第206号掘立柱建物跡 (11.55ピ )、 最小は第207号掘立柱建物跡 (6.25ピ )で ある。

面積分布から小規模(6.75ピ以下)と 中規模(9.60ゴ以上)の 2つにグループ化できる。万座隣接地の同

形態のものと比較すると本地区で検出された I類掘立柱建物跡は、万座隣接地に分布する中規模グ

ループにあたる大きさである。柱穴径100cmを超えるものはなく、他地区と比較すると全体的に小ぶ

りである。

Ⅱ類の最大なものは第201号掘立柱建物跡(14.74ポ )、 最小は第203号掘立柱建物跡(7.23ポ )である。

万座隣接地の同形態のものと比較すると I類同様に万座隣接地で検出された中規模なものにそのほと

んどが包括される。柱穴径も93cmが最大であり、他地区と比較すると全体的に小ぶりである。

【ウ.確認面と構築面】

万座隣接地

環状列石西狽1を中心として検出された柱穴は基本層序Ⅲd層で、同東側・南東側では整地が行われた

ことからⅣ層 。V層が確認面となる地点もある。

万座北側地区

Ⅲd層が確認面及び構築面となる。

野中堂隣接地

Ⅲd層及びⅢd´ 層が確認面及び構築面となる。



【工.堆積状況】

建物跡の柱配置を示す柱穴の堆積状況 (第64図参照)について記載する。

万座隣接地

掘立柱建物跡の配置を示す柱穴断面から、柱を据えた後、隙間に土砂を一気に埋め込んだ状況が観

察された。数例であるが根固め石を入れたものもある。

土層断面から柱痕跡が確認される状況には3つのタイプがみられる。

a類 : 柱痕が土層途中で切断された状況を示すもの(第64図 タイプd)

b類 : 柱痕を観察していても検出面に向かうにしたがって大きく「ラッパ状」に開くもの (タ イ

プ c)

c類 : 全く柱痕が観察されないもの(タ イプ a)

a類は撤去する際に柱周辺を少し掘りくばめ、柱を切断後、この窪地に土砂を入れ込むかしなけれ

ばこのような断面が形成されない。 b類は柱を引き抜く際に柱をローリングさせ、柱と土砂の間に隙

間を作りながら徐々に引き抜いていった結果と考えられる。 c類は土層観察用のセクションの設置位

置が妥当でなかったか、柱を抜き取るために柱穴状ピット内(埋め土)の土砂をすべて掘り上げないと

このような堆積状況を示すとは思えない。

言い換えると掘立柱建物跡 (柱穴)は崩壊・腐食しても放置するのではなく、建て替えや場の確保

のため、人為的に抜き取りが行われていたことをこの断面が示している。

万座北侵」地区

万座環状列石隣接部で検出された建物配置を示す柱穴と同様の堆積状況を示している。

万座西側地区

柱を据えた後、人為的に埋め戻しを行った形跡がみられた。

野中堂隣接地

万座環状列石隣接部 。同北側地区で検出された建物配置を示す柱穴と同様の堆積状況を示している。

【オ.出土遺物】

土坑、フラスコ状土坑などと比較し、柱穴内からの出土遺物はそれほど多くはない。柱配置を示し

たものの中で特長的な遺物について記載する。

万座隣接地

出土した土器はすべて破片である。柱穴内より後期前葉 (十腰内 I式 )の土器のみを出土するもの、

後期中葉 (十腰内Ⅱ式)の土器を混在するものがある。前者は万座環状列石の西側を中心に、後者は同

列石東側にみられ、それは第220号、607号、608号建物跡 (以上 I類 )、 613号、614号、615号、617号掘立柱

建物跡 (以上Ⅱ類)の 7棟である。これらの出土土器を第72図 に図示した。

後期前葉の土器は、深鉢形土器、鉢形土器、壷形土器が主体で、主に沈線により曲線文、帯縄文に

より曲線文や渦巻文などが施文され、十腰内 I式の特徴を持っている。また、後期中葉の土器は装飾

突起がついた台付深鉢形土器で、変形楕円形文 (刺突が付加されるものもある)が施文され、十腰内Ⅱ

式・Ⅲ式の特徴を持っている。



Pit273(万座隣接地・Dl区 )

SB206・ Pit35(万座隣接地 ) P t144(万座隣接地・Dl区 )

Pitl¬ (万座隣接地・D3区 )

SB220・ Pit260(万座隣接地 )

Pit29(万座隣接地・D3区 )

SB403・  Pit19

(万座北側地区) 雹く
Pit1 93(野 中堂隣接地・B2区 )

20cm

SB401・ Pit4(万座北側地区)

Pit46(万座隣接地・D3区 )

Plt88(万座隣接地・D3区 )

◎
(野中堂隣接地・B2区 )

Pit88(万座隣接地・D3区 )

第71図 建物跡出土土器実測図
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このほか、万座西側の S BllA(Ⅶ類)よ リクマを模倣した動物型土製品が出上している。

万座北側地区

第04号掘立柱建物跡・Pit19の 堆積土中程から壺形土器が出土している。器形は球状に近く、日縁部

が偏つた位置につけられている。主文様として隆沈文により渦巻文が施文され、三角形文が付加され

ている。器面に赤色顔料が塗布されていた。この壺は柱設置時に埋め戻された土砂の中から炭化した

「カヤ」とともに出土した。掘立柱建物跡の配置を示す柱穴から完形土器が出土したのはこれ 1例で

あり、現在も行われている「地鎮祭」を思わせる出土状況であった。

その他の柱穴からは後期前葉 。十腰内 I式土器の特徴をもった土器片、板状土製品、線刻された石

製品が出土している。

万座西倶1地区

建物の配置を示す柱穴からは遺物は出上しなかった。

野中堂隣接地

建物跡の配置を示す柱穴より出土した土器はすべて破片で、後期前葉・十腰内 I式上器の特徴を持

つものであつた。このほかに板状土製品が出土した。

【力.重複関係】

万座隣接地

万座出入口     SB611(Ⅱ 類)→万座北側出入口施設

SB02(Ⅱ 類)→万座南側出入口施設

環状配石遺構    SB617(Ⅱ 類)→ SB613(Ⅱ 類)→ SX(S)602(環配 )

SB617(Ⅱ 類 )→ SB615(Ⅱ 類)→ SX(S)602(環配 )

掘立柱建物跡    SB605(Ⅱ 類 )→ SB604(Ⅱ 類)SB605(Ⅱ 類)→ SB606(I類 )

SB603(Ⅱ 類 )→ SB602(Ⅱ 類 )

SB207(Ⅱ 類)→ SB203(Ⅱ 類)→ SB204(Ⅱ 類 )→ SB205(Ⅱ 類 )

SB208(Ⅱ 類)→ SB207(Ⅱ 類)SB208(Ⅱ 類)→ SB209(Ⅱ 類 )

SB210(I類 )→ SB213(Ⅱ 類)SB212(I類 )→ SB211(I類 )

SB222(Ⅷ類)→ SB221A(Ⅶ類)→ SB228(Ⅱ 類 )

SB301(Ⅱ 類 )。 SB305(Ⅱ 類)→ SB303(Ⅱ 類 )→ SB302(Ⅱ 類 )

SB307(Ⅶ類)→ SB10(Ⅱ 類)SBllA・ B(Ⅵ類)→ SB09(I類 )

SB02(Ⅱ 類)→ SB01(Ⅱ 類)→ SB03(I類 )

SB06(Ⅱ 類)→ SB07(Ⅱ 類 )

土  坑       SK610→ SB601(I類 )

SB222(Ⅷ類)→ SK305。 SK(F)284

SB221A(Ⅶ類)→ SK321・ 289

1類は掘立柱建物群域の外側に分布している。列石西側では横方向への建て替えが観察される。

Ⅱ類は列石の間近まで迫つており、多くの重複関係を示している。掘立柱建物群域の外側から列石



(内側)へ という建て替え・移動例が多い。

さらに重複全体をみると形態Ⅶ類・Ⅷ類→Ⅱ類 。I類 という過程を伺い知ることができる。

また、隣接地に位置する土坑、フラスコ状土坑との重複関係を観察すると、Ⅶ類・Ⅷ類は土坑 。フ

ラスコ状土坑に切られているものが多く、列石西側はその重複関係を顕著に示している。一方、 I

類。Ⅱ類のほとんどは土坑。フラスコ状土坑を切つて構築しており、この後環状・方形配石遺構によっ

て切られるという遺構の過程を観察することができる。

掘立柱建物跡、土坑、フラスコ状土坑、環状配石遺構を主とした列石隣接地の遺構変遷過程は、Ⅶ

類・Ⅷ類建物跡十土坑十フラスコ状土坑+列石という組み合わせが最も古い段階に位置し、その後列

石十列石と強い係わりを持つた I類・Ⅱ類建物跡十土坑十フラスコ状土坑という組み合わせがあり、

やがて環状・方形配石遺構へという過程が想定される。

万座北側地区

環状配石遺構   SB01(Ⅱ 類)→ SX(S)7 SB02(Ⅱ 類 )→SX(S)7 SB06(I類 )→ SX(S)7

竪穴住居跡    SB401(Ⅱ 類)→ S1405・ 408

石囲炉      SB04(Ⅱ 類)→ SX(0)6

Tピ ット     SK(T)19→ SB09(Ⅱ 類)→ SX(S)3(環配 )

土 坑

SK(T)19・ SK37-→ SB09(Ⅱ寄ミ)

SK20-SBl(Ⅱ 券ヨ) SK42-→ SB10(I苺ミ)

掘立柱建物跡同士が重複する例が一例あるが新旧は不明である。円環を描き出すⅡ類掘立柱建物跡

は長軸長を連結するかのように配置されている。掘立柱建物跡の配置間隔が狭いのが気になるが、軒

先をあわせながらも同時に存在しても不思議ではない。各種の遺構との重複関係から北側地区では、

Tピ ットが最も古い段階にあり、その後竪穴住居跡+土坑+フ ラスコ状土坑が、さらに掘立柱建物群

+土坑が続き、大型の環状配石遺構十石囲炉へと変遷し、最終的には小型の環状配石遺構へという過

程が想定される。

万座西側地区

土 坑    重複関係を示しているが新旧は不明

野中堂隣接地

野中堂出入口   SB205(Ⅱ 類)→北東側出入口施設

方形配石遺構   SB02(I類 )→ SX(S)02(方配 )

掘立柱建物跡   SB208(Ⅱ 類)→ SB200(Ⅱ 類 )

竪穴住居跡

SB208(Ⅱ 類 )→ SB211(Ⅱ 類 )― SB01(Ⅱ 類 )

SB203(Ⅱ 類 )→ SB204(Ⅱ 類 )

SB210(Ⅱ 類 )→ S101(後期中葉 )

石囲炉・土坑   SKl10→ SB04(I類 )→ SX(0)01

調査によつて遺構の配置が明らかとなつたのは列石の西半分であり、全体の様子をうかがい知るこ

とができない。上記の重複関係から列石+I類・Ⅱ類建物+土坑の組み合わせを想定することができ



る。

【キ.時  期】

万座隣接地

出土遺物、掘立柱建物跡と係わりの強い環状列石、その他遺構との重複関係から後期前葉～中葉の

時期が与えられる。また、掘立柱建物跡については出土遺物や遺構の重複から地区ごとに大まかでは

あるが構築時期 (存続時期)をつかむことができた。列石北側出入口施設から反時計回りに東側出入口

施設までは主に後期前葉を、残る東側出入目～北側出入口までは後期前葉～中葉の時期が与えられる。

なお、隣接地に位置するⅥ類～Ⅸ類は重複関係からI類・Ⅱ類に先行するものである。

万座北側地区

掘立柱建物跡は同地区の台地縁に位置する後期前葉の竪穴住居跡を切って構築され、さらに後期中

葉のものである環状配石遺構や竪穴遺構によって切られている。掘立柱建物跡の配置を示す柱穴から

の出土土器はすべて後期前葉 。十腰内 I式の特徴を持つ土器であることから、その構築 (存続)時期は

後期前葉と考えられる。さらに万座環状列石との時間差については本地区の建物跡が先行するものと

考えられる。

万座西倶1地区

ピット内外からの出土遺物は少ない。掘立柱建物跡の形態などは万座・野中堂環状列石に隣接し検

出された掘立柱建物と類似性を持つている。これらと同じ時期を与えることができるが、 2つの環状

列石との時間的な関係については不明である。

野中堂隣接地

柱配置を示す柱穴からの出土土器はすべて後期前葉 。十腰内 I式の特徴を持つ土器片であった。し

かし、遺構周辺からは少ないながらも後期中葉 。十腰内Ⅱ式～Ⅲ式の特徴を持つた土器片が出土して

いる。このことから野中堂隣接地に分布する建物跡の構築 (存続 )時期については、同列石と時期を同

じくする後期前葉～中葉と考えられる。

【ク.分  布】

万座隣接地

I類・Ⅱ類掘立柱建物跡に先行するⅦ類・Ⅷ類掘立柱建物跡は、列石を挟みながら列石より距離を

置いて東側に 1棟、西側に5棟が分布している。

I類・Ⅱ類とした掘立柱建物跡は、環状列石の中心から半径24mと 48mの範囲にそのほとんどが分

布する。列石の外帯配石と同様に、これらは重複度合や遺構間に生じた隙間から数棟からなるグルー

プに分割することができる。

掘立柱建物跡は、列石中心から放射された求心線に対して長軸 (長辺 )が直交するように構築され、

しかもⅡ類掘立柱建物跡を列石寄りに、 I類掘立柱建物跡をその外側に配置しており、これが配置の

基本パターンとなつている。各グループが保有するスペースは均等ではない。占地的な要因からⅡ類

掘立柱建物跡の重複頻度が高く、建て替えの際は同一場所かわずかに右後方に位置をずらしている。

一方、 I類掘立柱建物跡は外側に配置されることが多く、この占地的な要因を強く受けておらず、同
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万座北側地区

万座環状列石北側130mの地点を中心に、Ⅱ類掘立柱建物跡9棟が直径54mの 円を描くように配置され、

環内南側に I類掘立柱建物跡 3棟を内在している。

Ⅱ類掘立柱建物跡は万座隣接地と同様に、環中心より放射状に放たれた求心線に対して長軸が直交

するように配置されている。また、本地区の掘立柱建物跡は隣接する同時期の上坑を伴っており、第

08号掘立柱建物跡と第20・ 33・ 71・ 73号土坑の位置関係は列石の外帯と掘立柱建物跡 (群 )の位置関係

と共通した要素を持っている。

本地区の掘立柱建物跡配置は万座隣接地の掘立柱建物跡より先行するものと考えられ、この掘立柱

建物跡と土坑配置が万座・野中堂環状列石の配置に影響を及ぼしたものと考えることができる。

なお、円環配置を示す掘立柱建物群から北側25m地点に2棟の I類掘立柱建物跡が構築されている。

第14次調査でこの隣接地を調査したが、掘立柱建物跡を確認することができなかつた。

万座西側地区

Ⅱ類掘立柱建物跡は台地南側より入り込んだ沢頭地域に、Ⅲ類掘立柱建物跡は台地縁に構築されて

いた。 トレンチ調査によることから、地区全体の分布は把握できていない。

野中堂隣接地

野中堂環状列石については東半分が未調査となつており不明な点があるが、万座隣接地の結果を考

慮しながら、次のような分布状況が想定される。

掘立柱建物跡は列石の中心から半径21m～42mの範囲に分布する。建物跡の長軸長は列石の中心、外

帯配石遺構を意識しながら配置されている。しかも重複や遺構間の隙間から数棟から構成されるグ

ループに分割され、万座隣接地の建物跡と同様の配置を示している。

万座隣接地の掘立柱建物跡との違いは規模が小さいこと、数が少ないことであり、その基本構造は

同一である。

【ケ.性  格】

万座連接地、万座北側地区、野中堂隣接地

検出された掘立柱建物跡の性格については、検出地区が違っても基本的には同一であると考えられ

る。

2つの環状列石は、一本木後口地区で検出された配石遺構の調査結果より、各々は「配石墓」であ

り、この集合体である環状列石そのものは配石墓が二重の円環を描くように配置された「配石墓群」

であると考えられる。第4次調査報告書では岩手県西田遺跡との比較。検討から、掘立柱建物跡は環状

列石 (配石墓群)を意識した配置を示し、その性格を葬送に関わる「獲屋 (霊送りの場 )」 と考えた。

しかし、調査が万座環状列石隣接地全域その周辺に及ぶにしたがつて土偶、鐸形土製品、キノコ形

土製品、動物形土製品、足形付土板、足形石製品、石刀などが多量に出土した。土偶における子孫繁

栄・病気治癒・精霊といつた考え方、自然界を意識したキノコ・動物形土製品は自然への畏敬の念を

表す道具と考えられ「マツリや祈りとしての道具」として捉えることができ、掘立柱建物跡の性格を

一つに絞ることができない状況となつている。
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3
基本層序

l黒褐色土 (10YR2/2)

大湯浮石を少量混入、 しまり有り。
Ⅱb黄褐色火山灰 (10YR5/6)

大湯浮石層

Ⅱo黒色土 (10γ R2/1)

大湯浮石を多量混入

Ⅲa黒色上 (10YR2/1) 堅くしまり有り

Ⅲb黒色土 (7 5YRν l)

下位火山灰、炭化粒微量混入。

llb'黒色土 (7 5YRν l)

黒褐色土少量、下位火山灰微量混入。

lllc黒褐色土 (7 5YR3/1)

下位火山灰をⅢb層より多く混入。

llc'黒褐色土 (7 5YR3/1)

下位火山灰少量、赤褐色小礫 (2 5YR4/6

15m程度)、 炭化粒微量混入、
堅くしまり有り。

lci黒褐色土 (7 5YR3/1)
下位火山灰、赤褐色小礫(o5～ 10m)

少量、炭化粒微量混入、堅くしまり

有り

Ⅱc'1黒 掲色土 (7 5YR3/1)

下位火山灰微量、赤褐色小礫

(o5～ 20mm)llcIよ り多く混入、

堅くしまり有り

Ⅲd黒色土 (10YR2/1)
下位火山灰、小プロック少量混入。

Ⅳ 暗褐色土 (10YR3/3)

V黄褐色火山灰 (10YR5/6)
申ヶ野火山灰層

日

ｏ
二

紀〆
90
8o
7⑨

6◎

50
4◎

3◎

2`♀を》
5) t、

58
C

C

※数字はPit番号

Ci

二 Plt79二
1

P t49

1黒褐色土 (10YR2/2)
2黒色土 (10YR2/1)
下位火山灰少量混入、堅くしまり有り。
3黒色土 (10YR2/1)
下位火山灰多量混入、堅くしまり有り。
4黒色土 (10YR1 7/1)
下位火山灰若干混入、しまり有り。

P t76

1黒褐色土 (10YR2/2)
暗褐色土混入、 しまりなくやわらかい.
2黒色土 (10YR2/1)
3暗褐色土 (10YR3/4)
4黒褐色土 (10YR2/3)
下位火山灰、赤色小礫混入、堅くしまり有り。
5褐色土 (10YR4/4)
砂礫多量混入、堅くしまり有り。

P172

1黒褐色土 (10YR2/3) 粘質土
2黒褐色土 (10YR2/2)

下位火山灰、褐色粘土混入、 しまり弱。
3黒褐色上 (10YR2/2) しまり弱
4黒褐色土 (10YR2/2)

下位火山灰プロック、小礫混入。
5黒褐色土 (10YR2/2) 下位火山灰プロツク混入
a褐色土 (10YR4/6) 下位火山灰を多量混入
7黒褐色土 (10YR2/2)
下位火山灰混入、堅くしまり有り。
8明黄掲色土 (10YR7776)
下位火山灰と黒褐色上の混合土。
9明黄褐色土 (10YR7/6) 下位火山灰多量混入
10暗褐色土 (10YR3/3)粘 質土
11明黄褐色 (10YR6/6)

P179

1暗褐色上 (10YR3/3) 堅くしまり有り
2明黄褐色土 (10YR6/6)
3黒褐色土 (10YR3/2) 下位火山灰、炭化粒微量混入。
4褐色土 (10YR4/4)炭 イし粒混入
5暗掲色土 (10YR3/3)炭 化粒混入
6黒褐色土 (10YR2/3) 下位火山灰、炭化粒少量混入。
7黄褐色土 (10YR5/6) 下位火山灰多量混入
8暗掲色土 (10YRν 3) やわらか〈粘質有り
9黒褐色土 (10YR2/2)
炭化物少量混入 やわらかく粘質有り。
10黒褐色土 (10YR2″ )
炭化物、下位火山灰微量混入、 しまり有り。
11暗褐色土 (10YR3/4)下 位火山灰多量混入
12明褐色土 (10YR6ん )
13にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 下位火山灰混入、粘質有り。
14暗褐色土 (10YR3/3) 下位火山灰多量混入

0                          4m

％
％
一
％
％

第81図 万座北側地区建物跡実測図
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日時計

腑

詳細図は第83～85図参照
○内の番号は第20図に対応する
環状列石北半は未調査

0                        20m

第82図 野中堂環状列石隣接地建物跡分布略図

掘立柱建物跡については、環状列石 (配石墓群)と の位置関係、多種多様なマツリと祈りの道具の出

土から葬送儀礼の場とマツリと祈りの場としての複合的な施設と考えられる。

なお、万座北側地区の北部、同西側で検出された掘立柱建物跡は単独であり、しかも周辺の遺構 。

遺物の分布は希薄であり、その性格を窺い知ることができない。
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第83図 野中堂環状列石隣接地建物跡分布図 (1)



さ́9年ξ
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第84図 野中堂環状列石隣接地建物跡分布図 (2)
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第40表  掘̈ 輌崚麟接地I類-1)

No 誦

脚 め

調査区

グリッド

形態 建物の規榔h・ 』

(長辺長×短辺長×

長軸励  爾

長辺。長軸

方  向

檄 の規模 伴位 :ω 樽
嘲

新 旧 関 係

特異な出土遺物ピット 規模帳軸径×離

×深さX醐

1 SB

206

0暇文4)

Dl区

57-91・ 92

I類 長辺長 280
短辺長 260

面 積 728

N27W ‐２

３５

毬

７３

56× 5CIX l18×

81X74× 124X

79× 71× 121X

60× 57× 122× 25

劉

篠

SB203～ 305

SXS)219

月理掛形出器1点

SB

210

G暇文4)

Dl区

3V・ ハ「

-90

I類 長辺長 240

短辺長 200

面 積 4.80

N37W 154

157

148

142

48× 48× 73×

38X36× 88×

42X2× 82X

38X36× 75× 27

劉

麒

SB210→駆③22Cl

SB208・ SB2119

SB211・ SB213

ＳＢ　２．．　　　晦

Dl区

邪V・ 2Ⅳ

-90

I類 長辺長 340

短辺長 330

面 積 11.

N4 5W 151

126

127

116

67× 64× 131以上×

96× 42× 122× 40

86× 84× 140× 42

80× 76× 128X34

劉
篠

SB212-)SB211

‐ Ю 220

SB209・ SB210

SXIS1222

4 SB

212

《眼文4)

Dl区

邪V

-89・ 90

I類 長辺長 300

短辺長 290

面 積 8,70

N50W 143

39  ・

33

306

102X100× 151×

116X108X164×

90×  77× 120×

98×  84X163×

劉

藤

SB212■,SB211

部 XIS1220

5 SB

217

G瑕文 4)

Dl区

節″-91

I類 長辺長 230
短辺長 205

面 積 4.71

N41W 62

303

139

91

54× 51× 132×

48× 46× ■27×

52× 48× 136× 34

66X58× 132X22

劉
麟

SB21卜SX0221

‐SXIS1222

6 SB

218

ぐ暇文4)

Dl区

ZX-90

I類 長辺長 220
短辺長 215

面 積 473

N83W 258

259

260

261

42× 40× 58×

54× 53× 55×

58× 55× 45×

54× 54× 47×

御
麒

SK237・ 256

SK① 238・ 243

復元土器4個体

7 SB

220

儲文4)

Dl区

WA・ ZZ

-91'92

I類 長辺長 290

短辺長 265

面 積 7.68

N33W 327

321

334

332

40× 38X142× 25

42× 39X100×

45× 42× 90× 18

98× 70× 107× 25

御

篠
　
”　
蝶

級027A→ SB220

SB219・ 駆02∞

8 SB

228

鰯文 5)

D2区

別 ・ ZV

-86・ 87

I類

懸
懸
　
　
耐

340

275

9 35

N15E ５２６

地

５５６

６６３

98X90× 169X34

120× 102× 169× 33

110X104X157X

l10× 104× 161×

劉

蝶

SB222‐SB瑯

→SK279

SB22L生・B

蘊0287

9 SB

229

鮨文 5)

D2区

ZX・ Ⅳ́

-85

I類 長辺長 205

短辺長 180

面 積 369

N 2 E ５６

５６

５６

５７

26× 22× 2×

22× 21× 42×

19× 18× 40×

36× 25× 45×

劉

麟

区①30"SB29

SB

306

0貯t lol

D3区

知 ・

'V

-85・ 86

I類 長辺長 335

短辺長 275

面 積 9.21

N 9 E 8

61

13

10

91× 88× 108×

90× 90× 1“×27

118× 95× 155× 25

99× 94× 138×

御
麒

SK308-)SK308

‐SB306

‐SB307

→腑 13・ 320

0



第41表 掘¨ 輌檀麟接地I類-2)

No 臨

徹麹め

調査 区

グリッド

形態 建物の規脚缶・』

回 長×短辺長×

長軸∋  爾

長辺・長軸

方  向
歓 の規模 蝉4立 :ω 標

嘲

新 旧 関 係

特異な出土遺物ピット 規模仮割経×短軸径

× 深さ×柱根箇

SB

601

緞 丈lll

D6区

ZS・ ZT

-94・ 95

I類 長辺長  276

短辺長  281

面 積 775

N17E 601

613

644

1090

137× 132× 142× 50

90× 80× 125× 40

118× 96× 155×

97× 95× 140×

劉
篠

SB602

SB

606

帆 丈lll

D6区

ZQ・ ZR

-95。 96

I類 長辺長  383

短辺長  383

面 積 1466

N60W 668

671

679

1091

106× 104× 123× 43

105× 101× 125以上

×53

97× 97× 124× 43

97× 94× 115× 52

劉
篠

SB60テ→SB604

→SB6“→劇313

SB

607

級 文lll

D6区

ZN-96

ZO-95。

96

I類 長辺長  415

短辺長  395

面 積 1639

N23W 691

700

702

706

109× 104× 123×

“103× 100× 109× 40

102× 97× 133× 47

110× 105× 110× 30

期

葉

後

中

跳 0615・ 620・ 622

SKIT1616

SB

608

俄 文lll

D6区

ZN

-94・ 95

ZO.-94

I類 長辺長 373

短辺長 323

面 積 1204

N17W 689

835

887

751

138× 118× 119× 39

120× 110× 135× 33

105× 102× 122× 43

115× 94× 125× 47

期

葉

後

中

跳 GD623

→田 608

SB

609

織 丈lll

D6区

ZL-96

ZNI

-96。 97

I類 長辺長  310

短辺長  260

面 積 8.06

N23W 68× 67× 70× 31

74× 74× 75× 31

70× 68× 82X32

40× 39× 63×

御
鹸

SB

614

徽 丈lll

D6区

ZK-93

ZL

-93・ 94

I類 長辺長

短辺長 470

N ― S 883

1008

108× 100× 100×

80×  ×96× 45

劉
蝶

未掘部分あり

17 SB

618

(龍そlll

D7区

ZN・ Z0

-95

I類 長辺長 320

短辺長 312

面 積 9.98

N43E 651

663

715

1045

87× 78× 103×

80× 74× 100×

75× 74× 100×

81×  ×82×

後期 絣G19

SB

04

緞丈10

D7区

ZI-85

I類 長辺長  278

短辺長  242

面 積 520

N8 8E 22

41

4

115

44× 44× 95×

46× 42× 105×

41× 40× 84×

43× 40× 100×

イ鋼 図 D71→SB04

→SI飾)109

→RB5

SB

03

靴 丈151

D8区

ZO

-82・ 83

I類

祗
鏃　　蒔

329

296

N50W 14

50

156

21

55× 52× 92×

73× 73× 110以上×

31

67× 56× 114× 28

64× 59× 902たL×

後期 駆 01-→SB03

SB04

SB

04

俄丈19

D8区

ZO・ ZP

-82

I類 長辺長 315

短辺長 270

面 積 8.50

N5 6E 90× 90× 150× 30

83× 80× 150× 33

87× 80× 150× 30

84× 75× 118× 27

劉 SB03



第42表  掘¨ 輌檀朝接地 I類-3)

雌 誦

報麹め

調査区

グリッド

形態 建物の規脚缶 。』

飽 長×短辺長×

長軸長) (爾

長辺・長軸

方  向
柱穴の規模 伴嘘 :cml 篠

嘲

新 旧 関 係

特異な出土遺物ピット 規模帳灘径×短嘲経

×深さ×柱根D
SB

05

(投丈lrol

D8区

ZP・ ZQ

-82・ 83

I類 長辺長 270

短辺長 275

面 積 7.42

N43ヽ V 24

77

75

76

80× 78×   ×

74× 73× 115以上×

30

77× 74× 101×

84× 70× 120× 33

劉 SK19■→SB05

SB

08

靴 丈lFol

D8区

ZQ・ ZR

-82・ 83

I類 懸
懸

338

300

10. 14面 積

N37W 97

5

37

108

113× 92× 140×

× × ×

84× 77× 110×

85×

“

×75×

劉 SK002・

幽 0・ 41

→SB08

SB

09

緞 丈151

D8区

ZS・ ZT

-83・ 84

I類 長辺長 261

短辺長  252

面 積

N 4 Vヽ 90

101

118

60

68× 鬱×125× 32

63× 57× 107× 23

72× 68× 120×

63× 63× 130× 2「o

後期 SBlla。 llb

→SB09

SK036・ 田路

→SB09

注1  表中のα60は建物跡が記哉されている報告書番号である。
注2  表中の (長辺長×短辺0は平均値を表している。
注3  表中の規模欄の測定値は四捨五入している。

注4 長辺方向は原則として環状列石から放射されるま線 と直交する。この交差する角度を表している。
注5 新旧関係の判明しているものについてはその関係を 旧→新 で表現した

O



第43表  掘立田自劾原万座隣接地Ⅱ類一D
NO 議

帥

譴 区

グリッド

建物の規脚缶・詢

Q長 ×短辺長×

長軸局 価稿

53辺 ・
長 癖 喘

方向

柱穴の規模 蝉位:ω 機

嘲

新1日麟

特異な出土遺物ピット 規模(長軸径×短軸径X

深さ×躙

1 SB

203

儲文 4)

Dl区

ZV・ ZLT

-91・ 92

長辺長  440

短辺長 375

長軸長  530

面 積 18

N67E 2

3

4

15

6

14

88× 88× l12×

110× 103× 103× 36

79× 71× 121×

60× 57× 122× 25

"×
71× 121×

60× 57× 22× 25

御

麒

SB205-'SB204-→ SB203-,

SX()216

SB203→S聰9217

SB206・ 駆(F)25

2 SB

204

緞文4)

Dl区

ZV・ ZU

-91・ 92

長辺長 430

短辺長  340

長軸長 510

面 積  15 98

N6 7E 5

206

22

47

49

228

88× 80× 110×

60× 58× 90×

56× 54× 115×

55× 48× 114×

68× 66× 117× 28

71× 62× 107×

御
篠

SB205■→SB204「→SB203

SB20‐ SXIS1216

SB20卜 SXIS1217

SB206。 SXIF)225

3 SB

205

G暇文4)

Dl区

ZV・ ,彊」

-91・ 92

長辺長  320

短辺長 295

長軸長 440

面 積

N75E 53

8

23

16

57

51

56× 54× 119× 25

110× 103× 103× 36

71× 59× 119×

59× F。5× 110×

64× 58× 119× 31

63× 56× 116×

御
篠

SB2051→SB204‐SB203

SB206・ 207

SXF)225

4 SB

207

G報文4)

Dl区

ZV・ Zl」

-91・ 92

長辺長  370

短辺長  330

長軸長 350

面 積 11.88

N27W ”

９

８４

８６

“

67× 61× 103×

64× 64× 101×

58× 54× 92×

62× 58× 49×

65× 64× 91×

× ×  ×

観

麒

駆20卜SB20‐図 9217

SB208■'SB207

SB205・ 209

SB

208

《暇文4)

Dl区

ZV・ ZU

-91・ 92

長辺長  340

短辺長 290

長軸長 340

面 積 986

N27W 17

79

210

31

121

92

44× 43× 83×

60× 54× 99×

55×

"×
74×

61× Ю×86×

30× 30× 63×

48× 46× 82×

御
麒

棚 208‐SB213

SB209。 210

SB

209

G暇文4)

Dl区

ZV-90。 91

長辺長  330

短辺長  270

長軸長 390

面 積 72

N62E ・２８

・９

‐０

螂

‐５２

６０

52× 50× 105×

63× 54× 99×

78× 67× 83×

58× 56× 91×

56× 53× 116×

88× 80× 97×

勧

麟

SB20"Ⅸ③220

SB20 7 ・208

・210・ 211

7 SB

213

報文4)

Dl区

眼 -89。 90

長辺長  335

短辺長  320

長軸晨  340

面 積 1080

N51E 29

209

26

113

25

140

47× 43× 81×

50× 48× 78×

69× 68× 83×

51× 46× 79×

76× 63× 95×

48× 36× 92×

御
鰈

SB208■,SB213-'SK258



第44表  掘立柱建物跡妨座隣接地Ⅱ類-2)
NO 遺構名

(報文Nめ

調 査 区

グ リ ッ ド

建物の規模lcm・ 諭

(長辺長×短辺長×

長軸長) (面積)

ず豪

`貶

堅・ 副

方  向

柱穴の規模  (単 位 :m) 築

期

構

時

新1日関係

特異な出土遺物ピット 規模(長軸径×短軸径×

深さ×柱根筍

8 SB

214

G報文4)

Dl区

Ⅳ -89

長辺長 315

短辺長  275

長軸長  370

面 積 941

N41E 43

41

250

110

123

40

45× 39× 51×

38× 34× 56×

82× 62× 2×

32× 30× 57×

36× 34× 54×

52× 50× 64×

御
麒

SB213

S3258

9 SB

303

1SB2231

俄 丈101

鰯文 5)

D2区

zu・ rv

-87・ 88

長辺長  405

短辺長  350

長軸長 430

面 積 1461

N16E 517

664

524

503

5

65

81× 81× 135× 32

91× 88× 134×

86× 83× 116× 38

80× 80× 128× 32

110× 106× 92×

90× 84× 94×

御
麒

田 227→ SB223「→S説24

SB225

Sk2%・ 276

X0274

SB

302

1SB22の

徹丈101

鰤文 5)

D2区

知 ・ ZV

-87・ 88

長辺長  345

短辺長  275

長軸長  340

面 積 9.

N14E 516

509

665

504

4

81× 80× 94×

116× 84×

"×
119× 94× 89×

86× 78× 86×

104× 88× 104× 37

劉
麒

SB22テ→SB223→SB224

SB227→ SB224

銀2%・ 276

SKID274

11 SB

301

1SB220

は 101

轍 51

D2区

zlI・ ar

-87・ 88

長辺長  350

短辺長  340

長軸長  420

面 積

N12E 開

５０７

５２５

５．２

５

６５

60× 59× 109×

64× 62× 89× 25

61× 46× 78×

58× 54× 85×

110× 106× 92×

90× 84× 94×

御
麒

SB2か SB223「→SB224

SB

304

1SB220

餓丈101

鰍 D

D2区

ZU・ ZV

-86。 87

長辺長 370

短辺長 315

長軸長 350

面 積

N10E 528

502

579

514

18

66× 64× 130× 25

68× 58× 149×

70× 66× 119×

64× 59× 111× 31

76× 68× 116×

御

諜

SB22■・227・ 228

SK0270

SB

305

0B22つ

は 101

鮨文 5)

D2区

ZU・ ″ V

-86・ 87

長辺長 510

短辺長 335

長軸長  550

面 積 17

N7E 538

508

543

7

45

1

98× 88× 172× 31

90× 86× 142×

84× 78× 141× 34

96× 85× 114× 25

85× 70× 89×

96× 78× 148× 27

劉
篠

SB227→ SB223-→SB224

SB227→ 駆 225

SB226・ 228

SK0274→SB27

SB

602

餓 丈lll

D6区

ZR・ ZS

-94・ 95

長辺長 315

短辺長  340

長軸長 492

面 積 13.71

N78W 604

612

621

630

1095

9985

94× 90× 107×

103× 94× 111×

135× 115× 131×

102×   ×12×

91× 91×   ×

76× 68× 78×

御
麒

SB60卜SB602

SX06C12

0



第45表  掘立臼自劾原万座隣接地Ⅱ類一Э
ヽ 遺構名

(報文NOl

調 査 区

グ リ ッ ド

建物の規模lcm・ o

(長辺長×短辺長×

長軸長) (面積)

J豪32ユ・ J豪姜口菫

方  向

柱穴の規模   (単 位 :clll) 築

期

構

時

新1日関係

特異な出土遺物ピット 規模(長軸径×短軸径×

深さ×相却縣∋

SB

603

徴丈lD

D6区

ZS・ ZT

-94・ 95

ZR-94

長辺長  379

短辺長 337

長軸長 540

面 積 15.48

N85W 602

605

609

614

616

1096

85× 80× 146× 45

49×   ×69×

61× ∞×43×

54× 51× 60× 31

74× 73× 122× 40

76× 70× 58×

御
諜

SB60卜 SB602

SB601

SK610

SX06112

SB

604

緞丈lD

D6区

ZQ・ ZR

-94・ %

長辺長 386

短辺長 398

長軸長 545

面 積

N60W 620

623

625

656

666

678

77× 75× 90×

90× ∞×114× 44

94X84× 99×

92× 86× 103× 35

92× 81× 103× 38

89× 73× %×

劉
麒

SB605■→SB604-,SB606

17 SB

605

餓 丈lll

D6区

ZQ・ ZR

-94。 95

長辺長  352

短辺長  329

長軸長 504

面 積 1408

N59W 619

624

634

660

667

676

73×  ×109×

94× 93× 96×

111× 108× 121× 48

68×  ×75×

118× 110× 117× 36

120× 113× 124× 45

御
麒

SB605-)SI1604→SB606

SB

611

(批にlll

D6区

ZT・ ZU

-92・ 93

長辺長  285

短辺長  347

長軸長  375

面 積 1145

N70E
"3
204

208

210

203

66× 62× 70娃 ×

58× 56× 56以上×

68× 62× 92×

62× 62× 119×

48× 46×   ×

後期

麒

SK022PSB611‐ ■19配

列

SB

612

戦丈lll

D6区

ZK・ ZL

-91,92

長辺長  435

短辺長  393

長軸長  590

面 積

N8E 963

969

972

976

1021

9915

100× 90× 120×

99× %× 122×

94× 85× 98× 34

96× 95× 99×

112×  ×136× 30

130× 130× 164×

御
諜

SB

613

餓 丈lll

D6区

ZL・ ZM

―鬱 。93

長辺長  470

短辺長  460

長軸長 565

面 積 23

N3W 936

990

989

1013

929

943

100× 89× 96× 39

139× 139× 97×

120× 118× 132×

119× 110×  ×

120× 110× 126× 50

98× 94× 93×

期

葉

後

中

SB617-→SB 613卜,SB615→

SXIS1602

SB

615

緞 丈lll

D6区

ZL・ ZM

-92'93

長辺長 463

短辺長  428

長軸長  590

面 積

N5W 920

934

947

959

983

107× 103× 123× 35

130× 130× 117×

135× 135× 123× 46

100× 89×   ×

99× 93×   ×40

後期

中葉

SB617→SB 61卜 SB615‐

S】30602



第46表  掘立柱麹物卵防座隣接地Ⅱ類-41
No 遺構名

緞文哺

調 査 区

グ リ ッ ド

建物の規模はP諭

(長辺長×短辺長×

長軸長) (面積)

ず妻し通コ
。
罰

方  向

柱穴の規模   (単 位 :clll) 築

期

構

時

新1日臨

特異な出土遺物ピット 規模(長軸径×短軸径×

深さ×岡

SB

617

餓丈lD

D6区

ZL・ ZM

-92・ 93

長辺長 360

短辺長 436

長軸長 530

面 積 1940

N6E 931

944

988

991

988

955

104×  ×109×

124×  ×134×

101×  ×100×

84× 80× 90×

120×   ×90×

×  ×94× 44

劉
蝶

SB617-,SB 613卜→SB615

→SXIS1602

SB

02

は 161

鮫 121

D7区

ZI・ ZJ

-88・ 89

長辺長  350

短辺長 384

長軸長 456

面 積 1547

N37E 7

20

28

30

9951

× ×120×

70× 69× 110× 21

55×  ×85× 23

74× 6Kl× 90× 30

69× 65× 70×

後期 SBO"醐 9910

SK035

SB

03

(紋 121

D7区

ZK・ ZL

-86

長辺長  255

短辺長  215

長軸長  360

面 積 628

N80E 12

21

67

69

71

72

55× 53× 55×

49× 49× 108×

33× 3fl×  ×

31×  × ×

28× 28×  ×

32× 31×  ×

後期 SK057

SK65

% SB

05

は 10

D7区

ZL-85・ 86

長辺長  225

短辺長  210

長軸長  274

面 積 5.23

N80E ３６

４７

％

８７

８８

９５

49× 47× 95× 23

48× 46× 79× 24

41× 40× 90× 20

32× 31× 85×

39× 39× 78× 21

47× 46× 85× 26

劉 SK9[卜→SBC15

SB

06

徹 丈161

緞 丈121

D7区

ZM-84・ 85

長辺長

短辺長  340

離

E10S ３８

必

７９

ｍ

58× 57× 110×

58×

“

×100×

39×   ×75×

40× Ю×80×

劉 SK84-)SK85-)SBC16

→SB07

SB

07

報文 161

轍 121

D7区

Zl這-84・ 85

長辺長

短辺長 380

長軸長

E10S ５

７８

・０７

‐０８

58× 56× 100× 2

“

×40× 90×

×  ×75×

44×  ×78×

御 SK84→SK85‐SB06

→SB07

SB

01

は 161

は 151

D8区

ZO-83・ 84

長辺長  284

短辺長 380

長軸長 402

面 積 13.

E49W 2

6

15

20

19

60× 57× 80以上×

62× 57× 59以上X

55× 55× 95×

63× 63× 88×

60× 6Kl× 88×

御 SB02■→SB01-→ SB03

→SXISD02

SB01→SKCD9901

0



第47表  掘立柱麹物卵防座隣接地Ⅱ類一D
NO 遺構名

(報文Nめ

調 査 区

グ リ ッ ド

建物の規模lcm・ 諭

(長辺長×短辺長×

長軸長) (面積)

J妻を通] ・ 副

方  向

柱 穴の規模   (単 位 :clll) 築

期

構

時

新1日関係

特異な出土遺物ピット 規模(長軸径×短軸径×

深さ×柱憫D

SB

02

靴 丈161

緞 丈151

D8区

ZO-83・ 84

ZP-83

長辺長  320

短辺長  361

長軸長  462

面 積 14

N53ヽV 9

31

51

53

22

210

80×  ×69以上×

80×  ×96×

115× 109× 114×

83× 83× 84× 32

84× 76× 100×

66× 64×   ×

後期 S302■→SB01

SB

06

織 丈161

緞 丈151

D8区

ZP・ ZQ

-83

長辺長  399

短辺長  352

長軸長  464

面 積

E54W 郎

２５

２９

３２

９９

９９

70× 56×  ×

52× 50×  ×

70× 62X108×

“50× 50× 101×

58× 43× 77×

93× 74× 101×

劉 SK04→SB06

SB

07

鮮随丈161

緞 丈151

D8区

ZP・ ZQ

-83

長辺長  325

短辺長  320

長軸長  406

面 積 11.

N41W 28

40

73

103

9954

9910

50× 45× 85×

55× ∞×82× 20

47× 47×  ×17

50× 47×  ×17

41× 38× 50×

53× 49× 8×

劉 SK04-)SB07

SB

10

緞 丈151

D8区

ZT-84・ 84

長辺長 262

短辺長 282

長軸長 420

面 積 961

N2E 165

200

95

22

21

70

50× 48×  ×

68× 65×  ×

60× 60×  ×

63× 5Fo× 99× 27

104× 102× 108×

56× 56× 124× 26

後期 SB307 1D3国

注1  表中の儲501吻 が記載されている報告書番号である。
注2  表中の (長辺長×短辺長)は平均値を表している。

注3  表中の規模欄の測定値は四捨五入している。またピット欄の数字太い文字は長軸柱穴である。

注4 長辺方向1測」として興腰 J石から放射される求激 と直交する。この交差する角度を表している。
お   新1日関係の判明しているものについてはその関係を 1日→新 で表現した



第48表  掘       隣接地Ⅲ類～Ⅸ類-1)

No 遺構名

緞麹め

調査区

グリッド

形態 建物の規模(D

(長軸×帥

耐 lmD

長軸方向 柱穴の規模  鮮色位 :cml 機
嘲

周溝壁柱穴

の有無

新1日縣

特異な出士遺物激

嗽

ピット数

規模(長軸×短軸)×

深さ

1 SB216

は 41

D4区

邪V-91～92

V類 長軸365

蜘 325

張出450

面積1186

N68E 撤

8本

132～68× 28～50

×38～79

御

2 SB219

腋 0

D4区

ZZ-91～92

額ヽ 長軸 420

短軸 360

献 1512

N30W 主柱穴

6本

138～Z× 38～70

×53～ 78

劉

SB211A

は
rol

D5区

蕊 ～ハr

-85～ 87

強ヽ fき颯た660

短軸660

面積3419

N82ヽV 難 穴

5本

嗽

44本

(19～29× 16～2つ

×28～58

(14～29× 13～2つ

×10～58

御

…

SB211→ SB2お

SB211_A‐

SЮ226

SB21■→

馳 89

SB21■→

図 05

4 SB21lA

は 51

D5区

N～Ⅳ

―あ～87

噸ヽ 勘 54Cl

働 540

面積2289

N79ヽV 撤

5本

雖 穴

22本

(19～29× 16～2つ

×28-58

(16～44× 14～281

×18-56

劉 嚇 SB21lB

→SB228

SB21lB

→殴 28

SB21lB

ISK3C15

ほか

SB222

鰍 51

D5区

蕊 ～Ⅳ -86

順 長軸410

短軸290

面積1008

N49W 主柱穴

5本

は

20本

(18～28× 16～ 261

×30～田

(14-28× 10～241

×15～25

後期 周溝壁柱穴

有

SB222■,SB228

SB222

→臣ぐ)341

SB22か岡 05

ほか

SB307

鮮随丈101

D3区

別 ～ZLI

-84～85

VIM 長軸620

短軸舵0

面積3K117

撤

4本

雖 穴

19本

00～ 57× 30～ 561

×42～ 71

(10-42× 8～381

×%～58

劉 周溝壁柱穴

有

SK31lB・ 313

→SB307

東側に出入ロ

7 SB310

緞文101

D4区

ZX～″

-94-95

噸 f懃颯指600

珈 ∞0

面積2826

激

嗽

19本

123～38× 18～341

×22～73

御 動

8 SB610

緞 丈lll

D6区

別 ～ZN

-95～96

噸ヽ 長軸42

脚

面積1464

N15E 漱

4本

嗽

15本

122～91× 21～ )

×30へ04

(19～40× 18～3D

×12-64

御 壁柱穴有

0



第49表            Ⅲ類～Ⅸ類-2)
ヽ 遺構名

緞力0

譴 区

グリッド

形態 建物の規模ω

帳軸×割

耐 lm0

長軸方向 柱大の規模 伴位 :cml 篠

嘲

周溝壁柱穴

の有無

新旧関係

特異な出土遺物漱

嗽

ピット数

規模(長軸×短ull×

深さ

SBllA

緞 丈151

D8区

ZS―ZT

-82～83

噸 550× 540

耐 23.3

1

N10E 漱

4本

嗽

27本

133～40× 30～ 391

×63～

120～35× 18～ 341

×

劉 嚇 東側に出入口

動物形土製品出

土

SBllA ISB09

SBllB

緞 丈151

D8区

ZS～ZT

-82～田

畷 660× 670

離

・

7

N10E 漱

4本

嗽

27本

133～40× 30-391

×63～

120～

“

X18～鋤

×

御 壁柱穴有 東側に出入ロ

動物形土製品出

土

SBll_A‐ SB09

注1  表中の制 は建物跡が記載されている報告書番号である。

注2  柱大規模囃 は長軸・短軸の規模を表している。

注3  表中の規模欄の測定値は四捨五入している。

注4 長軸方向は原則として環状列石から放射される求心線と直交する。この交差する角度を表している。
注5 新旧関係の判明しているものについてはその関係を 1日→新 嘲 した

0



第50表  掘立柱融物卵防座北側地区I'9
blo 臨

緞麹め

踏 区

グリッド

形態 動 のBI‐lcm o lrlo

側 長×短辺長×

如  爾

長辺・長軸

方  向
柱穴の規模 蝉位 :cml 樽

嘲

新 旧 関 係
特異な出土遺物ピット 規拠恨離 ×短嘲径

×深さ×柱根働

1 SB

202

G暇文4)

Dl区

L～ Ж

-91～92

I類 長辺長400

短辺長320

面 積1280

N52W 71

75

75

78

88× 49× 101×

67× 65× 98× 29

65× 65× 114×

71× 63× 102× 諺

劉
篠

ST201→ SB201

→鋤 02

2 SB

403

鰯文 6)

Fl区

Ⅶ -109

I類 長辺長235

短辺長230

面 積540

N89E 17

18

19

20

64× 58X90× 26

46× 44× 92× 24

62× 58× 鬱×24

54× 52× 73×

劉

麒

3 SB

404

鰯文 6)

Fl区

Ⅶ

-108-109

I類 長辺長 170

短辺長 170

面 積289

N 2 E 13

14

15

16

22× 2× 31×

26× 22× 33×

28× 24× 36×

30× 22× 36×

劉
篠

4 SB0 5

G間に131

F4区

Y」-102

I類 長辺長415

短辺長310

面 積1285

N14E 11

14

16

34

68× 66× 80× 21

68× 66× 90× 22

61× 57× 84×

54× 2× 77× 18

劉
麒

SBOいSK013

SB06

5 SB0 6

籠 文131

F4区

こヽ-102

Ж

-102～ 103

I類 長辺長280

短辺長275

面 積770

N20E 15

120

165

167

62× 57× 57×

58× 57× 77× 28

70×  ×78×

60×  X100× 22

後期

麒

SBOいЮ 04

SB05

6 SB1 0

G乾丈131

F4区

YK-99

I類 長辺長210

短辺長2C15

面 積430

N86E 16

17

61

62

35×

"×
70×

43X42×

“

×

38× 37× 62×

38× 37× 65×

観

篠

SBlいSK42

注1  表中の綱301灘勤貌柿記ゞ載されている報告書番号である。

注2  表中の (長辺長×短辺局 は平均値を表している。

注3  表中の規模欄の測定値は四捨五入している。
注4 長辺方向は原則として環状列石から放射される求心線と直交する。この交差する角度を表している。
注5  新1日関係の判明しているものについてはその関係を 1日→新 で表現した

0



第51表 掘立田型刻原万座北側地区Ⅱ類-1)

NO 臨

llluol

調査区

グリッド

形 態 勘勿の規輸 ・詢

(長辺長×短辺長×

長軸長)(面 積 )

長辺。長軸

方向

柱穴の規模  停位 :ω 機
嘲

新 1日  関 係
特異な出土遺物ピット 規模(長軸径×短軸径×

深さ×柱褐D

1 SB

401

は 61

Fl区

YS～m―

101-102

Ⅱ類 長辺長 390

回 長 300

職 430

面 積 12,30

N85E 98× 92× 129× 40

114× 104× 129×

100× 96× 114× 39

90× 84× 116× 37

76× 74× 105× 33

102× 96× 115× 38

御
諜

SBω l―S1405

SB知 1→部 435

S1406

SB

402

腋 61

Fl区

YSんm―

102～ 103

Ⅱ類 長辺長  340

短辺長  330

長軸長 430

面 積 12.70

N44E 7

8

9

10

11

12

56× 54× 100× 2

52× 50× 91×

62× 田×96× 30

64× 60× 84× 32

50× 48× 81× 28

54× 54× 94× 28

劉
諜

SK434

SB0 1

は 131

F4区

YI～Y」

-99～ 100

Ⅱ類 長辺長  325

短辺長  360

長軸長 440

面 積 77

N64E 1

2

3

4

5

6

68× 68× 103×

"
71× 70× 98×

88× 82× 119× 33

75× 70× 97× 35

92× 83× 94× 33

77× 70× 96× 32

御
麒

SK2)→SB01

SK37→SB01

鎚 01→SXIS103

4 SI10 2

は 10

F4区

YI―

101-102

Ⅱ類 長辺長  358

短辺長  375

長軸長  555

面 積 17. 11

N54E ３６

知

磐

“

“

72× 67× 80× 27

80× 78× 110× 30

65× 63× 100× 20

67× 67× 100×

52× 49×  ×

× × ×

劉
諜

SB02→9ぐ)03

眺027

5 SB0 3

鮮覧丈10

F4区

YI～Y」―

102-103

Ⅱ類 長辺長 390

短辺長 363

長軸長  470

面 積 15

N33E 13

32

38

39

41

42

93× ∞×107× 28

83× 82× 103× 37

90× 83× 100× 34

82× 80× 103× 29

70× 63× 97×

90× 89X106×

御
麒

SB03→SKD22

→鋼 D07

6 SB0 4

徹 丈131

F4区

YI-1∞

Y」―

103-104

Ⅱ類 長辺長 385

短辺長 391

長軸長 490

面 積 17.10

N14E 120× 118× 120× 52

90× 88× 140× 40

113X l12X 108× 50

105X102× 133× 52

88× 87× 109× 32

105× 100× 118× 43

劉
諜

SB04→SX10106

7 SB0 7

は 131

F4区

YK-105

YL-105

Ⅱ類 長辺長 305

短辺長 358

長軸長 500

面 積 14.40

N12W 51

52

53

54

55

78× 76× 99× 37

70× 69× 102× 2

68× 68× 94×

70× 63× 93×

75× 70× 96× 32

× × ×

御
篠



第52表  建物脚防座北側地区Ⅱ類-2)
No 誦

緞畑め

調査区

グリッド

形 態 動 の規飾 ・』

(長辺長×短辺長×長

軸長 )(面 積 )

長辺。長軸

方向

柱穴の規模 鮮位 :cnl 権

嘲

新1日縣

特異な出土遺物ピット 規模(長軸径×短軸径×

深さ×柱根D
8 SB0 8

緞丈10

F4区

YN-106

Ⅱ類 長辺長 260

短辺長 250

長軸長 340

面 積 750

N40W 62

69

91

93

172

189

70× 68× 82× 33

55× 54× 80× 24

52× 5Э×80× 25

50× 49× 70×

52× 5Э×80×

58× 50× 70× 25

御

麒

9 SB0 9

緞 丈131

F4区

Y」 -98～

99

YK-99

Ⅱ類 長辺長 390

短辺長 363

長軸長 500

面 積

N87E 105

106

107

108

109

83× 83× 105×

"
70× 68× 101× 23

93× 93X95× 32

77× 75× 104×

"
78× 73× 105× 8

× × ×

御

蔽

駆 (T)19→SB09

注1 表中の (報ガ 1灘暫劾ホカ濡戴されている報告書番号である。

注2 表中の 帳辺長×短辺長)は平均値を表している。

注3 表中の規模欄の計測個ま四捨工入している。またビット欄の数字太い文字は長軸柱穴である。

注4 長軸方向は原則として興腰」石から放射される求心線と直交する。この交差する角度を表している。

注5 新旧関係の判明しているものについてはその関係を 旧→新 で表現した

第53表  掘立柱建物跡
"座
西側地区Ⅱ紳

NO 臨

(融¶0)

調査区

グリッド

瀦 動 の働熱m・ Ir10

(長辺長×短辺長×

長軸長)(面 積)

fき 辺
。
長 神 噛

方向

柱穴の規模  (判立:ω 標
嘲

新1日縣

特異な出土遺物ピット 規模(長軸径×短軸径×

深さ×だ印晰∋

l SB0 8

(報文201

G4区

YO-53～54

Ⅱ類

悲
鮎
離

246

292

325

面 積 8.33

N61E 47× 40× 42× 19

89× 38× 48× 20

38× 38× 43× 14

36×  ×54× 20

36× 28× 2× 16

38× 38× 43× 14

御

麒

注1 表中の 暇力 は建物跡が記載されている報告書番号である。

注2 表中の (長辺長×短辺励 は平均値を表している。

注3 表中の規模欄の計測値は四捨五入している。またビット欄の数字太い文字は長軸柱穴である。

注4 長軸方向は原貝Jと して環状列石から放射される求線 と直交する。この交差する角度を表している。
注5 新旧関係の判明しているものについてはその関係を 1日→新 で表現した



第54表        座西側地区IIIF―爾

NO 臨

¨

調査区

グリッド

形態 建物の規鰤

(長軸×働

¨

動 向 柱穴の規模  蝉位 :ω 繰

嘲

周溝壁柱

穴の有無

新1日関係

特異な出土遺物轟

駆

ピット数

規模帳 軸×短輸

×深さ

1 SB

230

は文 5)

D2区

YC-79

Ⅲ類 fa2f註 315

短辺長
"0

雇予椰峙630

N26E 薄

700

701

702

703

704

23× 22× 14×

30× 29× 28×

28× 26× 20×

34× 34× 27×

29× 28× 21

×

SB201‐SK339

注1  表中のmi藤 勘妨卜ヵ清戴 されている部告書番号である。
注2  柱大規模の数値は長軸・短軸の規模を表している。

注3  表中の規模欄の測定値は四捨五入している。
注4  新旧関係の判明しているものについてはその関係を 1日→新 で表現した

第55表 掘立柱建物跡 (野中堂隣接地 I効

NO 臨

鰯如め

調査区

グリンド

形 態

"の
動熱m・ 0

(長辺長×短辺長×

長軸D 価樹

53こ ・
振 神 咄

方向

柱穴の規模  G卦
`:ω

樽

時期

新 1日関係

特異な出土遺物ピット 規模(長軸径×短軸径×

深さ×柱却縣∋

l SB0 2

(報文 1つ

B2区

I～ 」

-87-88

I類 長辺長  270

短辺長  250

面 積 675

N54E ・４

　

・６

　

“

77× 73× 126×

74× 73× 125×

62× 58× 141×

× × ×

SB02‐SXC102

2 SB0 4

(報文 1つ

B2区

H～ I

-88～89

I姿頁 長辺長  270

短辺長  250

面 積 675

N48E 146

151

172

425

61× 61× 1∞ ×

82× 76× 1(6×

73× 66× 107×

87× 69× 95×

SKl10-■

'B03→Sつく③ 01

3 SB

202

級文 10

B4区

M～N

-89～90

I類 長辺長  320

短辺長  300

面 積

444

“

1

433

438

72×  × ×

73× 71× 143×

97× 90× 126×

38× 33× 86×

SB202→ 野中堂環

痔 幡

SK253→SB202

-3S聰 16

4 SB

206

は文 10

B4区

E～ F

-93～94

I類 長辺長  350

短辺長  330

面 積 11 55

23

26

680

691

57× 47× 49×

85× 85× 52×

33× 2× 42×

58×  ×90×

SB205・ 207

5 SB

207

(報文 181

B4区

E～F

-93-94

I類 長辺長  250

短辺長  250

面 積 625

・８３

２５９

硼

２２

66× 56× 125×

2× 62× 171×

81× 76× 102×

89× 85× 60×

SB205・ 2“

注1  表中の03れ猾 記ヾ載されている報告書番号である。

注2  表中の 帳辺長×短辺励 は平均値を表している。
注3  表中の規模欄の測定値は四捨五入している。
注4  長辺方向は原則として環状列石から放射される求心線と直交する。この交差する角度を表している。

注5  新1日関係の判明しているものについてはその関係を 旧→新 で表現した



第56表  掘立柱建物跡 (野中堂隣接地Ⅱ類-1)
N0 議

(報力0
調査区

グリッド

形 態 動 の働熟皿°』

(長辺長×短辺長×

帥  爾

fむ 辺
。
長 樽噛

方  向

歓 の嫌  鮮位 :ω 緩
嘲

新旧関係

特異な出土遺物ピ ッ

ト

規模(長軸径×短軸径×

深さ×だ団晰∋

1 SB 01

(報文 171

B2区

」
～
K

-89^つ0

Ⅱ類 長辺長350

短辺長230

離 520

面 積

15

387

198

133

16

171

78× 70× 79×

83× 80× 116×

72× 70×  ×

88× 76× 92×

93× 83× 74×

79× 77× 95×

SB211→SB212

‐SB01

2 部

200

(報文 181

B2区

F～G

-92■ )3

Ⅱ類 長辺長350

短辺長230

長軸長480

面 積 54

６９３

狙

圏

２５５

翻

鰯

57×  ×82×

55× 55× 69×

65× 60× 85×

84× 76× 92×

50×  ×99×

82×  ×121×

SB208→SB2∞

SB209

SB

201

(批丈181

B2区

M-89～
"

Ⅱ類 長辺長320

短辺長388

長帳 440

面 積 14.

４７．

切

″

４５３

63×  ×74×

80× 78× 89×

89×  ×105×

69× 67× 98×

× × ×

× × ×

SB202

SKCF)214

SB

203

腋 181

B2区

Nへ0

-91-9

2

Ⅱ類 長辺長204

短辺長268

長軸長336

面 積 7

416

768

428

499

500

504

78× 69× 103×

23× 21× 33×

86× 72× 114×

92× 79× 79×

80× 74× 1(И×

70× 65× 108×

SB2C13‐SB204

→野中堂記炒幡

SB

204

(緻 181

B2区

N-0

-91-9

2

Ⅱ類 嗣 長 258

短辺長 384

長帳 400

面 積 12

417

421

718

78

5“

48× 39× 38×

41× 86× 54×

× ×  ×

31×  ×49×

37× 34×  ×

28× 25× 80×

SB203‐SB204

→野中堂環状ラ妬

SB

205

は 181

B2区

E～F

-93-94

Ⅱ類 長辺長358

短辺長336

離 412

面 積 12

ｍ

２４

２５

加

２５．

２５２

54× 49× 54×

υ×55× 52×

70× 64× 65×

66× 55× 1(浴×

52× 48× 80×

68× 58× 1[ワ×

SB205→ 野中堂環状

列石

SB206・ SB2C17

7 SB

208

(報文 181

B2区

E～F

-92

I類 長辺長280

短辺長303

長軸長384

面 積 12. 74

％

獅

硼

脱

蘭

２６５

50× 41× 92×

× × ×

44× 4Kl× 78×

58× 54× 72×

55× フ×62×

47× 44× 76×

SB208‐SB2CXl

SB209



第 57表 掘立柱建物跡 (野中堂隣接地Ⅱ類-2)

NIo 臨

籟如 め

調査区

グリッド

形 態 建物の規柳輸・

"(長辺長×短辺長×長軸

J言2)   (m

f3辺 ・
振 群 噛

方向

柱穴の規模  (単位 :clnh 機

嘲

新 1日殷調系

特異な出土遺物ピ ッ

ト

規は長軸径×短軸径×

深さ×柱根ω

SB

209

級 文 10

B4区

F～G

-91～2

II類 長辺長284

短辺長319

長軸長340

面 積

笏
邪
邪
７．５
２
π

53× 44× 58×

× × ×

49× 43× 112×

47× 42× 99×

56× 54× 115×

56× 55× 125×

SB209-SK260

SB208

9 SB

210

は 10

B4区

F～G-91

Ⅱ類 長辺長316

短辺長350

長軸長432

面 積  13 09

・９７

・９．

・９４

６７２

７． ３

２３９

39× 32× 76×

74× 71× 124×

78× 73× 180×

× ×95×

68× 60× 90×

25× 22× 41×

SK156SB210

SB

211

は 181

B4区

I～ 」

-89-90

Ⅱ類 勲 長292

短辺長337

長軸長396

面 積 1

17

18

226

163

170

135

61× 52× 58×

58× 50× 56×

50× 49× 54×

71× 62× 82×

62× 6Kl× 80×

41×Ю×80×

SB211-SB212

‐SB01

SB 1 2

鰊 文 181

B2区

N-0

-91-92

Ⅱ類 長辺長282

矢巨辺長297

長帳 302

面 積

134

164

162

167

171

136

48× 47× 93×

54× 53× 120×

52× 45× 89×

50× 45× 107×

79× 77× 95×

52× 48× 107×

SB211→SB212

‐SB01

注 1 表中の (報力 は建物跡が記載されている報告書番号である。
注2 表中の (長辺長×短辺励 は平均値を表している。

注3 表中の規模欄の計測値は四捨工入している。またビット欄の数字太い文字は長軸柱穴である。

注4 長軸方向は原則として環状列石から放射されるま L線と直交する。この交差する角度を表している。
注5 新旧関係の判明しているものについてはその関係を 旧→新 で表現した

第 58表  掘立柱建物跡鱚 中堂隣接地Ⅲ類～IX0
鼈 餞

(投力1め

調査区

グリッド

形 態 建物の規模ω

(j議珀×鋤

耐 詢

長軸方向 柱穴の規模  C案と:c0 機

嘲

周溝壁柱穴

の 有 無

新 1日関係

特異な出土遺物嶽

銑 穴

ピット数

規模(長軸×短輸

×深さ

1 SB0 3

(報文め

B2区

H～ I

-88～89

噸 長軸 460

蜘 410

面積  14 85

艶 穴

壁歓

15本

(19-38× 16～

3つ

×17-田

御 雖 鮪 SKl13‐SB03

注1  表中の←膠a渤 跡が記載さォ1′ている報告書番号である。
注2  柱大規模の如口ま長軸・短軸の規模を表している。
注3  表中の規模欄の測定値は四捨五入している。
注4  長軸方向は環状列石から放射される求線 と直交する。この交差する角度を表している。
注5  新旧関係の判明しているものについてはその関係を 旧→新 で表現した



(3)柱穴列 (第86～ 89図、第59～ 60表 )

確実に列を成すものは3列である。万座隣接地や野中堂隣接地に多量の柱穴状ピットが分布してい

るが、その配夕1に確実性を持たないため除外した。

【ア.形  態】

1形態である。

I類  同規模の柱穴状ピットが直線的に3イ固以上、等間隔に並んだもの

万座北側地区

1列検出された。柱穴間6m～8mの間隔を置いて4イ国の柱穴状ピットが直線的に配置されている。

万座西側地区

2列検出された。各々は柱穴間約10mの 間隔を置いて3イ国の柱穴が直線的に配置されている。この2

列の柱穴列は、その間の距離を大きく開げているが同一方向を指し、一直線に並んでおり、一連の遺

構として取り扱ってよいものと考えられる。このことから以後一連のものとして記述する。

【イ.規  模】

万座北側地区

柱穴の規模は、直径73cm～ 92cm、 深さ92cm～124cmで、土層断面から柱痕は直径28cm～36cmである。 ・

Pit103～ Pit105ま での距離は20mで、柱穴列はN-10° 一Eを指す。

万座西側地区

柱穴の規模は、直径93cm～ 130cm、 深さ80cm～142cmで、土層断面から柱痕は直径22cm～ 49cmである。

万座北側地区のものと比較し、一回り大きい。Pit5～Pitllま での距離は62mで、柱穴列はN-27° ―

Eを指す。

【ウ.確認面と構築面】

万座北側地区

基本層序V層まで耕作が及んでいたことから、V層で確認された。

万座西側地区

確認面 。構築面ともⅢd層上面である。

【工.堆積状況】

万座北側地区

柱を据えた後、一気に埋め戻された状況を示している。柱は底面直上に据付けられることがなく、

柱と底面の間には黒色土が挟まっていた。各ピットの土層断面を観察すると柱の立ち上がリラインを

検出面まで確認することができない。柱を抜き取る時の手法の違いによるものと想定される。

Pit101・ 102・ 104は柱痕直上の堆積土がロート状に開放し、Pit103・ 105は柱痕が堆積上の途中ではぼ

水平に切断されている。

万座西側地区

土層断面図から、柱を据えた後一気に埋め戻された状況を示している。柱は万座北側地区と違い柱

穴底面に据えられているものがみられる。また、土層断面はPit18を除き、万座北側地区と類似した



堆積状況となつている。

【オ.出土遺物】

万座北側地区

柱穴状ピット内及び遺構外からの遺物は出土しなかつた。

万座西側地区

柱穴状ピット内及び遺構外からの遺物は出土しなかつた。

【力.重複関係】

万座北側地区

重複関係はみられない。

万座西側地区

重複関係はみられない。

B

1黒色土 (1 0YRl'/1〉

5にぶい黄褐色土(l ovR5/3)

7明女褐色土(10YRO/6)

8黒掲色土 (1 0YR3/1)

9泉ti(10YRν l)

1黒色土(7 5VR1 7/1)

2黒 et(7 5YR2/1)

4黒●■(10YRν l)

5黒褐色土(10YR″ 2)

7黒色土(7 5YR2/1)

8明贅褐色土(10YR6/8)

9黒e土 (7 6YRν l)

3黒 0■ (10YR2カ )

5黒e■ (loYRν ,〉

0黒色土(7 5YR2/1)

'黒
色土(10VR2/1)

DI

[

[|
D

①

上

C

E

2黄掲こ■(10YRワ 6〉

5黒色土く,OYRν l)

5黒色工(7 5VR,7/1)地 山粒多量混入

0明黄褐色■(1 0YR6/8)

7黒褐色■(10YR2/2)

9黒褐●土(10YR3/2)

10明黄褐色土(10YRげ 3)

o                                 2m

第86図  柱穴状ピット実浸1図 (1)



Ａ

一

litij/f´

＼`ヽ
〉!

Pit4 Ｑ
一

Pit6~ぺ
K=し

て 、

Ｇ
一

HI

H'

1黒褐色土(1 0YR2/2)地山プロック粒少量混入、ややしまる

2果禍色土(10YR2/2)地 山粒微量混入 しまる

3黒褐色土(10YRν2)地山プロック粒少量混入 しまる

4黒褐色
=(10YR3/2)地

山粒微菫混入 しまる

5黒褐色工(1 0YR3/2)地山粒微量混入、しまる

7黒褐じ土(10YR3/2)地 山プロック粒多■混入 堅くしまる

1黒褐色土(10YRν2)地山粒薇I12入 やや軟弱
2黒禍色土(10YR3772)地山粒薇量混入 しまる

1黒掲色土(1 0YR3/1)地山粒少量混入、しまる

5黒褐色土(10YR3772)地山粒少量 炭化粒微量混入 やや軟弱

8黒褐●土(10YR3/1)地 山粒鮭 混入 しまる

0にぶい黄褐色
=(1 0YR5/4)地

山II少 奎澄入 やや軟弱

10黒褐●土(1 0VR3/2)地山粒多量混入、やや軟弱

11黒褐色土(10YR3/2)地 山粒少量混入、軟弱

12黒褐色土(10YR3/1)地 山粒微量混入、軟弱

13にぶい黄褐色土(1 0YR5な )地 山粒少量混入 やや軟弱

1黒褐色i(10YRν 2)地山粒少量、炭4L物篠量混入、やや軟弱
2果禍e■ (loY膊″)地 山粒 焼土粒撤量混入、ややしまる

0黒褐色土(10YR3/2)地 山粒少量 焼土粒微量混入 しまる

4黒褐色土(1 0VR3/1)地山粒 残土粒微量混入 堅くしまる

1黒褐●■(10YR3/2)地 山粒少■、焼iF■●IE滉入、しまる

8黒褐色
=(1 0YR3/2)地

山粒少量 地山プロック粒少量混入 堅くしまる

o褐e■ (loYP4/4)地 山粒多量混入 堅くしまる

1黒褐色土(10Rν 2)地山粒少量、先土粒薇量混入 堅くしまる

2黒福色土(10YRyl)地 鮨粒少量 炭イヒ粒象量混入 ややしまる

3黒褐色土(10YR3/1)地 山粒微量混入、やや軟弱

4黒掲色土(1 0VR3/2)地山粒少量、焼土粒徴量混入、やや軟弱

6黒褐●土(10YR3/2)地 山粒少量混入、堅くしまる

3に ぶい贅褐色■(10YR574〉 地山粒少量混入、堅くしまる

0女褐色土(10YR5/の 地山粒多最混入、しまる

1黒褐色土(10YRγ2)地山粒少量混入、やや軟弱

5黒禍色■(1 0YR3/1)地山粒撤量混入 やや軟弱

6黒褐●
=(1 0YR3/2)地

山粒薇豊混入 堅くしまる

1黒褐色土(1 0YR3/2)地山粒少量、炭化粒微二混入、しまる

2黒褐e■ (loYRν4)地山粒少量、地山プロック粒徴壼混入 軟弱
3黒褐色土(10YR3/1)地 山粒像量混入 しまる

5黒褐色
=(1 0YR2/2)地

山粒少量、焼■粒篠量混入、ややしまる

6に ぶい責褐色■(10YRワ4)地山粒多量混入、ややしまる
7黄褐色土(10YR5/6)地 山粒多ユ混入、しまる

1黒褐色土(10YR3/2)地 山粒少量混入、やや軟弱

2黒褐e■ (loYR3/1)地 山粒薇量混入、やや軟弱

3黒褐色土(1 0VR3/1)地山粒薇量混入 しまる

4集掲色土(10YR2/2)地 山粒少量混入、しまる

2黒褐●土(10YR3/2)地 山粒少量混入、しまる

3黒褐●
=(1 0YR3/1)地

山粒薇量混入、やや軟覇

4にぶい黄褐●■(10YR5/4)地 山粒少量混入、しまる

5にぶい黄褐色■(10YR5/4)地 山粒少量 焼i粒微量混入 しまる

0にヽい黄掲色土(1 0YR5/4)地山粒多量、焼土粒少量混入、ややしまる

7にぶい贅褐色土(10YR4/3)地 山粒少壼混入、堅くしまる

10褐色土(1 0YR4/6)地 山F■多量、残土粒少量混入 しまる

o                               2m

Pit¬ ¬

第87図  柱穴状 ピット実測図 (2)
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【キ.時  期】

万座北側地区

本地区台地縁に分布する重複関係からTピ ットは最も古い時期のものと考えられている。Tピ ット

と有機的に結びつくものであれば、Tピ ットと同時期の後期前葉の時期と考えられる。

万座西側地区

構築面から後期前葉と考えられる。

【ク.分  布】

万座北側地区

柱穴列は台地北側より大きく入り込んだ沢頭に向かって配置され、沢頭部分には13基で構成された

Tピ ット群が位置する。

万座西側地区

柱穴列は台地南側から入り込んだ浅い沢地に沿つて配置されている。柱穴列の北側70mにはPit18

と万座西側竪穴住居跡群がある。

【ケ.性  格】

万座北側地区の柱穴列は、台地縁より入り込んできた沢頭を囲むように配置されたTピ ット群にそ

の方向を向いており、陥し穴との関連も考えられる。一方、万座西側地区で検出された 2条の柱穴列

は台地縁に平行して配置され、西側地区の竪穴住居群を指している。

前者は狩猟との関連、後者は区画を目的としたものと考えられるが、性格を一本化することはでき

ない。            .

第 59表  柱穴列0座北側地D
NO

辞
¨

調査区

グリッド

形 態 確 認 面 槻 模

PItNo径×深さ×柱痕

柱穴方位 出慟 菫 縣

備  考

緩

嘲

1 SA01

(報文つ

F2区

YB-116

ほか

I美貞 Ⅲd上面 102 92× 1(Ю×32

103 86× 107× 36

104 73× 92×

105 85× 124× 28

N10E 柱穴列として

新番号を付し

た

P■t101

m文つ
ZY―-114 Шd上面 101 120× 87× 20

第 60表  柱穴列∝ 座西側地い
NO 辞

¨

調査区

グリッド

瀦 確認面 柱規模

P■tl10径 ×深さ×柱痕

柱穴方位 出土遺物 箋 縣 櫂

嘲

1 SA0 2

級文 20p

G4区

YH-64

I類 Illd上面 1 118× 116× 32

2 114× 14・2× 32

11 130× 80× 22

N28E 柱 穴列 として

新番 号 を付 し

た

2 SA03

(報文 20

G4区

YG-65

Iチ買 Ⅲd上面 3  93× 93× 49

4 102× 101× 41

5  98× 115× 41

N26E 柱穴列として

新番号を付し

た

P■t6

Q文 20
G4区

YM-60

Ⅲ d上面 6  95× 59× 41

PIt18

〈報文19

D9区

Y」 -80

Ⅲd上面 18 118× (179× 6Kl



4.竪穴住居跡 (第90～ 99図、第61～ 65表 )

これまでに16棟の竪穴住居跡が検出されている。なお、第6次調査の第406号・407号竪穴住居跡は

「第Ⅲ章第2節 。遺構の分類」から外れること、第19次調査の第4号竪穴住居跡は石囲炉の位置と土層

断面、柱穴配置を総合的に判断したところ住居跡と認定することが困難であつたことから除外した。

【ア 形態と住居内施設】

円形と楕円形に分類され、柱の位置によって細分される。短軸を1.0と し長軸が1.1以上のものを楕

円形、1.1以下のものを円形とした。

I類 :平面形が円形を呈するもので、柱穴の位置によって細分される。

a類 平面形が円形を呈し、主柱穴が住居内に穿たれるもの。

b類 平面形が円形を呈し、主柱穴が住居外に穿たれるもの。

C類 平面形が円形を呈し、屋内に主柱穴を穿ち、屋外に補助柱穴を巡らせるもの。

Ⅱ類 :平面形が楕円形を呈するもので、主柱穴が住居内に穿たれるもの。

万座北側地区

Ia類3棟 (F2区 S1400、 S1405、 408)、  Ib類 1棟 (S1403)、 Ⅱ類1棟 (S1410)で ある。第403号竪穴住居跡

は屋外に柱穴が等間隔に巡らされている。その他は基本的には炉跡を挟んで2本 (あるいは 3本)1対に

穿たれている。炉跡は住居中央に設置されるもの2例、中央より東・南 。北壁よりに設置されるもの各

1例で、円形を呈する石囲炉4例、方形が1例である。

第403号竪穴住居跡のように東壁に接して「コ字状」の特殊な石組施設を持つもの、第405号、408号

竪穴住居跡のように壁際に数個の扁平な川原石を並列ならべしたものもある。

万座西側地区

Ia類7棟 (S101～ 05以 上D9区、01～ 02以上G4区 )、 Ⅱ類1棟 (S107)、 不明1棟 (S108)で ある。柱穴は炉

跡を挟んで対に穿たれるものと考えられるが、 トレンチ調査という制約があり規則的な配置の有無を

読み取ることが出来なかつた。

炉跡は住居中央に設置されるものが4例、住居中央より東寄り2例、西寄り2例、南寄り1例である。

炉の形態が円形を呈するもの7例、方形 。楕円形を呈するもの各1例である。

第01号竪穴住居跡(G4区 )は、東壁際に浅い掘り込みがありその縁に沿つて川原石を巡らした特殊な

施設を持つ。万座北側地区の第403号竪穴住居跡と類似した住居平面形態、施設を持つている。

野中堂隣接地

Ic類1棟 (S102)、 Ⅱ類1棟 (S101)で ある。第02号竪穴住居跡は円形を呈し、南側に張出部を有し、

屋内に主柱穴、屋外に補助柱穴が穿たれている。中央に石囲炉が配置され、炉周りに炭化した棒 (枝 )

が差し込まれた直径14～ 16cm、 深さ13～ 16cm程のビットが確認された。また、床面は火熱を受けた痕

跡が認められ、焼失家屋と判断された。

第01号竪穴住居跡は楕円形を呈する。柱配置がはつきりとせず、床面中央に地床炉が配置される。

【イ 規 模】

万座北側地区の住居規模は小さく、同西側地区、野中堂隣接地のものは大きくなることが読み取れ
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S1410(万座北側 )

Si10
1暗褐色土 (1 0YR3/4)地山プロック粒少量混入、しまる

S1403(万 座北側 )

ph門

S1405(万座北側 )

S1408(万 座北側 )

S1403

1黒色土(1 0YR2/1)
2黒褐色土(1 0YR2/2)地 山粒少量混入
3黒褐色土(7 5YR2/2)炭 化粒少量混入
4暗褐色土(1 0YR3/4)地 山粒多量混入
5黒褐色土(1 0YR2/3)灰 白色粘土混入
6黒褐色土(10YR3/2)地 山粒多量混入

S1405

1黒色土(1 0YR2/1)炭 化粒微量混入
2暗褐色土(1 0YR3/3)地 山粒多量混入
3黒褐色土(10YR2/2)地 山プロック粒混入

S1408

1黒色土(10YR2/1)地 山粒微量混入
2黒色土(10YR1 7/1)

S1410

1黒色土(10YR2/1)シ ラス微量混入
2暗褐色焼土(1 0YR3/3)炉跡内焼土
3暗褐色焼土(7 5YR5/8)炉 跡内焼土

第90図 竪穴住居跡実測図 (1)

PiPit(柱穴)
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S105(万座西倶1・ D9区 )

S101

1暗褐色土 (1 0YR3/3) 地山粒少量、焼土粒微量混入、 しまる

S102
1黒褐色土 (10YR3/2) 地山ブロック少量混入、 しまる
2黒褐色土 (10YR2/2) 焼土粒少量混入、 しまる
3黒褐色土 (10YR2/2) 焼土粒少量混入、 しまる
4浅黄橙色土 (7,5YR8/6) 焼土

S103
1黒褐色土 (1 0YR2/2) 地山粒少量混入、 しまる
2暗褐色土 (10YR3/3) 地山粒少量混入、 しまる

S105
1黒褐色土 (10YR2/2) 地山粒少量、焼土粒微量混入、 しまる

Si06
1暗褐色土 (10YR3/4) 地山プロック粒少量混入、 しまる

0                    2m
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S103(万座西倶1・ D9区 )

S106(万座西倶1・ D9区 )

第91図 竪穴住居跡実測図 (2)
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S102(万座西側 ・ G4区 )

Si07

1黒褐色土 (10YR2/2) 地山粒、焼土粒微量混入、 しまる
2黒褐色土 (1 0YR3/2)地 山粒少量、焼土粒、炭化粒微量混入、 しまる

S108

1黒褐色土 (10YR3/2) 地山粒、炭化粒微量混入、ややしまる
2黒褐色土 (10YR2/2) 地山粒、焼土粒微量混入、 しまる

S101

1にぶい黄橙色土 (1 0YR7/4) 地山粒多量混入、やや軟弱
2にぶい黄橙色土 (10YR5/3) 地山粒少量混入、一部角膜混入部有り、軟弱
3黒褐色土 (1 0YR2/2) 地山粒少量混入、かたくしまる
4黒褐色土 (1 0YR2/3)地 山粒少量混入、やや軟弱
5黄褐色土 (10YR5/6) 地山粒多量混入、 しまる、Sl lの帖り床

S102

1暗褐色土 (10YR3/4)地 山粒多量、焼止粒微量混入、ややしまる
2黒褐色土 (10YR3/2) 地山粒微量混入、かたくしまる

S108(万座西倶1・ D9区 )

S107(万 座西側・D9区 )

〕P20

S101(万 座西側・G4区 )

第92図 竪穴住居跡実浪1図 (3)
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S101

1黒褐色土 (10YR2/2)
地山プロック、粒、炭化物微量混入、ややしまる

2褐色土 (10YR4/4)
地山プロック、粒少量、炭化物微量混入、ややしまる

3暗褐色土 (10YR3/3)
地山プロック、粒少量、炭化物微量混入、ややしまる

([)1287 0

S102

1黒褐色土 (1 0YR3/2)
地山粒、炭化物少量混入、ややしまる

2暗褐色土 (10YR3/3)
地山粒多量、炭化物微量混入、かたくしまる
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S10¬ (野中堂隣接地 )

Si02(野中堂隣接地 )
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る。また、後期中葉の上器を出土する第01号竪穴住居跡 (B2区 )、 第02号住居跡 (D9区 )は後期前葉のも

のと比べ大きいものとなる。

万座北側地区

規模的には Ia類のものが大きい。 Ia類の平均規模は直径2.96m、 床面積6.92ポ、Ⅱ類の平均規模

は長軸3.30m× 短軸2.55m、 面積4.76ポで、 Ia類が面積比で約1.45倍大きい。

なお、検出されたすべての住居跡のうちで本地区のものが小規模である。

万座西側地区

Ia類の平均規模は直径3.5m、 面積約9.77ピである。面積7.00ピ前後と10.00ピ以上に三分され、

小規模なものは万座北側地区で検出された住居規模にほぼ等しい。

Ⅱ類は平均長軸長4.40m× 短軸3.48m、 面積約12.34ポである。同地区の Ia類と比べ面積は1.26倍、

万座北側地区のものと比べ2.80倍 と規模が大きい。

野中堂隣接地

Ib類は直径4.4m、 床面積15.2ピである。万座北側地区 。同西側地区で確認された I類 と比べ大型

となる。Ⅱ類は長軸4.7m× 3.2m、 床面積11.8ピである。万座北側地区と比べ大型、同西側地区と比

べほぼ同規模である。

【ウ.確認面と構築面】

万座北側地区

構築面は第Ⅲd層上面である。第408号竪穴住居跡は掘り込みが10cm足 らずと浅く、Ⅲd層下位を床

面としている。

万座西側地区

確認面は第Ⅲd層上面である。第Ⅳ層やV層上面を床面としている。第01号竪穴住居跡 (G4区 )はⅢc

層除去後、黄褐色上の円形のプランとして確認された。

野中堂隣接地

後期中葉の上器を出土した第01号竪穴住居跡は後期前葉の遺構構築面と同じ第Ⅲd層上面で確認さ

れた。第02号竪穴住居跡の地域は耕作が第V層まで及んでおり、このことからV層が確認面となつて

いる。

【工.堆積状況】

万座北側地区

いずれも人為による埋め戻しが行われていた。堆積土は黒褐色もしくは暗褐色土で、黄褐色土粒や

黄褐色土ブロックが混入していた。

万座西側地区

いずれも人為堆積である。堆積土は黒褐色もしくは暗褐色土で、黄褐色土粒や黄褐色土ブロックが

混入していた。確認された住居の内で第01号竪穴住居跡 (D9区 )が趣を異にしている。この住居は、東

壁際に設置された「コ字状」の石組や石囲炉に使用した石を撤去後に土をかぶせ居住機能を失わせ、そ

の後一気に黄褐色土 (下位火山灰)を埋め戻している。埋め戻しに使用された黄褐色土の土量は約 2



ポで、底径 2m、 深さ1.5m規模のフラスコ状土坑 1基を掘り上げた土量となる。

野中堂隣接地

いずれも人為による埋め戻しが行われていた。基本となる堆積土は、黒褐色もしくは暗褐色土で黄

褐色土粒や黄褐色土プロックが混入していた。上記の2地区と比べ炭化物の混入割合が高い。第02号

竪穴住居跡と重複する187号土坑には貼床が施されていた。

【オ.出土遺物】

万座北側地区

第400号竪穴住居跡から沈線文を主体とする小型の深鉢形土器、鉢形土器、壺形土器10点 がまと

まつて出土している。第403号竪穴住居跡からは無文のミニチュア土器、405号竪穴住居跡からは沈線

文が施文された鉢形土器、壷形土器が出土している。第410号竪穴住居跡内より埋設土器が出土して

いるが確認状況から住居跡に伴ったものとは判断しがたい。

万座西側地区

第02号竪穴住居跡より深鉢形土器4点、注目土器1点、有孔土器1点の計6点が出土している。山形口

縁を呈する深鉢形土器は口縁部・月同部上端に2段の楕円形文が連続し、沈線間には条の細かなRL縄文が

施文されている。有子L土器は4段の文様帯を有し、上下段には傾斜する直線文、中2段には円形文が施

文され、LR縄文が充填されている。いずれも後期中葉 。十腰内Ⅱ式土器の特徴をもつている。第05号、

07号、08号竪穴住居跡 (以上D9区 )、 第01号竪穴住居跡 (G4区)の床面直上・堆積土中からは後期前葉

の形態的特徴を持つた深鉢形土器が出土している。

また、各住居跡からは剥片石器・礫石器が出土しているほか、01号竪穴住居跡からは円盤状石製品、

02号、01号竪穴住居跡からは土器片利用土製品が出土している。

野中堂隣接地

第01号竪穴住居跡床面直上より幅の広い帯縄文によつて幾何学文が施文された注目土器、この注目

土器の文様をネガティブにした文様が施文された壺形土器が出上している。後期中葉・十腰内Ⅱ式土

器の特徴をもっている。また、402号竪穴住居跡床面直上から無文の壷形土器が出上している。

【力.重複関係】

万座北側地区

本地区におしヽて、次の重複関係が認められた。

掘立柱建物跡 SB401→ S1405

竪穴住居跡  S1410→ S1408

土坑 SK446-448-→ S1405    S1410-→ SK449

この重複関係から竪穴住居跡においては 2時期が存在する。また環状に配置された掘立柱建物群を

構成するSB401を切つているものがあり、掘立柱建物群→竪穴住居跡という移り変わりが読み取れる。

土坑については住居跡を切るものと切られるものがあるが、同時に存在したものを考慮すると3時期

となる。

このことから、本地区の遺構の大まかな移り変わりは掘立柱建物群 (跡)+土坑→住居跡+土坑→



1～10 SI(万 座北側・F2区分布 )
1l S1403(万 座Jヒ側 )
12～13 Si405(万 座北側 )
14 Si410(万 座北側 )
15～16 Si02(万座西倶1)

0                                 20cm

O 第94図 竪穴住居跡出土土器実測図 (¬ )



S102(万座西側・D9区 )
20

S105(万 座西倶1・ D9区 )

o                                 20cm

第95図 竪穴住居跡出土土器実測図 (2)



21 S102(万座西側・D9区 )
22 S107(万座西側・D9区 )
23 S108(万座西側・D9区 )
24～26 S102(万座西側・G4区 )

0                                 20cm

第96図 竪穴住居跡出土土器実測図 (3)



27～28 S101(野中堂隣接地 )
29～30 S102(野中堂隣接地 )

第97図 竪穴住居跡出土土器実測図 (4)

土坑・フラスコ状土坑となる。

20cm

万座西側地区

焼土遺構

Tビ ット

S102(G41三 ) ―→SX(f)24

SK(T)08→ S105

フラスコ状土坑 S101(G4区 )→ SK(F)09  09S104→ SK(F)7

土  坑 SK10-→ S101(D9D二 )

良好な重複関係を示すものが少ない。時期の違う土器を出土する竪穴住居跡が存在することから最

低で 2時期存在することがわかる。

また住居跡は北側沢頭地域と台地縁に沿って分布している。重複もなく、出土遺物も一様であるこ

とから時間的な差が存在するのかはつきりとしない。

野中堂隣接地

掘立柱建物跡   SK(F)186→ SB209→ S10]

フラスコ状土坑  SK(F)32・ 188、 SK31・ 187→ S102

土坑 SK185-→ SB208-→ S101

本地区西側に構築された01号竪穴住居跡の重複から、遺構の移り変わりが上坑・フラスコ状土坑→

建物跡→竪穴住居跡という流れをつかむことができる。また東側に構築された02号竪穴住居跡の重複

から土坑 。フラスコ状土坑→竪穴住居跡という流れをつかむことができる。01号竪穴住居跡と02号竪

穴住居跡から出土した土器は違う文様要素を持つものであり、2つの時期を想定できる。

このことから野中堂環状列石隣接部の遺構の大まかな過程は、野中堂環状列石と係わりあいながら

野中堂環状列石+土坑+フ ラスコ状土坑+(第02号住居跡)→列石+掘立柱建物跡+(第02号住居跡 )→

列石+竪穴住居跡 (01号住居跡)と なる。

【キ.時  期】

万座北側地区



重複関係から遺構変遷のほぼ中頃に位置付けられる。遺構確認面が基本層序Ⅲd層であること、後

期前葉の遺構を切つて構築されていること、遺構内からも同時期の土器が出土することから後期前葉

に構築されたものと考えられる。

万座西側地区

第05号・07号・08号竪穴住居跡内より地文が施された深鉢形土器が出土している。形態的に後期前

葉の深鉢形土器の形態を呈していること、確認面がⅢd層であることから後期前葉の時期が与えられ

る。また、この3棟は第06号・08号住居跡を合みながら台地南側より入りこんだ沢を意識した配置を

とつており、06号・08号住居跡の時期もまた後期前葉と考えられる。

なお、02号竪穴住居跡は床面より後期中葉の文様の特徴をもった土器が出土していることから、後

期中葉の時期が与えられる。

野中堂隣接地

第01号竪穴住居跡は重複関係からこの地区では最も新しい時期に位置付けられ、その出土遺物から

後期中葉と判断された。また、02号竪穴住居跡は後期前葉の土器を出土する土坑・フラスコ状土坑を

切つて構築されているが、住居内出土遺物から後期前葉に構築されたもの考えられる。

【ク.分布状況】

万座環状列石の北西側に入りこんだ沢頭を境に南北 (万座北側地区 。西側地区)に、野中堂環状列

石隣接部に分布が見られる。

万座北側地区

台地縁4棟 (S1403、 405、 408、 410)、 台地縁より東側約80mの内陸部に1棟の5棟が検出されている。台

地縁に位置する4棟は沢地へ向って緩やかに落ちこんだ窪地を挟み込むように配置されている。

万座西側地区

9棟が検出されている。現状の配置から南北2つ のグループに分けられる。南側のグループは7棟

(S103、 05、 06、 07、 08、 01、 02)か ら構成され、台地南側から入り込んだ浅い沢と台地縁の流れに沿つて

配置されている。北側のグループは2棟 (S101、 02)か ら構成され、台地北側縁 (湧水地)を意識した

配置を示している。

野中堂隣接部

野中堂環状列石を挟み、東西より各1棟が検出されている。同地区東側に未調査部分が広がつてい

るが万座環状列石隣接部の調査では竪穴住居跡は確認されておらず、本地区でのこれ以上の棟数の増

加は望めないものと判断される。

【ケ.性 格】

これまでの調査によつて16棟の竪穴住居跡が確認されている。これらは地面を掘り窪め、屋根を支

える柱を持ち、生活に欠かすことの出来ない炉を有することから居住を目的に構築されたものと判断

される。

構築時期は出土遺物から後期前葉と中葉であり、前者は14棟、後者は2棟である。これらは万座・野

中堂環状列石の存続時期と一致しており、同時に存在していた可能性は極めて高いものと考えられる。
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しかし、重複関係がほとんどなく、どの住居跡が、環状列石構築時期のいつ頃に共伴していたのかは

不明である。

後期前葉の住居跡は、万座北側地区と同西側地区において「ムラ」を形成していたものと考えられ

るが同時に存在したのか、前後関係があるのか不明である。

検出された住居跡のうちに万座北側地区の第403号住居跡 (Fl区 )、 同西側地区の第01号竪穴住居跡

(G4区 )は、東壁際に数個の川原石を「コ字状」に配した施設を持つこと、 ミニチュア土器が出土す

ること、市内の後期集落の調査 (赤坂A遺跡)で このような特異な施設を持った類例が極めて少ないと

いう共通性から住居機能のほかに「祭祀的」な要素を兼ね備えた住居跡と考えられる。また、第405号、

408号竪穴住居跡についても類似した施設を持つており、同様の性格が与えられるものと考えられる。

なお、後期中葉の住居跡は万座西側地区、万座隣接地から各1棟が確認されている。後期前葉の住

居数と比べ棟数が激減しているが、環状列石の構築時期と重複していることから共伴していた可能性

は高い。



驀
轟
馨

軽

轟

迷
蜃
毯

還

愉

聯

璧 ゼ

Ｄ

匈

儘

迅
Ｋ
醐
中
ｏ９

態

′
ｓ
製
鋼
二
Ю
｛

経
朧

掏
榊
車
轟
Ｋ

″卜
一
妥
）
長
一
埜

Ｏ
築
¨
熱
準
興
壼

せ
榊
脚
Ｃ
月

。Ю
総

）
Ｃ
ρ
掟
良

拘
ヨ

郭
星
世
畑
羅
そ
像

終

像

］
一

軍
ギ
典
却
壼
尽
廻 廻

囲
里
冬
ヰ
Ｃ
■
掏

に
Ｅ
ミ
里
塗
剖
採

Ｓ
興
引
ヨ 堅

遮
誰
膊

騒
ヽ

熱
ヽ
士
離
硝

ｏ
Ｈ
拳

憑
Ｈ
雖

Ｎ
士
詫
珀

【
索
＝
ヽ
１
ヽ
――
″

埋
緊
・穏
ミ

曇
鰹

回
坦
Ｃ
Ｌ

懲
霊
亘
薗
時

ネ
■
Ъ
一い
面
ｄ

寺
×
８
巡
ミ

』
国

博

Ｓ
極

ｅ
一彗
働
彎
緊

約
継
×
邸
　
０子
に

選
緊
Ｋ
蝉

Φ
＝
×

〇
∞

Ю
Ｈ
×

一
Ｈ

∞
×

Ｏ
Ｈ

Ю
×

Ｈ
Ｈ

Φ
×

一
Ｈ

∞
×
一
Ｈ

Ｏ
＝
×

∞
〓

寸
Ｎ
×

め
＝

∞
Ｈ
×

∞

Φ
×
Ю
Ｈ

寸
【
×

∞
Ｈ

∞
Ｈ
×

“
Ｎ

風呂震護£昌差昌昌昌風呂

゛
Ｈ
×

∞
∞

∞
Ｈ
×
゛
釣

∞
Ｈ
×

Ｈ
Ｎ

ｏ
Ｈ
×

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｈ
×
微
Ｎ

一
Ｈ
×

Ｏ
Ｈ

一
Ｈ
×

∞
Ｎ

゛
Ｈ
×
∞
Ｈ

口

×

ヨ

Ю
Ｈ
×
゛
Ｈ

Ю
劇
×

Ｎ
∞

昌震震昌澤昌言目昌昌昌

橿

癬
熱
家
×
響
常
峰
査 8 Ｎ

Ｈ
Ю

ｏ
∞
Ｎ
×
Φ
ｏ
∞

響 曇 ゞ

ヽ

雙
陣
丼

や
Ｅ

ミ
圧

潔
緊
“
【

緊

ρ
Ｈ

場

譴

２

へ

（
ヽ

凶
趣

羅

∞
ロ

ー
Ｚ
´

凶
圏

糎
「

四

づ
日

゛
ｏ
Ｈ
Ｉ

Ｘ
´

凶

昌

・
凶

Ｅ

轟墨
含
収
撃
↓

鍮
撻
電
λ
゛

〇
〇゙
】∽

６
｝
収
響
↓

０
収
趣
じ

盤

磁

′

含
凶
署
尾
ギ
側
Ｂ
承
画
ｄ
Ｋ
翻
　
憔
＝
０
根



厭
れ

選

謄

§

継
筆
Ｓ

幣
験
画

０ヽ
ぼけ
）゙
Ｏヽ
【
ツ
ー
仏
あ
尋
】
の
↑
‐卜や
ヽ
日
の

〔ヨ
南
梁

あ

９

あ

↑

Ｈ
９

田

い
ヾ
ヽ
Ｍ
∽
・
∞
Ｑ
ヽ
【
Ｖ
Ｉ
Ｏ
一
ヽ
［∽

柵

璧 ゝ
誉

§

駆
ヾ
２
螢
測
Ｒ
撻

ヽ
嘗

§

璽
∞
ｓ
弓
番
翌
栓

誨
＝
継

馴
せ
ｓ
弓
嵌
橿
ヤ

ヤ
０
条
メ
■
山
単

に
Щ

三
じ
璽
゛
せ
よ
爾
コ
ヽ

Ｓ
卿
調
ヨ

岨
烈
「
Щ
芸
戚
引

∞
駿
専

′Ｈ
に
目

∞
Ｈ
上殊
酔
「
「

い
中
叫
「
コ
嵩
凶

゛
塞

「
嘔
熙
＝

民
マ
士
詫

哺

ヽ
悲

Ю
士
誡

＝

逃
頭
・
地
ミ

曇
脚

四
週
Ｏ
壌

Ｂ
×
８

・
ヽ
圧

Ц
国
に

ｓ
維
聯
位
Ｉ
Ｎ
ｓ
鳩
面
精
軍

９
×
８

・
ミ
Ｅ

襲
国
に

ヽ
締
ギ
ｓ
弓
メ
■
山
越

ｏ
卜
×
ｏ
卜
ニ
ミ
Ｅ

壌
国
に

ｓ
苺
響
ｓ
葛
メ
■
山
ぜ

倉
Ｒ
週
貴
墨
寝

拘
籐
×
邸

“ワ「
Ｇ

軽
緊
Ｋ
燿

Ｎ

×

Ю
゛
　
ｏ
Ｈ
君
鮎

い
【
×

∞
Ｎ

　

Ｏ
澤

円

ヽ
ヽ
×

い
い

　

電
と
［

Ｎ

×

ヽ
∞

　

卜
嘉
円

Ｎ

×
Φ
∞
　
Ｓ
‘

Ｎ

×
Ｒ

　
９
に

Ｎ

×
Ｎ
め
　
ヽ
こ

Ｒ

×
ｏ
Ｎ
　
零
‘

ヾ
∞
×

〇
寸

　

魁
層
【

圏

×

め
∞

　

Ｈ
メ
』

∞
”
×

∞
Ｎ

卜
ヽ
×

∞
∞

寸
［
×

卜
Ｎ

∞
゛
×

Ｎ
∞

∞
Ｎ
×

い
ヽ

Ｒ

×

０
い

Ｒ

×

Ｈ
Ｎ

』
∞
×

ｏ
Ｎ

風震震慶豊昌證昌

∞
＝
×
（Ｎ
　
”
に

Ｒ

×
Ｎ

』
↓
に

ｏ
゛
×
Ｈ
Ｎ
　
８
属

９

×
゛
”
　
９
‘

Ｈ
∞
×
一料
　
ヽ
西

〇
∝
×

Ｎ
Ｎ

〔当

嘔

Φ
Ｎ
×

卜
一
　

Ｓ

に

舘

×

゛
∞
　

＝
ポ
円

警

響
蔦
燎
×
督
蔦
」

Ｑ
Ю
い

〇
卜
い
×

ｏ
』
Ｎ

Ｈ
一
∞

Ｏ
Ｈ
∞

×

〇
∞
∞

〇
゛
゛

〇
∞
゛

×

０
０
Ｎ

壁曇 ヽ
く、

ヽ

く、

ヾ

ヽ

櫂
穆
眸

ミ
Ｅ

や
Ｅ

や
Ｅ
埋

脳
ミ

熙

〓

照
“
】

黒
目

場

譴

Ｚ
、
ヽ
ヽ

凶
畑
罹

掴
↓
幽
づ
日

ヽ
】

・
＝
ｏ
Ｈ
Ｉ

∝

・
∽

凶

Ｈ』

檀
「
四
０
日

Ｈ
Ｏ
Ｈ
・
〇
〇
Ｈ
Ｉ
‐

“

・
の

図

【
』

糧
「
興
も
日

ｏ
８
１
∽

凶

Ｈ』

つ
漏
こ

雄
輌

６

収
越
じ

Ю
Ｏ
ヽ
］
∽

６

収
起
じ

∞
Ｑ
コ
∽

０
収
は
じ

〇
〓
゛
】
の

2

貧
凶
製
軍
響
側
Ｒ
Ｋ
置
ｄ
Ｋ
醐

　

憮
゛
ｏ
根



疑
静
彎

澄

轟

熙
■
雲
Ｓ

熙
温
燕
Ｓ

澄

§

澄

騒

遊

愉

Ш
狙
偏
浮
■
｛
ρ
∽
↑
８
図
∽

いわ
調
下
あ
ｏ
（じ
Ｍ
∽

器

壁

Ｓ
卿
＝
■

＝
評
報
珊
］
イ
に
経

め
に
日

′月
縛
撫

Ｈ
騒
に

ご
め
士
盟
調

鶏
長
鴫
「

０
亜亜Ш
「
Ｐ
騰
い

劇
当

【
士
離

引

【
Ｒ
陣

′９
昨
ヽ

【の
一
ヽ
順
「
「

Ｈ
腋
＝
ぼ
蒻

Ю
謙
に

Ｐ
長
鴫
「

巡
緊
・
脳
ミ

熙
露

廻
週
Ｏ
壌

×
Ｐ

・
ミ
Ｅ

襲
題
縛

メ
〓
山
越

８

×
Ｐ

ふ

ミ

Ｌ
園
時

ｓ
“
笹
ｓ
葛
メ
■
山
越

×
ｏ
∞
■
濯
Ｅ

嬰
圏
時

ヽ
締
Ｋ

ｓ
“
ネ
■
山
越

×
ｏ
卜
■
ド
Ｅ

嬰
日
ヽ

ス
〓
憲
壼
山
迅

ｏ
∞
×
∞
∞
点
翠
Ｅ

襲
田
に

メ
■
地
い
一山
ｄ

ｃ
Ｐ

週
■
墨
堅

拘
ヽ
×
ぐ

ｏ子
に

撃
黙
≪
却

゛
Ｈ
×

い
い

Φ
【
×

い
【

∞
【
×

∞
Ｎ

風震昌

∞
Ｈ
×

Ｎ
∝

（ヽ

澤

【

い

×

∞
い
　

一響

Ｆ

円

劇
∞

×

Ｎ
∞
　

一平

Ｆ

』

Ｏ
Ｎ
×

∞
Ｈ
　

一署

Ｆ

』

∞
】
×

の
い

　

”

‘

〇
∞
×

〇
い

　

」
メ

円

〇
∞
×

∞
〓

　

黎

西

９

×

』
Ｎ
　

ヾ
瑯

こ

一

Φ

×

∞
Ｈ
　

∞
■

に

卜
〓
×

∞
】

¨
事

に

Ｈ
Ｎ
×

い
Ｎ
　

〓
〓
〓
餞

や
Ｎ
×

Ю
釣
　

Ｏ
Ｈ
撃
』

一響

×

卜
∞

　

９

‘

震

×

゛
Ｎ

一
Ｈ
×

Φ
Ｈ

卜
●

×

〇
∝

習震震

×

ｏ
Ｎ
　

゛
喩
戸
Ｈ

×

Ｎ
∞
　

∽
喩
戸
円

×

〇
∞
　

Ｎ
Ｑ
嘉
』

×
∞
Ｎ
　
〓
黎
‘

〇
寸

×

〇
∞
　

璽
ョ

Ｅ

一

Ｒ

×
）
一
　

Ｈ
ヽ
こ

ミ

×
ｏ
ヽ

（ヽ

層
【

銀
Ｈ
×
Ю
゛
　
〇
咀
澤
出

一Ｎ

×
い
】

∞
零
に

倍

博
蔦
惣
×
響
蔦
崎

×

Ｏ
Φ
∞

×

ｏ
墜
マ

×

〇
』
∞

×

゛
０
い

×

ｏ
コ
マ

曇曇 Ｓ

、

Ｓ

、

ゞ

く、

ヽ

く、

ゞ

く、

ヽ
旧
序

ミ
Ｅ

ミ
E

ミ
Ｅ

ミ
Ｅ

簗

Ｅ

諧
凝

照
●
Ｈ

照

£

照

二

熙

Д

照

Д

温

彎

２
、
ヽ
ヽ

凶
畑
膠

口
↓
興
も
日

銘
Ｉ
Ｚ
´
・
ｏ
´

凶

ｏ
∩

旧
「
四
づ
日

∞
∞
―

騨

・

Я

凶

８

旧
「
幽
も
日

゛
∞
―

「
ン

・
ｕ
Ｃ
ｒ

凶
ｏ
∩

旧
「
興
”
日

い
卜
‐‐　
】
”
”

区

８

旧
↓
図
つ
日

∞
』
―
〕“
【

凶
ｏ
∩

０
日
Ｅ

゛
埋
躙

６
，
ス
轟
）

Ｈ
９
∽

６
●

ヽ

轟

）

［
∩

∽

６
●
ヽ
聯
）

∞
臼
の

６
【
メ
緊
）

崚
出

∽

６
月
メ
緊
）

安
】
∽

ε

曾
凶
製
軍
日
興
Ｒ
悪
亜
ｄ
Ｋ
翻

　

憮
∞
０
駅



辱

塁 播
撃
Ｓ

縫

晨

ヽ

嘗

騒

潜

騒

盤

愉 ８
Θ
照
下
Ｈ９
∽

暉
椰
膿
よ

興

饂
せ
案
■
Ｏ
■
掏

時
Щ
ミ
せ
盤
測
κ

Ｓ
興

＝

遭

Ｎ
許
ヽ

出
懲

Ｈ
許
ヽ

罷

珊

Ｒ

風
ヽ

【
Ｓ

「

唇
革
命
羽

＝
Ｒ
時

Φ
許
時

Ю
卜
一ヽ
山”「「

〓
離
＝
卜
、
ヽ
――
″

Ｎ
ぬ亜コ
「
眠
総
゛

堅
緊

・
騒
ミ

黒
即

興
彗
ｅ
壌

ド
×
゛
？

や
Ｅ
聖

Ｌ
園
更

ｓ
締
目
ｓ
“
ス
■
山
ュ

（Ю
£
゛
麟
和
ヽ
壼
陣
）

８
×
ｐ
・
ミ
Ｅ

嬰
国
に

ヽ
性
Ｋ
ｓ
葛
≪
■
山
ｄ

（Ю
晨
゛
麟
和
ヽ
壼
ヽ
）

・ミ
Ｅ

壌
国
時

≪
〓
Ъ
一壼
山
越

倉
〓
こ
と
堪
堅

拗
難
×
即
　
。子
に

埋
累
Ｋ
憚

×

Ｎ
ヽ
　

ゆ
邸

己

［

Ｈ
∞
×

Ｎ
∞
　

〓
ヽ

配

一

〇
Ｈ
×

〇
∞
　

卜
咀
澤

Ｈ

∞
Ю
×

〇
∞
　

安
黎

Ｅ

¨

卜
ヽ
×

』
ヽ
　

数

当

嘔

Ｈ
一
×

Φ
〓
　

゛
咀

層

［

一
Ｈ
×

】
［
　

∞
咀
戸

円

い
０

×

＝
∞
　

∞
愴

こ

［

（日

×
∞
∞
　
Ｈ
”
ぼ

Ｂ

×

卜
Ｎ
　

一Ｘ

Ｆ

円

寄

×

め
∞

卜
【
×

Ю
ヽ

目目

∞
×

い
Ｈ
　

一Ｎ

Ｆ

』

啜
召
×

∞
い
　

いヽ

澤

【

ｏ
×

　

　

゛
蓼

ぼ

゛
Ｎ
×

　

　

ｏ
鰈
澤
Ｈ

Ｈ
●
×

ヽ
い
　

い
＝
＝
鮎

（３

×

“
Ｎ
　

∞
事

倒

〇
『
×

Ｈ
一
　

卜
＝
〓
飩

卜
一
×
Ｎ
Ｎ
　
Φ
事
に

卜
Ｈ
×

寸
Ｎ
　

Ю
Ｈ
麟
』

】
め
×
　
　
』
い
こ

借

響
薇
螺
×
督
霊
Щ

Ｒ

》

×

ｏ
ｏ
Ю

Ｏ
Φ
∞
×

ｏ
』
∞

×

Ｏ
Φ
∞

螢曇 ヽ

く、

ゞ
く、

Ｓ

、

ミ
旧
眸

櫂
Ｅ
鰹

櫂
Ｅ

ヾ
Ｅ

慾 照

目

照

Ｅ

照

Д

湿

織

２
、
ヽ
ヽ

区
畑
羅

粗
「
国
「
日

゛
卜
‐‐．口
』
【

や
ト
ー
〕‘
”

凶

い
∩

口
「
幽
も
日

Ю
ト
ー
∴
蓼
Ｏ
ｒ

区

ｏ
∩

旧
↓
四
「
日

ロ
ト
‐‐
〕Ｚ嘔ｒ

凶

８

旧
「
四
「
日

〇
卜
‐‐
『“
”

凶

８

令
長

３

雛

輌

６
｝
収
感
↓

』
∩
∽

３

，

ち

聡

）

∞
９

∽

６
『
収
撃
↓

】
易

６
ヽ

ち

鷺

）

袋
】
∽

2

貧
凶
製
軍
日
興
Ｒ
Ｋ
扁
扁
｝Ｋ
翻

　

憮
ヾ
Φ
総



墨
馳
避

挙

憑

継
曇
総

藍

愉 Ｈ
の
【
∽
↑
Ｉ
Ю
∞
一
》
【
〕

【９
∽
↑
Φ”
Ｃ
Ｍ
あ

゛
Ｏ
Ｈ
の
下
―
卜
∞
＝
・
【
∞
】
］
〕

Ｎ
昌

下

田

Ｔ

Ｒ

Ｃ

圏

蠅

壁 巻

益

Ｄ
゛
潜
肯
一離
Ｅ
ご
に

く
２

ｓ
Ｅ
Ｃ
ミ

継
埋
ョ
怒
〕
豪
幕
」

Ｓ
卿
引

■

Ｈ
Ｒ
ヽ

８
業
に

ヾ
卜
士
醸
雪
引

Ｎ
亜
明
「
口
楡
響

８
酔
に

等
Ｈ
無
鴫
「

『
華

逼

郵
緊
・
騨
櫂

緊
樫

廻
週
Ｏ
壌

塁
要

ネ
■
鐘
延
山
ａ

×
ｏヽ

ミ
Ｅ

Ｌ
国
に

家
■
笹
壼
山
ｄ

令
Ｈ

Ｊ
燕
贅
覺
堅

拘
懸
×
０

６ワ竿‘

巡
緊
Ｋ
燿

鏑
鵬
掏
Ｃ
´
Ю
良

゛
ぺ
撫
測
Ｋ
奪
相

等

×
８

Ｈ
Ю
×
〇
ヾ

゛
∞
×
９

P 配 8
22震

経
朧
掏
Ｃ
ρ
Ｑ
史

゛
ぺ
殺
利
Ｋ
即
相

〇
日
×
∞
「
　
∞
９
ｐ
』

斜

×
〓
　
８
Ｓ
Ｅ

）
×
∞
　
（８
零
に

Ю
×
ｏ
】

∞
０
零
‘

ヨ
×
田
　
Ｓ
ヽ
Ｇ

〓

×
（８
　
８
零
Ｇ

借

響
薇
螺
×
響
蔦
岬

〇
∞
【
Ｈ

ｏ
Ｎ
∞
×

ｏ
卜
゛

Ｏ
Ｎ
Ю
Ｈ

９
゛
×
９
゛

壁曇 ゞ

ヽ
ゞ
く、

さ

憚

ミ
圧
壇

簗
Ｅ

騨
櫂 熙

目

緊

〓

橿

翠

２
、
（
ヽ

凶
畑
器

題
↓
興
も
日

゛
０
１
０
・
』

区
日

口
「
四
Ｌ

∞〇
・
ＨΦ
Ｉ
“

Ｎｏ
ｌ
σ

凶
”ｍ

Ｏ
Ｒ

３

ヾ
撃
興

（ヽ

メ
３

】
日
の

含
Ｈ
収
撃
↓

Ｎ
Ｏ曰
∽

聟

衛
遮
悪
卿
暮
ま
ま
扁
腑
再
醐

　

憔
Ю
ｏ
態

①



5.竪穴遺構 (第 100～ 103図、第66～ 67表 )

万座隣接地及び同北側地区より5棟が検出されている。竪穴住居跡と同規模もしくはこれ以上のも

のが存在する。万座北側地区において確認した第406号、407号竪穴住居跡については炉跡が欠如して

いることから竪穴遺構として取り扱うことにした。記述については既刊の報告書の遺構名を用いる。

【ア.形 態】

平面形は円形を基本とする。付帯施設の有無によつて分類した。

I類

Ⅱ類

a

b

平面形は円形又は楕円形を呈し、付帯施設を有しない。 ST202、 ST901

平面形は円形又は楕円形を呈し、出入口施設や柱穴を有するもの。柱穴の位置によつて細分

される。

柱穴が遺構内に穿たれるもの   S1406、 S1407

柱穴が遺構外に穿たれるもの   ST201

万座隣接地

本地区には第202号竪穴遺構 (ST202)1基 が存在する。 I類で平面形は楕円形を呈し、柱穴を有しな

い。

万座北側地区

I類 1基 (第901号竪穴遺構 )、 Ⅱa類1基 (第201号竪穴遺構 )、 Ⅱb類2基 (第406号、407号竪穴住居跡)

の計4基が存在する。

第901号竪穴遺構は平面形が円形を呈し、付帯する施設を持たない。第201号竪穴遺構は、平面形が

楕円形を呈し、東北壁に出入り口状の施設を持つ。南側底面は3段構造となつており、下段は壁を掘

り込み横穴状となつている。第406号 。407号竪穴住居跡は重複して確認されたもので、南東側に柱穴

を連続させた出入目状の施設が設けられている。

【イ.規 模】

地区によって規模に違いがみられる。

万座隣接地

第202号竪穴遺構は長軸238cm× 短軸207cmを浪1り 、万座北側地区の小型のものとほぼ同規模である。

万座北側地区

最大は第406号竪穴住居跡の長軸520cm× 短軸480cm、 最小は第201号竪穴遺構の長軸296cm× 短軸248

cmで ある。長軸300cmを境に三分することができる。

【ウ.確認面と構築面】

万座隣接地

基本層序Ⅲd層上面が確認面 。構築面である。

万座北側地区

第201号竪穴遺構は第201号掘立柱建物跡の床面で確認された。

第406号・407号竪穴住居跡は掘立柱建物跡と重複して確認された。確認面・構築面ともⅢd層上面で

ある。野中堂西側隣接地で検出された後期中葉の第02号竪穴住居跡と同じ確認面である。
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ST201

1黒色土 (1 0YR2/1) SB201の 貼床、かたくしまる
2黒色土 (10YR1 7/1)地山ブロック若干含む
3黒色土 (10YR1 7/1) 地山粒、白色粘土微量含む
4褐色土 (7 5YR4/6) 焼土
5黒色土 (10YR1 7/1)
6黒色土 (10YR1 7/1) 地山粒少量含む
7黒色土 (1 0YR2/2) 地山粒～小ブロック多量に含む
8黒色土 (10YR2/1)
9黒色土 (10YR1 7/1)
10黒褐色土 (1 0YR2/2) 地山粒多量含む

RB:地山ブロック
Ａ
一

Ｐ
◎

102図 -3

ST202

1黒色土 (1 0YR2/1)
2黒色土 (1 0YR2/1)
3黒褐色土 (10YR2/2)
4黒色土 (1 0YR2/1)
5黒色土 (1 0YR2/1)
6黒色土 (1 0YR2/1)
7黒褐色土 (1 0YR2/2)
8黒色土 (1 0YR2/1)

ST901

1黒色土 (10YR1 7/1)
2黒色土 (1 0YR2/1)
3黒色土 (1 0YR2/2)
4黒褐色土 (10YR3/2)

地山粒若干含む、炭化物微量含む

1層 より地山粒を多く含む

地山粒を多く含む

地山粒若干含む

4層より地山粒を多く含む

黒褐色土に近い色を示す

地山粒多く富む

地山粒少量混入

1層 よりしまり有

1層以上に地山粒混入

地山粒小ブロック混入

102図 2

102E圏 -6

◎

P6

ST201(万 座北側 )

ST202(万 座隣接地)

ST901(万 座北側 )

第100図  竪穴遺構実測図 (1)
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S1406 ・S1407
S1406

1黒掲色土 (10YR2/2)
2黄褐色焼土 (1 0YR5/6)
3暗赤褐色焼土 (6YR3/3)
4暗赤褐色焼土 (5YR5/8)
5暗赤掲色焼土 (5YR3/2)
6黒褐色土 (7 5YR3/2)
7黒褐色土 (7 5YR2/2)
S1407

シラス多量混入

しま り有 り

しま り有 り

シラス多量、焼土粒若干混入
地山粒少量、炭化粒若干混入

8黒褐色土 (10YR2/2) 地山粒若干混入
9黄褐色土 (10YR5/6) シラス多量混入
10黒褐色土 (7 5YR2/2) 地山粒多量混入

∞
|

第101図  竪穴遺構実測図 (2)



【工.堆積状況】

万座隣接地

黒色土を基調とした埋土中に黄褐色土粒が多く合まれていた。ブロック状を呈する堆積状況から人

為堆積と判断した。

万座北側地区

遺構の希薄な場所に位置する第901号竪穴遺構を除き、人為による埋め戻しがなされていた。堆積

土中に自色粘土や黄褐色上が投げ込まれた状況を示すものや黄褐色土粒が多量に混入したものがみら

れた。第406号竪穴住居跡土層断面中程に焼土の堆積がみられた。

【オ.出土遺物】

万座隣接地

第202号竪穴遺構から無文の深鉢形土器1点と帯縄文を主体とする深鉢形土器、壷形土器破片、石器

2点、土器片利用土製品3点が出土した。

万座北倶1地区

第201号竪穴遺構の出土遺物量が極めて多い。復元土器8点、土器破片 (コ ンテナ1/2箱)のほか石器

14点、土偶・鐸形土製品 。土製装飾品各1点、土器片利用土製品12点、櫛1点が出土した。土器は深鉢

形土器、壷形土器、広口壷形土器を主体とする。壺・広口壺は同部上半に文様帯をもつ。沈線文と帯

縄文がみられ深鉢形土器は曲線文、壺 。広口壺は入組文が主体となつている。第102図 4は赤色顔料が

全面に塗布されていた。櫛は結歯式のもので木質部はすべて朽ち果て塗布した赤色顔料と可塑材が

残つていた。櫛のすぐ傍から石鏃1点が出土した。遺物は床東側の窪地からである。

第901号竪穴遺構も比較的に出土遺物が多く、 ミニチュア土器1点、帯縄文により入組文が施文され

た土器破片のほか石器、土器片利用土製品が出土している。

第406号、407号竪穴住居跡は前者と比べ出土量は極めて少ない。幅広の帯縄文が施文された土器破

片が出土している。

【力.重複関係】

万座隣接地

土坑      SK245→ ST202

重複例は一例であり、全体的な遺構の流れは把握できなかつた。

万座北側地区

掘立柱建物跡  ST201→SB201→SB202→SX(S)202(環状配石遺構 。Dl区 )

竪穴住居跡   S1405→ S1404→SB401→ S107→ S1406(Fl区 )

」二lA~            SK906・ 907-→ST901(D50二 )

沢頭に位置する第201号竪穴遺構の重複から竪穴遺構→掘立柱建物跡→環状配石遺構、また同沢地

の北側に位置する第406号 。407号竪穴住居跡の重複から竪穴住居跡→掘立柱建物跡→竪穴遺構という

遺構の流れを把握することができ、掘立柱建物跡を挟んでその前後に竪穴遺構が台地上に所在したこ

とがわかる。



赳

ST20¬ (万座北倶1)
ST202(万座隣接地 )
S1407(万座北側 )

10cm

第102図  竪穴遺構出土土器実測図

【キ.時 期】

万座隣接地

遺構出土遺物や遺構確認面から後期前葉と考えられる。

万座北側地区

台地縁の沢に隣接して構築されたものは重複関係から2つの時期が設定できる。第201号竪穴遺構は

出土遺物から後期前葉に構築されたもので、重複関係から掘立柱建物跡や環状配石遺構より古い時期

のものである。

第406号 。407号竪穴住居跡の出土土器には後期前葉～中葉に至る過渡期にあたると考えられる幅の

1～ 7
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広い帯縄文が施文された土器片が含まれている。また重複した遺構のなかで最も新しいことから構築

時期は、後期前葉末～中葉直前までの限られた時期と考えられる。同時期の上器が出土した第419A号、

11号、27号 フラスコ状土坑やそれ以後の環状配石遺構と共存した可能性が高い。

【ク.分 布】

万座隣接地

万座環状列石を取り囲む建物群の北西端に位置し、遺構南東側に隣接して第217号建物跡が位置する。

万座北側地区

第901号竪穴遺構は万座環状列石の北西側台地縁に、第406号・407号竪穴住居跡は同列石の北北西側

の台地縁に位置する。両者は台地縁に入り込んだ沢を挟み対峙する位置に所在する。

【ケ.性 格】

居住するための炉跡が機能を欠如したもので、且つ土坑より規模が極めて大きいものを堅穴遺構と

した。後期中葉のものが後期前葉のものと比較し規模が大きくなる。

I類については性格不明である。

Ⅱa類とした第406号・407号竪穴住居跡は重複関係から、環状配石遺構と共判した可能性が高く、環

状配石遺構で行われた「マツリや祈り」に関連した施設であった可能性が高い。

Ⅱb類 とした第201号竪穴遺構からは、赤色顔料を塗布した土器、櫛といった特異な遺物が出土して

いることから「祭祀施設」としての性格・機能を有する可能性が極めて高いものと考えられる。

第 66表  竪穴遺構 (万座隣接題
NO 道構名

(報文hlo)

調査区

ク
゛
リッド

確認面

平面形 規模 (clll・ ゴ)

長軸×短軸

面積

埋土

柱 配 置 出 土 遺 物 重 複 関 係 な

設

殊特

施

築

期

構

時

1 ST202

(報文 4)

D2区
ZX‐91
Ⅲd上層

楕 円 238× 207

353
人為堆積

復元土器 1 S●45-ST202 期

葉

後

前

第 67表  竪穴遺構(万座北側地D
N0 遺構名

(報文NO)
調査区

ク
゛
リッド

確認面

平面形 規模 (cln・ ピ)

長軸×短軸

面積

埋土

柱 配 置 出 土 遺 物 重 複 関 係 な

設

殊特

施
構築

時期

1 ST201

(報文 4)

D2区
Ж ・ YL

91-92
SB201内

楕 円 296× 248

546
人為堆積

外周に回る 6本

Plt1 25× 22× 11

PIt2 26× 24× 24

Plt3 22× 22× 28

Plt4 28× 20× 18

PIt5 23× 22× 12

Pit6 27× 25× 19

復元土器 8

土偶 1

鐸形土製品

櫛 1

ST201→ SB201 北東側に

出 入 ロ

期

葉

後

前

2 S1406

(報文 6)

Fl区
ToS―
100-101
Ⅲd上層

円形 62)× 48
1806
人為堆積

主柱穴

Pit1 30× 28× 31

Plt2 33× 31× 35

Plt3 81× 29× 36

PIt4 23× 21× 29

土器片 24

石器 27

土製品 4

石製品 2

SB401・ Sk435

↓

S1407

↓

S1406

南側に出

入口状の

ピット列

御
薩
”蝶

S1407

(報文 0

Fl区
T・ S―

100～ 101

Ⅲd上層

円形 (47)× (47)

1957
人為堆積

主柱穴

Pit12 34× 32× 43

Plt13 57× 50× 53

Pit14 42× 40× 53
Pit15 48× 42× 47

復元土器 1

土器片 14

石器 13

土製品 3

石製品 1

SB401・ Sk435

↓

S1407

↓

S1406

南側に出

入口状の

ピット列

後 期

前 葉

中 葉

ST901

(報文 9)

F3区
Y」 -112
Ⅲd上面

楕 円 328× 280

725
自然堆積

小型土器 1

石器 5

土製品 1

SK906・ 907

↓

ST901

期

葉

後

前



6.炉  跡

(1)石囲炉 (第104～ 106図、第68～ 70表 )

これまでに23基が検出されている。環状配石遺構や配石列に合まれ一つの遺構を形成すると考えら

れるものについては除外した。

【ア.形 態】

平面形態から分類した。

I類 平面形が円形を呈するもの

Ⅱ類 平面形が楕円形を呈するもの

Ⅲ類 平面形が方形を呈するもの

万座隣接地

I類3基、Ⅱ類1基、Ⅲ類1基の計5基である。

万座北側地区

I類8基、Ⅱ類6基、Ⅲ類2基の計16基である。

野中堂隣接地

I類2基である。

【イ.規 模】

最大は長軸120cmを 測る第01号石囲炉 (万座北側地区 )、 最小は長軸64cmを測る第201号石囲炉 (万座

北側地区)である。万座北側地区の I類、Ⅱ類は径75cmを境に大型と小型に三分される。

万座隣接地

I類の最大は第20号石囲炉の径84cm、 最小は第302号石囲炉の径80cmである。

Ⅱ類の最大は第303号石囲炉のみで長軸100cm× 短軸90cmである。

Ⅲ類は第601号石囲炉の 1基のみで一辺が60cmである。

万座北側地区

I類の最大は第01号石囲炉 (F6区 )の径120cm、 最小は第402号石囲炉 (Fl区 )の径60cmである。

Ⅱ類の最大は第301号石囲炉の長軸110cm× 74cm、 最小は第204号石囲炉 (Dl区 )の長軸96cm× 76cmで

ある。

Ⅲ類は第201号石囲炉のみで、長辺64cm×短辺47cmである。

規模のみをみると径 (長軸)75cmを境に大型のものと小型ものに三分される。

野中堂隣接地

検出例が少なく比較できない。2基とも I類で径70cm～90cmである。

【ウ.確認面と構築面】

万座隣接地

第01号石囲炉(D8区 )の確認面・構築面は基本層序Ⅲc層上面で、これ以外はⅢd層上面が確認面 。構

築面となっている。

万座北側地区



確認面はⅢb下層～Ⅲd上面である。第06号・07号石囲炉は第04号掘立柱建物跡、第22号フラスコ状

土坑が廃棄された後に構築されている。

野中堂隣接地

第01号石囲炉 (B2区 )は第04号掘立柱建物跡の柱穴状ピットが埋まりきつたあとに構築されている。

【工.堆積状況 (焼土)】

使用頻度の違いによりその厚みが変化してくるものと考えられる。なお、第10次調査から精査方法

を変更したことから炉内の焼土の厚さは確認していない。これまでのなかで最も焼土の厚いものは第

203号石囲炉の1lcm、 薄いものは第201号石囲炉の2omである。

【オ.出土遺物】

出土遺物は他の遺構と比べて極めて少ない。

万座隣接地

第205号、302号石囲炉より土器破片、石器が出土している。小破片のため時期は不明である。

万座北側地区

第203号、204号石囲炉より上器破片が出土している。第203号石囲炉より出土した土器片は帯縄文に

刺突文が付加されたものであり、後期前葉の特徴をもつものである。

野中堂隣接地

第02号石囲炉南側より上器片が出土しているが、詳細不明である。

【力.重複関係】

単独で構築されるためか重複関係を示すものは少ない。万座北側地区2例、野中堂隣接地1例である。

万座隣接地

重複関係はみられなかつた。

万座北側地区

掘立柱建物跡   SB04→ SX(0)04

フラスコ状土坑  SK(F)22→ SX(0)07

後期前葉の特徴をもつた土器が出土する掘立柱建物跡、後期中葉の特徴をもった土器が出土するフ

ラスコ状土坑と重複し、いずれも石囲炉が新しい。

野中堂隣接地

柱穴状ピット   Pit04→ SX(0)01

柱配置を示さないピットを切つて構築されている。

【キ.時  期】

遺構からの出土遺物は少なく、確認面および重複関係を参考とする。

万座隣接地

本地区の石囲炉は後期前葉の遺構が掘 りこまれる基本層序Ⅲd層上面で検出された。また周辺の出

土遺物、遺構の構築時期もそのほとんどが後期前葉である。このことから構築時期は周辺の遺構と同

じ後期前葉の時期が与えられる。
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第104図  石囲炉実測図
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SX(0)601(万座隣接地 )

SX(0)202(万座北倶1地区)
SX(0)301(万座北側地区)

SX(0)203(万座北側地区)
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A                             ⊥

SX(0)908(万座北側地区)

SX(0)402(万座北倶1地区)

B                         B:

SX(0)40¬ (万座北側地区)

SX(0)02(万座北侵1地区)

SX(0)09(万座北側地区) SX(0)10(万座北側地区)

θ
SX(0)03(万座北倶1地区)

SX(0)07(万座北側地区)

SX(0)06(万座北側地区)

③

SX(0)403(万座北側地区)

SX(0)01(野 中堂隣接地 )

● 第105図  石囲炉実測図 (2)



万座北側地区

位置する場所によって検出面が異なる。本地区の中央部第4号環状配石遺構 (SX(S)04)及 び万座隣

接地との境界近くに位置する第09号 。10号 。908号石囲炉はⅢc層上面が検出面である。重複関係は第

07号石囲炉が後期中葉の土器を出土するフラスコ状土坑が埋まりきつたあとに、第06号石囲炉は後期

前葉の第04号掘立柱建物跡の廃棄後に構築されている。構築面及び重複関係から前者は後期中葉に、

後者は後期前葉～中葉の時期が与えられる。

野中堂隣接地

第01号石囲炉はⅢb層で検出された。後期中葉の遺構確認面がⅢc層であること、第04号掘立柱建物

跡を切つて構築されていることから後期中葉の時期と考えられる。

【ク.分 布】

万座隣接地、同北側地区、野中堂隣接地に分布する。

万座隣接地

石囲炉は、遺構が希薄になりはじめる掘立柱建物群・土坑群の外月に構築され、集中する傾向は見

当たらない。

万座北側地区

地区内に4つの集まりがみられる。万座隣接地 。同西側地区との境界部に6基、第04号環状配石遺構

外周4基、同環状配石遺構の南東側に直線的・等間隔に並んだ3基、さらに台地縁の4基である。

野中堂隣接地

列石に近い位置にあるが、集合的・規則的な分布を示していない。

【ク.性 格】

万座隣接地、万座北側地区

遺構そのものから性格を読み取ることが困難である。

列石に近いものもあることから、列石または列石を構成する配石墓との関連が考えられる。石で一

定の範囲をつくりだし、その内部で火を焚いた痕跡がある。第4号環状配石遺構の外周に位置する4基

は同配石遺構と一体となる可能性が高い。遺跡の性格上、日常的な生活の痕跡が極めて少ないことか

ら「祭祀的な使用」の可能性が最も高いが、それを積極的に裏付ける根拠が乏しい。

野中堂隣接地

列石に近いものもあることから、列石または列石を構成する配石墓との関連が考えられる。
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恥 遺構名

(報文NOl
調査区

グリッド

確 認 面 形態 平面形 規模 (cm)

炉長軸×短軸

焼土範囲×厚さ

出土遺物 新旧関係 構築

時期

1 SX(0)205

(報文 5)
D2区
ZX-87

Ⅲd上面 I 円形 84× 84

22×  ・4
土器片 9 期

葉

後

前

2 SX(0)302

(報文 6)
D3区
YB‐90・ 91

Ⅲd上面 I 円形 80× 80

40× 35・

土器片 2

掻器4

期

葉

後

前

SX(0)303

(報文 6)

D3区
n 
「
-91

Ⅲd上面 Ⅱ 楕円形 100× 90

56× 48・

4 SXtOり 601

(報文 11)

D6区
ZI-94

Ⅲd上面 Ⅲ 方形 60× 60

50× 42・

5 SX(O)01

(報文 15)

D8区
ZR-81

Ⅲc上面 I 円形

40× 30

第68表 石囲炉(万座隣接0

第69表 石囲炉(万座北側地D

第70表 石囲炉(野中堂隣接D

の

NO 遺構名

(報文NOl

調査区

グリッド

確 認 面 形態 平面形 規模 (cm)

炉長軸×短軸

焼土範囲×厚さ

出土遺物 新旧関係 構築
時期

1 SX(0,201

(報文 4)

Dl区
YF-90

Ⅲb下層 Ⅲ 方形 64× 47

26× 7・ 2

期

葉

後

前

2 SX(0)202

(報文 4)
Dl区
ⅥⅥ-92

Ⅲb下層 Ⅱ 楕円形 106× 84

21× 15・ 3～ 7

3 SX(0)203

(報文 4)

Dl区
YG-93

Ⅲb下層 Ⅱ 楕円形 91× 90

43× 36・ 11

土器片 7 期

葉

″彼

ユ削

4 SX(0)204

(報文 4)

Dl区
YE-93

Ⅲb下層 Ⅱ 楕円形 96× 76

59× 53・ 4～ 10

土器片 3 期

葉

″後

工削

5 SX(0)401

(報文 6)

Fl区
V-108

Ⅲd上面 Ⅱ 楕円形 70× 60

45× 17・ 8

6 SX(0)402

(報文 6)
Fl区
X-105

Ⅲd上面 I 円形 60× 55

50× 48・ 9

7 SX(O)908

(報文 9)

D5区
ZZ-100

Ⅲd上面 I 円形 90× 90

26×  ・3
土器片 9 前葉～

中葉
SX(0301
(報文 10)

D3区
Y」-88

Ⅲd上面 Ⅱ 楕円形 110× 74

70× 50・

9 SX(0,304

(報文 10)
D3区
Ⅷ -91

Ⅲd上面 Ⅱ 楕円形 100× 80

42× 38・

SXtOり 2

(報文 13)

F4区
YP-104

皿d上面 I 円形 70× 70

30×

SX(O)3

(報文 13)

F4区

W-100
Ⅲd上面 Ⅲ 方形 90×

40× 30・

SX(O)6

(報文 13)

F4区

Y」 -103
Ⅲc上面 I 円形 104×

60× 50・

SB04→ SX(O)6

SX(0)7

(報文 13)

F4区

Ⅵ -102
Ⅲc上面 I 円形 104×

50×

SKIF122→

SX(O)7

SX(09
(報文 13)

F4区
m-99

Ⅲc上面 I 円形 100×

50×

SX(0)10

(報文 13)

F4区

YG-98
Ⅲ c I 円形

50×

SX(0)01

(報文 15)

F6区
YX-105

Ⅲc上面 I 円形 120×

100× 80

NO 遺構名

緞文哺

調査区

グリッド

確 認 面 形態 平面形 規模 (cm)

炉長軸×短軸

焼土範囲×厚さ

出土遺物 新旧関係 築

期

構

時

1 SX(O)01

(報文 17)
B2区
K-89

Ⅲ b I 円形 ×70

50× 50

SB04→

SX(O101

前葉～

中葉
SX(0)02

(報文 17)
B2区
P-89

Ⅲb I 円形 90× 80

50× 50



(2)埋設土器炉 (第 107～109図、第71表 )

万座北側地区におい5基が検出されている。ほかの地区からは検出されていない。

資料を再度確認し、埋設土器炉へ変更したものもある。記載については旧番号を使用する。

【ア.形  態】

埋設土器炉は掘り込みを有し、土器が正立に埋設されているものを I類 とした。本類の検出状況は

後述する埋設土器遺構と類似しているが、焼土の有無、土器が二次加熱を受けたか否かで判断したも

のもある。上記のほかに掘り込みを有し、土器が斜位に埋設されたもので、二次火熱を受けたものも

ありこれらについてはⅡ類として扱った。

【イ 規  模】

万座北倶1地区

I類 : 土器が埋設される掘り込みは円形又は楕円形を呈し、径 (長軸)42cm～ 80cm、 深さ10cm～39cm

を測る。SX(f)205、 SX(U)01、 SX(U)02が これにあたる。

Ⅱ類: 土器が埋設される掘り込みは不整形のものが多い。径 (長軸)56cm～ 90cm、 深さ1lcm～19cmを

測る。全体的に I類より僅かに大きい。SX(f)408b、 SX(f)209aがこれにあたる。

【ウ.確認面と構築面】

万座北側地区

本地区南側に位置するものは確認面が第Ⅲb下位で土器の上部が露頭し、構築面はさらにこの下層

となる。また同地区北端に位置する第01号、02号埋設土器炉は小丘の頂上に位置し、確認面・構築面は

第V層である。

【工.堆積状況 (焼土 )】

万座北側地区

I類 : 顕著な焼土の堆積、広がるものは少ない。第205号埋設土器炉の土器内にわずかに焼土の堆積

が見られたに過ぎず、その多くは黒褐色土中に焼土粒が混入している。

Ⅱ類 : 埋設された土器とともに焼土 (粒 )。 炭化物を合んだ広がりが確認される。

【オ.出土遺物】

万座北側地区

使用された土器そのもので、二次加熱を受けているため脆く、全体的に赤みを帯びている。使用さ

れた土器の特徴を記載する。

SX(f)205  深鉢形土器底部が出土している。

SX(f)209a 深鉢形土器胴部下半が出土している。原体Rの連鎖状撚糸文が施文されている。

SX(f)408b 平口縁の深鉢形土器が出土した。胴部には原体Rの網目状撚糸文が施文されている。

SX(U)02  深鉢形土器の胴部下半が出土した。原体施文後、沈線により幾何学文を描き、磨り

消しが行われている。

SX(U)02  平口縁の深鉢形土器が出上した。器前面に短軸絡状撚糸文を施文後、沈線により曲

線 。直線文を描き出している。
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SX(f)408b(万 座隣接地 )

A!

SX(f)205

1 暗褐色土(10YR3/3)

2 暗赤褐色土(5YR3/2)

3 明黄褐色土(10YR6/8)

SX(u)02(万 座北側地区)

SX(f)209a・ b

l 灰褐色土(5YR4/2)

2 にぶい責褐色土 (10YR4//3)
3 褐色土(7 5YR4/4)
4 暗褐色土(7 5YR3/4)

5 暗褐色土(7 5YR3/3)

A

（［〕）　Ｗ一　　　　　〃

SX(f)408b

l 黒褐色土(7 5YR3/1)

2 明褐色焼土(7 5YR5/6)
3 黒褐色土(7 5YR2/2)

SX(f)01

1 黒褐色土(1 0YR2/2)

2 黄褐色土(10YR5/6)

SX(f)02

1 暗褐色土(1 0YR3/4)

2 黄褐色土(1 0YR5/6)

―

―

SX(f)205(万 座隣接地 )

SX(f)209b

SX(f)2098・ b(万座隣接地 )

SX(u)01(万 座北側地区)

第107図 埋設土器炉実測図 (1)
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SX(f)408b
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SX(f)209b

SX(u)01

第108図  埋設土器炉実測図 (2)



【力.重1複関係】

万座北側地区

重複関係を示すもの一例である。

焼土遺構  SX(f)209b→ SX(f)209a

【キ.時  期】

万座北側地区

各遺構から出土した土器から、その構築時期が判1断できる。

本地区の北端部の第01号・02号埋設土器炉は地文上に曲線文を施文したもの、帯縄文により方形文

が施文されており、後期前葉の土器
‐でも古手のものと考えられる。第209a号埋設土器炉は後期前葉の

文様特徴を持っている。本地区南端に分布する埋設土器炉についてはSX(1)209aと 確認面が同じで

あることを考慮して後期前葉の時期が与えられる。
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第109図  埋設土器炉分布図



【ク.分布状況】

万座北側地区

万座北側地区の南端、中央台地縁寄り、北端台地縁の3ヶ所に分布が見られる。SX(f)205。 209は

本地区の南端、万座隣接地との境界部分に、SX(f)408bは同地区で検出されている住居群中央に、

SX(U)01・ 02北端の小丘頂上に分布する。

【ケ.性  格】

万座北側地区

土器は二次的な加熱を受け、赤みを帯び、脆いものが多い。分布状況からみて単独で機能するもの

と他の遺構と一体となり機能していたものがあるように受け取れる。前者は本地区北端に分布するも

の、後者は同地区南端及び同中央のものであり、隣接する土坑や竪穴住居跡 。建物跡の関連が考えら

れる。日常的の施設として使用されるものか否かは判断できなかった。

第71表  埋設土器炉(万座北側地D
No 遺構名

(報文Nめ
調査区

グリッド

確認 面 形態 土器の

状態

掘り込み規模 (cm)

焼土範囲

帳軸×短軸×深さ)

出土遺物

土器の器形

大きさ

新旧関係 構築

時期

l SX(0205

(報文41
Dl区

YG-92
Ⅲb下位 Ⅱ 斜位 61× 58× 10 深鉢形土器 SX(0205

→SK207

期

葉

″俊

工
則

2 SX(0209a

は文0
Dl区

YD-92
Ⅲb下位 Ⅱ 斜位 78× 65X19

71× 35× 9

深鉢形土器 S】[0209b
→SX10209a

期

葉

″後

ユ副

3 SX10408b

(報文61
Fl区

R-104

Ⅲb下位 Ⅱ 斜位

55× 99× 4

深鉢形土器

器高29 1 cm

土器片利用上製

品 1、 土器片 10

数点

期

葉

″俊

ユ
則

4 SXILT101

(報文 141

F5区

Ⅸ -119

V層 I 正立 径22×深さ20の Plt 深鉢形土器

器高26 2 cm

後期

初頭～前疎

5 SXIU102

級文10

F5区

Ⅸ -119

V層 I 正立 径 40× 29、 深さ 20

のP比

深鉢形土器

器高clll

後期

初頭～前葬



7.焼土遺構 (第 110～ 115図、第72～ 84表 )

万座全地区157基 (隣接地50基、北側地区71基、西側地区32基、南側地区2基 )、 野中堂全地区83基

(隣接地36基、南側地区43基、東側地区4基 )、 一本木後口地区33基、計273基が確認されている。

史跡の堆積土中で火を焚いた痕跡、火の加熱を受けて土が赤く変化した場所を焼土遺構とした。な

お他の場所から焼土を運び込み、投棄したものは見当たらなかった。

【ア.形  態】

石囲炉や土器埋設炉のように範囲を区切るものがないことから、形態については様々である。

すべて、不整形を呈するといつてよい。

【イ.規  模】

最大は万座北側地区の第06号焼土遺構の長軸500cIIl× 45～ 260cm、 最小は一本木後口の第8号焼土遺

構の長軸15cm×短軸10cmである。長軸100cmを超す大型のものは273基中32基で全体の11.7%で ある。

長軸30cm～70cmに集約し、その数は187基、68.5%で ある。

万座隣接地

最大は第614号焼土遺構 (D6区 )の長軸172cm× 96cm、 最小は第225号焼土遺構 (Dl区 )の長軸16cm X 12

cmである。長軸50cm～ 60cmに22基 (42.3%)が 集中する:焼土厚18cmを測るものもある。

万座北側地区

最大は第02号焼土遺構 (F5区 )の長軸340cm× 142cm、 最小は第01号焼土遺構 (F5区 )の長軸20cm× 14cm

である。長軸30cm～60cmに47基 (59.5%)が 集中する。焼土厚12cmを測るものもある。

万座西側地区

最大は第20号焼土遺構 (G4区 )の長軸243cm X l10cm、 最小は第02号焼土遺構 (D9区 )の長軸16cm× 1lcm

で、長軸100cmを超えるものが9基(39.5%)存在する。

万座南側地区

最大は第702号焼土遺構 (Gl区 )の長軸54cm× 46cm、 最小は第701号焼土遺構 (Gl区 )の長軸48cm× 42cm

である。

野中堂隣接地 (東側地区を含む)

最大は第51号焼土遺構 (B2区 )の長軸104cm× 80cm、 最小は第22号焼土遺構 (B2区 )の長軸40cm× 30cm

である。長軸50cm～ 60cmに21基 (52.5%)が 集中する。

野中堂南側地区

最大は第108号焼土遺構 (B3区 )の長軸246cm X 146cm、 最小は第109号焼土遺構 (B3区 )の長軸20cm× 14

cmである。長軸60cmの規模のものが多い。

一本木後口地区

最大は第16号焼土遺構 (A2区 )の長軸100cm× 43cm、 最小は第1号焼土遺構(Al区 )の長軸15cm× 10cmで

ある。長軸40cmに14基 (42.4%)が 集中する。焼土厚2cm～ 12cmを測る。

【ウ.堆積状況】

本遺構の確認面は基本層序Ⅲc層上面～V層上面の各層で検出される。基本的には焼土上に遺構確



認面の上位層が堆積する。全273例のうち掘り方がみられるのは6例であり、焼土はいずれも掘り方底

面より浮いた状況であつたが、投棄された状況は示していなかった。

【工 出土遺物】

遺構が平面的な広がりを持っていることから共伴遺物は少なく、40例で全体の14.6%である
`そ
れら

は万座隣接地や同北狽1地区に多い。

万座隣接地

遺物の共伴例は6例である。第210号焼土遺構 (Dl区 )か ら深鉢形土器、第211号焼土遺構 (Dl区 )か ら

は石鏃、第222号焼土遺構 (Dl区 )か らは土器片利用上製品が出土している。

万座北側地区

遺物の共伴例は20例である。第210号焼土遺構 (Dl区 )。 408b号焼土遺構 (Fl区 )か らは深鉢形土器、第

203号焼土遺構 (Dl区 )か らは石鏃、第408b号 。409号 (Fl区 )・ 421焼土遺構 (Fl区)か らは土器片利用土

製品が出土している。第214号焼土遺構 (Dl区 )か らは50点 という多量の土器片が出土した。

万座西側地区

遺構からの共伴遺物はない。

万座南側地区

遺構からの共伴遺物はない。

野中堂隣接地 (東側地区を含む)

遺構からの共伴遺物はない。

A

A

ノ
ヽ

/_/＼＼ ④＼

―

一

0                1m

1 暗褐色土(1 0YR3/3)
2 黒褐色土(1 0YR2/2)
3 褐色土(10YR2/6)焼土
4 暗褐色土(10YR3/4)
5 褐色土(1 0YR4/4)
6 黒褐色土(10YR3/2)

SX(f)210

A:

SX(f)210

SX(f)210(万 座隣接地 )

第110図  焼土遺構実浸1図



野中堂南側地区

遺構からの共伴遺物はない。

一本木後口地区

遺物の共伴例は4例である。土器片や土器片利用上製品が出土しているが数量は少ない。

【オ 重複関係】

重複関係を示すのは18例で、それらは万座隣接地及び同北側地区に限られる。

万座隣接地

柱穴状ピット  Pit167→ SX(f)220(Dl区 ) Pit91→ SX(f)221・ 222(Dl区 )

Pit203・ 204-→ SX(f)224(D10二 )

掘立柱建物跡  SX(f)602→ SB602〔D6区 )

フラスコ状土坑 SK(F)16・ 32→ SX(f)02(Dl区 )

力七EL撻艶着彗        SX(f)209b― →SX(f)209a(Dll二 )

遺構が埋まりきつたあとのものが多い。柱穴状ピットとは前後する切りあいをもっている。

万座北側地区

環状配石遺構  SX(f)12→SX(S)202(Dl区 )

柱穴状ビット  Pit02→ SX(f)02・ SX(f)17(F4区 )Pit33→ SX(f)12(F4区 )

掘立柱建物跡  SB01・ SB05

土坑      SX(f)205→SK207(Dl区 ) Pit26→ SX(f)03→ SK03(F4区 )

柱穴状ピットが埋まりきつた後のものが多く、土坑や環状配石遺構によつて切られているものもあ

る。

万座西側地区

焼土遺構    SX(f)2→SX(f)24(G4区 )

野中堂隣接地 (東側地区を含む)

重複なし

野中堂南側地区

重複なし

一本木後口地区

重複なし

【力.時  期】

焼土遺構からの遺物の出土は少ないことから、重複する遺構や検出面を考慮しながら時期を決定す

る必要がある。

万座隣接地

遺構が平面的なことから、出土遺物がその時期を決定する資料となりがたいものがあるが、その出

土土器は後期前葉 。十腰内 I式のものがほとんどである。それぞれの遺構検出面に違いがあるが、Ⅲ

c層のものは後期中葉、Ⅲd層のものは後期前葉という時期を与えることができるものと考えられる。



上記の重複関係、同地区の遺構の重複関係全体を考慮し、その時期は万座環状列石の存続しつづけ

た期間と考えられる。

万座北側地区

本地区で確認された遺構の構築時期は後期前葉～中葉にかけてのものである。縄文早期 。前期の上

器片も出土しているが、これに伴う焼土遺構は確認されていない。

遺構は大まかに、台地縁の竪穴住居跡、環状に巡らされた掘立柱建物群が造られた後期前葉 (十腰

内 I式 )と環状配石遺構を中心とした後期中葉 (十腰内Ⅱ・Ⅲ式)に分けることが可能である。竪穴住居

跡、掘立柱建物群、環状配石遺構に隣接地して分布する焼土遺構はこの時期のものと考えられる。

万座西側地区

本地区で確認された遺構の中で縄文後期中葉のものである第2号竪穴住居跡 (十腰内Ⅱ式)を除き、

すべて後期前葉 (十腰内 I式 )である。それらが時間をおかずに継続されていたのかは不明であるが、

本地区で確認された焼土遺構はこの時期に限定されるものと考えられる。

万座南側地区

本地区で確認された遺構、出土した遺物は後期前葉 (十腰内 I式 )である。本地区で確認された焼土

遺構の時期はこの時期に限定されるものと考えられる。

野中堂隣接地 (東側地区を含む)

野中堂環状列石は後期前葉～中葉にかけて構築されたものである。また、同列石を中心に規則的に

分布する建物跡、土坑、フラスコ状土坑は同列石と密接に結びついたものと考えられる。焼土遺構も

また上記の遺構群域に分布していること、遺構検出面、遺構内外の出土遺物から環状列石と同時期の

時期が与えられる。

野中堂南側地区

野中堂環状列石の南側40mの地点に焼土遺構が群集している。さらにその南側に40m地点には3基の

配石遺構及び1列の配石列が位置する。これらはほぼ南北に並び、焼土密集部分を示しているように

もみられることから同時性を感じることができる。第03号配石遺構出上の甕棺土器から後期前葉 。十

腰内 I式の時期が与えられる。

一本木後口地区

本地区は配石遺構 (配石墓 )と 土坑 (墓 )を主体とした墓域を形成し、その構築時期は後期前葉 (十腰

内 I式 )の もので、これ以外の時期の遺構と遺物は合まない。このことから本地区で確認された焼土

遺構の時期はこの時期に限定されるものと考えられる。

【キ.分  布】

万座隣接地

環状列石を大きく取り囲むように掘立柱建物群域に接しながら、またはやや離れて分布している。

列石の北東側の焼土遺構は5～8基がまとまリグループを構成しているようにも看取される。

万座北側地区

本地区は遺構変遷から、竪穴住居跡、建物跡、環状配石遺構の各々を中心とした時期におおよそ区



Ⅲ
Ｔ
Ｉ
Ｌ

０

“

。階
／ヽ
Ⅸ
　
　
″

/目 目目
第111図  焼土遺構分布図 (万座隣接地 )

.SX(f)702

・ SX(f)701

.許‰ ク

0                               50m

)                               50nl

衰
ム_ ξ堰憮ィ馬‖Ъ

一―

第112図  焼土遺構分布図 (万座北側地区) 〇



′́
Ｌ
、
ｈ
Ｆ
碑
　
　
腱

SX(f)24
島 SX(f)創

(1)1

― ―

キ):

靴|150m

l llr/1

「キ||
第113図

)ギ

|′ 1/

焼土遺構分布図 (万座西側地区)

ロ

f)31 rSX(f)

虻群H影
(f)20 SX(f)1
(1)21 /

50m下

焼土遺構分布図 (野中堂隣接地)

多く
第114図



分される。前二者は後期前葉 。十腰内 I式、後者は後期中葉・十腰内Ⅱ式である。

竪穴住居は台地縁に造られ、焼土遺構はこれを囲むような配置を示している。掘立柱建物跡につい

てはその性格を「マツリと祈りの場」と捉えているが、掘立柱建物跡に伴ったものは確認できなかっ

た。また、地区中央に大型の第4号環状配石遺構があり、これを取り囲むように15基の焼土遺構が分

布しており、これらは4号環状配石遺構内部に位置する石囲炉と共に環状配石遺構に伴つた可能性が

強い。

万座西側地区

台地縁に沿つて分布する傾向が見られる。同地区北側に分布する竪穴住居跡群周辺にもその分布が

見られるが、住居跡に伴ったものかは不明である。

万座南側地区

確認数が2基であり、詳細は不明である。

野中堂隣接地 (東側地区を含む)

野中堂環状列石東側に未調査部分が残っていることから詳細は不明である。万座環状列石隣接地と

比較し、その分布密度は低い。野中堂環状列石の西側の掘立柱建物跡 (群 )の外側に焼土遺構が6基確

認され、万座環状列石と似たような分布を示している。

また、列石南側出入り口施設の延長線上には焼土遺構の密集する地点、それのさらに延長線上には
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配石遺構群・配石列がある。同列石とやや距離はあるものの列石や掘立柱建物跡、同地区南側地区の

遺構群と密接な関係にあるものと考えられる。

野中堂南側地区

野中堂隣接地南端の焼土遺構群と僅かな距離を隔てて、もうひとつの焼土遺構群がみられる。最も

近い位置関係にあるのが配石遺構群と配石列である。

一本木後口地区

本地区は配石遺構 (配石墓 )。 土坑 (土坑墓 )が主体となっている。焼土遺構はこの範囲内またはこれ

に接して分布している。

【ク.性  格】

焼土遺構については、そのものが人為的なものであるのか、自然的 (野火・山火事など)なものなの

か判断が難しい遺構である。遺構内より遺物が出土したものを人為的に火が焚かれたものと解釈する

と40例、さらに焼土下に掘り込みを持つものと限定していくと6例 となる。ここでは、確認されたす

べてを人為的なものと解釈する。

万座隣接地、万座北側地区、野中堂隣接地、一本木後口地区

二つの環状列石及び万座北側地区の第04号環状配石遺構、一本木後口の配石遺構群 (墓域 )を意識し

た配置を示すものについては、同地で行われた「葬送儀礼」。「マツリや祈り」に関連したものと想定

され、現在でも行われている「迎え火・送り火」的な要素や「場を清める」という意味合いを持って

いたものと考えられる。

万座西側地区

竪穴住居跡を意識したものについては「屋外炉」としての機能を持っていたものと考えられる。

万座南側地区

性格不明である。

上記以外にも、史跡内からは多くの焼土遺構が確認されている。人為によるものなのか、自然的な

要因で赤変したのか判断しがたい状態で検出されている。どのような目的があった不明なものが多い。



第 72表  焼土遺構(万座隣接地区-1)
NO 遺構名

(報文Nめ
調査区

グリッド

確 認 面 形 態 焼土の範囲

最大厚(cml

掘 り方

の規模

fcYn)

出土遺物 新旧関係 築

期

構

時

1 SXlf1209a

(報文 41
Dl区
D・92

(Illb層下位) 丸

形

隅

方

71× 35

厚さ9

78× 65 深鉢形土器 SX0209b
↓
SX0209a

期

葉

後

前

bXll1209b

(報文0
Dl区
Y⊃・92

(Ⅲb層下位) 径 80以上

厚さ 7

SX19209b

↓
SX0209a

SX0211
(報文 41

Dl区
YC‐92

(Ⅲd層上面) 55× 43内

42× 28

厚 さ 4

石鏃 1点

土器片 4点
後期

前葉

SX0219
(報文41

区
　
ヽ
９２

Ｄ・
知
ＺＸ．

(Ⅲb層下面) 径 79内

径 40

厚さ7

SX0220
(報文の

Dl区
ZX、

野 91

(Ⅲb層下面) 100× 95内

93× 78

厚 さ

土器片 11点 PIt167
→SX0220

後期

前葉

6 SX0221
(報文 41

Dl区
ZV√‐91

(Ⅲ d層上面) 71× 71内

47× 20

厚さ3

土器片 20点 Pれ91
→SX10221
→SX0222

後期

前葉

7 SX0222
(報文0

Dl区
ZW・ 90

(Ⅲ d層上面) 45× 40内

22× 10、 5
6× 5、 5

22× 6、

掻器 1,点

土器片 20点

土器利用土製品4点

後期

前葉

SX10224

(報文 41
Dl区
ZII・ 92

(Ⅲd層上面) 60× 43内

幅 10

SK0235、

SK0242、

Plt203・ 204
→SX0224

SX0225
(報文 41

Dl区
ZU‐ 91・ 92

(Ⅲd層上面) 16× 12

厚さ3

SX0226
(報文 51

D2区
ZW‐ 88

(Ⅲ c層上面) 55× 38内

44× 18、 14
11 SX10227

(報文5)
D2区
ZW・ 88

(Ⅲ c層上面) 66× 62内

51× 48、 15

土器片 13点 後期

前葉
SX0228
(報文 5) 駆ＺＶ、卿

(Ⅲ c層上面) 99× 69内
75× 43、 13

SX0302
(報文 101

D3区
VA・89

(Ⅲd層上位) 112× 84

SX0303
(報文 101

D3区
恥生・91

(Ⅲd層上位) 78× 74

SX10304

(報文 101
D3区
l‐A・ 91

(Ⅲ d層上位) 49× 42

SX0305
(報文 10

D3区
n‐91

(Ⅲ d層上位) 51× 48

17 SX0306
(報文 10

D3区
l‐B・ 91

(Ⅲ d層上位) 156× 76

SX0307
(報文 10)

D3区
YC・ 91

(Ⅲ d層上位) 63× 62

SX0308
(報文 10)

D3区
YC-90・ 91

(Ⅲ d層上0 62× 59

SX0309
(報文 10)

D3区
YB‐ 89

(Ⅲ d層上ω 82× 66

SX0310
(報文 10)

D3区
YC・ 87

(Ⅲ d層上0 80× 72

SX0311
(報文 101

D3区
YH‐88・ 89

(Ⅲ d層上位) 92× 60

SX0313
(報文 101

D3区
YG・ 89

(Ⅲ d層上位) 78× 60

SX0401
(報文 101

D4区
ZW・ 94

(IIld層上ω 64× 54

SX0402
(報文 10)

D4区
ZX・95

(Ⅲ d上位 ) 64× 59 SXls1408と の

新旧不明
SX10601

(報文 11)
D6区
7S・94

(Ⅲ d上 面 ) 66× 44



第73表  焼土遺構(万座隣接地区-2)
No 遺構名

(報文Nol

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 焼土の範囲

最大厚lca

掘り方

の規模

(crrD

出土遺物 新旧関係 構築

時期

SX0602
(報文 11)

D6区
ZS・ 94

(Ⅲ d上面 ) 96× 94 SX0602
→SB602

SB603と は

新旧不明

SX(0603

(報文 11)
D6区
ZK‐ 92・ 93

(Ⅲd層上面) 64× 42 SX10603
→SX(S1605

SX(0604

鶴文 11)

区

　

９３

Ｄ６

ＺＪ
、
ＺＫ．

(Ⅲ d上面 ) 86× 48

SX0605
(報文 11)

D6区
ZM・

99・ 100

(Ⅲ c上位 ) 104X60

SX(0606

(報文 11)
D6区

ZM・ 99

(Ⅲ c上 面 ) 62× 58

SX0607
緞文lD

D6区
ZO・ 100

(Ⅲ c上 面 )

SX0608
(報文 11)

D6区

ZO‐ 100

(Ⅲ c上位 ) 58× 40

SX0609
(報文 11)

D6区
ZR・99

(Ⅲ c上位 ) 40× 36

SX0610
(報文lD

D6区

ZT・ 100

(Ⅲ d上 面) 58X40

SX10611

(報文 11)
D6区
ZT・

99・ 100

(Ⅲ c上位 ) 60× 46

SX0612
(報文 lll

D6区
ZS・ 98

(Ⅲ c上位 ) 56× 48

SX0613
(保文 11)

D6区
ZN・

99・ 100

(Ⅲ c上位 ) 46× 40

SX19614

(報文 11)
D6区
ZU・ 99

(Ⅲ c上位 ) 172× 96

SX0615
(報文 11)

D6区

ZQ・ 98

(Ⅲ c上位 ) 38× 36

SX10616

(報文 11)

D6区
ZS・

100・ 101

(Ⅲ c上位 ) 58X52

SX1001

徹文12
D7区
ZE・90

(Ⅲ d上面 ) 楕円形 58× 52

SX002
(報文 121

D7区

ZE・ 91

(Ⅲ d上面 ) 整

形

不

円

60× 38 SK016
SK032
→SK1002

SX1003

(報文121
D7区
ZG・ 91

(Ⅲ d上面) 円 形 56X53

SX004
(報文121

D7区

ZH・91

(Ⅲ d上面 ) 略
方 形

53× 50

SX1005

(報文 121

D7区
ZI‐ 87

(Ⅲ d上面 ) 不 整
形

38× 36

SX001
級文10

D8区
ZR‐81

(Ⅲ d上 面) 32× 30

SX002
(報文 15)

D8区
ZS・ 81

(Ⅲ d上面) 44× 30

SX003
(報文 151

D8区
ZS・ 81

(Ⅲ d上面 ) 34× 22

SX005
(報文 151

D8区
ZP・ 81

(Ⅲ d上面 ) 50X44

●



第 74表  焼土遺構(万座北側地区-1)
雌 遺構名

(報文Nol

調査区

グリッド

確 認 面 形  態 焼上の範囲

最大厚Gω
掘り方

の雛

(cml

出土遺物 新旧関係 構築

時期

1 SX0201
(報文0

Dl区
YK 90・ 91

(Ⅲb層下0 92× 66内
77× 44

厚さ7

土器片 5点 後期

前葉

2 SX0202
(報文 41

Dl区
l‐ K-90・ 91

(Ⅲb層下位) 41× 33内
23× 15

厚 さ 2

3 SX0203
(報文 41

Dl区
YL・ 90

(Ⅲb層下面) 76× 47内

37× 24

厚さ5

土器片 4点

石鏃 1点
後期

前葉

4 SX10204
織文 41

Dl区
11【・90

(Ⅲb層下ω 80× 39内
36× 30、  3
31× 13、 3

土器片 13点 後期

前葉

5 SX0205
(報文 41

Dl区
YG‐92

(Ⅲ e層 ) 円 形 61× 58 土器底部

土器片 3点 ＳＸ０２０５̈
後期

前葉
6 SX0210
(報文0

Dl区
YE・ 98

(Ⅲb層下位) 102× 82内

47× 26

厚さ14

深鉢形土器 1点

土器片 1点

期

葉

″俊

ヱ削

7 SX0212
(報文 41

Dl区
1■こ‐91・ 92

(Ⅲb層下位) 85× 80

厚さ 7

土器片 2点 SX0212
→SX(S1202

後 期

8 SX0213
(報文 41

Dl区
YF‐ 92

(Ⅲb層下0 54× 50

厚 さ 6

土器片 5点 後 期

前葉
9 SX0214
(報文 41

Dl区
YK‐ 93

(Ⅲb層下ω 127× 121

厚さ 18

土器片 50数点 後期

前葉
SX0215
(報文0

Dl区
■
‐
K・ 93

(Ⅲb層下位) 50× 47内
31× 19

厚 さ 3

11 SX0216
(報文 41

Dl区
理1‐ 92

(Ⅲb層下位) 49× 44内
26× 19

厚さ5

SX0215
→SX0216

SX0217
(報文0

Dl区
■■I‐ 92

(Ⅲb層下面) 58× 56内
39× 24

厚 さ 7

土器片 6点 後 期

SX0218
(報文0

Dl区
■ヽ・92

(Ⅲb層下甜 径 80内

径 57

厚さ 12

土器片 1点

掻器 1点
後 期

SX0401
(報文 6)

Fl区
Q・ 109

(Ⅲb層上位) 26× 55内
12× 16、 3

SX0402
(報文 6)

Fl区
U‐ 109

(Ⅲb層下位) 50× 72内

19× 34、 9
SX0403
(報文0

Fl区
T‐ 109

(Ⅲ d層上面) 69× 125内

11× 39、 7

15× 46、  11

17 SX0404
(報文0

Fl区
■108・ 109

(Ⅲd層 上面) 80×   内
厚さ5

土器片 2′点 後期

前葉
SX0405
(報文 6)

Fl区
T・ 106

(Ⅲb層下面) 58× 64内
58× 62、  11

SX0406
(報文 6)

Fl区
U‐ 106107

(Ⅲ d層上面) 30× 69内
7× 9、 5

14× 15、 5

土器片 5点 後 期

前葉

SX0407
(報文 61

Fl区
U‐ 105

(Ⅲb層下位) 55× 99内
24× 29、 4

SXlf1408a

(報文0
Fl区
S‐ 104

(Ⅲ d層上齢 32× 49内
2

SXlf1408b

(報文 61
Fl区
R・ 104

(Ⅲd層上齢 整

形

不

円

厚さ2 32× 55 深鉢形土器

土器片 10数点

土器片利用土製品 1点

後剛

前葉

SX0409
(報文0

Fl区
V・ 105

(Ⅲb層上位) 54× 65内

32× 49、  10

土器片 2点

土器片利用土製品 1点

後 期

SX0410
(報文 6)

Fl区
R‐ 102

(Ⅲb層上位) 24× 43

厚さ9

土器片数点 後 期

SX0411
(報文 6)

Fl区
R・99

(Ⅲb層上ω 36× 69内
29× 34、 6

土器片 2点 後 期

SX10412
(報文 61

Fl区
U、 V104

(Ⅲ d層上位) 43× 64内
25× 27、 5



第 75表  焼土遺構(万座北側地区-2)
聰 遺構名

(報文No)

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 焼上の範囲
最大厚Qω

掘り方
の規模
Qm)

出土遺物 新旧関係 構築

時期

SX0413
(報文③

Fl区
U‐ 104

(Ⅲd層上0 55× 65内

厚さ 2～ 3内

SX(0414
(報文0

Fl区
V104

(Ⅲd層上面) 62× 78内

24× 39、 3

SX0415
(報文 6)

Fl区
みヽ104

(Ⅲd層上面) 82×

45×

内

７

SX0416
(報文 6)

Fl区
ミー104

(Ⅲd層上面) 39× 39内

15× 23、 4

SX0417
(報文 6)

Fl区
R‐ 100

(Ⅲb層上位) 56× 62内

36× 52、  5

土器片 7点 後 期

SX0418
(報文 6)

Fl区
R・ 100

(Ⅲb層上位) 36× 56内

36× 36、 6

土器片 4点 後 期

SX0419
(報文 6)

Fl区
R‐ 99

(Ⅲb層上0 43× 77内

27× 45、 3

12× 13、 3

SX0420
(報文 6)

Fl区
R‐ 105

(Ⅲd層上位) 42× 52内

14× 25、 4

SX0421
(報文 6)

Fl区
R‐ 105

(Ⅲ d層上面) 75× 108内

46× 64、 12
土器片 1′点

土器片利用上製品 1点
後期

前葉
SX0422
(報文 6)

Fl区
■104

(Ⅲd層上面) 104× 221内

90× 134、  6
47× 57、 5

土器片 5点 後期

前葉

SX0431
(報文 6)

F2区
YL‐ 117

(Ⅲd層上面) 66× 44内

60× 32、 5
後期

前葉
SXID314
(報文10

D3区
YH‐ 91

(Ⅲd層上位) 100× 84

SX0316
(報文 10)

D3区
YII‐ 91

(Ⅲd層上0 46× 42

SX0317
(報文 101

D3区
YH‐ 91

(Ⅲd層上0 60× 40

SX0318
(報文 101

D3区
1■んⅧ ‐91

(Ⅲd層上個 60× 45 6～ 18cm大の礫 20個

SX0320
(報文10

D3区
Y」 91

(Ⅲd層上位) 80× 62

SX0321
(報文 10)

D3区
YH‐ 90

(Ⅲ d上位 ) 54× 49

SX01
(報文 13)

F4[二

YQ‐ 100

(Ⅲ c層 ) 40× 50

SXKf12

(報文 13)
F4区
YP‐ 100

(Ⅲ c 層 ) 40× 43 Pit2
→SX02

SX103
(報文 13)

F4区
YP‐ 100

(Ⅲ c層 ) Plt26
→SX03
→SK3

SX05
(報文 13)

区

・９９

Ｆ４

ＹＯ

(Ⅲ c層 ) 74× 85

SX06
(報文 13)

F4区
YN‐ 98

(Ⅲ c 層 ) 66× 80

SX07
(報文 13)

F4区
YM‐ 98

(皿 c層 )

SX(D8
(報文 13)

F4区
YP‐ 102

(Ill c層 ) 55× 84

SX09
(報文 19

F4区
YP‐ 104

(Ⅲ c 層 ) 34× 38

SX1010
(報文 13)

F4区
YO‐ 105

(Ⅲ c層 ) 75× 97

SX011
(報文 13)

F4EE
YN‐ 106

(Ⅲ c層 ) 40× 55

SXID12
(報文 19

F4区
YJ‐ 103

(Ⅲ c 層 ) 60× 70 Pit33
→SX012

SX014
(報文 13)

F4区
YJ‐ 102

(Ⅲ c 層 ) 35× 45 SB5と の

新旧不明

SX015
(報文 13)

F4区
Y」‐100

(Ⅲ c 層 ) 32× 60 SBlと の

新旧不明

SX(016
(報文 10

F4区
Y」‐101

(Ⅲ c層 ) 39× 55



No 遺構名
(報文Nめ

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 焼土の範囲

最大厚lcml

掘り方

の規模
(cm)

出土遺物 新旧関係 構築

時期

SXID17

(報文19
F4区
11・ 103

(Ⅲ c 層 ) 40× 41 Plt2

→SXID17

SX018
(報文 13)

F4区
YF‐ 100

(Ic 層 ) 29× 40

SXID19

(報文 13)
区

螺

Ｆ４

Ⅶ

(Ⅲ c層 ) 53× 81

SXID20

(報文 13)
F4区

YE‐ 99

(Ⅲ c 層 ) 47× 48

SXID21

(報文 13)
F4区
YC‐ 98・ 99

(Ⅲ c 層 ) 34× 59

SX022
(報文 131

F4区
Y」
‐100

(Ⅲ c 層 ) 72× 74

SX(001

(報文 141

F5区
YY l15

(Ⅲ d上面) 20× 14

SX002
(報文 141

F5区
YX‐

114・ 115

(Ⅲ a上 面) 340× 142

SX003
(報文 141

F5区
YX‐ 115

(Ⅲ d上 面 ) 25× 24

SXllD04

(報文 141
F5区
YT・ 113

(Ⅲ d上面) 45× 32

SX005
(報文 141

F5区
Ylll14

(Ⅲ d上 面 ) 30× 26

SX1006

(報文 141

F5区
YR‐ 120

(Ⅲ a上 面 ) 500× 45～ 260

SX001
(報文lD

F6区
YY 105

(Ⅲ d上 面 ) 40× 30

SX002
(報文 15)

F6区
YX‐ 108

(Ⅱ d上 面 ) 30× 26

第76表 焼土遺構(万座北側地区-3)

第 77表 焼土遺構(万座西側地区)
NO 遺構名

(報文Nol

調査区
グリッド

確 認 面 形 態 焼土の範囲

最大厚eml 鵬囃ω

出土遺物 新旧関係 構築
時期

1 SX10229

(報文 5)

D2区
l‐E・81

(Ⅲd層上面) 68× 45、 4

2 SXllpl

(報文 191

G3区
7W70

(Ⅲb層上面) 68× 51

3 SX02
(報文 191

区

”　
・５５

Ｇ３

ＺＥ

Ⅶ

(Ⅲa層上面) 75× 58

4 SX03
(報文 19)

G3区
ZZ‐ 71

(Ⅲc層上面) 75× 58

5 SXt194

(報文 19)

G3区
ZX‐ 55

(Ⅲd層上面) 94× 60

6 SX01
(報文201

G4区
YG‐ 72

(Ⅲd層下位) 72× 54

中央 54× 25

7 SX02
(報文201

G4区
YNI‐68

(Ⅲb層上面) 134× 103

8 SX03
(報文201

G4区
YWI‐ 68

(Ⅲb層中位) 77× 64

9 SX(34

(報文201
G4区
YK‐ 66

(Ⅲb層中位) 46× 45

SX05
(報文20)

G4区
YJ‐ 66

(Ⅲb層止面) 80× 51

SX06
(報文20)

G4区
YN‐ 64

(Ⅲb層下υ 126× 77

SX07
(報文201

区

６４

Ｇ４
Ⅱ

(Ⅲc層 中0 39× 24

O



第78表 焼土遺構(万座西側地区)

第79表 焼土遺構(万座南側地区)

M 遺構名
(報文Nめ

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 焼上の範囲

最大厚lcm) 鵬
囃ｍ

出土遺物 新旧関係 構築

時期

SX011
(報文201

G4区
YM‐ 60

(Ⅲb層中位) 104× 67

SX(D12

(報文20)
G4区
YP‐ 56

(Ⅲc層中位) 212× 13

SX014
(報文20)

G4区
YL‐ 52

(Ⅲb層中位) 61× 46

SX015
(報文20)

G4区
YL‐ 52

(Ⅲb層上面) 171× 118

SX016
(報文20)

G4区
VW「‐ス,

(Ⅲb層上D 108× 76

SX017
(報文201

G4区
ミα‐4R

(Ⅲb層上位) 108× 75

SX018
(報文201

G4区
YR-48

(Ⅲb層上面) 88× 62

SX019
(報文201

G4区
YR‐ 48

(Ⅲb層上齢 96× 90

SX020
(報文201

G4区
YL‐ 50

(Ⅲb層上D 243× 110

SX021
(報文201

G4区
YM‐ 70

(Ⅲb層 中位) 155× 111

SX1023

(報文20)
G4区
Ⅷ l‐ 71

(Ⅲb層下機 43× 29

SXID24

(報文201
G4区
YM‐ 70

(Ⅲb層 中0 76× 38 SX02
→SX024

期

葉

後

中

SX101

(報文 19)
D9区
Ⅷ ～76

(Ⅲd層上面) (441× 30

SX02
(報文 19)

D9区
YL‐ 76

(Ⅲb層上面) 16× 11

SX03
(報文 19)

D9区
YL‐ 76

(Ⅲd層上面) 92× 79

SXl194

(報文 19)

D9区
YO・ 78

(Ⅲd層上面) 78× 58

SX(05

(報文 19)
D9区
YK‐ 79

(Ⅲd層上齢 108× 108

SX06
(報文 19)

D9区
YL‐ 80

(Ⅲb層上面) 117)× 66

SX107

(報文 19)

D9区
YN・ 80

(Ⅲd層上面) 86× 63

SX08
(報文 19)

D9区
YM―

YN‐ 80

(Ⅲb層上面) 61× 43

NO 遺構名

(報文Nめ

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 焼上の範囲

最大厚lcml

掘り方

の規模
●mヽ

出土遺物 新旧関係 構築

時期

1 SX0701
(報文 81

Gl区
ZA‐59

(Ⅲ dl層 上面) 48× 42

厚さ3
後期

2 SX0702
(報文81

Gl区
ZA、 A・ 60

(Ⅲ dl層上面) 54× 46

厚さ5

32× 20 後期

初頭

前葉

〇



第 80表  焼土遺構(野中堂隣接地区-1)
NO 遺構名

(報XNO)

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 焼上の範囲

最大厚em) 鵬囃ω

出土遺物 新1日関係 築

期

構

時

1 SX001
(報文 16)

B区 (Ⅲd層上面) 50× 35

2 唸

・６

り

文

跳

鰈
B区
R‐ 113

(Ⅲd層上面) 80× 50

3 SX003
(報文10

B区 (Ⅲ d層上ω 40× 38

4 SXuJ04

(報文 16)

B区
R‐ 109

(Ⅲd層上面) 70× 45

5 SX005
(報文 161

B区
R・ 109

(Ⅲd層上面) 50× 40

6 SⅨぶ006
(報文10

B区
s‐ lnq

(Ⅲ d層上D 60× 40

7 SXu107

(報文 16〉
区

罰

Ｂ

Ｎ
(Ⅲd層上面) 60× 42

8 SX008
(報文 161

B区
N・A^

(Ⅱd層上面)

9 SXW09
(報文10

B区
R‐ 113

(Ⅲd層上D 117× 45

SX010
(報文 16)

区

郎

Ｂ

ｓ

(Ⅲd層上闘 60× 40

11 SX011
(報文 16)

区

８５

Ｂ

Ｓ

(Ⅲd層上面) ×40

SX012
(報文 161

区

郎

Ｂ

鮮
(Ⅲ d層上面) 50× 37

SX013
(報文 16)

区

８５

Ｂ

Ｓ

(Ⅲ d層上面) 82× 58

SX014
(報文 16)

区

８５

Ｂ

ｙ
(Ⅲd層上D 53× 38

SX015
(報文 16)

区

８５

Ｂ

予
(Ⅲd層上面) 62× 37

SX016
(報文 16)

区

８５

Ｂ

Ｖ
(Ⅲd層上面) 54× 33

17 SX017
(報文10

区

８５

Ｂ

Ｖ
(Ⅲ d層上面) 57× 43

SNJ18
(報文 16〉

区

・８５

Ｂ

Ｗ
(Ⅲ d層上面) 50× 35

SX019
(報文 16〉

区

溺

Ｂ

Ｗ
(Ⅲd層上面) 53× 37

SX020
(報文 161

区
器
Ｂ
Ｗ

(Ⅲd層上面) ×33

SX021
(報文10 駆略

(Ⅲd層上闘 ×55

SX022
(報文 16)

区

８‐

Ｂ

Ｔ
(Ⅲd層上齢 40× 30

SX023
(報文 16)

B区
11‐ Al

(Ⅲd層上面) 65× 40

SXu924

(報文 16)

区

剖

Ｂ

Ｕ
(Ⅲd層上面) 82× 62

SX025
(報文 161

区

飼

ｎ
″

Ｙ

(Ⅲd層上0 50× 35

SX026
(報文10

区

”

Ｂ

ｖ
(Ⅲd層上位) 38× 25

SX027
(報文 16〉

区

・７９

Ｂ

Ｗ
(Ⅲd層上位) 55× 47

SX046
(報文 17) 駆鞠

(Ⅲb層上面) 47× 38

SX051
(報文 17)

B2区

D、 E・91

(Ⅲ d'層上面) 104× 80

SX052
(報文 171

B2区

H、 I‐88

(Ⅲd層上面) 87× 64

SX∪53

(報文 1つ

区

４

２

８

(Ⅲ d層上面) 15× 10

SX054
(報文 171

区

６

２

・
８

(Ⅲ d層上面) 72× 46

SX055
(報文 17) 駆円

(Ⅲd層上面) 52× 41

SX056
(報文 17)

B2区
」‐88

(Ⅲb層上面) 61× 28

SX059
(報文 17) 駆
Ｇ・８９

(Ⅲd層上面) 95× 77

SX060
(報文 17) 駆蜘

(Ⅲd層上面) 98× 85

〇



第81表  焼土遺構(野中堂南側地区-1)
No 遺構名
(報文Non

調査区
グリッド

確 認 面 形  態 焼上の範囲

最大厚(cm)

掘り方
の規模
(cm)

出土遺物 新旧関係 構築
時期

1 SX030
(報文 1つ

B2区
S‐85

(Ⅲd層上面) 42× 38

SX(031
(報文 1つ

B2区
S‐85

(Ⅲd層上面) 36× 26

SX(032
(報文 1つ

B2区
S‐86

(Ⅲd層上面) 126× 41

SX033
(報文 17)

B2区
q_RR

(Ⅲd層上面) 98× 85

SXtt984

(報文 17)

B2区
T‐ 86

(Ⅲd層上面) 143× 95

SX035
(報文 17)

B2区
T‐RA

(Ⅲd層上面) 38× 36

SX036
(報文 1つ

B2区
S‐ 86

(Ⅲd層上面) 71× 44

SXID37
(報文 1つ

B2区
S‐ 87

(Ⅲd層上闘 73× 60

SX038
(報文 1つ

B2区
S‐ 87

(Ⅲd層上面) 71× 64

SX039
(報文 1つ

B2区
■36

(Ⅲd層上面) 29× 29

11 SX040
(報文 1つ

B2区
T‐ 36

(Ⅲd層上面) 25× 22

SX042
(報文 1つ

B2区
T‐85

(Ⅲd層上面) 54× 36

SX043
(報文 1つ

B2区
T‐ 85

(Ⅲd層上面) 52× 47

SX044
(報文 1つ

B2区
R‐ 85

(Ⅲd層上面) 64× 56

SXID45
(報文 17)

B2区
R・ 85

(Ⅲd層上面) 45× 35

SX047
(報文 1つ

B2区
Q‐ RA

(Ⅲd層上面) 111× 54

SXID49
(報文 1つ

B2区
S‐ 86

(Ⅲd層上面) 166× 65

SX050
(報文 1つ

B2区
R‐ 85

(Ⅲd層上面) 55× 6

SX057
(報支 lil

B2区
P‐85

(Ⅲd層上面) 85× 43

SX058
(報文 1つ

B2区
P‐85

(Ⅲd層上面) 68× 57

SX061
(報文 1つ

B2区
0‐只К

(Ⅲ d層上面) 50× 42

SX062
(報文 171

B2区
Q‐ 86

(Ⅲd層上齢 35× 34

SX(D63
(報文 171

B2区
S‐85

(Ⅲd層上面) 73× 56

SX064
(報文 1つ

B2区
S‐86

(Ⅲd層上面) 120× 75

SX(,65
(報文 1つ

B2区
S‐86

(Ⅲd層上面) 67× 36

SX(066
(報文 171

B2区
S‐RA

(Ⅲd層上面) 70× 49

SX067
(報文 1つ

B2区
S‐86

(Ⅲd層上面) 47× 31

SX068
(報文 1つ

B2区
S‐86

(Ⅲd層上面) 43× 36

SX069
(報文 17)

B2区
S‐86

(Ⅲd層上面) 43× 20

SXID70
(報文 171

B2区
S‐ Rヽ

(Ⅲd層上面) 62× 52

SX071
(報文 171

B2区
S‐85

(Ⅲd層上面) 75× 56

SX072
(報文 1つ

B2区
T‐87

(Ⅲd層上面) 78× 62

SX073
(報文 1つ

B2区
S‐88

(Ⅲd層上面) 81× 58



第82表  焼土遺構(野中堂南側地区-20東側地区を含む)
NO 遺構名

(報文Nめ
調査区

グリッド
確 認 面 形  態 焼上の範囲

最大厚Q0
掘り方

の規模
←m)

出土遺物 新旧関係 構築

時期

SX0100
(報文 181

B3区
X‐ 80

(Ⅲd層上面) 50× 40

SX0101
(報文 181

B3区
WX・ 83

(Ⅲd層上面) 64× 36

SX0102
(報文 181

B3区
W102

(Ⅲ d層上面) 36× 32

SX0103
(報文 181

B3区
W83・ 84

(Ⅲd層上面) 66× 44

SX0104
(報文 181

B3区
W85

(Ⅲd層上面) 66× 50

SX0105
(報文 10

B3区
W85

(Ⅲd層上面) 42× 38

SX0106
(報文 181

B3区
W85

(Ⅲd層上面) 42× 40

SX10107

(報文 181
B3区
X‐ 83

(Ⅲ F層上面) 36× 26

SX10108
(報文10

B3区
Υ84

(Ⅲd層上面) 246× 146

SX0109
(報文 181

区

８２

Ｂ３

Ｗ

(Ⅲd層上面) 20× 14

SX0110
(報文10

B4区
H‐ 91

(Ⅲ d'層上面
～Ⅲd層上面)

61× 49

sxlfmlll

(報文 181
B4区
0‐ 93

(Ⅲ d'層上面
～Ⅲd層上面)

60× 38

SX10112

(報文 18)
B4区
O‐ 93

(Ⅲ d'層上面
～Ⅲd層上面)

70× 36

SX0113
(報文 181

区

３

４

・
９

Ｂ

Ｐ

(Ⅲ d'層上面
～Ⅲd層上面)

64× 54

第83表  焼土遺構(一本木後口地区-1)
L 遺構名
(報文Nめ

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 焼土の範囲

最大厚(cm)
掘り方
の規模

lcm)

出土遺物 新旧関係 構築

時期

1 SX∪ 1

(報文 1)

Al区
D‐ 12

(V層 上面 ) 不 整
形

10× 15

厚さ4

35× 15 土器片 1,点

2 SX102

(報文 1)
Al区
D‐ 12

(V層 上面 ) 37× 25

厚さ3

3 SXID4

(報文 1)

Al区
R‐ 11

(Ⅲ d層上闘 24× 19

厚さ4

4 SX05
(報文 1)

Al区
R‐ 12.13

(Ⅲ d層上面) 51× 44

厚さ 2

5 SX08
(報文 1)

Al区
R‐ 14

(Ⅲd層上面) 不 整
形

15× 10

厚さ3

30× 20

6 SXilD9
(報文 1)

Al区
R‐ 14

(Ⅲd層上面) 39× 25

7 SX010
(報文 1)

Al区
B‐ 14

(Ⅲc層上面) 35× 24

10× 10

厚さ 3

8 SX011
(報文 1)

Al区
B‐ 15

(Ⅲc層上面) 33× 15

8× 8

厚さ4

9 SX012
(報文 1)

Al区
C‐ 16

(Ⅲc層上面) 39× 30

20× 11

厚さ 1～ 2

SX013
(報文 1)

Al区
D‐ 19

(Ⅲc層上面) 40× 22、 4
25× 15、 2

SX014
(報文 2)

A2区
U‐9

位

＞

下

面

層

中

Ⅲ 42× 29

厚さ3

SXID15
(報文 2)

A2区
U‐ 10

(Ⅲ 層 下位

中 面 )

不 整
形

90× 75

厚さ 5

55× 45



第84表  焼土遺構(一本木後口地区-1)
No 遺構名

級 XNOl

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 焼土の範囲

最大厚lcml 鵬囃ω

出土遺物 新旧関係 構築

時期

SX016
(報文 2)

A2区
T‐ 7

(Ⅳ層上面 ) 100× 43

厚さ 16

土器片 5点 後 期

SX017
(報文

"

蛇 区
0‐ 9

(Ⅲd層下位) 36× 25

厚さ4

SX018
(報文

"

Ar2区

R‐ 10

(Ⅲd層下位) 56× 16

厚さ4

SX(D19

(報文2)
A2区
0‐ 8

(Ⅲ d層下位) 42× 29

厚さ4

縄文土器 1点

SXID101

(報文②
Bl区
E‐ 103

(Ⅲb層下面) 42× 26

厚さ2

SX0102
(報文2)

Bl区
H・ 103

(Ⅲe層上前 18× 17

厚さ6

SX0103
(報文 2)

Bl区
L‐

101・ 102

(Ⅲb層下面)
厚さ2

SX1020

(報文Э

A3区
■6

(Ⅲ 層下位) 76× 54

厚さ3～ 4

SX021a
(報文 3)

A3区
■5

(Ⅲ 層下位 ) 77× 22

厚さ 5

土器片利用上製品1点

SX021b
(報文 3)

A3区
T・5

(Ⅲ 層下位) 25× 12

厚さ3

SXlf122a

(報文 3)

A3区
O‐ 2

(Ⅲd層上面) 100× 53

厚さ12

SX022b
(報文 3)

A3区

Q‐2

(Ⅲd層上面) 67× 26

厚さ10

SXlf123a

(報文 31

A3区
R‐2

(Ⅲ d層 ) 41× 27

厚さ2

SX023b
(報文 3)

A3区
R・ 2

(Ⅲ d層 ) 25× 16

厚さ5

SX023c
(報文 3)

A3区
R‐2

(Ⅲ d層 ) 45× 35

SX1025

(報文9
A3区
S、■4

(Ⅲ d層 ) 56×‐５

６
厚さ

SX026
(報文 3)

A3区
W5
(Ⅲ 層 ) 41× 31

厚さ4

SXID27

(報文 3)
A3区
W5
(Ⅲ 層 ) 50× 39

厚さ2

SX028a
(報文 3)

A3区
S、■4

(Ⅲ d層 ) 32× 20

厚さ5

SX028b
(報文 3)

A3区
S、■4

(Ⅲ d層 ) 21X10
厚さ5

土器片 1点 後 期

SXID29

(報文Э
A3区
■2

(Ⅲ d層 ) 50× 40

厚さ3

の



8.土 坑

(1)Tピ ット (第 116～ 126図、第85～ 90表 )

これまでの調査によつて、万座隣接地13基、万座北側地区31基、万座西側地区13基、万座南側地区

3基、野中堂隣接地6基の計66基のTピ ットが検出されている。Tピ ットは「陥し穴状遺構」と呼ばれ

るものである。

【ア.形  態】

平面形は細長い楕円形を呈する。他のものは見られない。短軸断面
。長軸断面に違いが見られ、短

軸断面は「V字状またはY字状」、長軸断面は「逆台形またはオーバーハングした形」を呈する。

長軸断面によつて下記のように形態分類できる。

I類 平面形は長楕円形で、長軸断面がオーバーハング(構築面から裾広がりに掘り込まれるもの)

するもの。39基

Ⅱ類 平面形は長楕円形で、長軸断面が底面より垂直または外

反して立ち上がるもの。20基

Ⅲ類 平面形は長楕円形を呈する。平面のみの確認に留めたも

の、ビット長軸端の調査が行なわれず掘り方が不明なもの。

10基

万座隣接地

I類6基、Ⅱ類6基、Ⅲ類1基である。

万座北側地区

I類14基、Ⅱ類11基、Ⅲ6類基である。

万座西側地区

第4号 Tピ ット1基を除きすべて I類である。 第116図  Tピ ット形態模式図

万座南側地区

3基すべて I類である。

野中堂隣接地

I類1基、Ⅱ類3基、Ⅲ類2基である。

【イ.規  模】                  
‐

長軸規模がはつきりとするものは32例である。最大のものは万座北側地区の第47号 Tピ ットで長軸

520cm、 最小のものは万座南側の第56号 Tピ ットの270cmで ある。幅は崩壊などを考慮しなければなら

ないが32～ 117cmを測り、横断面形がU形のものとY字形のものがあり、Y字のものが間口が大きい。

遺構検出面からの深さは75～ 193cmを測る。深さ100cm～140cmに集まる傾向を示すが150cmを超える

ものが13例存在する。

万座隣接地

長軸が最大なものは第27号 Tピ ツトの414cm、 最小は第616号 Tピ ットの312cmで ある。長軸が300cm

のものが多い。深さは88cm～ 164cmで 一定しない。
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SK(T)235

1 黒褐色土(7 5YR3/2)
2 黒色土(10YR2/1)
3 黒色土(10YR2/1)
4 黒色土(10YR2/1)
5 黒褐色土(1 0YR2/3)
6 暗掲色土(1 0YR3/4)
7 黒褐色土(10YR3/2)
8 明黄褐色土(10YR6/6)

SK(T)13

1 暗褐色土(10YR3/3)
2 黒褐色土(10YR3/2)
3 黒褐色土(10YR3/2)
4 黒褐色土(10YR3/2)

SK(T)237
(万座隣接地 )

SK(T)237

1 黒褐色土(1 0YR2/2)
2 黒色土(1 0YR2/1)
3 暗褐色土(10YR3/3)
4 黒褐色土(10YR3/2)
5 黒褐色土(10YR3/3)

SK(T)01

1 黒色土(10YR1 7/1)
2 黒色土(10YR2/1)
3 黒色土(10YR2/1)

SK(T)01

(万座隣接地 )

SK(T)27

1 黒色土(10YR2/1)
2 黒色土(1 0YR2/1)
3 黒色土(1 0YR2/1)
4 黒色土(1 0YR2/1)
5 黒褐色土(10YR3/2)

SK(T)27
/(万
座隣接地 )

SK(T)463

1 黒色土(7 5YR1 7/1)

|12 黒褐色土(10YR2/3)
-3 明貴褐色土(10YR6/8)
4 黄橙色土(10YR7/8)
5 明責褐色土(10YR6/8)
6 褐色土(10YR4/6)

SK(T)463
(万座北側 )

SK(T)464

1 黒色土(7 5YR1 7/1)
2 黒色土(10YR2/1)
3 明黄掲色土(1 0YR6/8)
4 黒色土(10YR2/1)
5 黄褐色土(10YR5/6)
6 責褐色土〈10YR5/6)
7 黒色土(10YR2/1)
8 責褐色土(10YR5/6)
9 黒色土(10YR2/1)

0                    2m

SK(T)235
(万座隣接地 )

SK(T)13
(万座隣接地)

E        El

SK(T)02
(万座隣接地 )

SK(T)02

1 黒色土(10YR1 7/1)
2 黒掲色土(10YR3/2)
3 黄褐色土(10YR5/6)
4 明責褐色土(1 0YR7/6)
5 黄褐色土(10YR5/6)

SK(T)06

1 黒色土(10YR2/1)
2 黒色土(1 0YR2/1)
3 黄褐色土(10YR5/6)
4 黒色土(10YR2/1)
5 黒色土(10YR2/1)

SK(T)06
(万座隣接地 )

⑪
H

①饉
ｒ
一

SK(T)461

1 黒色土(7 5YR2/1)
2 責褐色土(10YR5/6)
3 黒色土(7 5YR1 7/1)
4 責褐色土(10YR5/8)

Ql
K              K:

SK(T)28
(万座北側 )

SK(T)28

1 黒褐色土(1 0YR3/2)
2 黒色土(10YR2/1)
3 黒色土(10YR2/1)
4 黒褐色土(10YR3/1)
5 黒褐色土(10YR3/2)
6 黄褐色土(10YR5/6)
7 黒色土(10YR2/1)

④

SK(T)464(万 座北側 )

第117図  丁ピット実沢1図 (1)
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1 黄褐色土(10YR5/6)
2 黒褐色土(10YR2/2)
3 黒色土(10YR2/1)
4 黄褐色土(10YR5/6)
5 黒色土(10YR2/1)
6 黄褐色土(10YR5/6)
7 黒色土(10YR2/1)
8 責褐色土(10YR5/6)
9 黒色土(10YR2/1)
10 明黄褐色土(10YR6/6)
‖ 黒色土(1 0YR2/1)
12 黒褐色土(10YR3/2)
13 黒褐色土(10YR3/1)

SK(T)473

1 黒色土(10YR1 7/1)
2 黒褐色土(7 5YR2/2)
3 黄褐色土(1 0YR5/8)
4 黒色土(10YR1 7/1)
5 明黄褐色土(10YR6/8)
6 黒色土(10YR1 7/1)
7 明黄褐色土(10YR6/8)

」ヽ

SK(T)470
(万座北側 )

SK(T)470

1 黒掲色土(10YR2/3)
2 黒色土(1 0YR2/1)
3 責褐色土(10YR5/8)
4 黒色土(10YR2/1)
5 黒褐色土(1 0YR2/3)
6 責褐色土(10YR5/8)
7 黒褐色土(10YR3/1)

SK(T)472
(万座北側 )

SK(T)472

1 責褐色土(1 0YR5/8)
2 黒色土(10YR2/1)
3 黄褐色土(10YR5/8)
4 黒色土(10YR2/1)
5 責褐色土(10YR5/6)
6 黒色土(10YR2/1)
7 黒褐色土(1 0YR3/1)

0二

α
一

〃
一

| |
SK(T)466
(万座北側

ｒ
一

SK(T)474
(万座北側 )

SK(T)474

1 黒色土(7 5YR2/1)
2 暗褐色土(10YR3/4)
3 黒色土(10YR1 7/1)
4 明責褐色土(1 0YR6/8)
5 黒褐色土(10YR3/2)
6 灰黄褐色土(10YR4/2)
7 黒色土(10YR2/1)

SK(T)475

黒色土(10YR1 7/1)

黒褐色土(10YR2/2)

明黄褐色土(1 0YR6/8)

黒褐色土(10YR2/2)

明黄褐色土(10YR6/8)

黒褐色土(10YR2/2)

明黄褐色土(10YR6/8)

黒褐色土(7 5YR3/1)

SK(T)509

1 黒色土(7 5YR1 7/1)
2 褐色土(7 5YR4/3)
3 橙色土(7 5YR6/6)
4 褐色土(7 5YR4/3)
5 明黄褐色土(1 0YR7/6)

SK(T)473
(万座北倶1)

9.

SK(T)506

1 黒褐色土(7 5YR3/1)
2 明責褐色土(10YR6/8)
3 黒褐色土(10YR3/2)
4 明責褐色土(10YR6/8)
5 黄橙色土(10YR8/6)
6 黒褐色土(10YR2/2)
7 黄褐色土(1 0YR5/8)
8 黒褐色土(10YR3/1)

SK(T)507

1 黒色土(10YR1 7/1)
2 明黄褐色土(1 0YR6/6)
3 黒褐色土(10YR3/1)
4 黒色土(7 5YR2/1)

SK(T)506
(万座北側 )

SK(T)507
(万座北倶1)

第118図  Tピ ッ

SK(T)509
(万座北側 )

1   知

SK(T)466

＞
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卜実測図 (2)
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SK(T)08

1 黒褐色土(1 0YR3/2)
2 黒褐色土(10YR2/2)
3 黄褐色土(10YR5/6)
4 にぶい責褐色土(10YR4/3)

SK(T)19

1 黒色上(10YR1 7/1)
2 黒色土(1 0YR2/1)
3 黒色土(10YR2/1)
4 黒色土(1 0YR2/1)

SK(T)29
(万座北倶1)

SK(1)29

1 黒褐色土(10YR2/2)
2 黒褐色土(10YR3/2)
3 黒褐色土(10YR2/3)
4 黒色土(10YR2/1)
5 明掲色土(1 0YR3/3)
6 黒褐色土(1 0YR2/2)
7 黄褐色土(1 0YR5/6)
8 黒褐色土(10YR2/2)SK(T)08

(万座北側 )

SK(T)19
(万座北側 )

SK(T)30

1 明褐色土(1 0YR2/2)

SK(T)45

1 黒色土(1 0YR2/1)
2 黒色土(1 0YR2/1)
3 黒色土(1 0YR2/1)
4 黒色土(1 0YR2/1)

SK(T)343

にぶい黄褐色止

(10YR4/3)

黒褐色土(10YR2/2)

黒色土(10YR2/1)

黒褐色土(10YR3/2)

暗褐色土(10YR3/3)

褐色土(1 0YR4/6)

黒褐色土(10YR2/3)

暗褐色土(10YR3/3)

黒褐色土(10YR2/3)

黒色土(10YR1 7/1)
明責褐色土(10YR6/6)
褐色土(1 0YR4/4)
明黄褐色土(1 0YR6/6)
黒褐色土(10YR2/2)
明黄褐色土(1 0YR6/6)
黄橙色土(10YR7/6)
暗褐色土(10YR3/3)
黄橙色土(10YR7/6)

伊
一

］鋏
Ｄ
一

SK(T)30
(万座北側 )

1

2

3

4

5

6

7

8

9

SK(T)45
(万座北側 )

SK(T)348

1 黒色土 (10YR1 7/1)
2 黒色土 (10YR2/1)
3 明黄褐色土 (10YR6/8)
4 黒色土 (10YR2/1)
5 黄橙色土 (10YR6/8)

SK(T)348
(万座西側 )

Ｈ ‐

一

Ｈ

一

SK(T)343
(万座西側 )

SK(T)349
(万座西側 )

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0                  2m

【」「゙
´

SK(T)344
(万座西倶J)

SK(T)344

1 黒褐色土(10YR2/3)
2 黒褐色土(10YR2/2)
3 黒色土(10YR2/3)
4 暗褐色土(10YR3/4)
5 黒褐色土(10YR2/3)
6 にぶい責掲色土(1 0YR4/3)
7 黒色土(10YR2/1)
8 褐色土(10YR4/4)
9 黄褐色土(10YR5/6)
10 黒褐色土(10YR2/3)

SK(T)349

● 第119図  Tピ ット実測図 (3)
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SK(T)353

1 黒褐色土 (10YR2/1)
2 黒褐色土 (10YR2/2)
3 明黄褐色土 (10YR6/8)

SK(T)353
(万座西側 )

SK(T)56
(万座南側 )

SK(T)715

1 黒色土(10YR1 7/1)

E      E1   2 黒褐色土(1 0YR2/3)~     -  3 
明責褐色土(1 0YR6/8)

11 黒褐色土 (loYR2/2)

SK(T)56

1 黒褐色土(10YR2/1)
2 褐色土(10YR4/6)
3 黒褐色土(10YR2/1)

SK(T)101

1 黒色土 (10YR1 7/1)
2 黒褐色土 (10YR2/3)
3 明黄褐色土 (10YR6/8)
4 黒色土 (10YR2/1)
5 黒褐色土 (10YR2/3)

⑪ ュ

SK(T)102

1 黒色土(10YR2/1)
2 責橙色土(1 0YR5/6)
3 黒褐色土(10YR3/3)
4 褐色土(10YR4/4)
5 暗褐色土(10YR3/4)

0                   2m

SK(T)102
(野中堂隣接地)

SK(T)101
(野中堂隣接地)

第120図  Tピ ッ ト実測図 (4)

万座北側地区

長軸が最大なものは第47号 Tピ ットの520cm、 最小は第472号 Tピ ットの282cmで、長軸が300omを超

えるものが多い。47号 Tピ ットは史跡内で検出されたものの中では最も規模が大きい。

深さは第424号 Tピ ットの24cmを除き、95cm～169cmを測る。第424号 Tピ ットは他のものと比べ非常

に浅く、Tピ ットに分類してよいか判断に迷つたが、沢の流れに対して直行した配置を示しているこ

とからTピ ットとして取り扱った。

万座西側地区

トレンチ調査によることから規模が不明なものが多いが、他地区との比較から長軸269cm～373cmの

範囲に収まるものと考えられる。

万座南側地区

検出例が少ないが、長軸270cm～296cmで他地区より規模が小さい。

SK(T)715
(万座南側 )



野中堂隣接地

長軸・深さを知り得る資料は1例のみで、第101号Tピ ットは長軸390cmを測る。規模が不明なものに

ついては他地区との比較からこの数値前後のものと考えられる。

【ウ.確認面と構築面】

万座隣接地

第02号 Tピ ット(D7区 )を除く、そのほかのものの確認面は基本層序Ⅲ層上面～Ⅲd層下面である。

万座北側地区

34例 26例がⅢd層上面～下位において確認されている。構築面も確認面と同様である。Ⅳ層、V層

において確認されるものもあるが、これらは耕作上が攪拌を受けたことによる。

万座西側地区

検出された地域によって確認面が異なる。万座西側50m周辺に位置するTピ ットは、台地南側から

入り込んだ浅い沢頭に構築されており、確認面。構築面はⅢd層上面～中位である。同地区台地縁及び

同地区南側は耕作土が浅く、このために攪拌がⅣ層まで達しており、Ⅳ層・V層が確認面となる。

万座南側地区

Ⅲd層又はⅣ層が確認面となつている。

野中堂隣接地

Ⅲd下層又はⅢe層下面が確認面となつている。

【工.堆積状況】

埋土は、自然堆積によるもの28例、人為により埋め戻されたもの21例、上層のみが人為に埋め戻さ

れているもの5例である。

万座隣接地

自然、人為、自然十人為のものがみられる。自然堆積を呈するものはその断面形は凸レンズ上を呈

し、壁の崩壊土と黒色土が交互に重なつているものが多い。表上の堆積と壁の崩落を繰り返した結果

と考えられる。第235号 Tピ ットは上層が人為に埋め戻されていた。

万座北側地区

自然によるものが10例、下層が自然堆積 。上層のみが人為なもの3例、人為堆積は2例で自然堆積で

ある。自然堆積を呈するものが他地区と比べ数値的に高い。

万座西側地区

沢頭部分に位置するものは自然堆積、沢地の両岸及び北端部に位置するものは人為堆積である。

万座南側地区

堆積状況はすべて自然堆積である。

野中堂隣接地

堆積状況は自然によるものが1例、下層が自然堆積・上層のみが人為なもの1例、人為堆積は4例であ

る。

【オ.出土遺物】



遺構内より遺物が出土するものは非常に少なくない。遺物の出土位置はピット上半～検出面近くで

ある。

万座隣接地

第376号 Tピ ットより土器破片202点、耳飾・軽石石製品などが出土したほか、ピット中程から帯縄

文により入組文、階段状文が施文された土器、検出面より十腰内Ⅱ式土器にみられる台付土器の台部

が出土している。

また、第327号・643号・644号・02号 (D7区 )。 13号 。28号 Tピ ットからは後期前葉の特徴を持った土

器片が出土している。

万座北側地区

第424号・29号 Tピ ットからは後期前葉の特徴を持つ土器片が出土している。

万座西側地区

遺構内からは遺物は出土しなかつた。

万座南側地区

遺構内からは遺物は出上しなかった。

野中堂隣接地

第101号 Tピ ットは後期前葉の特徴を持つ土器を出土する第104号フラスコ状土坑を切つて構築され、

ビット上位より後期中葉 。十腰内Ⅱ式の特徴を持った土器破片が出土している。

【力.重複関係】

重複関係については第85表～90表に記載した。野中堂環状列石隣接地内に位置する第101号 Tピ ッ

ト以外は重複する遺構によってすべて切られている。

万座隣接地

環状列石    SK(T)39→ SK(F)25→万座南側出入口

フラスコ状土坑 SK(T)13→ SK(F)12  SK(T)235→ SK(F)242

」L    tt        SK(T)376-→ SK363B

Tピ ットと他遺構との重複関係を観察すると最も古い時期に位置付けられるものと考えられる。

万座北側地区

環状配石遺構  SK(T)431→ SX(S)404  SK(T)51→ SX(S)3

掘立柱建物跡  SK(T)19→ SB01

フラスコ状土坑 SK(T)468→ SK(F)469  SK(T)8 →SK(F)9

EL    l■
~        SK(T)470-→

SK478

本地区のTピ ットは重複関係から当該地区で最も古い時期に位置付けられるものと考えられる。

万座西倶1地区

竪穴住居跡   SK(T)8→ S15

土  坑    SK(T)343→ SK342

本地区のTピ ットは重複関係から当該地区で最も古い時期に位置付けられるものと考えられる。



万座南側地区

重複関係は認められなかつた。

野中堂隣接地

重複関係は認められなかつた。

【キ.時  期】

万座隣接地

遺構内からの出土遺物が極めて少ないことから直接遺物より探ることができない。基本層序Ⅲd層

で検出されること、重複関係から後期前葉の時期が与えられるが、本地区では最も古い時期に位置す

るものと考えられる。

万座北側地区

重複関係から本地区では最も古い時期に位置する。構築時期は、遺構確認面及び重複する遺構から

の出土遺物より後期前葉と考えられる。同地区中央部で検出されたものは重複関係より本地区では最

も古い時期に位置するものと考えられる。

万座西側地区

出土遺物から直接に構築時期を探ることはできない。遺構構築面がⅢd層であること、Tピ ットの

配置が万座北側と同様に地形を考慮しているという類似性から後期前葉の時期が与えられるが、後期

前葉の土器が出土した第5号竪穴住居跡との重複関係より、第8号 Tピ ットが遺跡内で最も古い時期に

構築されたものと考えられる。

万座南側地区

出土遺物から直接に構築時期を探ることはできない。遺構構築面がⅢd層であること、Tピ ットの

配置が万座北側と同様に地形を考慮しているという類似性から、後期前葉の時期と考えられる。

野中堂隣接地

第101号 T~ピ ットを除き、重複関係及び遺構確認面から後期前葉の時期が与えられる。第115号 T

ピットは野中堂環状列石以前に構築されたものである。

なお、第101号 Tピ ットより後期中葉の土器が出土しているが、野中堂環状列石との同時存在は考

えにくく、それ以降の時期に構築されたものと考えられる。

【ク.分  布】

一本木後口地区を除く各地区おいて69基検出されている。これらは台地縁より入り込んだ沢状の地

形を考慮した特徴的な配置を示している。

万座隣接地

万座環状列石の東側出入日の延長線上に特徴的な配置を示している。これは万座の南側から入り込

んだ沢頭に対して直行するように横並びに6基が配置されている。長軸方向は概ね同一方向を向くが、

第28号 と第27号 Tピ ット、第06号 と第13号 Tピ ット、第01号 と第02号 Tピ ットは距離及び長軸方向か

ら対となるものと考えられる。さらにこの東側40mに は同一方向を向く一対のTピ ット(第 643号 と第

644号 Tピ ット)が配置されてレヽる。
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第121図  丁ビット分布図 (全体 )

第122図  丁ピット分布図 (万座隣接地 )
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第123図  丁ピット分布図 (万崖北側地区)

第124図  丁ピット分布図 (万座西側地区)
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第125図  丁ピット分布図 (万座南側地区)
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O第126図  丁ピット分布図 (野中堂隣接地)



万座北倶1地区

万座北西側に大きく入り込んだ沢頭にはⅡ類、同地区北端の沢頭に I類が多く分布している。

北西側のものは、長軸方向からさらに南北と東西を向く2つのグループがある。

前者の第08号・77号・76号 。46号 。44号 。48号・43号 Tピ ット7基は沢頭に対して長軸を平行にして

配置されている。万座隣接地や同西側地区にも沢頭に対して並行するTピ ットが見られることから、

沢を囲むように配置された一連のものと想定される。

後者の第29号 。30号・36号 。19号 。47号 。51号 Tピ ット6基は、沢頭に対して直交して配置され、沢

頭の北側に偏在している。

いずれも地形を考慮しながら配置され、2基一対を基本としている。沢頭を囲むTピ ットはⅡ類のも

のが多くを占めている。

また、同地区北端には台地内側に緩やかに入り込んだ長さ100m、 幅20mの沢頭を囲むように両岸

に各1グループ (第 461号・464号 Tピ ット、第506号・507号・509号 Tピ ット)、 沢頭に2グループ (第

466号 。468号 。470号 。475号 Tピ ット、第472号～474号 Tピ ット)が配置される。いずれも2～4基で

対となっている。対になるもの同士は同一形態のものである。沢頭に配置されたTピ ット群の南側約

20mの地点に一直線上に等間隔に並ぶ柱穴状ピット (柱穴列)が検出されている。

万座西側地区

本地区北側のTピ ットは、万座北西台地縁に入り込んだ沢を囲むように配置されており、万座北側

地区のTビ ットと一連のものとなつている。

これ以外のものは、西側台地斜面より浅く緩やかに台地に入り込んだ沢を考慮した配置を取ってい

る。この沢は縄文時代後期前葉頃にはわずかな窪みを残す程度までに埋まっていたことが調査によっ

て確認されているが、沢頭と両岸に2～ 5基のTピ ットが配置されている。基本として隣接し、同一方

向を向くもの同士が対となる。

なお、Tピ ットが配置された沢地の南側に等間隔に配置された6個の柱穴状ピット (柱穴列)が検出

されている。

万座南側地区

同一形態のもの同士が対となつている。南側より緩やかに入り込んだ沢の開田部両岸から検出され、

この沢を遡ると万座隣接地で検出されたTピ ット群へと達する。地形的にみて両者でこの沢を取り囲

んでいることがわかる。

野中堂隣接地

野中堂環状列石の北東側に分布している。 トレンチによる調査のためか確認されたTピ ットは少な

いが、2基一対が基本となる。

【ケ.性  格】

万座隣接地、同北側 。西側・南側地区

遺跡周辺には台地縁より入りこんだ大小の沢が存在する。この沢はケモノ道として使用されること

が多い。



Tピ ットの配置を概観すると2基1単位 (3基以上の場所も有る)と して、沢状地形を意識して配置さ

れていることが看取される。このことから落とし穴としての性格を有しているものと判断される。

野中堂隣接地

万座各区で検出されたTピ ットと同形態を呈していることから、落とし穴としての性格を有してい

るものと半J断される。

第85表  TピットC副醐撥D
No

誦鰤
詭 区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 t皿・』
長軸×短軸×深さ

長軸方向 出鋤 埋土 新旧離 築

期

構

時

1 SK19235

緞文の

Dl区
ZU‐92

(Ⅲd層上闘 I 350× 57× 155 下半:

自然

上半:

人為

SK(1り235

抑 ル 、

■2o、 ml、 203、

sklFDめ、

2 艶  (1り 327

(報文D
D2区
ZX、 2F収F

83・ 84

(Ⅲd層上齢 Ⅱ 380× 40× 112 N52E 悧 キ37′点 自然 後期

前葉

3 SIα3)376

は 101

D3区

YC‐86

(Ⅲd層JD Ⅱ 333× 77× 105 N85E SKtT1376
‐SK363B

凛  (1り 616

(報文lD
D6区
り‐95・96

(Ⅲ d層 ) I 312× 58× 114 N83E 人為 SB607と の

新旧不明

期

葉

後́

ユ則

SKIT1643

(報文lll
D6区
ZG‐ 101

(Ⅲd層上耐 深さ128 緻 土器片3点 人為 後期

前葉

SK(1りじИ

(約にlll
D6区
ZG‐ 103

(Ⅲd層上Ю 深さ110 人為 後期

前葉

SKIT101

鶴文10

D7区
A・90

(Ⅲd層上耐 351× 55× 110 N46E 土漏詢キ 自然 後期

前葉

8 SK002
鮮随丈10

D7区
ZB‐90

(Ⅳ層上面) I 317× 87× 126 N63E 自然 期

葉

″後

工剛

9 SKIT106

轍文10
D7区
ZEl‐ 91

(Ⅲd tt■ml I 346× 43× 88 N64E 悧 叶 自然 期

葉

″俊

ユ訓

SKIT113

(報文19
D7区
ZF‐91

(Ⅲd tt■ El Ⅲ 31Xl以上×Ю

×1∞ 以上

N53E 悧 守 自然 SKIT113

男 KC112
後期

前葉

SKIT127

鮮覧文121
D7区
ZF‐90 ・

91

ZG‐ 90

(Ⅲd tt■_El I 414× 104× 164 N78E 自然 後期

前葉

SK①
"(報文121
D7区
ZG、口睡90

(Ⅲd tt■_m~l I 314× 111× 137 N64W 珊 キ 人為 期

葉

″俊

ユ
馴

SKlr139

(報文 151

D8区
Zさ T‐83

(Ⅲ d 下面) Ⅱ 140姓×110
×lm姓
N40W 人為 SKITl"

パ KC125



第86表 Tピット (万座北側地区-1)

No

臨帥
司踏 区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 (cm・ 崎
損彗噛×失國融×深さ

長軸方向 出慟 埋 土 新1日縣 構築

時期
1 滋  (1り 210

(報文り

区

９８

Ｄ．

Ⅵ．

(Ⅲd層上罰 Ⅱ 362姓×59× 150 N54E 土器片6点 自然 SK① 210
-`S1201

(嘲

後期

前葉

2 脚 0424
(報文0

Fl区

U‐ 1“

(Ⅳ層上面 ) Ⅱ 3C14× 27× 236 N12W 土器片 9点 人為 後期

前葉
3 bKtlり461

(報文つ
F2区

YK・12
(Ⅲd層上面 Ⅱ 302× 73× 103 N41E 自然 後期

4 図 D463

報文 71

F2区
ZヽF177

(V層 上面) I 382× 84× 137 N59E 自然

5 blStiり 464

雛文つ
F2区
X122

(Ⅲd層上闘 Ⅱ 338× 80× 137 N46E 自然 後期

6 S20466
(報文つ

F2EE

]ヽI‐ 121

(Ⅲd層上Ю I &2× 78× 141 N74E 蜘
鳥
市
螺

後期

7 蜘 468

(報文つ
F2区

lYス] 、VH‐

121

(Ⅲd層上闘 I 230甦×90× 150 N48E SK① 468
‐SO佃

後期

S必(1り470

(報文つ
F2区

Ⅷ 、IごI‐

120

(Ⅲd層上D I 326× 73× 150 N89E 自然 SKIT1470
‐SK478

後期

9 蜘 472

は 71

F2区
Vl) 

‐

119・ 120

(Ⅳ層上面 ) I a2× 76× 101 N74E 1層 :

人為

御言:

自然

後期

S“<1り473

級文つ
F2区

Ⅶ ‐119

(Ⅲd層嘲り I 390× 72× 118 N61E 自然 後期

SKITl夕 4

(報文 71

F2恒二

ヽ

`]E‐119・ 120

YT‐ 120

(Ⅲd層中旬 I 290× 66× 126 N24E 自然 後期

蜘 475

舗文 71

F2EXI

lll‐

118・ 119

(Ⅲd層引り I 312× 62× 146 N89W 自然 後期

蜘 506

(報文 71

F21二

VL‐ 119

(Ⅲd層 格ヽ I 369× 69× 126 N50E 珊 キ2′点 自然 後期

前葉
蜘 507

(報文つ
F2区
YK‐

118・ 119

(Ⅲd層 いヽ I 318× 64× 128 N46E 自然 後期

馴くつ5∞

(報文 71
F2区
ヽ コ Nl‐

118・ 119

(Ⅲd層 襦ヽ I 478× 68× 114 N52E 1層 :

自然

個層:

人為

後期

蜘 908

(報文 91

D5区
Y∈YB‐
110・ 111

(Ⅳ 層 ) I 348× 68× 116 N79W 人為 文

代

縄

時

剛 431

(報文10
D4区
ZZ-2Y96

(Ⅲd層劇D Ⅲ 離 70 N60W SKITh431

‐ XC1404
S“(1り 438

←俺丈101
D4区
WんⅦ‐96

(Ⅳ層上面 ) Ⅲ 4CXl× 48 N52W

駆 0)8
鮮随丈131

R区
YO、 YP‐

101・ 102

(S14床 面) I 419× 63× 156 N5W SK① 8
部 KID9S14

2Cl SKIT119

(報文19
F41二

Ⅵ、Yエ

99・ 100

(Ⅲd層上齢 I 412× 51× 88 N64E SKIT119

→SK37Plt3

SK①29
(報文19

F4区
YP‐ 101

(Ⅲd層上D Ⅱ 381× 117× 169 N71E 珊 キ32′点 期

葉

後

前

"
S101)30

m文 19
F41二

lN‐ 98・ 99

(Ⅲd層上齢 Ⅱ 432× 87× (1381 N80E

岬抑駆①%
(報文 10 駆Щ納

(Ⅲd層上D Ⅱ 短軸径 113

深さ123

N81E SKKT136
‐Pltl15

24 S必(1り48

轍文19
F41二

YK‐ 96

(Ⅲd層上耐 Ⅱ 授5× 47× 119 N19W



第87表 Tピット (万座北側地区-2)

第88表 Tピット(万座西側地D

NO 誦鰤
譴 区

グリッド

確 認 面 形 態 服 (cm・ 0
長軸×短軸×深さ

長軸方向 出鋤 埋土 新1日縣 構築

時期

SKIT144

報丈19
F4区

Y工96・

"

(Ⅲd tt■El Ⅱ 319× 50× (1191 N8E

26 SKIT145

(欄虻10

F4区

Yよ 96・ 97

(Ⅲd層上耐 Ⅱ 337× 32× 1951 N7E

SKIT146

級文19

F4区

YJ 97

(Ⅲd層上甜 Ⅱ 330× 35X l13 N12E

SKITl″

緞文131

F4区

YI‐96・ 97

(Ⅲd層上闘 Ill 520X125 N70E

29 SKIT151

徹 19
F4区

YH 98・ 99

(Ⅲd層上面 Ⅲ 375× 54 N55E SKIT151

→Ⅸ03
SKITl%

(報丈131

F4区

X9i・ 98

(Ⅲd tt■Il Ⅲ 339× 54 N  S

SKITl″

級文19

F4区

YO‐

102・ 103

(Ⅲd層上励 Ⅲ 472× 53 N  S

NO

誦鰤 駆狗
確 認 面 形 態 規模 lcln・ 請

長軸×短軸×深さ
長軸方向 出慟 埋 土 新1日関係 築

期

構

時

1 Sを

“

ユリ343

は 51

D2区
D、 YE・ 81

(Ⅲd層中0 I 312× 60× 126 N83W 自然 SICIT1343
→S132

舒0)344
腋 D

D2区

1■ )・80

1]]79・ 80

(Ⅲd層中樹 I 340× 74× 110 N89E 自然

SKC1348

舗文51
D2区
lF‐82・ 83

(Ⅲd層中佃 I 293× 68× 153 N10W 自然

SI仰)349

(報文51
D2区

YG・83

(Ⅲd層上D I 269以」ヒ×86×

154

N73E 自然

鉦仰)35Kl

緻 51

D2区
Y082・ 83

(Ⅲ d中位) I 373× 64× 85 N71E 自然

SKIT18

帆 丈191

D9区
壼 》 つ

(V層 上 ) I ×74× 135 帥 98→S15 集

前

一則

以

7 蘊① l

緞 丈191

G3区
別V17卜71

(Ⅲ d層 中) I 13061× 42× 114 人為

8 SKIT12

靴 丈191

G3区
ZZ・ 64

(Ⅳ 層 上 ) I ×  ×157 人為

9 Sm03
緞丈191

G3区
‐ 62・ 63

(Ⅳ 層 上 ) I ×(1401× 198 人為

SKIT14

俄 丈191

G3区

YB・ 64

(Ⅳ 層 上 ) Ⅲ ×1491× 183 人為

区 lT15

(批丈191

G3区

Zヽ
159
(Ⅳ 層上 ) I ×Oll× 108 人為

跳①2

徹 201

G4区

1lC72

(Ⅳ 層 上 ) I ×40× 75 人為

SK① 3
は 201

G4区

YN・ 68

(Ⅳ 層上 ) I ×  ×117 人為



第89表 TピッK方座南側地い

第90表 Tピット衝中堂馴躍初雌ゆ

blo 臨
鰤

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 (cm・ 諭
長軸×短軸×深さ

長軸方向 出働 埋土 新旧関係 構築

時期
1 S蜘 715
輔文Э

Gl区

ZC・ 62

(Ⅲd2層羽じ I 296× 110× 157 N89E 自然

2 SKIT956

倖艮文151

G2区

Z卜1‐ 58

(Ⅵ層上面) I 270X80X140 N  E 自然

3 SKIT157

鮪文lD

G2区
ZL、 Zふ1・58

(Ⅵ層上面) I 140以上×70

X70姓
N75E 自然

NO 誦

触 めヽ

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 lcm・ 』
長軸×短軸×深さ

長軸方向 出慟 埋土 新1日関係 築

期

構

時

1 駆 lT110

俄 丈161

区

，９７

Ｂ

Ｄ

(Ⅲ d層 下) I 000堤 )× 65× 132 N20E 土器6点 人為 前葉

駆 lT112

緞 丈161

区

８５

Ｂ

Ｙ
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(2)土  坑 (第 127～143図、第91～ 110表 )

これまでの調査によって万座隣接地240基、万座北側地区101基、万座西側地区13基、万座南側地区

3基、野中堂隣接地105基、一本木後口地区19基の計481基の土坑が検出されている。

【ア.形  態】

平面形態から次のように分類することができる。

円形を呈するもの。各地区合計129基で26.8%を占める。

楕円形を呈するもの。短軸1に対して長軸が1.1以上 (推定値を合む)の ものを本類とした。

各地区合計333基で69.2%を 占め、圧倒的に多い。

方形又は長方形を呈するもの。角が丸みを帯びる隅丸のものも本類とした。方形16基3.4%、

長方形2基0.4%を 占める。

I類

Ⅱ類

Ⅲ類

不明 : 形態が不明なもの。1基。

万座隣接地

I類58基 (24.1%)、 Ⅱ類170基 (70.8%)、 Ⅲ類 (5%)、 不明1基 (0.1%)で ある。Ⅱ類が I類の約

3倍という高い数値を示している。

万座北側地区

I類37基 (36.6%)、 Ⅱ類58基 (57.4%)、 Ⅲ類6基 (6.0%)で ある。万座隣接地と比較しⅡ類の占

める書J合が低くなっている。

第127図  土坑分類図
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万座西側地区

I類4基 (30.8%)、 Ⅱ類4基 (69.2%)である。Ⅲ類は確認されていない。

調査方法がトレンチによるものから正確な遺構数が把握できていないが、万座隣接地 。同北側地区

と同様の数値を示している。

万座南側地区

発掘調査が部分的なことから検出数は3基である。すべてⅢ類のものである。

野中堂隣接地

環状列石隣接地の全域を調査しておらず、正確な数値が把握できない。

I類27基 (25.7%)、 Ⅱ類77基 (73.3%)、 Ⅲ類1基 (1.0%)で ある。万座隣接地と比較的似た数値

を示している。

一本木後口地区

I類3基 (15.7%)、 Ⅱ類16基 (84.3%)でⅢ類を合まない。本地区は配石遺構が密集している地区で

ある。耕作により配石の構築材が抜き取られ、その痕跡のあるものについては配石遺構に分類、その

ほかのものを土坑とした。

【イ、規  模】

その規模が際立って大きいものについては竪穴遺構として取り扱った。

I類の中で最も大型のものは万座北側地区第478号土坑 (長軸179cm。 底面積2.26ポ )、 最も小さいも

のは野中堂隣接地第201号土坑 (長軸45cm)で ある。長軸140cm以上の大型、95cm以下の小型、96cm以上～

139cm以下の中型に分けられる。万座隣接地及び同北側地区には大型～小型のものが、万座西側。南側、

野中堂隣接地、一本木後口地区には中型 。小型のものが多くみられる。

Ⅱ類の中で最も大型のものは野中堂隣接地第192号土坑 (長軸280cm。 底面積3.80ピ )、 最も小さいも

のは同地区第254号土坑 (長軸30cm)で ある。長軸160cm以 上の大型、長軸110cm小型、長軸109cm～

159cmの 中型に分けられる。

Ⅲ類の中で最も大型のものは万座隣接地区第420号土坑 (長軸31lcm。 底面積4.17ぜ )、 最も小さいも

のは野中堂隣接地第105号土坑 (長軸78cm。 底面積0.45r)で ある。長軸290cmを超える大型のもの、長

軸130cm～78cmの小型のもの、長軸165cm前後の中型のものに分けられる。

万座隣接地

I類 : 最大は第258号土坑 (長軸181cm。 底面積2.28ピ )、 最小は第319号土坑 (長軸68cm。底面積0.32

ピ)である。長軸130cmを境に大型 。小型に分けられる。大型のものは小型のものよりも密

度が薄い。第258号 。82号土坑は特に大型の部類に入る。

Ⅱ類 : 最大は第68号土坑 (長軸280cm。 底面積3.27ぽ )、 最小は第70号土坑 (長軸80cm・ 底面積0.29

ポ)である。長軸140cm以下の小型、長軸170cm以上の大型、141cm～169cmの 中型に分けられ、

その密度は I類に似ている。小型のものは密集傾向を示し、大型になるにしたがつて少し

ずつ分散化する傾向がみられる。

Ⅲ類 : 長軸100cm、 130cm、 160cm、 300cm前後に規模分布がみられる。 I類・Ⅱ類と同様に小型～特大



型までみられる。小型のものは I類・Ⅱ類とほぼ同じ規模範囲に収まるが一回り大きい。

万座北側地区

I類 : 最大は第430号土坑 (長軸182cm。 底面積2.43ゴ )、 最小は第450号土坑 (長軸63c皿・底面積0.27

ピ)である。長軸130cm以下の小型のものと150cm以上の大型のものに分けることができる。

万座隣接地と似た規模分布を示している。

Ⅱ類 : 最大は第405号土坑 (長軸268cm・ 底面積3.43ポ )、 最小は第510号土坑 (長軸77cm。底面積0.41

ピ)である。長軸130cm以下の小型のものと、150cm以上の大型のものに分けられるが、長軸

200cmを超える特大型のものも4例ある。 I類 と比較し密度範囲がやや狭まる傾向にある。

Ⅲ類 : いずれも I類・Ⅱ類の小型の範囲内に収まり、大型・特大型のものはみられない。

万座西側地区

I類 : 長軸60cm前後、同130om前後に分布する。本地区で確認されている円形土坑が全域の中で

最も小さいものである。

Ⅱ類 : 長軸118cm～167cmの範囲に集約される。万座隣接地の中型、同北側地区の小型のものとほ

ぼ同規模である。

万座南側地区

I類 : 長軸90cm前後、同135cm前後に分布する傾向を示している。

野中堂隣接地

I類 : 最大は第103号土坑 (長軸122cm・ 底面積1.08ピ )、 最小は第222号土坑 (長軸49cm・底面積0.81

ポ)である。規模分布は隙間をあけることなく連なっている状況を示しているが、長軸

100cmを境に小型のものと中型のものに分けることが可能である。

万座隣接地の同型のものと比較し、規模は一回り小さい。

Ⅱ類 : 最大は第219号土坑 (長軸256cm。 底面積4.26ポ )、 最小は第254土坑 (長軸30cOである。長軸

65cm以下の最小型、同100cm以下の小型、160cm以下の中型、161cm以上の特大型に分けるこ

とができる。大型化するにしたがって規模分布を示したドット間は広がっていく傾向にあ

る。

Ⅲ類 : 1基のみである。 I類・Ⅱ類の小型のものの範囲に合まれる。

一本木後口地区

I類 : 長軸90cm前後、同12oOm前後に分布している。前者はⅡ類の小型のもの、後者は同類大型

と同一規模である。

Ⅱ類 : 最大は第02号土坑 (長軸222cm・ 底面積2.75r)、 最小は第36号土坑 (長軸75cm・ 底面積0.35

ピ)である。長軸100cm前後を境に小型のものと大型のものに区分される。万座・野中堂の

各地区のものと比較し、やや小型のものが多い傾向にある。

【ウ.確認面と構築面】

万座隣接地

堆積土を徐々に除去していくと、列石の南東側に基本層序V層の広がりが確認でき、後世の攪拌が



深い層まで達したものと考えられた。しかし、この広がりの中に所在するフラスコ状土坑を観察する

と土坑上部が削除された形跡は観察されなかった。また、このV層面より遺物が数例ではあるが出土

していたことから、V層面の広がりは整地されたものと考えられた。

同列石南東部に位置する土坑は、整地後に構築されたものでV層が構築面と、これ以外の列石隣接

地の上坑はⅢd層が確認面及び構築面となっている。

万座北側地区

同地区東側にある小丘は耕地整理によって削平され、当時の原型を保つていない。この小丘周辺に

位置する土坑はこのような状況からⅣ層及びV層で確認される。このほかに耕作土が浅く、攪拌を受

けている場所もあり、その場所に分布する土坑はⅣ層・V層を確認面とする。

第04号環状配石遺構周辺及び万座隣接地 。同西側地区との境界付近に位置するものは攪拌の影響も

少なく、Ⅲc層下位～Ⅲd層上面で確認された。

万座西側地区

第346号、08号、10号土坑の3例を除き、Ⅲd層が確認面、構築面となっている。

万座南側地区

フラスコ状土坑が密集する小丘の斜面に位置するものはⅢdl層上面で確認される。また、同地区の

配石遺構群周辺は後世の攪拌が及んでおり、第712号土坑の確認面はV層である。

野中堂隣接地

野中堂隣接地周辺の等高線を観察するとその流れは大きく膨らみを持ち、この内側に野中堂環状列

石が構築されている。第18次調査において列石周辺は整地されていたことが判明しており、このこと

から多くの土坑の確認面はⅣ層又はV層である。また列石の南東側は耕作土が浅く、攪拌を受けてお

り、この地域に分布する土坑の確認面もV層であつた。

一本木後口地区

耕作が比較的深い層まで達していた。配石遺構群内に所在するものは上部配石のために耕作が深い

ところまで達せず、Ⅲd層で確認することができた。なお、遺構構築面も同じである。

【工.堆積状況】

遺跡内で確認された土坑481基のうち、人為堆積を示すもの422基 (87.7%)、 自然堆積を示すもの15

基(3.1%)、 不明44基 (9.2%)で、圧倒的に人為により埋め戻しされたものが多い。

万座隣接地

自然堆積を示すもの6基、人為堆積を示すもの218基、不明17基である。人為堆積を示すものは黒色

土・黒褐色土が埋土のベースとなるがブロック的であり、暗褐色、黄褐色土やシラスの混入がみられた。

万座北側地区

自然堆積を示すもの5基、人為堆積を示すもの81基、不明15基である。人為堆積を示すものは黒色

土、黒褐色土をベースとしている。しかも埋土はブロック的で、暗褐色、黄褐色土やシラスの混入が

みられた。人為堆積を示す第401号土坑や第437号土坑など計8例では、土砂とともに拳大から人頭大

の川原石・角礫が投げ込まれたものもある。



万座西側地区

自然堆積1基、人為堆積11基、不明1基である。人為堆積を示すものは同隣接地・北側地区と同様に

黒褐色土、黒色土をベースとしている。その断面はブロック的で、混入物として炭化物、混入土とし

て暗褐色土・黄褐色土を合むものが多い。第04号土坑 (G4区 )か らは粘性のある灰白色土が底面に盛り

上げられた状況で堆積していた。

万座南側地区

すべて人為堆積である。黒色土、黒褐色土をベースとする。土層断面はブロック的で、黄褐色上を

混入していた。

野中堂隣接地

自然堆積5基、人為堆積92基、不明8基である。自然堆積を示すものは列石の北側と南西側に分布す

る。人為によるものは黒色土や黒褐色上がブロック的に堆積しており、黄褐色土や褐色土、炭化物な

どが混入している。

一本木後口地区

すべて人為堆積である。単層となるものはなく黒色土、黒褐色土がプロック的に遺構内に充填され、

黄褐色土が多量に混入しているものもあった。なお、本地区の配石遺構に特徴的に見られた底面の赤

色範囲は土坑においては認められなかった。

【オ.出土遺物】

全土坑のうち309基 (64.2%)か ら遺物が出土した。

万座隣接地

遺構内より完形・復元土器36点 (28基 )、 石器156点 (65基 )、 土製品130点 (46基 )、 石製品12点 (12基 )、

自然遺物 (炭化堅果類、黒色樹脂3基 )が出土した。

完形 。復元土器は深鉢形土器、鉢形土器、壺形土器、片口土器の器種がみられる。斜縄文、撚糸文、

無文のものが多い。文様が施文されるものは土器上半に文様帯をもち、沈線や帯縄文によって文様が

施文されている。沈線では曲線文や楕円形文、弧線文が、帯縄文では入組文、花弁状文、鍵状文が多

く後期前葉・十腰内 I式の特徴をもっている。

土器のほかに、鐸形土製品 。キノコ形土製品 。土偶・耳飾のほかに多量の土器片利用土製品などの

土製品、イモガイ状石製品、円盤状 。球状石製品などの石製品が出土している。

炭化堅果類を出土するものもあり、第252号土坑からは331点ものクリが出土した。

万座北倶1地区

遺構内より完形。復元土器14点 (11基 )、 石器77点 (31基 )、 土製品30点 (17基 )、 石製品10点 (9基 )が出

土した。

土器は深鉢形土器を主体に、壺形土器、片口土器、蓋形土器がみられる。深鉢 。片口土器は胴部上

半または2/3に文様帯を持つ。沈線文が施文されるものは隆沈線を区画文とし弧線文や曲線文・渦巻文

などが施文される。帯縄文により文様が施文されるものは胴部上半に文様帯を持ち、入組文や花弁文、

幾何学文などが主文様となる。
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24 SK621(万 座隣接地 D6区 )

「 f

'1/、
I

| 
｀
卜!.,

I I

0                              20cm

め
打
ヽ
い
、
ぃ
＝
＝
＝
＝
――
‐１
月
〃
″

９

１

１

‐

ン´´

● 第134図  土坑出土土器 (2)



25  SK21(万 座隣接地 D7区 )
26  SK21(万 座隣接地 D7区 )
27.28 SK21(万 座隣接地 D7区 )

29  SK21(万座隣接地 D7区 )

o                                20cm

0第135図  土坑出土土器 (3)
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30 SK97(万座隣接地 Dフ区 )
31～33 SK66(万座隣接地 D8区 )
34 SK24(万座隣接地  D8区 )
35 36 SK201(万 座北側地区 Dl区 )
37 SK203(万 座北側地区 Dl区 )

第136図  土坑出土土器 (4)
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第137図  土坑出土土器 (5)



48 SK123中 位 (野中堂隣接地区 B2区 )
49 SK132土 杭上位 (野中堂隣接地区 B2区 )
50 SK183土 杭中位 (野中堂隣接地区 B2区 )
51 SK1 62(野 中堂隣接地区 B2区 )
52 SK189(野中堂隣接地区 B2区 )

20om 53 SK212(野 中堂隣接地区 B4区 )

、、  ヾ`)
ヽ |||||||

い

● 第138図  土坑出土土器 (6)



土器と共に、耳飾 。装飾品などの土製品、球状石製品 。軽石石製品などが出土しているが、その量

は万座隣接地と比較すると少量である。

万座西側地区

土坑出土の上器で復元されたものは第339号土坑出上のもの1点である。深鉢形土器で斜縄文が施文

されている。

万座南側地区

復元された土器は出土していない。第705号土坑から13点の土器片が出土している。これらは同一

個体で、波状口縁を呈する深鉢形土器で帯縄文を使用し入組文が主文様として施文されている。

野中堂隣接地

調査が環状列石全周に及んでいないことから、遺物の出土量は少ない。また万座隣接地と比較しそ

の量は少ない。復元土器7点 (6基 )、 石器24点 (15基 )、 土製品12点 (8基 )、 石製品6点 (5基)が出土した。

完形 。復元土器7点が出土している。万座隣接地では17点 もの完形・復元土器が出土したものがあっ

たが、野中堂隣接地ではそのように多量に出土するものはない。遺構内出土土器で復元できたものは

深鉢形土器であるが、このほかに鉢形土器、壺形土器などの器種もみられる。隆沈線が施文された土

器は万座隣接地より多く、変形楕円形文や幾何学文が施文されている。

沈線により文様が施文されるものは胴部2/3に文様帯を持ち、隆沈線を区画文とするものもある。

格子目状沈線文や弧線文、楕円形文などが主文様として施文されている。帯縄文により文様が施文さ

れるものは胴部上半に文様帯を持ち、入組文や曲線文が施文される。

一本木後口地区

遺物が出土する土坑は少ない。深鉢形土器の破片がほとんどである。復元された土器はなく文様構

成を確認できるものはない。沈線文や帯縄文が施文されている。

【力。重複関係】

詳細な重複関係は第91表～110表を参照。代表的な重複関係を抜きだし、地区ごとの遺構の流れを

確認する。

万座隣接地

遺構の密集度が最も高い地区である。土坑と万座隣接地で確認されている遺構との重複関係を示す。

環状列石    SK43→万座南側出入日(D8区 )

環状配石遺構  SK88。 94→ SX(S)01(D8区 )

配石遺構    SK245→ SK241→SX(S)221(Dl区 )

柱穴状ピット  SK231→ Pit386(Dl区 )、 SK239→SK236→Pit170(Dl区 )

SK276→SK275→Pit515(D2区 )、 SK285→SK299→SK321→Pit515(D2区 )

SK308→SK309→Pit8(D3区 )、 SK(F)316→ SK325→ Pit2・ 28(D3区 )

SK419→Pit21(D4区 )、 SK613→Pit668(D6区 )

SK45-→ SK46-→ Pit17(D7D二 )、  SK69-→ SK24-→ Pit95(D8D二 )

Pit328→ SK227B(Dl区 )、 Pitl13・ 248→SK258→Pit83(Dl区 )



Pit99-→ SK63-→ SK35(D8D二 )

掘立柱建物跡  SK315→ SB307(D3区 )、 SK610→ SB601・ 603(D6区 )、

SK613-→ SB606(D60二 )、  SK23-→ SB05(D8D二 )、  SK54-→ SBllA。 1lB(D8D二 )

SB221A―→SK289(D20二 )、  SB221A―→SK353-→ SK291・ 297(D20二 )

SB221B―→SK289(D2D二 )

土  坑    SK247→ SK246(Dl区 )、 SK281→SK268→SK296(D2区 )

SK298→SK297→SK296→SK353(D2区 )、

SK635-→ SK634-→ SK632(D61二 )、  SK42-→ SK43-→ SK74(D70二 )

フラスコ状土坑 SK(F)316→ SK325→ Pit2・ 28(D3区 )、 SK(F)18→ SK21→ SK22(D7区 )

SK(F)52-→ SK51-→ SK99(D7D二 )

SK256→SK237→SK(F)238(Dl区 )、 SK268→SK269→SK(F)273(D2区 )

SK335-→ SK(F)313-→ SK(F)331(D21二 )、  SB221B―→SK353-→ SK(F)296(D21二 )

SK394-→ SK(F)394(D3D二 )、  SK406-→ SK(F)413(D4D二 )、

SK19-→ SK(F)18(D71二 )、  SK62-→ SK63-→ SK(F)75(D7D二 )

SK(F)34-→ SK35-→ SK70-→ SK(F)68-→ SK63-→ Pit95(D80こ )

Tピ ット      SK(T)376-→ SK363B

列石隣接地から検出された遺構は多種多様で、これらは重複関係を持ちながら、同列石を意識しな

がら構築されているものが多い。

環状列石本体と重複するものは1例あり、土坑が古い。万座環状列石に伴 う出入口状施設と重複す

るものが多数あり、その新旧関係は出入口施設が新しい。このことから列石出入回は最も新しい時期

のものであることがわかる。

配石遺構と重複するものは一例あり、配石遺構が新しい。第221号配石遺構は列石に近いことを考

慮すると構築時期は列石とほぼ同時期と見てよい。このことから列石隣接地に分布する配石遺構は土

坑より新しいものと考えられる。

環状配石遺構との重複例は4例で、環状配石遺構が新しい。

柱穴状ピットとの重複例は62例で、そのほとんどはピットに切られている。この逆を示すものもあ

り万座環状列石の北側・南側隣接地で顕著である。

土坑と掘立柱建物跡の分布範囲は非常に類似しているが、柱配置 (掘立柱建物跡)を確認し得たも

のとの重複は少ない。掘立柱建物跡に切られるもの5例、その逆を示すもの3例である。掘立柱建物跡

に前後して構築時期に二つの時期が想定でき、前者はⅢ類掘立柱建物跡、後者は I類・Ⅱ類掘立柱建

物跡との重複である。

土坑分布をみると構築場所が限定されていたことが看取される。このことから土坑同士の重複が最

も多い。万座環状列石に伴った掘立柱建物跡をはさみ、前後に構築時期が認められる。掘立柱建物跡

と同時期のものが存在することを考慮するとこの重複関係から3時期を想定できる。

フラスコ状土坑との重複も多い。重複には土坑→フラスコ状土坑、土坑→フラスコ状土坑→土坑、



フラスコ状土坑→土坑の3つ の基本的な重複パターンがみられるが、フラスコ状土坑が土坑を切つて

構築されることが多い。基本的にはフラスコ状土坑をはさみそれに前後する構築時期が想定できるが、

重複を示さないものもあり同時期のものがある可能性もある。このことから土坑の構築時期は大きく

みて3つの時期の存在を想定できる。

Tピ ットとの重複は1例で土坑が新しい。隣接地に位置するTピ ットの重複例からTピ ットが最も

古い時期に位置づけられる。

土坑を中心として列石隣接部の遺構の重複関係を観察すると、列石、配石遺構、環状配石遺構が土

坑を切つて構築されている。また、Tピ ットは土坑によつて切られておりこの逆の重複関係は見当た

らない。土坑と同時期 。前後して構築されるものは柱穴状ピット、掘立柱建物跡、フラスコ状土坑で

ある。しかも、掘立柱建物跡については形態Ⅲ～Ⅸ類としたものは土坑によって切られ、同 I類・Ⅱ

類は土坑を切つて構築されるという特徴がみられる。このことから万座隣接地では、次のような遺構

の変遷が推定される。

Tピ ット→ 掘立柱建物跡 (Ⅲ類)、 土坑、フラスコ状土坑→万座環状列石、配石遺構、掘立柱建物

跡 (I類・Ⅱ類)、 土坑、フラスコ状土坑→ 環状配石遺構である。

万座北側地区

万座隣接地、野中堂隣接地に続き遺構密集度が高い地区で、多くの重複関係を示している。

環状配石遺構  SK66→ SX(S)01→ SX(S)04(F4区 )、 SK71→SX(S)04(F4区 )、

SK73-→ SX(S)04(F40二 )

西己ZF撻艶着彗        SK222-→ SX(S)202(D10二 )、  SK406-→ SK405-→ SK409-→ SX(S)409(F10二 )、  SK406-→ SK409

-→SX(S)409(FlD二 )

集石遺構    SX(S)402→ SK434(Fl区 )

柱穴状ピット  SK452→Pit26(Fl区 )、 SK15→Pit25(F4区 )、 SK16→Pit26(F4区 )

SK21→Pit 7(F4区 )、 SK24→Pit28(F4区 )、 SK20→Pit190(F4区 )、

SK33→Pit170(F4区 )、 SK42→Pitl19(Fl区 )

Pit32-→ SK443-→ SK442(F10二 )、  Pit92-→ SK453(FlD二 )

Pit41-43-→ SK451(FlD二 )

掘立柱建物跡  SK215→ SB201(Dl区 )、 SK20→SB01(F4区 )SK37→ SB01(F4区 )

SK42→ SB10(F4区 )

竪穴住居跡   S1408→ SK443→SK442(Fl区 )、 S1410→SK449→SK450(Fl区 )

竪穴遺構    SK907→ SK906→ST901(F3区 )、 SB401→SK435→S1407→S1406(Fl区 )

土 坑     SK202B→SK202A(Dl区 )、 SK407→SK405(Fl区 )

SK432-→ SK431(F10二 )、  SK489-⇒ SK498(F21二 )、  SK907-→ SK906(F3D二 )、

SK393A―→SK391(D31二 )、  SK31-→ SK32(F2EXI)、  SK74-→ SK75(F40二 )

フラスコ状土坑 SK206→ SK(F)205(Dl区 )、 SK429→SK(F)419A(Fl区 )、

SK489-→ SK(F)490(F21二 )、  SK7-→SK(F)6(F4貶二)、



SK39-→ SK(F)38(F4D二 )、  SK(F)204-→ SK203(Dl,二 )、

SK(F)504-→ SK503(F2D二 )

Tピ ット     SK(T)470→ SK478(F2区 )

環状配石遺構との重複は3例で環状配石遺構が新しい。他遺構との重複関係でも環状配石遺構が最

も新しいことが示されている。

配石遺構との重複は3例で配石遺構が新しく、万座隣接地と同様の遺構の過程を示している。遺構

内の出土土器はほぼ同時期のものであるが、前後するか、同時期かの判断が難しい。

柱穴状ピットとの重複は17例である。上記の重複例からピットをはさみ、その前後に構築時期を想

定することができる。しかし、土坑・柱穴状ピットからの出土土器の時期は同時期のものであること、

重複関係を示さないものがあることから同時期のものがないとは否定できない。

掘立柱建物跡はいずれの重複関係でも掘立柱建物跡が新しい。第215号土坑は第Ⅵ類掘立柱建物跡

と重複を示しており、万座隣接地とは逆の重複関係を示している。なお、これ以外の I類・Ⅱ類掘立

柱建物跡と重複する土坑との新旧は掘立柱建物跡が新しい。

同地区台地縁において竪穴住居跡と重複するものもある。この重複から竪穴住居より新しい土坑が

存在することがわかる。しかし、土坑・住居跡からの出土土器は同時期のものであること、重複関係

を示さないものがあることから同時期のものがないとは言い切れない。

土坑同士の重複も見られ、二つの時期の存在が想定される。しかし、重複した土坑からの出土土器

は同時期のものであること、重複関係を示さないものがあることから同時期のものがないとは言い切

れない。

フラスコ状土坑との重複もみられる。土坑を切って構築されるフラスコ状土坑が多く、この逆パ

ターンは少ない。この重複関係からフラスコ状土坑をはさみ前後に土坑が構築されたことが伺える。

Tピ ットとの重複は1例で土坑が新しい。隣接地に位置するTピ ットの重複例からTピ ットが最も

古い時期に位置づけられる。

土坑を中心に遺構の重複関係を整理すると、下記のような変遷を想定することができる。

Tピ ット、竪穴住居跡は土坑によつて切られ、これ以降この地区ではこの両者は出現しない。一方

土坑を切つて構築されるものは配石遺構、環状配石遺構、掘立柱建物跡、竪穴遺構である。また土坑

を切り、切られて存在するものは柱穴状ピット、土坑、フラスコ状土坑である。重複せず、出土土器

が同一時期のものがあることから同時存在を考慮しなければならないが、本地区の遺構の変遷を次の

ように考えることができる。

Tビ ット→ 竪穴住居跡 。土坑・フラスコ状土坑マ 配石遺構 。掘立柱建物跡・土坑・フラスコ状

土坑→ 環状配石遺構 (重複から2時期あり)。 竪穴遺構 。フラスコ状土坑である。

万座西倶1地区

遺構数が少ないことから土坑との重複関係を示すものは少ない。万座環状列石から離れるにした

がって重複関係は少なくなつていく。

柱穴状ピット  Pit21→ SK08(G4区 )



掘立柱建物跡  SB230→ SK339(D2区 )

竪穴住居跡   SK10→S101(D9区 )

土 坑     SK06→ SK07(G4区 )

フラスコ状土坑 SK03→SK(F)02(D9区 )

Tピ ット    SK(T)343→SK342(D2区 )

掘立柱建物跡と重複するものが1例ある。柱穴が土坑によって削除された可能性もあり、重複関係

がはつきりとしない。

竪穴住居跡との重複も1例あり、万座北側地区の重複パターンとは逆の重複関係を示す。本地区及

び北側地区の上坑構築時期をはっきりとしなければならないが、土坑を切つて構築された住居跡があ

ることが本地区の調査で明らかとなった。

土坑同士、フラスコ状土坑との重複から2つの時期を想定することができる。

Tピ ットとの重複もの1例であり土坑が新しい。隣接地に位置するTピ ットの重複例からTピ ット

が最も古い時期に位置づけられると考えられる。

本地区のトレンチ調査によつたことから平面的な遺構の分布、それに伴つて確認しうる重複関係を

十分に把握することが困難である。確認された遺構すべてを対象に、土坑を中心に本地区の重複関係

を整理するとTピ ットは土坑に切られている。一方土坑は後期前葉の竪穴住居跡やフラスコ状土坑、

土坑によって切られるものもある。

本地区の遺構の流れは、Tビ ット→ 竪穴住居跡 (前葉)。 土坑 。フラスコ状土坑→ 竪穴住居跡

(中葉)と考えられる。

万座南狽1地区

万座地区では最も遺構が希薄の地区であり、そのため重複を示すものは少ない。

フラスコ状土坑  SK(F)706→ SK705

重複関係を示すものは少なく、詳細は不明である。

野中堂隣接地

万座隣接地に続き遺構密集度が高い地区で、多くの重複関係を示している。

環状列石    SK205、 206、 208、 211、 212、 216～ 219、  253、 254、 259→野中堂環状列石

柱穴状ピット  SK103→ SB02→ Pitl17・ 118(B2区 )、 SK157→Pit199(B2区 )、

SK(F)190-→ SK171-→ Pit423(B2D二 )、  SK178-→ SK177-→ Pit420。 421(B2D二 )

SK212-→ Pit441(B40二 )、  SK239-→ SK238-→ Pit610(B4D二 )

SK219-→ SK253-→ Pit433(B4D二 )

Pit212・ 146→ SKl10(B2区 )、 Pit162・ 163→SKl17(B2区 )

Pit451-→ SK216-→ Pit445(B4貶二)、  Pit727-→ SK240(B40二 )

掘立柱建物跡  SK156→ SB210(B2区 )、 SK219→SB201(B4区 )、

SK253→SB202→SK216(B4区 )

SB200-→ SK171(B20二 )、  SB209-→ SK260(B4D二 )



竪穴住居跡   SK31→ S102→ SK(F)32(B2区 )、 SK187→S102(B2区 )

SK185→S101(B2区 )、 S101→SK260(B4区 )

土  坑    SK123→ SK178・ 192(B2区 )、 SK140→SK196(B2区 )、

SK159-→ SK147(B20二 )、  SK178-→ SK177(B20二 )、  SK140-→ SK196(B21二 )

SK219-→ SK210(B40二 )、  SK254-→ SK211-→ Pit723(B4D二 )

SK219-→ SK253-→ SK259(B4D二 )

フラスコ状土坑 SK132→ SK(F)133(B2区 )、 SK151→SK(F)153(B2区 )、

SK(F)124→ SK125(B2区 )、 SK(F)191→ SK192(B2区 )、

列石隣接地から検出された遺構は多種多様で、これらは重複関係を持ちながら、同列石を意識しな

がら構築されている。同列石南側出入回は土坑が埋め戻された後に構築されている。この出入口が万

座環状列石と同様に列石が作り終える直前のものであると想定すれば、土坑は列石の存続期間に構築

され続けたものと考えることができる。さらに掘立柱建物跡、フラスコ状土坑とも前後しながら重複

関係にあることは、一定の時期に土坑だけが集中して構築され続けたということを示していない。

列石の存続期間、多種多様の遺構が交互しながら構築されたことをこの重複が示しているものと考

えられる。

本地区の遺構の流れは、万座隣接地の遺構の流れと類似し、Tピ ット→ 土坑、フラスコ状土坑→

野中堂環状列石、掘立柱建物跡 (I類 。Ⅱ類)、 土坑、フラスコ状土坑と考えられる。

一本木後口地区

重複関係を示すものは3例で、すべて土坑同士である。

」三カt      SKll―→SK10(A2D二 )、  SK36-→ SK34(A30二 )、  SK37-→ SK35(A30二 )

配石遺構との重複関係はみられない。本地区の配石遺構は「墓」として構築されたものである。配

石墓は数基から群を構成し、この群が弧状に配置され墓域を作り出している。土坑はこの墓域内に構

築され、墓域を構成している。土坑の重複は限定された区画内に造り続けられた結果である。

【キ.時  期】

万座隣接地

『大湯町環状列石』の写真図版第65～ 68に収載された土器は列石隣接地から出土したものが合まれて

いるが、それらから列石の時期を後期前葉～中葉と判断することができる。また、鹿角市教育委員会

が行った発掘調査でも同時期の土器が出土している。

万座隣接地で検出された多くの遺構はこの列石を意識した配置を示しており、多くのものは列石と

同様の時期が与えられるものと考えられる。

列石と重複・隣接するほとんどの土坑からは、後期前葉 。十腰内 I式の特徴をもつた土器が出上し

ているが、数例ではあるが後期中葉の土器を出土するものがある。これらは第219号 (Dl区 )、 228号

(Dl区 )、 300号 (D2区 )、 314A号 (D3区 )、 338号 (D3区 )の 5基である。このことから後期中葉の時期には列石

隣接地に構築される土坑が減少していくことが読みとることができる。

万座北側地区



遺構内出上の上器から後期前葉 。十腰内 I式の時期を与えることができる。本地区の中央に円環を

描くように配置された掘立柱建物跡 (群 )を意識した配置を示す土坑もあり、これらは共伴した可能性

が極めて高く、しかも出土遺物 (隆沈線が施文された土器の出現が高い)から万座環状列石より若干

古いものと想定される。

本地区からは、後期中葉に構築された土坑は検出されていない。

万座西側地区

土坑は、出土遺物から後期前葉。十腰内 I式の時期が与えられ、重複関係から竪穴住居跡 (前葉)。

フラスコ状土坑が共存していたものと考えられる。

万座南側地区

遺構内外及び遺構確認面から後期前葉に構築された可能性が高い。

野中堂隣接地

遺構内出土遺物、遺構確認面から後期前葉の時期を与えることができる。これらは野中堂環状列石

を意識した配置をとっており、列石と共存していたものと考えられる。同列石北側及び東側に未発掘

部分を残しているが、現時点では後期中葉の上坑は検出されていない。

一本木後口地区

遺構内外より後期前葉の上器片が出土している。配石遺構群と一体となり墓域を構成している。こ

のことから配石遺構と同じ時期が与えられる。

【ク.分  布】

万座隣接地

環状列石東側出入日から時計回りに北側出入口状施設にかけての密度が濃く、同北側出入日から東

側出入口状施設にかけての分布が極めて薄い。

掘立柱建物跡の項で、掘立柱建物跡は重複や隙間の存在から数棟から構成されたグループとなり、

このグループが万座環状列石の外帯配石群と対応しながら規則的に囲んでいるとした。これと同じ

ように土坑においてもその傾向がみられる。すなわち掘立柱建物跡グループと重複し、さらにその範

囲を外側に広げながら分布していることが第139図 から看取され、この状況は東側出入日から万座日

時計間が顕著である。

これとは反対に、同列石北東側では掘立柱建物跡グループとは重複せず、大きく外側に分布を広く

している。この傾向は同all石東側出入口でもみられ、同列石東側を中心とした地域ではその分布が希

薄となる。この地区の掘立柱建物跡は構築時期が後期中葉まで継続されること、万座環状列石の東側

外帯の配石遺構が濃いことがこの現象に何らかの原因を与えているものと考えられる。

万座北側地区

5本柱建物跡 (SX(S)201)の 南西側、環状に配置された掘立柱建物群周辺の分布密度が高い。

掘立柱建物群は12棟で構成され、その径は約54mで ある。土坑は掘立柱建物跡で構成された環内ま

たは平行して掘立柱建物跡の周辺に分布しており、有機的な配置を示している。土坑の構築時期は後

期前葉であり、掘立柱建物跡の構築時期と一致する。
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第142図  土坑分布図 (野中堂隣接地)

万座西側地区

竪穴住居跡が検出されている地区でもあり、住居跡との有機的なつながりを示しているものと考え

られる。 トレンチ調査という性格上、遺構の面的な広がりを把握するにはある程度の制約が生まれる
が、未発掘部分に住居跡と対応する土坑が存在するものと推定される。

万座南側地区

土坑検出例は少ない。同地区に所在する配石遺構群に隣接して構築されるものもある。

Tピ ットやフラスコ状土坑のような地形を考慮した分布はみられない。

野中堂隣接地

野中堂環状列石東側・北側に未発掘部分を残すが、その配置を推察することができる。

第142図から列石を囲むように土坑が分布していることがわかる。万座隣接地の土坑分布と比較し、

その密度は低いが、万座隣接地と同様に数基～十数基のグループを構成していることが看取される。

○

亀増I
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第143図  土坑分布図 (一本木後口地区)

列石南側の出入口部と接するように分布するものや、竪穴住居跡に隣接して分布するものがある。

一本木後口地区

本地区の主要遺構である配石遺構は「配石墓」として捉えることができる。配石遺構は密度・空白

部から数基から構成される群をつくりだし、この群が弧状を描くように配置されている。本地区で検

出された土坑のうち第02号土坑を除いた土坑はこの群の中に分布し、配石遺構数基から構成されたグ

ループに内在している。

【ケ.性  格】

万座隣接地

土坑はその分布状況から万座環状列石、それを囲む建物跡と有機的な結びつきを示している。土坑

は円形又は楕円形を呈している。特に楕円形土坑の長軸方向は万座環状列石から放たれた求心線に対

して平行・直交し、列石を意識した長軸方向をとつている。人為に埋め戻されたものが多く、遺構内

からは副葬品として埋納されたと考えられる土器、土製品(土偶・鐸形土製品。耳飾 )、 石製品(有孔石

製品・イモガイ状石製品)が出土している。

土坑については「列石を意識した長軸方向(求心線と平行か直交か)を示すもの、人為に埋め戻され

たもの、副葬品と考えられる遺物が出土する」の条件を満したものは「土坑墓」としての機能を有し

ていたものと考えられる。



万座北側地区

環状を呈するように配置された掘立柱建物跡に接して構築された土坑が特徴的な分布を示しており、

万座・野中堂環状列石隣接地の遺構配置に類似した様子を示している。

これらは万座・野中堂隣接地で検出された土坑のように長軸方向は規則性がみられないが、101基中、

第202A号、503号土坑など5基が自然堆積を示す以外は、人為による埋め戻しが行われていた。また、

副葬品と考えられる土器、土製品、石製品の出土率は同地区内に分散して分布する土坑よりも極めて

高い。

このことから掘立柱建物跡に隣接し、配置されるものについては「列石と土坑の配置の類似性」、堆

積状況、副葬品の出土頻度から「土坑墓」としての機能が考えられる。

万座西側地区

他地区で検出された土坑と同様に平面形は円形または楕円形を呈し、人為による埋め戻しが行われ

ていたが、副葬品と考えられる遺物の出土は少なく、「土坑墓」としての認定条件を欠くものが多い。

本地区では住居跡が検出されていること、同時期の埋葬区が環状列石とその隣接地に集約されるこ

とから「土坑墓」としての機能とは別の性格を考える必要性がある。

万座南倶1地区

配石遺構群に隣接した土坑は人為に埋め戻されていること、配石遺構群に接し、土坑長軸が配石遺

構下部の土坑と同一方向を向くことから「土坑墓」と判断される。

野中堂隣接地

上坑はその分布状況から、野中堂環状列石それを囲む掘立柱建物跡と有機的な結びつきを示してい

る。楕円形を呈する土坑の長軸方向は列石の中心を意識して構築され、その向きは求心線に対して平

行もしくは直交している。堆積土は第102号。125号などの計5例を除き、人為に埋め戻しが行われてい

た。副葬品として判断されるものは少ないが第132号土坑からは深鉢形土器。鐸形土製品が出土してい

る。

土坑については、万座隣接地と同様に「列石を意識した長軸方向(求心線と平行か直交か)を示すも

の、人為に埋め戻されているもの、副葬品と考えられる遺物が出土する」の条件を満たすものについ

ては「土坑墓」としての機能を有していたものと考えられる。

一本木後口地区

第02号土坑を除くものは「配石墓群」に内在している。形態は楕円形を基本とし、長軸は100cm前後

をはかる。長軸方向はおおむね同地区の配石遺構下部の上坑と同一方向を指し、堆積土は人為による

埋め戻しが行われていた。このことから、配石墓群内に位置する土坑については立地的な要因と配石

遺構の性格を照らし合わせ「土坑墓」と考えられる。



第91表 土坑
"座
隣接地区 1)

No 臨

徹対¶め

詭 区

グリッド

確 認 面 形 態 ヌヲ毛iD雲[lCn・ rFiリ

動 ×蜘 ×深さコ冒贅

長軸方向 出鋤 埋土 新1日関係 標
嘲

1 SK218
は 41

Dl区
YC・92

(Ⅲd層上面) 楕円形 144× 121× 42
138

N49W 石鏃 3点
土器片 550点

円盤勁ヽ 7寧製品 1′点

復元土器・石錐各 1′は

出器片利用上製品 1点

人為 御
諜

2 S10219

は 0
Dl区
Y3・92

(Ⅲd層上司 円 形 80× 80× 20
050

土器片 20点

復元出器路 1点

メ偽 御
耐

3 SK220
(報文 41

Dl区
Ⅶ ‐92

(Ⅲd層上酌 楕円形 176× 137× 40
192

N57ヽV 石鏃 2′点
出器片 280点

凹石・石錐各 1点

円盤状魂謝Ll点

土器利用上製品5点

街 罫 ・梶窯協諄3′点

メ偽 勧
蔽

SXワ 21

は り

Dl区
1ヽ)‐ 92

(Ⅲd層上面) 円 形 115× 110× 64
099

磨石2点

」」器け+201黒

土器片利用土製品 1点

人為 劉
麒

5 SK223
鰍 0

Dl区
YD‐92

(Ⅲd層上0 楕円形 127× 103× 36
104

N77W 土器野 20点
復元土器・凹石各 1点

人為 劉
篠

SK225
(報文の

Dl区
YD・92

(Ⅲd層上祠 楕円形 136× 90× 39
100

N79ヽV 悧 叶数点
土器片利用上製品 1点

メ偽 御
醸

7 SK227A
は 0

Dl区
ZZ‐ 92

(Ⅲd層_El 楕円形 110× 100× 60
087

N59E 石鏃 2点
悧 守100,点

悧 嚇利用上製品1点

メ偽 S027A
‐Rt327

御
篠

SK22電
級 文 41

Dl区
ZZ・ 92

(Ⅲd層上面) 円 形 76× 74× 34
044

習器片 10点

土器片利用上製品 1点
メ偽 nt328
-だW927B

後期

麒

地 28

(報文の

Dl区
ZZ‐ 98

(Ⅲd層上司 楕円形 134× 101× 34
108

N78E 爛 守50′点
石鏃・凹石各1点

メ偽 SIC228
→R329 硼罐

地 29

は 0
Dl区
17r92

(Ⅲd層上前 楕円形 117× 108× 36
099

N2E 土漏劉守100′点

石錐・掻器・石製品各1点

人為 劉
麒

S鬱30
は 0

Dl区
ZZ‐ 92

(Ⅲd層上面) 楕円形 118× 95× 26
089

N53E 土器片 20点
出詢情 J用上製品1点

メ偽 御
諜

惚 31

は の

Dl区
lA・ 92

(Ⅲd層上面) 楕円形 144× 130× 58
147

N44W 出器片 100点
円鵬 石製品1点

掻器・凹石・磨石各 1点

土器片利用上製品5点

人為 S聰31
→R386

御
篠

惚 33

は の

Dl区
ZZ‐ 92・ 93

(Ⅲd層上0 楕円形 ×   ×106 悧 キ15′点

爛 常利用製 品 1点
人為
SKOB 御

篠
SK236
は 0

Dl区
るハ「89

(Ⅲd層上0 楕円形 ×  ×24 出器片 10点 人為
→R厠07
図 14A

御
緯

地 37

(報文 41

Dl区
ZヽV■90

(Ⅲd層上ω 楕円形 109× 86× 56
075

N68E 土器片 90点
土鮮調林U用製 品4点

石鏃哺仔拓製品各 1点

人為 惚 56
→SK237
‐SK0238

御
麒

地 39

轍 0
Dl区
卿 8`9

(Ⅲd層上面) 楕円形 ×176× 58 復元土器 1点

土」剖キ120′点

メ偽 協

"SK236P■tlЮ

昭 14A

御
麒

S●41
(報文の

Dl区
ZX 91・ 92

(Ⅲd層上闘 円 形 76×    ×88
05

悧 キ90,標

円ml点
土器片利用土製品3点

制 品。掻器各 1点

人為 SIC“
→SK241
→D()221

後期

前葉

地 44

飯 の

Dl区
ZZ‐ 91

(Ⅲd層上祠 楕円形 94× 71× 28
053

N52ヽV 土器片60点 ノ`しだ等 幽 4→R口98
P.t299

御
緩

SK245
は の

Dl区
ZX 91・ 92

(Ⅲd層上D 円 形 80×    ×74
050

土器片20点

悧 学利用製 品2点

人為 幽 テ)ST202

SK241
御
麒

S046
は 0

Dl区
ZX 91・ 92

(Ⅲd層上面) 楕円形 132× 120× 60
125

N77ヽV 土器井 240点
復元土器・掻器各2点

土器片利用上製品6点

人為 SK247
→能 46

御
蝶

陸 47

は の

Dl区
ZX・ 92

(Ⅲd層上0 楕円形 133× 106× 50
112

N45E 黒色樹脂塊
土器片 2110点

ノ`、ジ(5 幽 7→能 46
Rt169

御
醸

S諺49
は 0

Dl区
ZKa℃ 2

(Ⅳ層下面 ) 楕円形 184×    ×66 N62ヽV 深鉢形土器 1点 人為 脚
"か

動

御
麒

SK252
(報文0

Dl区
饗 92

(Ⅳ層下面 ) 楕円形 ×  ×48 深鋼研多」田器2′点 人為
部鋤 駒

"■
К 貌

劉
篠

24 SK254
は 0

Dl区
ZY・ 91

(Ⅲd tt■ml 円 形 98×   ×36
075

出器片 10点 ノ喘

(101SK330
御
麒



第92表 土坑防座隣接地区2)

No 蹄

鰻麹め

調査区

グリッド
確 認 面 形 態 規模 lcm・ 0

長軸X短軸×深さ櫃積
長軸方向 出慟 埋 土 新1日関係 標

嘲
"55は り

Dl区
ぶ、ZVF92

CIEd層上闘 楕円形 128× 105× 58

107

N86E メ偽 劉
麒

% 観 56

轍 の

Dl区
ZX‐90

CIId tt■El 楕円形 178× 152× 36

214
N68ヽV 土器片 60点 ノ`こX3

S旺(237 御
篠

S●57
触 め

Dl区
ZX・90

md tt■El 楕円形 ×  ×59 型器片 10点

悧 咋利用製 品1点

メ偽 劉
諜

SK258

轍 め
Dl区
ZⅣF89

lld層上D 楕円形 160× 181× 31
228

N22W 悧 叶10′点
炭化堅実類0り)331点

人為 ntn3… 勘
→ h83  ″
¨ 7

御
麒

W66
は

Fol

D2区
ZV13V 88

(Ⅲ d tt■ml 円 形 88× 83× 33

057
悧 キ5′点 人為 SK266

‐PIt545
劉
諜

惚 68

級文③

D2区
ZヽLZんV■87

(Ⅲd層上面 丸

形

隅

方

156× 140× 30

173

N64E 土器片 69点
掻器・凹石各 1点

軒 製 品 1′点

脚 用上製囁 5点

メ偽 幽 1-→SK268
→ 螂

後期

麒

観 69

は →

D2区
ZV87
md層上面 精円形 122× 104× 79

100

N19W 翌器片 16点
掻器・円盤決石製品各 1

メ偽 叫 鋼269

抑 73
後期

前葉

澱 72

は 51

D2区
a7・88

md層上面 楕円形 120× 98× 43
098

N21E 土器片 3点 人為 W7"脚 り271

脇 13 劉
蔽

SK275
は 51

D2区
ZV187

lld層上前 楕円形 94× 86× 47
064

N75E 土器片37点 人為 SK27いSK275
‐Rt515

後期

麒

SK276
は D

D2区
Zマ187

(Ⅲd層上D 円 形 ×58× 28 珊 キ 点

復元土器 1点

人為 惚 76
→地 75

御
織

澱 77

は つ

D2区
2ヽ
Lヽ87
md tt■El 楕円形 112× 95× 38

08
N85ヽV 土器片 52点 メ偽 劉

諜
観 79

(報文③

D2区
z、 zヽ、vL87

(Ⅲ d層 撻ヽ 円 形 119× 112× 36
105

酪 点

土詞キ29点
茸形土製品1点

土器片利用土製品12点

磨石・■IB・装飾品各1点

メ偽 御
諜

SK281

級文D
D2区
Zヽ
こヽ87

(Ⅲ d tt■61 楕円形 ×74× 31 士器片 3点 人為 地 81
→SK268

御
篠

的 82

鰍 D
D2区
邪VL87

md tt■El 円 形 66× 64× 21
033

人為

S‐85
(報文③

D2区
Zヽみ85

(Ⅲ d層上面 楕円形 120× 110× 82
058

EOW 土器片少量

耳飾り1点

土器片利用上製品1点

メ為 C83‐S厖85
→胞 99、 321

SB221Aと 不明

後 剛

諜

40 的 86

は 51

D2区
Zヽみ85・86

(Ⅲ d tt■El 楕円形 74× 65× 47
039

EOW 端 1
占
ヽ

土器片 57点

土雖調訴嘔用上製品2点

メふ 御
篠

SK289
触 D

D2区
Zヽ型`86

md層下鶴 楕円形 214× 136× 72
240

N18E 土器片310点
復元土器・掻器各2点

土器片利用土製品 1点

石鏃・磨製石斧・イザイ各1

人為 SB22■
→絣289

御
緩

42 観 91

鶴文 51

D2区
Zヽ
～
L87

(Ⅲd層上D 楕円形 102× 82× 55
066

N56ヽV 珊 守 点
悧 嚇利用土製鴨 1点

ノヘ偽 SK353
→SK291

御
麒

43 SK297
は D

D2区
ZW 86

lIId層上面 円 形 117×    ×
“107

珊 キ 点

復元土器1点

土器片利用上製品4点

人為 働 8‐SK297
→螂
→SK38

御
篠

44 S●99
は D

D2区
ZⅣ=85

(Ⅲd層上闘 丸

形

隅

方

102× 90× 24

072

N35ヽV 出器片 27点 メ偽 S2C23psK299
→SK321
‐PL脇

御
蔽

45 脚 00

は 51

D2区
aa～■85

(Ⅲd層上闘 円 形 120× 116× 50
109

土器片 88点

凹石・耳飾り各 1点

出器片利用上製品3点

メ偽 期

葉

後

中

SK304
は

Fol

D2区
ZttZX 87

(Ⅲd層上面 丸

形

隅

方

100× 90× 21

071

N55E 掻器2点
少糧つ翌渕キ

メ偽 SK304   → 御
篠

岡 05

は め

D2区
Zヽ
～
「86

md層上闘 楕円形 119× 82× 62
079

NllW 」器片 19点
復元器 点

メ偽 SB221A
SB221卜Su5
峻

勧
諜

48 SK307
は 51

D2区
別 た85

(Ⅲd tt■dl 円 形 70× 68× 39
037

土器片 11点 人為 岡 07
‐■t569

御
篠

49 SK308
は文 51

D2区
別 vL“ .87

0圏
“

底動 楕円形 115× 68× 44

066
N18W メ偽 SK308→ SK296

駆BD9
御
諜

SK309
轍 め

D2区
ar・86

CB53底闘 楕円形 142× 87× 46
103

N73W 土渕キ9点
土器片利調土製品2点

人為
‐Su" SK310

後期

前葉



第93表 土坑衝座隣接地区3)
NO 臨
綴如 め

諮 区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 lcm・ d
罰 ×勧 ×深さ櫃積

長軸方向 出土遺物 埋土 新1日関係 礫

嘲

昭 10

は D
D2区
ろⅣ`86

GK309底闘 楕円形 ×   ×30 人為 SK310-→ 御
篠

SK311

は

'

D2区
卜、2カ予85

(Ⅲd tt■ml 楕円形 120×    ×40 人為

SK312
は D

D2区
野 85・ 86

(Ⅲd層上面 楕円形 230×   ×3Xl 機器5点

土器片 111点

復元士器 1点

土器片利用上製品2点

人為 勧
鰈

54 SXB14
は D

D2区
邪礁ZX 86

(Ⅲd層上動 楕円形 120× 80× 29
079

N48W 少量の出詞片 ノ`こ澪3 SK323‐SK314
→ 炒

後期

前葉

SK315
は 51

D2区
ふVkZX 86

(Ⅲd層上闘 楕円形 19ro× 140× 31

220
N S 悧 キ85′気 人為 SK116→ S田 15→

鋭922  鋸 3% 御
麒

SK316
級文D

D2区
ZⅣ、ZX86

(Ⅲd層上面 歪んだ
楕円形

184×    ×18 N68ヽV 冊 27,点

磨製賄斧 1点
メ為 SK31伊 )S邸20

X340 Rt6埓
御
麒

SK317
鰍 51

D2区
aVL&85

(Ⅲd層上闘 楕円形 180× 145× 15
207

N4E 土器片 49点 自然 御
罐

SK319
は 51

D2区
ZヽVL85

(Ⅲd層上面 円 形 68× ∞×24
032

人為

SK320
は 9

D2区
ZX‐ 86

(Ⅲd tt■El 歪んだ

楕円形

126× 75× 58

079
N88E 掻器2点

悧 キ117,ほ

土器片利用土製品1点

人為 SIK316-SS20
→鰤

nt678

御
醸

SK321
鰈 文 Fol

D2区
ハ 卿ヽ・

85・ 86

(Ⅲ d層上D 丸

形

隅

方

163× 155× 18

198
N41E メ偽 幽 5

回 9‐SK321

SB22■

SK322
(報文 51

D2区
コマkZX 86

(Ⅲd層上面 楕円形 155× 100× 29
128

N50W 凹石 4′像
土器片81点
磨製石斧・石錘各 1点

土器片利用上製品1点

人為 昭 14

SK315→ SK322
-,■572

SIK324

後期

前葉

SK323
轍 め

D2区
ZX‐ 86

(Ⅲd層上面 楕円形 120× 74× 62
074

N42W パ偽 SIK323
‐SK314

御
諜

S●24
(報文 51

D2区
Z】[86

(Ⅲd層上爾 楕円形 120×    ×35 鋼 中 点

蛾 石製品 1点

悧 十利用上製品1点

人為
畑 炒 5 〔nく322 劉

蔽

SK325
(報文 51

D2区
ZX・ 86

(Ⅲd層上面 楕円形 14廊×91× 49

107
N62W 人為 SK324

→S1325
御
麒

SK328
鰈 文 51

D2区
Z】【・84

(Ⅲd層上面 楕円形 168× 119× 19
162

N41E 掻器2点
珊 キ147′は

復元土器 1点 ,

悧 影利用製 品6′点

人為 昭 32
→SK328
‐Plt644

劉
麒

S聰 30
は 0

D2区
野 85

(Ⅲd層上面 楕円形 120× 76× 11
075

N8W 土器片 3点 人為 劉
隷

鍛 32

は 51

D2区
ZX・84

(Ⅲd tt■ ml 楕円形 141× 90× 16

105
N42E 土器片 14点

復元土器 1点
人為 郷 32
→SK328

御
篠

SK335
は D

D2区
ZⅣVL82

(Ⅲd層上闘 楕円形 ×   ×28 石鏃2点

土器片60点

完形土器・掻器各 1点

土器片利用上製品6点

自然 SK335
→S140313
SK0331

御
隷

昭 37

(報文 51

D2区
ZX・ 86

(Ⅲd層上詢 楕円形 ×116× 75 土器片56点

磨石・鐸形土製品各 1点

ノ`じ洋3 脚 37
→SKID306

期

葉

後

前

昭 38

は 51

D2区
Zハ『 84・ 85

(Ⅲd tt■El 円 形 108× 100× 17
085

淵 1′点

出器片93点

土艦調訴可用製 品1点

人為 後期

前葉

鐙 40

は 51

D2区
ZX・ 86

(Ⅲd層上面 楕円形 155× 130× 32
159

N39ヽV SKLR16→ S―
‐Rt575

蜘岬S田 52
触 D

D2区
Zヽ 8ヽ6

(Ⅲd層上面 円 形 ×  ×36 燃
‐Sle7、 309、 3“

田″ lA
蝶 m知

御
蔭

腑 53

は 51

D2区
M86・舒

(Ⅲd tt■El 円 形 ×   ×30
蜘 351、 出 52、

翻 lA―割舶53

迎 91"7、

側
"6298

御
麒

SK354
は

'

D2区
から86

(Ⅲd層 ミヽ 楕円形 73× 64× 37
037

N33E 燃
SB221A、 ″lB、 あ



第94表 土坑∝座隣接地区4)
NO 臨

(批畑め

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 (cm・ 司
f詩噛×免調璃X深さ顧司贅

長軸方向 出鋤 埋 十 新1日関係 篠
嘲S聰08

鮨文 10
D3区
別 -21」・

85・ 86

(Ⅳ 層 ) 整

形
不

円

155× 147× 28

179
磨石1点

土器片8点
メ偽 SK3C18‐ SKB∞

PIt8・ 4
後期

前葉

昭 09

(串貯に10
D3区
Zヽた～ZLI‐

85・ 86

(Ⅳ 層 ) 楕円形 84× 74× 32

049
人為 SIK308esK3∞
―Rt8

図 10

徹 丈101

D3区
Zヽ

～
488

(Ⅲd層中0 楕円形 143× 124× 50
140

N83ヽV 土器片 11点
珊 キ禾U用製 品 1′点

メ偽 御
蝶創01lB

鶴間に101

D3区
別 ‐́2コLI‐

84・ 85

(Ⅳ 層 ) 楕円形 140× 120× 31

133
N57E 剥片 1点

土器片 4点
人為 鑑 11卜SB餅

Rt13 御
蔽

図 12

徹文 101

D3区
ZIJ‐85

(Ⅳ 層 楕円形 118× 110× 37

102
N15W 石鏃 1′点

土器片 22点
メ偽 SK312
‐■t67

御
麒昭 13

御貯に101

D3区
avL88・ 89

(Ⅲd層中旬 楕円形 160× 114× 51
147

N80E 士器片88点 人為 SK313
→Rt48

御
篠SX315

鰈文 101

D3区
ZIJ・85

(Ⅳ 層 ) 整

形

不

円

92× 82× 37

059
掻器1点

悧 +2′点
人為 昭 15

-→圏 07
御
醸囲 17

級文 1の

D3区
ZU85・ 86

(Ⅳ 層 ) 楕円形 ×96× 14 酬 1点

土器片 9点
人為 g017-Rt9

nt41
御
諜83 SK320

は 101

D3区
ZV185
(Ⅳ 層 ) 円 形 93× 86× 2

063
掻器 1点

磨石2′点

土詞守16点

ノ`、ジ15 後期

前葉

SK323
G髄丈10

D3区
ZX=ハ子83

(Ⅲd 層中0 隅 丸
長方形

158× 124× 38

156
N60W 掻器 5点

土器片 112点
人為 SK351
→S1323

御
諜

図 25

は 101

D3区
Zl丁
‐85

Ⅳ 層 ) 隅 丸

長方形

131× 104× 64

108
N63W 出器片 19点 人為

―nt2、お 御
諜

路 28

悧にそ10
D3区
ZX・89

(Ⅲd層制D 楕円形 147× 128× 46
148

N25ヽV 土器片 8点 自然 御
篠

脇 34

Q文 101
D3区
雰 90

(Ⅲd層中ω 楕円形 165× 100× 52
138

N90E 土器片 91点
掻器・凹石・敲石・石皿各 1

メ偽 御
蔽

昭 38

鮨貯に10
D3区
%～a・鈴

(Ⅲd層中0 円 形 135× 135× 4
143

士器片 168点 人為 SK339
→SK338

御
維

田 39

は 10
D3区
ZZ-2‐ 89

(Ⅲd層中ω 楕円形 124× 80× 46
082

N90E 酪 点

出劉キ26点
メ偽 昭 39
→餞3田

御
麒

S14341

鰈文 101

D3区
野 89

(Ⅲd層引つ 楕円形 173× 142× 45
195

N69ヽV 石匙 1,点
盤 2点

土器片 165点

メ偽 劉
篠

図 44

級文 10
D3区
ZY・ 89

(Ⅲd層中0 円 形 107× 102× 58
086

掻器 2点

土器片42点

剥片・敲石・磨石各 1点

人為 御
蝶

S聰47
触 101

D3区
雰 88・ 89

(Ⅲd層嘲D 楕円形 151× 119× 42
143

N 磨石1点

翌器片68点
メ偽 勧

諜陥 48

鮨文10
D3区
ZZ～n■89

(Ⅲd層中0 楕円形 148× 104× 2
125

N70W 土器片 146点
掻器・敲石・凹石各1点
凹石」滞謝利用瑯 各2

磨石・石皿・軽石製品各 1

ノヘ偽 御
諜

SIC349

G随丈101
D3区
ZA『86

(Ⅲd層引つ 楕円形 139× 106× 63
118

N50ヽV 悧 キ10′点 人為 御
篠SK357

鮮覧丈101

D3区
ZX・ 88

(Ⅲd層中個 楕円形 ×87× 27 剥片 1点

器 3点

出器片 86点

SK357
→叡B23

劉
篠

SK359
鮮貯に10

D3区
YC‐90

(Ⅲd層中0 楕円形 129× 105× 53
107

N25E 掻器4点

土器片 l19点

有孔石製品 1点

悧 貯禾り調瑯 1,黒

石鏃・剥片・石核・凹石核 1

務諭村杉土端卜例朗麦土墨擁卜1

メ偽 劉
麒

SK362
(新びこ101

D3区
10B・91

(Ⅲd層引つ 楕円形 146× 100× 40
119

N79W 石鏃 2点
珊 26,気

人為 後期

前葉
Sス363B
G随丈101

D3区
YC・86

(Ⅲd層珈つ 円 形 167× 150×
197

SK■)376
→SK363B

S聰66
⇔覧丈101

D3区
YB～‐ 90

(Ⅲd層中0 楕円形 135× 116× 36
124

N57E 掻器4点
爛 キ214,点

人為 後期

前葉
S毬68
鮮覧丈1の

D3区
■
‐
A‐89

(Ⅲd層中旬 楕円形 194× 130×
206

N80E



第95表 土坑妨檀麟接地区5)

M 蹄

(事5とがに1¶o)

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 雛 lcm・ J
動 ×割 ×深さ硬積

長軸方向 出鋤 埋土 新1日関係 機
嘲

SK369
は文 10

D3区
YA‐ 89

(Ⅲd層中0 円 形 97× 89× 48
0.68

土器片 11点

深鉢形翌器1個

土器片利用土製品 1点

鳩 劉
麒

SK370
(緻 10

D3区
■7貯89

(Ⅲd層中ω 円 形 75× 73× 35
043

珊 50′点 人為 劉
蝶

103 SK371
は 10

D3区
YA・89

(Ⅲd層中ω 楕円形 80× 60× 25
038

N15E 珊 38′点

擢瑠事。磨寡昇Fチ認罫1′点

人為 劉
篠

SK372
は 10

D3区
YA‐90

(Ⅲd層中佃 楕円形 85× 55× 28
038

N47W 土器片31点 鳩 劉
蝶

SK385
は 10

D3区
YH‐89

(Ⅲd層地 円 形 73× 65×
037

SK385
→9中)311

SK387
(叡 101

D3区

n‐ YH‐

88・ 89

(Ⅲd層上ω 円 形 90× 88× 86
0.62

新 製 品1点 鳩 SK387
→SK305

SK393B
は 10

D3区
YI・88'89

(Ⅲd層却 楕円形 150× 117× 59

140

N20E 人為 SK393B
→SK0394

SK398
は 101

D3区
Ⅶ―WD‐ 91

(Ⅲd層地 円 形 108× 90×
0.77

SK401
(報文 10

D4区
YA・93

(Ⅲd層中伺 円 形 118× 117× 32
108

珊 21点

土器片利用上製品 1点

自然 後期

前葉

SK402
は 101

D4区
YA・ 93

(Ⅲd層中0 丸

形

隅

方

105× 100× 46

0.82

土器片 38′点 人為 劉
鰈

SK403
は 10

D4区
ZZ・ 93

(Ⅲd層中0 楕円形 145× 92× 43
1.10

N50W 酬 7点 人為 後期

前葉

l12 SK405
(緻 101

D4区
ZZ・ 93・ 94

(Ⅲd層中0 丸

形

隅

方

95× 85× 38

0.64

22～50cln大の石 3個 人為

SK406
は 10

D4区
ZY― ZX 93

(Ⅲd層中0 円 形 133× 110× 47
1.16

人為 SK400SKIF1413

P■298

SK407
(紋 101

D4区
ZY・ 93

(Ⅲd層中0 円 形 76× 74× 65
044

土洲リヤ12′点 鳥 劉
篠

SK408
は 10

D4区
ZY・ 29

(Ⅳ 層 ) 円 形 82× 78× 48
0.50

翌器片 19点

土器片利用上製品 4点

人為 御
諜

SK409
は 10

D4区
ZX・93

(Ⅳ 層 円 形 127× 117× 44
117

凹石 1点

」]留霊局
‐
26点

鉢形土器。蓋各 1個

人為 御
麒

SK410
(新びこ101

D4区
ZX‐93・ 94

(Ⅳ 層 ) 円 形 138× 127× 58

1.38

凹石 1点

」」萎サキ551黒

メ偽 御
篠

SK411

は 101

D4区
ZX‐93

(Ⅳ 層 楕円形 137× 92× 19

1.03

N30W 珊 5′点 人為 後期

前葉

SK415
(緻 101

D4区
ZU‐Z詢6

(Ⅲd層中0 円 形 88× 86× 39
059

自然

SK417
は 10

D4区
ZX・95

(Ⅳ 層 ) 円 形 140× 133× 63
1.46

珊 54』黒 人為 劉
諜

SK418
(紋 101

D4区
m―ZV‐95

(Ⅲd層地 楕円形 181× 114× 34

1.71

N85W 人為

SK419
⇔覧丈10

D4区
ZV・ 95

(Ⅲd層上ω 楕円形 182× 104× 38
1.61

N40W 人為 SK419
‐Pit21

SK420
(紋 10

D4区
ZV― Z」・

95。 96

(ⅢdttШ 丸

形

隅

方

311× 150× 37

4.17

N76W ノ喘

124 SK421
緞文10

D4区
ZX‐95

(Ⅳ 層 ) 楕円形 104× 84× 32
0.69

N7W 土器片5点 人為 御
麒

SK601
(判おてlll

D6区
ZC‐ 95

(Ⅲd tt■El 楕円形 100× 77× 56
0.61

N40E 土器片2点 ノ喘 後期

前葉

SK602
(郭わt lll

D6区
ZI)・ 95

(Ⅲd tt■ml 楕円形 145× 104× 37
122

N58E 掻帯諷点 人為 劉
麒

127 SK605
(琳わてlll

D6区
ZE‐ 95

(Ⅲd層上D 楕円形 140× 102× 34
1.15

N52E 珊 10′点 人為 劉
諜

SK606
←覧文lll

D6区
ZE-93。 95

ZE‐ 93・ 94

(Ⅲd tt■ml 楕円形 120× 112× 60

106

N54E 珊 21点 人為 劉
麒

SK607
緞文lD

D6区
ZE、 ZFつ5

(Ⅲd層上面 長

楕円形

160× 79× 30

1.12

N36E 土器片 7点 メ偽 御
諜

130 SK610
(判むをlD

D6区
ZS‐94・ 95

(Ⅲd層上0 楕円形 140× 102× 46
1.15

N25E 土器片 6点 メ偽 SK610
→SB601、 603

SK61"R“ 13

劉
麒



第96表 土坑(万座隣接地区6)
No 睛

餓爛め

譴 区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 (clll・ 諭
長軸×短軸X深さ薗憤

長軸方向 出慟 埋 十 新1日関係 標

嘲

Sス313
(絶にlll

D6区
ZO‐96

(Ⅲd層上Ю 楕円形 100× 82× 62
065

N51W 悧 キ14′点 自然 SK61卜SB臨
SK61卜R“68

劉
麟

SK618

餓 丈lD
D6区
ZO‐96

lld層上司 楕円形 88× 78× 10
054

N63W 人為 御
麒

SK619
職 丈lll

D6区
ZP・95
ZO、 ZP 95

(Ⅲ d層上D 楕円形 106× 80× 36
068

N46ヽV J器片 12点 人為 Fit664

とは不明

後 期

麒

絣021
織 文lll

D6区
ZO、 ZP 96

(Ⅲd層上祠 丸

形

隅

方

294× 100× 18

239
N40E 商 l 点

完形土器1個体

PIt686

とlま不明

後期

前葉
SK622
は lD

D6区
ZRZQつ 7

(Ⅲ d tt■ 61 楕円形 146× 92× 34
111

N53M/ 土器片 2点 メ偽 PIt722 723

とは不明
劉
諜

136 螂 26

は lD
D6区
ZL・96

(Ш d層上司 円 形 86× 82× 32
055

メ偽 御
礁

SK630
鮭 丈lll

D6区
ZI・92

飩d tt■ml 楕円形 160× 134× 52
170

N80E 珊 1,点 ノヘじ深等 劉
諜

138 SK632
は lll

D6区
ZI‐93

md層上司 楕円形 224× 160× 62
289

N35ヽV 凹石 1点
撚 7′点

出器片 127点

土器片利用上製品3点

人為 SK635
→SK634
→SK62

劉
麒

陥 34

は lD
D6区
ZI‐ 93・ 92

(Ⅲd層上司 楕円形 160× 124× 70
158

N80ヽV 珊 守 12点 人為 絣に35´ SK634
-SK632

後期

麒
140 飾 35

は lD
D6区
ZIつ3・ 92

(Ⅲd層上ω 円 形 SIK635●舒634

―

御
麒

SK639
(龍にlD

D6区
Zlア・99

(Ⅲd層上D 楕円形 96× 78× 5Э
059

N50E 土器片 2点 人為 SK639
→nt1061

御
諜

12 SK641
餞 丈lD

D6区
ZL‐ 101

l■ d tt■El 楕円形 152× 96× 80
121

N50E 出器片202点
掻器・剥片各 1点

人為 協 42
→SK641

劉
篠

143 簸 42

は lD
D6区
ZL‐ 101

md層上闘 楕円形 176× 140× 50
196

N55E 珊 +2点 メ偽 SK642
→SK641

御
篠

144 SK646
餓 丈lll

D6区
ZH‐ 92

md tt■ m―p 楕円形 194× 124×
198

N13E メ偽 御
篠

145 SK03
(封5(10

D7区
ZD、 ZE‐82

md層上D 楕円形 114× 76× Ю
071

N62E メ偽 後期

146 SK04
G挺丈121

D7区
ZD・82

(Ⅲd層上D 楕円形 110× 64× 14
059

N26E 人為 後期

147 蜘 5

G覧丈10
D7区
ZC‐ 93

(Ⅲ d tt■ El 楕円形 150× 122× 28
145

N49W 士器片 5点 人為 SK8-→ Sも 御
諜

148 SKK17

G随丈10
D7区
ZC‐ 92

(Ⅲd層上司 楕円形 156× 114× 56
143

N32ヽV 酬 1点
土器片 22点

人為 劉
蔽

SK08
G覧丈19

D7区
ZC・ 98

(Ⅲd層上司 楕円形 ×   ×28 N49ヽV 人為 SK8-→SL 後期

150 SK09

綴文12
D7区
ZA 92・ 93

(Illd tt■ ml 円 形 88× 84× 上面 72
×1両面102

058

土器片 27点 人為 御
諜

駆 10

G随丈12
D7区
ZD‐87

(Ⅲ d tt■ El 円 形 130× 128× 136
131

人為 後期

152 駆 19

は 12
D7区
ZH‐ 90

lld層上司 楕円形 ×136× 42 N88E 珊 キ 点

石錘・彎昭搾卜1点
人為 眺 19
→SK018

後期

前葉
SK21
は 19

D7区
ZQZH 91

(Ⅲ d層上祠 楕円形 ×196× 48 N61E 土器片374点
深鉢形土器1点

掻器・剥片各 1点

石鏃・石皿・凹石各1点

人為 SK018
→地 1
-,SK22

御
継

154 SK22
鮮随丈10

D7区
Z∈ ZH 91

(Ⅲd層上諭 楕円形 186× 136× 36
203

N75W 凹石 1点
出器片7点

ノ輛 SK21→SK22 御
篠

Sス24
G随丈121

D7区
ZI、 Z」・90

(Ⅲ d tt■ El 円 形 142× 138× 42
154

土暑副キ12′点 メ偽 SK2時幽 劉
諜

156 SK26
徹 文 121

D7区
ZI、 Z」・90

(Ⅲ d tt■ El 円 形 120×
×138～ 158

113

酷 1点

剥片 4点

土器片45点

メ偽 SK26‐SK24 後期

諜

157 SK29
鮮碇丈121

D7区
ZG・90

CIId層上闘 楕円形 186× 168× 28

246
N38E 土器片73点

掻器・石皿各1点
′ 3村 彰 」 ■

=・
-1

メ偽 御
麒

158 SK30
G覧丈121

D7区
ZG‐90

(Ⅲd層上D 円 形 88× 82× 30
057

出剖守7点 メぶ 後期

篠



第 97表 土坑
"座
隣接地区7)

No 聯

蜘 o)

詭 区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 lcm・ D
f彗油×菟調珀X深さ百翻憤

長軸方向 出鋤 輝 十 新1日縣 樽
嘲

159 SttC31

←覧丈19
D7区
ZF‐90

KIId層上祠 円 形 76× 64× 42
038

掻器 1点

悧 キ3′点

メ偽 御
篠

図 4

鮮俺丈19
D7区
ZG‐90

lIId層上0 円 形 80× 66× 46
042

士詞守7点 メ偽 後 剛

醸

簸 1

鰈 文 121

D7区
Z」・86

(Ⅳ層上位 ) 楕円形 N89E bK41-う Ыヽ より40

SKIF163
後期

SK42
G健丈121

D7区
7■‐RA

(Ⅳ層上面) 円 形 ×  ×2 N24E 人為 SK42‐SK43
SK74

後期

163 幽

鮮賀丈12
D7区
Z」
‐86

(Ⅳ層上面 ) 円 形 174×    ×58 N35E ノ`したも SK42→ SK43→
SK74  幽

後期

螂

(郭あて121

D7区
ZK 86・ 87

(Ⅳ層上面 ) 楕円形 ×96× 30 N65E 壼形土器 1点 メ偽 SK46
限 卜 図 7

L17

御
麒

165 SK46
G覧丈10

D7区
ZK86・ 87

(Ⅳ層上面) 楕円形 130×    ×32 N80E 悧 +19,点 メ偽 SK4い幽
→舒留7 Rt17

後 剛

前葉

聰 7

鮮覧文12
D7区
ZK86

(Ⅳ層上面 ) 楕円形 188× 138× 48

209
N81E 凹石1点

土器片 31点

深鉢形土器 1点

メ偽 SK45
SK46→ Sで7→
SKe148

↑SK49

御
諫

躍 9

幹陀に10
D7区
ZK86・ 87

(Ⅳ層上面 ) 円 形 60×    ×16
028

メ偽 S‐針,S型7 後期

SK51
鮮覧丈121

D7区
ZK87

(Ⅳ層上面 ) 楕円形 176× 122× 44

174
N78E 剥片2点

土器片利用上製品1点
メ偽 SK052‐脇 1
抑 SK102 劉

麒
169 SK54
は 10

D7区
Z」・86

(Ⅳ層上面 ) 円 形 90×    ×
064

人為 SK54- 後期

簸 0

G覧丈10
D7区
Zム Z」

86・ 87

Z」
‐
86・ 87

(Ⅳ層上面) 楕円形 164× 112× 64

149

N49E 石錘 1点
剥片 2点

悧 キ18,点

メ偽 劉
麒

SK62
鮮覧丈10

D7区
島、ZlC87

(Ⅳ層上面 ) 円 形 88×   ×32
061

悧 寺 人為 PIt63,64

図 2‐SK63
SKC175

劉
麒

172 SK63
C覧丈10

D7区
別・87

(Ⅳ層上面 ) 楕円形 144×    × N12ヽV 悧 キ 跳″→跳

“

→

SKC175 SK100 劉
篠

陥 4

α貯虻12
D7区
ZK・87

(Ⅳ層上面 ) 円 形 86× 80× 64
0ら4

ス為 後期

SK65
G覧丈10

D7区
ZK~86

(Ⅳ層上面 ) 円 形 74× 64× 20
037

悧 中 12′点 人為 SB03と亘雪骸よ

不明

後期

前葉

鰯 8

準貯虻19
D7区
ZK・84

ZK 84・ 85

(Ⅲd層上面) 楕円形 280× 128× 70
327

N77E 剥片 2点
掻器3点

土器野 186点

土器片利用土製品 2点

ノ`こ深し 劉
緩

SK69
は 1,

D7区
ZI‐85

(Ⅲd層上前 円 形 94× 84× 44
062

掻器 3点

出器片 23点

石鏃・凹石各 1点

メカ 区 107
→飾 9

御
諜

SIぐ70

G覧丈1カ
D7区
ZK・84

(Ⅲd層上面) 楕円形 118× 102× 48
095

N22ヽV 土器片 26点 メ偽 御
麒

昭 74

(封びこ1カ
D7区
Z」・86、 87

(Ⅳ層上面 ) 楕円形 220× 140× 41

254
N61E 土器片 7点 人為 惚

SK43 2嗣K74
Sて 作ヽ R

後 剛

諜

SI,77

準陀に19
D7区
四遁・83

(Ⅲd層上Ю 楕円形 142× 92× 42
107

N25E メ偽 SK77-'R脱 後期

図 79

織文19
D7区
Zム江‐84

md層上0 円 形 100×     ×68
30

079

N44E 剥片 41点
出器片 127点

凹石・敲石各1点

翌器片利用郷 1点

人為 SK寄→乱 106

SK078 御麒

SK87
は 1カ

D7区
ZI・89,90

(Ⅲ d tt■El 楕円形 92× 82× 2Cl

059

N51W ノ`こ澪3 後期

182 限 8

(軽びこ19
D7区
Z」・90

(Ⅲ d層上D 楕円形 112× 82× 58
074

N57W 土器片 31点 人為 御
諜

SIC89

は 12
D7区
Z」
‐90

(Ⅲd層上0 楕円形 ×74× 34 N52ヽV 悧 守20′点 人為 SK8"Rt48 後期
前葉

SK90
G覧丈121

D7区
7」・90

md層上耐 楕円形 72× 60×
"034

N31E 珊 4′点 ノ`、ジくし 割00‐Rt31 御
諜

185 SK91
御貯t19

D7区
7T‐ 8Я

(Ⅲ d層上面) 楕円形 130× 104× 40
107

N18E メ偽 SK91-Rt102
1ヽLlC8

後期



第98表 土坑防座隣接地区8)
ヽ 臨

鰍力0
譴 区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 い 。前
熟 ×短軸×深さ]目墳

長軸方向 出鋤 埋土 新1日関係 権
嘲

脚 2

は 10
D7区
Z」・90・ 91

(Ⅲd層上司 円 形 72× 68× 20
038

メ偽

曲 1

は 121

D7区
ZL‐83

(Ⅲd tt■ El 楕円形 ×100× 44 N58E 悧 守 メ為 囲 1-SKB2 劉
諜

SK82
悧的に19

D7区
ZL・83

(Ⅲd層上闘 円 形 86× 78× 68
053

珊 十 メ偽 SK81-→ SIC82 後期

麒
189 限 3

緞 丈10
D7区
Z12缶 83

(Ⅲd tt■_ml 楕円形 156× 146× 40

179
N71E 士器片4点 人為 劉

麒
190 S1484

は 121

D7区
ZM・84

(Ⅲd層上Ю 楕円形 ×70× 28 N53W 人為 絣04→SK85 後期

S聰5
G覧丈19

D7区
ZNI・ 84

(Ⅲd層上D 楕円形 ×98× 48 N47W 人為 腑 4→随 5
→Rtt Plt38

後期

SK86

鮮覧丈10
D7区
ZK・85

(Ⅲ d tt■ El 楕円形 142× 134×

149
脚 3

緞文10
D7区
ZL‐85

(Ⅲd層上闘 楕円形 118× 102× 50
095

N56W メ偽 SK93‐PIt75 後期

SK94
は 10

D7区
Z」
‐90

(Ⅲd tt■ n~l 楕円形 ×74× 34 N37E メ偽 SK94→SK27
PIt33

後期

SIK96

(緻 121
D7区
ZK84

(Ⅲd tt■ ml 楕円形 92× 78× 46
057

N38ヽV 人為 後期

SK97
←艶に10

D7区
ZL、 ZI‐86

(Ⅲd tt■ El 楕円形 88× 76× 40
053

N36E 雛 器 1′点 人為 劉
麒

脚 8

G睫丈10
D7区
ZL‐83

(Ⅲd層上D 楕円形 100× 88× 16
069

N73E 人為 後期

SK99

は 121

D7区
ZK・87

(Ⅲd層上祠 円 形 98× %× 2
074

人為 SKlいSK99
区 51

後期

SK100
G確丈12

D7区
Z」
‐88

(Ⅲd層上司 楕円形 98× 70× 38
055

N5W 人為 融 鯛 り10いSに∞

邸  蜘 75
後期

200 眺 102

は 19
D7区
ZK87

(Ⅲd tt■ml 楕円形 ×66× 46 N86E メ偽 SK51→ SK102
→SK99

後期

X104
α貯に12

D7区
Z」・87

(Ⅳ層上面) 楕円形 ×110× 76 N60E 土器片 他 人為 剛 105→ SK104
報 ∞ SKID75 劉

鰈
202 SK106
G覧丈10

D7区
ZK 84・ 87

(Ⅲd層上D 後期

203 SK107
鮮随丈121

D7区
ZI・85

(Ⅲd層上D 楕円形 ×124× 32 N44E 人為 SK107
→SK69

後期

SK4
級文 151

D8区
ZP・83

(Ⅲd層上司 楕円形 110× 84× 44
074

N S 掻器2点 人為 SK4‐地 5

205 SK6
は 151

D8区
ZR・83

(Ⅲd層上司 楕円形 102× 80× 46
065

N87E 掻器 2点
出器片31点

人為 時 R30 後 期

麒
SK10
G的に151

D8区
ZR‐83

(Ⅲd tt■ ml 楕円形 92× 64× 18

048
N67E ノヘこ澪等 SK10→RИ l

SKll

は 151

D8区
ZR 8・84

(Ⅲd層上前 楕円形 86× 84× 30
057

N53E 土器片 2点 人為 SKll‐Plt44 期

葉

後

前
208 SK14
α間に10

D8区
aZS83

(Ⅲd層上司 楕円形 150× 86× 66
109

N14W 土器片利用土製鴨 2点 メ偽 SK14-'SK55

209 SK15
倖陀虻151

D8区
ZT、 ZU M

(Ⅲd層上耐 楕円形 140× 64× 58
082

N75W 土器片 5点
土器片利用上製品 1点

メ偽 SK15→R獅
SKe146と lま利 ]

劉
篠

SK16

は 151

D8区
ZS・84

(Ⅲd層上司 楕円形 198× 158× 28 N45ヽⅣ メ偽 SK16
-→Rt177、

207、 20
跳 19

倖貯そ19
D8区
ZP‐82

(Ⅲd層上D 楕円形 136× 98× 48
107

N67E 土器片 1点 メ偽 SK19‐L 御
醸SK23

G覧丈151
D8区
ZT・ 84・ 83

(Ⅲd tt■El 楕円形 78× 68×

“042
N24W メ偽 SK2}→SB∞

幽
G覧丈lrol

D8区
ZS‐83

(Ⅲd層上D 楕円形 140× 110× 44
123

N15W 土器片 24点
復元土器 1点

土器片利用上製品 1点

メ偽 SK69→ 幽 →

nt95?
御
諜

S旺【28

←覧丈151
D8区
ZN、 Z081

(Ⅲd層上齢 楕円形 90× 76× 56
054

N85E 悧 守5点

土器片利用上製品 1点

メ偽 御
醸

S●9
(封おこ151

D8区
ZO・81

(Ⅲd層上祠 楕円形 82× 70× 22
045

N88E 珊 キ メ偽 御
麒

SK33
G覧丈151

D8区
ZO・82

(Ⅲd層上D 楕円形 132× 86× 66
093

N38W 爛 キ 人為 絣33‐ PIt98 劉
麟



第99表 土坑∝座隣接地区9)
No 臨

織力0
譴 区

グリッド

確 認 面 形 態 雛 lcm・ 0
長軸×短軸X深さ面積

長軸方向 出土遺物 埋 十 新1日関係 碑

時期

217 昭 5

G乾丈19
D8区
ZS舘・83

(Ⅲd層上齢 楕円形 194× 104× 48
174

N35E ノ`し澪等 SICC134、 38→
郷 5→ 昭70→
SKID68→囮 →

Rり 5

SK37
餓 丈151

D8区
ZS、 T83

(Ⅲd層上齢 楕円形 98× 80× 34
062

N50W 掻器 2点
土器片 41点

Rt96
SK37‐Rt101

SKCD36

劉
諜

SK40

緞 丈151

D8区
ZR・ 83

(Ⅲd層上ω 楕円形 92× 60×
163× 114

0お

N87E 土器片 5点 S“ИO→

nt151、 15晨

16&169

劉
諜

220 SK41
G縫丈151

D8区
ZQ、 ZR・

83・ 84

(Ⅲd層上D 楕円形 112× 60× 61
058

N87E 土器片 5点 SK41→R蘭 劉
篠

221 囮

徹 丈151

D8区
ZP・82

(Ⅲd層上D 楕円形 120× 104× 58
098

N70W 土器片 11点 メ偽 SB04と 葬 劉
麒

SK43

鮮覧丈151

D8区
ZN・82

(Ⅲd層上司 楕円形 160× 112× 60
145

N43E 土器片 17点 メ偽 万座のツノと重複

SK43→万座
御
麒

螂

G乱丈151
D8区
ZP、ZT83

(Ⅲd層上闘 楕円形 146× 98× 46
117

N34E 土器片 19点 人為 螂
‐ntl18

御
蔽

224 陥 0

は 151

D8区
ZS・83

(Ⅲd層上前 楕円形 100× 88× 56
069

N53E メ偽 SK50
‐Rt15Cl

225 SK51
倖覧丈10

D8区
ZIR・ 88

(Ⅲd層上面) 楕円形 120× 74× 38
074

N53E メ偽 SK51 抑 18

SK51→鍛ぐう13

SK53
G覧丈151

D8区
ZS‐83

(Ⅲd層上闘 楕円形 118× 70× 48
069

N10W メ偽 飾 ト

R掲9、 90、 216

227 陥 4

靴丈10
D8区
ZS・83

(Ⅲd tt■ ml 楕円形 138× 80× 38
093

N75E 掻器肛点
土器片64点

人為 剛 →

hl16、 167、 169

SK●‐S31AB

後 期

前葉

228 SK55

鮮覧丈151

D8区
笙 ZS{B

(Ⅲd層上前 円 形 112× 103× 48
091

メ偽 SK14→SK55

229 簸 0

(批丈151

D8区
ZS・ 81

ZS、 T81

(Ⅲd層上前 楕円形 86× 70× 50
048

N42E 人為

230 SIC63

織丈19
D8区
ZS 82・ 83

(Ⅲd層上D 楕円形 100× 88× 42
069

Rt99→ SK63
→鋭35

SK66
は 19

D8区
ZL1 82・田

ZLT、ハ「

82・ 83

(Ⅲd層上面) 方 形 310× 204× 100
518

N64W 土詞キ668点
復元土器3個体

土器片利用土製品18点

石匙・掻器・凹石・磨石各 1

メ偽 後期

麒

SK69

級文 151

D8区
ZS:83

(Ⅲd層上祠 楕円形 80× 60×
038

N9W 絣 94→蜘
→SKID38
‐Pltl%

S[ぐ70

僻覧丈151

D8区
ZS‐ 83・ 82

(Ⅲd層上D 楕円形 80× 42×
029

N83E SK35-'Sで0

234 脚 904

は 161

D区
ZL・86

(Ⅲd層爾 楕円形 90× 77× 23

055
N12E 人為

235 SK9906

(犠丈161

D区
ZK 87 88

(Ⅲd層下耐 楕円形 176× 83× 30
132

N28E メ偽 SK9906
-→

"914plqq^,

236 SK9907

(報文 161

D区
ZK‐87

(Ⅲd層下動 楕円形 75× 62× 39
037

N17W メ偽 SK9907
‐PIt9972

SK9908

は 161

D区
ZK89

(Ⅲd層爾 楕円形 146× 135× 120

155

N25M√ 人為 SK9908
→Rt9983

SK9910

戦 丈161

D区
ZL‐ 86

(Ⅲd層上司 楕円形 123× 118× 66
114

N87W 底部に河原石 人為

239 SIぐ9912

靴 丈161

D区
ZS・93

(Ⅲd層上祠 楕円形 91× 62× 68

046

N72E 土坑中央部長さ7tlcmの
立石が落ち込んでいた

人為

240 SK9914

餓 丈161

D区
ZK 87 89

(Ⅲd層下D 楕円形 92× 59×
0“

N22E SK9906
-,脚914



第 100表 土坑妨崚北側地区1)

No 聯
轍蜘め

調査区
グリッド

確 認 面 形 態 規模 (cmo J
長軸×短軸×深さ・離

長軸方向 出土遺物 輝 十 新1日関係 構築

時期

SK201

は 0
Dl区
YG、Ⅷ ‐90

(Ⅳ層上面 ) 楕円形 169× 137× 37

1.84

N7E 土器片250点

円岬 品1点

復元土器磁等絡12点

土器片利用上製品1点

土製品・石鏃・石錐各 1点

人為 後期

前葉

SK202A

は り

Dl区
YG・90

(Ⅲd層上闘 丸

形

隅

方

121× 116× 76

1.10

N44E 土器片210点
石鏃、掻器各2点

石皿。三脚石器各 1点

自然 SK20C2B
→SK202A

SK202C

後期

前葉

SK202B
は り

Dl区
YG・90

(Ⅲd tt■_lD 円 形 115×   ×51
1.04

鳩 SK202B
→SK202A

後期

前葉

SK202C
(報文0

Dl区
YF、 Y(ン90

(Ⅲd層上司 楕円形 144× 105× 43
1.22

N38E 掻器題点
土器片190点

鳩 SK203C
→SK202A

後期

前葉

SK203

(報文0
Dl区
YF‐90

(Ⅲd層上面 楕円形 135× 95× 42
1.04

N8E 復元土器 1点

磨石・土器片各 1点

人為 SKO)204
-→SK203

後期

前葉

SK206

鰈文0
Dl区
YG‐90

(Ⅲd層上D 円 形 94×   ×52
069

人為 SK206
→SK02∞

後期

前葉

SK215
は 0

Dl区
YM‐91

(Ⅲc層下0 楕円形 160× 79× 35
1.12

N75W 人為 SK215
→SB201

後期

SK216
は り

Dl区
YL・ 90

(Ⅳ層上面) 楕円形 97× 79× 37

061
N18W 人為

SK222
(報文0

Dl区
YL・ 92

(Ⅲd層下総 楕円形 64×   ×20 人為 SK222
→SXIS1202

後期

SK224
鰍 0

Dl区
YG‐ 92

(Ⅲd層上面 楕円形 128× 107× 30
108

N78E 復元土器1点
土器片250点

石鏃・磨石・凹石各 1点

土器片利用上製品1点

鳩 後期

前葉

SK401

(報文0
Fl区
V・ 109

(Ⅲd層上面 楕円形 202× 82× 461
1.58

N75E 土器片60点
自然石 11個

復元土器1点

土器調千11H製品 1′点
石鏃。石錐・石製品各 1点

人為 後期

前葉

SK402

は 61

Fl区
V・ 109

(Ⅲd層 卜自
'

円 形 89× 80× 47.9
0.56

土溜ジヤ10′点 鳩 後期

前葉
SK403
は 61

Fl区

Q・ 109

(Ⅲd ttTLIl 楕円形 121× 80× 26

079
N34W 珊 140′点

復元土器・掻器各 2点

土器片利用上製品 1点 ,

人為 後期

前葉

SK404
は 0

Fl区
R・ 109

(Ⅲd層両 楕円形 141× 108× 29.7

1.22

N30W 自然石63個
掻器 1点、酬 60点

人為 後期

前葉

SK405

は 0
Fl区
V・110

(Ⅲd層上0 楕円形 268× 150× 487
343

N81E 土器片20点
自然石52個

土器片利用上製品4点

復元土器・磨石・耳飾各 1

鳩 SK400m
→n4o9
SK407

駆ゆ0

後期

前葉

SK406

は 61

Fl区

V・ 110

(Ⅲd層上面 楕円形 277× 120× 41.9
309

N89E 自然石9個
土器片 10点

鳩 SK406
→ SK405。 4D

SXIS14∞

後期

前葉

SK407

(報文0
Fl区
V‐ 109・ l10

(Ⅲd層上D 楕円形 ×   ×49.5 N69E 掻器9点
土器片70点

自然石55個

復元土器1点、

鰤 品 1`点

土蓄調訴J用上製品2点

人為 SK407
→SK405

SK406と は

不明

後期

前葉

SK409

(報文0
Fl区
V‐ 110

(Ⅲd層上闘 楕円形 160× 110× 332
143

N26E 石鏃 1点
土器片 10点

土器片利用土製品3点

人為 SK405
SK406→ SK4m→
動
動

後期

前葉

SK410

は 61

Fl区

S・ 107

(Ⅲd層雨 円 形 140×   ×284
1.54

人為

SK412
級文0

Fl区
S・ 107

(Ⅲd層 卜向) 円 形 105×   ×24.9
0.87

土器片40点 人為 SK412
-→SK413

後期

前葉

SK413
は 61

Fl区
S・ 107

(Щd層 卜山) 楕円形 128× 70× 45.4
0.77

N34W 珊 60点
土器井

"l用

製 品 2′点

燃 SK412
-→SK413

後期

前葉

SK414
(報文 61

Fl区
U・ 105

(Ⅲd層 卜向) 楕円形 152× 129× 35.3
1.55

N2W 醍 1′点

土器片 2点

人為 後期

前葉

SK415
鰈 文 61

Fl区
U・105

(Ⅲd層 卜向
'

円 形 84×    ×37.3
0.55

土淵計+10′点 人為 SK416
-→SK415

SK418

後期

前葉



第 101表 土坑四 ヒ側地区2)
NO 睛

m
調査凶

グリッド

確 認 面 形  態 規模 lcm・ o
長軸×短軸×深さ・耐

動 向 出鋤 吐 新1日縣 構築

時期

SK416
(報文0

Fl区
U・ lK15

(Ⅲd層爾 楕円形 ×10Cl× 176 N40E 人為 SK416‐ )SIK415

SK418と は不明

SK417
は 0

Fl区
ひ1∝・1%

(Ⅲd層爾 楕円形 124× 94× 279
093

N49ヽV 人為

SK418
鰍 0

Fl区
U、 T105

(Ⅲd層 卜曲, 楕円形 ×103× 219 N45ヽV 土器片60点
掻器・磨石各 1点

翌器片利用上製品3点

L76→ SK418
→SK415

SK416と は7刊月

後期
前葉

SK429
は 0

Fl区
R・101

(Ⅲd層上司 丸

形

隅

方

×67× 424 N18W 士鵠片10点
磨製石斧・掻器各 1点

珊 咋利用製 品1点

人為 SKB
→剛 419魔

後期

前葉

SIC430

(報文 61

Fl区
R・102

くⅢd層上闘 楕円形 94× 78× 446
058

N8W 軽石1点

土器片4点

土器片利用土製品2点

SK430
→S1404

後期

前葉

SK431

は 0
Fl区
R・103

(Ⅲd層上闘 丸

形

隅

方

100× 64× 737
053

N74ヽV 珊 キ50,点
土器片利用上製品 1`点

ノ`こ潔等 SI【432
-→
SK431

後期

前葉
SK432
は 0

Fl区
R・ 103

(Ⅲd層上ω 丸

形

隅

方

116× 106× 491

097

N2W 出器片 10点

咆 品 1点

メ偽 SK432
-→
SK431

後期

前葉
SIC433

鮨文0
Fl区

S‐ 103

(Ⅲd層上酌 円 形 72×   ×292
041

土器片20点

復元皿 点

人為 後期

前葉
幽 4

は 0
Fl区
卜102・ 103

(Ⅲd層上D 方 形 136× 80× 288
092

NlW 土器片 90点

土器片利用上製品 1点

人為 SXS107→X434
S1402とは利

後期

前葉

SIC435

は 0
Fl区
S・ 101

S1406′く面) 楕円形 102× 71× 372
059

N24W 掻器・土器片各 1点 人為 SB401→ SK435
→S146・ S1407

後期
前葉

SI【436

は 0
Fl区
R‐ 107

(Ⅲd層下面) 円 形 110×   ×238
095

機器1点

出器片20点
メ為 後 期

前葉
SK437
は 61

Fl区
R・ 106

(Ⅲd層中0 楕円形 139× 100× 203
112

N28Ⅵ√ 自然石29個
土器片 140点

掻器・石製品各 2点

土器嚇

"lH」
臨 1点

人為 SK438
-→SK437

Plt34

後期

前葉

SK438
は 0

Fl区
R‐ 106

(Ⅲd層中旬 楕円形 ×97× 17 N58E 悧 キ30′点 人為 SK438
→SK437

後期

前葉
SK439
は 61

Fl区
R・ 103

(皿d層上D 円 形 88×   ×332
061

土器片4点 人為 後期

前葉
SK440
は 61

Fl区
R‐ lCB・ 104

(皿d tt■ml 丸

形

隅

方

131× 101× 355
106

N72E 土器片 8点
円出 品1点

人為 期

葉

後

前

SK441
は 0

Fl区
S・ 103

(Ⅲd tt■ml 円 形 113× 100× 324

089
自70F
土暑緋キ1′点

人為 期

葉

後

前

411 SK442
(報文③

Fl区
R‐ 1∞・101

(Ⅲd層上闘 円 形 107× 99× 725
083

土淵ジヤ1′点 人為 SK44卜SK442
Rt34

期
葉
後
工削

SK443
轍 ③

Fl区
■1∞・101

(IIld tt■ ml 楕円形 127×   × N17E 人為 Ple→SK443
→鰍コ2 h33
S14081

42 SK445
は 61

Fl区
R‐ 105

(Ⅲd層上0 円 形 124×   ×1214
121

人為

43 SK446

は 0
Fl区
■101・ 1∝

(S1405底面 楕円形 × ×28 人為 SK446→ S1404
S1405

44 SK447
は 0

Fl区
■101・ 1鬱

tS1405泥C顧D 楕円形 × ×36 N28V/ メ偽 SK448
→幽 7

45 SK448
は 61

Fl区
RS101 102

CS1405 m 楕円形 129× 108× 976
110

N19W 悧 キ1,点 人為 SK448
‐SK447

後期

前葉
SK449
は 61

Fl区

S・ 100

(IId層上ω 円 形 102×   ×325
082

出器片 10点 人為 S1410→ SK449
→S1410 R囲

後期

前葉
SK450
(報文 61

Fl区
S‐ 100

(Ⅲd層Jつ 円 形 63× 55× 486
027

土器片 40点

自然石 2個

復元土器鶴獄洒製儡各 1

人為 幽 9
→S31堕0
PIt223

後期

前葉

48 SK451
は 0

Fl区

R・ 100

(Ⅲd層劇り 円 形 72× 66× 322
037

土器片8点 人為 Plt41～ 43

-→SK451
後期

前葉
49 SK452

は 61

Fl区
S‐ 101

(Illd層 上司 楕円形 130×   ×305 N25E 石製品1点
土器片6点

SK4鵠 → Rt26

SB401
後期

前葉
SI【453

は 61

Fl区

Q・ 106

(皿d tt■El 円 形 117× 112× 322
103

敲石1′点

掻器2点、鋼 中厠点

人為 Rt92
-→SK453

後期

前葉
SK465
は つ

F2区
ZZ‐ 117

(V層 上面 ) 楕円形 108× 82× 70
071

N88E メ為

踵 71

は つ
F2区
Yl‐120

(Ⅲd層上0 円 形 86× 82× 34
055

人為 後期
前葉



第 102表 土坑幽 ヒ側地区3)
NO 轟

餓畑め
譴 区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 (cm・ 前
勘 ×短軸×深き。醸

長軸方向 出働 埋土 新l日関係 構築
時期

躍 77

は つ
″ 区

1ヽ‐ 120

(Ⅲd層中0 楕円形 160× 119× 449
153

N53E 凹石 1点 人為 後期

前葉
SK478
は つ

F2区

VII‐ 120

(Ⅲd層上ω 円 形 179× 160× 312
226

自然 駆 0)4
→絣gi8

後期

前葉
SK489
は つ

F2区
YG‐ 116

(V層上位励 楕円形 ×  ×545 メ偽 〕晦
翻

後期

前葉
幽 98

は つ

F2区

YG・ 116

m層上位D 楕円形 120× 100× 89
095

N40E 人為 SK489→地 98

SK502と は
'硼
ヨ
後期

前葉
SKF。02

(報文つ

F2区
YG・ 116

(Ⅵ層上面) 円 形 120× 117× 92
110

人為 SK489esK50
SK498と は不り月

後期

前葉
脇 03

は つ

F2区

YG‐ 118

(Ⅳ層上面) 楕円形 224× 186× 80

330
N28W 土器片 1点

磨製石斧 1点

自然 SK0504
→飾 ∞

後期

前葉
SX510
は つ

F2E二

m l15 116

(Ⅲd tt■ml 楕円形 77× 67× 498

041
N61E 人為

脚 01

は 0
F3区
Y」 l12113

(Ⅲ d層上司 円 形 70× 64× 38
035

自然 後期

SK902
は 9

F3区

Y」‐109

(Ⅲ d層上ω 円 形 120×    ×33
113

自然 後期

SK903

轍 91

F3区

Y」‐111

(Ⅲd層下機 楕円形 120× 94× 33
090

N30E メ偽 後期

SIC905

は 91

F3区
11・ 106

(Ⅳ層上面) 円 形 126× 110× 60
109

土器方 8点 人為 後期

前葉
脚 06

は 9
F3区
1ヽ・ 106

lST901,藍面 楕円形 92× 76× 56

055
凹石1点

掻器 2点

J器片62点

綱 唯利用製 品4点

SK906
→ST901
→SK907

後 剛

前葉

SIC907

は 91

F3区
1■・106

CST901底面 楕円形 150× 116× 42

139
N43E 石錐 2点

1蚤暑子9点

出器片 191点

石匙・軽石石製品各 1点

メ偽 SK907
→SK906

後期

前葉

脚 09

は 9
D5区
aV‐aL98

(Ⅲ d層上D 円 形 98× 94× 46
072

翌器片 16点

磨製石斧 1点

石錘・磨製石斧各 1点

人為 後期

前葉

SK910
は 9

D5区
ZZつ 9・ loo

(Ⅲd層上面) 円 形 170× 152× 上段 38
×下段 60

203

凹石・石刀各 1点

石錘・有子じ榔 各 1点

拗 燃 ・路 2

人為 後期

前葉

SK390
悧貯に101

D3区
YH‐ 91

(Ⅲd層上D 円 形 100× 95× 92
075

出器片 15点 メ偽 後期

前葉
岡 91

G掟丈101
D3区
lヽltX・
90・ 91

(Ⅲd層珀つ 楕円形 104× 86× 57
071

N15E 土器片 17点 人為 SK393A
→S091

後期

前葉

SK392

G覧丈101
D3区
YK―■」

91・ 92

(Ⅲd層上0 円 形 115× 110×
099

SK39鉱
は 101

D3区
1lIん、K)
90・ 91

(Ⅲd層劇D 楕円形 ×102× 17 園 9譴
―)SK391

SK399

は 101

D3区
コヽE・ 91

(Ⅲd層地 円 形 124× 112×
109

幽 0

G覧丈101
D4区
YA・95

(Ⅲd層中0 円 形 182× 170×
243

SK7
鰈文 131

F4区
1ヽ7・ 102

(S14底 面) 円 形 77×   ×38
047

石器 1点

翌器片 13点

図 7黎 C)6 後期
前葉

SIC15

は 10
F4区
Y」・101

(Ⅲ d層上司 円 形 93× 85× 66
062

士器片 10点 メ偽 SK15‐Pa
IIし47

後期

前葉
SK16
鮮健た131

F4区
■/J・ 101

(Ⅲd層上0 楕円形 117× 105× 77
097

N37V″ 石鏃1点 メ偽 SK16-→Pi26
pr,7

SI【20

緞文 131

F4区
■ヽ‐100

(Ⅲd層上動 楕円形 175× 149× 70
206

N12W 石皿 1点 絲
胸 ―■801

SEC21

G覧丈131
F4区
■ヽ・100

(Ⅲd層上闘 楕円形 113× 84× 6Kl
076

N56E 土詢キ5点 人為 SK21‐■t7 後期

前葉
幽

G覧丈131
F4区
YK・ 103

(Ⅲd層上司 楕円形 135× 98× 63
107

N7E 土器片 3点 メ偽 SK24‐nt28 後期

前葉
SK26
は 10

F4区
■ヽヾ・105

(Ⅲd層上闘 楕円形 122× 87× 53
086

N56E 土器片 3点 人為 後期

前葉



第 103表 土坑妨檀北側地区4)

NO 臨

綴麹 0
調査区

グリッド

確 認 面 形 態 ガ Jtt lcm・ ■ 9

f囀嘘×寃
=嗜

X移

=さ

。こ研資

長軸方向 出勘 輝 十 新1日縣 構築

時期

SK31
G覧丈131

F4E二

YL・ 106

(Ⅲ d層上面 円 形 152× 145× 54
173

土器片 57点 人為 絣01→剛 後期

前葉

SK32

鰈文 131

F41二

YL・ 106

(Ⅲd層上耐 円 形 154× 145× 54
175

土器片 28点 人為 SK31→932 期

葉

後́

ユ削

SK33

緞 文131

F4区

】T ・ヾ105

(Ⅲd層上闘 楕円形 180× 109× 43
164

NllE 石器 1点
土器片8点

人為 SK33
-→L170

後期

前葉

SK37

級文 131

F4[二

11‐99

(Ⅲd層上闘 楕円形 157× 117× 62
147

N61E 石器 1点

=器
片 18点

人為 鉦97→PIt3

SIG7
→SB01回

後期

前葉

SK41

緞 文131

F4E二

、nK1loo
(Ⅲd層上D 楕円形 142× 125× 38

140

N43E 石器 1点
土器片54点

人為 後期

前葉

SK39

餓 丈131

F4EE

Ⅵ・99

(Ⅲd層上D 円 形 85 ×   ×
057

SK39

抑 38

SK42

籠 丈131

F4区
‐ 99

(Ⅲ d層上面 楕円形 115× 91× 39
083

N  S 石器 1点

土器片40点

悧 常利用製 品1点

人為 Sm
2Pltl16、 119

SK42→SB10

後期

前葉

SX37

G貯に131
F41二

YKlЪ98
(Ⅲd層上耐 円 形 122 X l16× 83

111

出翻キ76点 ノ`しX3 後期

前葉

SK64
緞 丈131

F4区

Y」、X
95・ 96

(Ⅲd層上D 円 形 164× 122× 83
161

N55E 石器7点
出器片294点

人為 後期

前葉

SK66

鮮随丈131

F4EXI

Yl(・ 100

(Ⅲ d層上齢 楕円形 137× 106× 81
116

N17E 人為

SK71

(報文 131

F4EXl

YO・ 104

(Ⅲd層上D 楕円形 130× 97× 57
101

M″   E 人為 駅 71
→SXltD14

92 SIC72

鰈文 131

F4区
11【・107

(Ⅲ d tt■ml 楕円形 134× 109× 52

116

N81W 人為

図 73

鮭 丈131

F4EE

YO・ 104

(Ⅲd層上闘 楕円形 ×80× 53 W14W 人為 SK73
→SXICD14

→SK10

図 74

御貯に19
F4区

1lζ 98

(Ⅲd層上耐 楕円形 112× 90× 92
080

N  S 人為 駅 74→陥

SK75

俄 丈131

F4[二

YK・98

(Ⅲd層上前 円 形 111× 109× 96
095

人為 駅 74→陥

SK02

徹 丈141

F5区

Ⅷ L121
(Ⅲ d tt■ml 円 形 82× 80× 24

052

浅皿1個 後期

SK03

編貯に1の
F5区

らみ112

(Ⅲ d tt■El 楕円形 ×1∞×32 N  S 士器片5点 後期

初頭

前葉

脚 4

鮮覧丈1の

F5区

21」・126
1■Ⅵ-126

(Ⅳ層上面) 楕円形 142× 130× 69

145

N55ヽV 人為 後期

蜘 5

鮮覧丈1の

F5区
11″
L122

(Ⅲd層上D 楕円形 116× 87× 50
081

N50E 後期

脚 6

緞丈1の
蘭 区

1ヽV‐ 120

(V層 上面) 楕円形 109× 74× 16
066

N49E 叡06→3号境 後期

SK07

毅 丈1の

F5区

YO・ 116

(V層上面) 楕円形 11lX95× 21
083

N53E 絣07→ 1号境 後期



第 104表 土坑罐 西側地D
ヽ 議
餞畑め

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 (clll・ ロ
長軸×短軸X深さ嘔讚

長軸方向 出慟 埋土 新1日関係 築

期

構

時

1 SK339
は 51

D2区
YC・ 79

(Ⅲ d中位 ) 楕円形 118× 80× 13
077

N18E 土器片7点
復元土器 1点

土器片利用製 品1点

人為 SB230
→創毬

"

期

葉

後

前

2 SK342
は 51

D2区
1ヽ]‐ 80

(Ⅲ d中位 ) 楕円形 167× 127× 52
170

N73W 人為 跳①342
→田02

腑 45

儲文 51

D2区
1つ 80・ 81

(Ⅲ d下位 ) 円 形 146× 139× 20
159

人為

4 SK346
は 9

D2区
D‐81

(Ⅳ層上面 ) 楕円形 149× 94× 14

116

N62E 士器片1点 自然 後期

SK347
儲 文 51

D2区
vn.^1

(Ⅲd層上ω 楕円形 131× 102× 26
107

N33E 土器片 1点 メふ 後期

6 SK01

(報文 201

G4区
VIぐ 72

(Ⅲ d層 上 ) 円 形 64× 160× 52 土器 7点 メ偽 後期

前葉

7 SXЮ 4

は 201

G4区
WT(‐ 60

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 156× 136× 38
167

N66W メ偽 後期

前葉

SK05
儲文2の

G4区
ミヽ・
^,

(Ⅲ d層 上) 楕円形 ×  ×43

S1006

は 201

G4区
YM‐52

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 143× 120× 5
136

人為 SI106‐ E班【07 後期

前葉

SK07

は 201

G4区

YM・52

(Ⅲ d層 上 ) 円 形 123× 119× 4
115

人為 SE106-→ SK07 後期

前葉

11 SI108

鮨文20
G4区

W・ 48

(Ⅳ 層 上 ) 円 形 45× 42× 15
015

剥片35点 人為 PIt21→ SK08 後期
前葉

SK03
徹 19

D9区
取]√■11ヾ‐

86

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 ×    × メ偽 脚 3
→ SKe102、
SKC104

後期

SK10
鮨文 10

D9区
11ヾ
‐88

(S101 レヽ祠 楕円形 ×80× υU メ偽 眺 10
→S101m

後期

第 105表 土坑¨ 地D
No 臨
徹畑め

調査区

グリッド

確 認 面 形 態 雛    (clll・ ΠD
長群噛×短軸×深さ嘔積

長軸方向 出慟 埋 土 新1日関係 構築

時期

1 SK705
m文の

Gl区
駄 A"58

(Ⅲdl層上闘 楕円形 92× 68× 61

050
N41W 出語片13点 人為 蘊 0り 706

→創0勝
後期

前葉

2 SK707

触 81

Gl区
A‐56

(Ⅲdl tt■ml 整

形円

不

楕

136× 102× 20

111

N79E 人為 後期

前葉

3 SI【712

徹 81

Gl区
ZA G3 64

(Ⅲ d2層 )
(V層 上面 )

整

形円

不

楕

134× 114× 86

121

N42W 人為 後期

前葉



第 106表 土坑僣 中堂隣接地区1)

No 赫

級鄭ゆ
譴 区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 lcm・ 約
勲 ×翻 X深さう団積

長軸方向 出鋤 埋 士 新I日関係 信 染

時期
1 SK101

は 21

Bl区
D‐ 105

くⅢe層下司 楕円形 126× 104× 16
104

N31E 人為

2 SK102
は カ

Bl区
L・ 101

(Ⅲe層繭 円 形 78× 78× 94
048

」器片少量

円盤獣洒曝儡 2点

土蓄調訴u用土製囁 1点

自然 後期
前葉

3 SK103
は ,

Bl区

L・ 102

(Ⅲe層雨 円  形 122× 113× 12

108
J劉キ少量 人 為 後期

初頭
4 SK104
は ,

Bl区
1[101

(Ⅲe層繭 円 形 77× 61× 28
037

悧 耀 自然 後期

前葉
5 SK105
は 2

区

０１

Ｂ．

Ｊ．．

(Ⅲe層下D 丸

形

隅

方

78× 74× 16

045
人為

6 SK106
は カ

区

０１

Ｂ．

Л

(Ⅲe層下勘 円 形 95× 85× 9
064

土壼詢キ少電曇 人為 後期

初頭
7 SK107
鰍 ②

Bl区

L‐ 101

(Ⅲe層爾 円 形 60× 54× 21
026

土湯副十少瑳融 自然 後期

前葉
8 SK108
は 2

Bl区
L‐ 100・ 101

(Ⅲe層下D 楕円形 87× 72× 56
050

N43W 珊 十娼
土器片利用上製品3点

人為 後期

初頭
9 SK31
鮮睫丈1つ

区

２
Ｂ２
閥

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 144× 56× 56
079

人為 SK31-→S102

→毅ぐ)32

後期

SK103
⇔随丈1つ

区

７

Ｂ２

Ｊ・８

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 116× 80× 18
075

自然 離 03-Sm2
‐Pltl17・ 118

後期

SK104
G覧丈1つ
躯
８８

Ｂ

Ｉ．

(Ⅳ 層 上 ) 円 形 58× 55× 14
025

人 為 後期

SK105
G覧丈1つ 駆畑

(Ⅲ d層 上) 円 形 73× 70× 41
040

土器7点 人為 後期

跳 108

準貯tlつ

B2区
H・ I・86

(Ⅲ d層 上) 楕円形 138× 125× 47
136

土器23点

盤 ・赫 各 1点
人為 後期

SKl10
癬貯た1つ 駆
細

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 126× 103× 42
103

人為 Plt212・ 146

→副mlo
後期

SKlll
O胞に1つ 駆
Ｈ・８８

(V層 上 ) 楕円形 55× ∞×16
022

人為 後期

SKl13

鮨貯に1つ 距闘
(V層 上 ) 楕円形 117× 93× 14

087
人為 後期

Sl(117

倖随丈1つ

B2区
I・ 89・ 90

(V層 上 ) 円 形 87× 86× 6Kl
059

土器・メンコ各 1点 人為 Rt162・ 163

-→ SI【117

後 期

駆 118

←髄丈1つ

B2区
L‐87・ 88

(V層 上 ) 円 形 85× 82× 29
055

土漏318′点

凹石・板石各1点

人為 後期

SK120
G覧丈1つ 駆翻

(V層 上 ) 楕円形 70× 59× 18
033

人為

SK122
G覧丈1つ

B2区
G、 H‐ 88

(Ⅲ d層 下 ) 楕円形 125× 97× 17
097

人為 後期

SK123
G覧丈1つ

区

８

２

６

Ｂ

Ｌ

(V層 上 )
(Ⅲ d層 上)

楕円形 (1701× 150× 63 深鉢形土器 1点 人為 SK123
→SKl%・ 192
憫 年ヽ l ol

後期

SK125
G覧丈1つ

区

８８

Ｂ２

Ｍ．

(Ⅲ d層 上) 楕円形 99× 84× 17
066

自然 SK0124
→SK125

後期

駆 126

G覧丈1つ

区

８８

Ｂ２

Ｍ．

(Ⅲ d層 上) 円 形 88× 84× Ю
058

出器13点 人為 後期

SK129
は 1つ 駆鰤

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 131× 81× 8
088

人 為 後期

SK130
(報文 0

B2区

S・ 90・ 91

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 195× 138× 38
218

掻器 1点

齢 13′点

人為 後期

SK132
鮮随丈1つ

B2区
II‐ 90・ 91

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 132× 79× 50
087

掻器4点

土器 107点

4猿Lテ己二士」酬子1′ |ミ

凹石・鐸形土製品各2点

人為 SK132
→飯ぐ)18

後期

前葉

SK135
←貯に1つ

B2区

P・88・ 89

(Ⅳ 層 上 ) 精円形 135× 111× 13
119

燃 4′点 人為 後期

SK136
(報文 1つ 駆
¨

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 91× 48× 6
038

人為 後期

SK137
鮨貯そ1つ 距∞

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 147× 70× 13
092

人為 後期

SK138
鮨貯に1つ

区

“

Ｂ２

Ｍ．

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 115× 94× 52
086

■rR l点

土器3点
人為 後期

SK139
G覧丈1つ

区

９

２

　

・
８

Ｂ

Ｐ

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 94× 69× 14
052

端 10,点 人為 後期



第107表 土坑G中堂隣接地区2)
NO

臨ｍ
調査区
グリッド

確 認 面 形 態 規模 lcm・ J
長軸×短軸×深さ通蔵

長軸方向 出鋤 埋土 新1日縣 築

期

構

時

胚 140

徹 lil
B2区
O‐ 91

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 158× 98× 36
1,0

土器3点 人為 SK140
→SK196

後期

SK142
鮮覧虻1つ

区

０

２

　

・９

Ｂ

Ｐ

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 115× 105× 42
095

土器1点 人為 後期

SK143
←陸t lil 駆
Ｏ・８９

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 118× 101× 17
094

土器3点 人 為 後期

SK144
轍 1つ
駆
ｍ

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 117× 100× 17
092

土器 7点 人為 後期

SICl`饉5

鰈文1つ
B2区
E・ 90・ 91

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 100× 80× 38
064

土器 27点

掻器・敲石・板石各1点

人為 後期

SK147
G随丈1つ

B2区
1ヾ
‐
88・ 89

(Ⅲ d層 上) 楕円形 122× 98× 21
095

罫 27′標

掻器・メンコ各 1点

人為

ＳＫ・５９抑
後期

駆 148

は 1つ 雖
Ｎ・８８

(Ⅲ d'層上) 楕円形 151× 130× 36

155

土器5点

敲石・砥石・板石各 1点

人為 後期

SK151

G健文1つ

区

０

２

　

・
９

Ｂ

Ｅ

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 (100× 81× 61 掻器 1点

土器12点

人為 SK151
→SI壺)153

後期

4Cl SK152
御文 0 駆¨

(Ⅳ 層 上 ) 円 形 50× 5Kl×
020

後期

SK156

G確文1つ
B2区
F・ 90・ 91

(Ⅲ d層 上) 楕円形 80× 71× 42
05

凹石 1点

土J晨 12′点

人為 SK156
‐Rt197

穆 SK157

は 1つ

B2EXI

I、 J・89

(Ⅳ 層 上 ) 精円形 93× 62× 23
047

土器44点

凹石・環状土製品各 1点

人為 SK157
‐Rt199

43 SIC158

準陀そ1つ

B2区
F、 G・90

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 108× 73× 35
064

土器3点 人為 Pl1427
→銀こF。8

後期

44 SK159

鮮健丈1つ

B2区

N‐ 88・ 89

(Ⅲ d層 上 ) 橋円形 114× 108× 24
097

掻器 1点

土器3点

人為 SK159
→SK14

後期

45 SK160
鮨間に1つ

区

９

Ｂ２

Ｊ・８

(Ⅳ 層 上 ) 円 形 80× 77× 11
048

人為 後期

46 SIK161

儲文 1つ
区

０

Ｂ２
詢

(Ⅲ d層 下) 楕円形 80× 60× 34
038

人為 SK161
→Rジ24・ 375

後期

SK162
は 1つ

B2区
G、 I190

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 140× 105× 33
118

出器11点

完形出器・掻器・凹石各1
人為 後期

48 SK164
G覧丈1つ 駆
Ｎ・８８

(Ⅲ d層 下) 円 形 98× 98× %
075

人為 後期

SK171

は 1つ

B2区
F‐93・ 94

(Ⅲ d層 下 ) 円 形 108× 106× 30
090

人為 SK0190
→SK171■RИ23

蘊 175

悧的に171

B2区
P‐90・ 91

(Ⅲ d層 中) 楕円形 100× 80× 31
064

人為

SK176

G覧丈1つ

区

０

Ｂ２

Ｒ・９

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 182× 159× 46

228
人為 後期

SK177
(劇貯tlつ

区

１

Ｂ２

Ｒ・９

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 86× 67× 30
04A

人為 SK178
-→Sm77

後期

SK178
は lil

区

１
Ｂ２
融

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 240× 152× 25

302
土器 42点 人為 X17静髄 77

Plt420、 421
後期

SK179

G碇丈1つ
B2区
P‐ 90・ 91

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 84× 69× 47
046

土器5点 人 為 後期

鑑 183
は 1つ

B2区
S・ 91・ 92

(III d層 中) 楕円形 117× 105× 26

097
端 91′黒

復元土器1点

揮溜請・磨叡率影■各1′は

人為 後期

SK185
は 171

区

２

２

っ

Ｂ

Ｆ

(S101 床面) 楕円形 112× 80× 1321
072

人為 SKl卜 S101
R鬱71・ 274・ 276

後期

SK187
準的に1つ

B2区
Q、 R‐92

(S102夙罠壼) 楕円形 129× 104× 1661
107

人為 SK187-→ S102

Rt306
後期

Ⅸ 189

G健丈1つ 駆
Ｄ・９２

(Ill d層 下 ) 円 形 74× 70× 22
041

土器5点

完形土器1点

人為 後期

SK192
C覧文1つ

区

８

２

　

・８

Ｂ

Ｌ

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 280× 160× 75
380

人為
―→   割【192   -→
SKe1182、m23

後期

駆 193
G覧丈1つ

区

７

Ｂ２

Ｊ・８

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 111× 99× 79

087
人 為 後期

駆 194
G覧丈1つ 駆
∽

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 91× 60× 25 後期

区 196

←貯tlつ 駆
ｍ

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 153× 110× 22
136

人為 SK140
→SK196

後期

駆 197

級文 1つ

B2区
II‐ 87・ 88

(Ⅲ d層 上 ) 精円形 155× 101×
129

メカ 1点

螺 17′像

後期



第 108表 土坑鮮 中動 区3)

ヽ

』鰤 赳〔
確 認 面 形 態 現礫 tCm・ J

損群噛×短軸×深さ・面積

長軸方向 出土遺物 埋 土 新1日関係 構築

時期

64 SK198
←陀虻1つ

区

８

２

８

Ｂ

Ｌ

(V層 上 )
(Ⅲ d層 上)

楕円形 132× 87× 61

094
人為 SK123、  192

-198
後期

SK200
G随丈10

区

３

４

　

・９

Ｂ

Ｐ

(Ⅲ d層 上) 楕円形 87× 091× 31 剥片 1点

土瑠,10′点
人為 後期

前葉

SK201
G覧丈10 駆
０・９３

(Ⅳ 層 下 ) 楕円形 45× 142× 後期

前葉
SK204
G紋 10

区

１

４

９

Ｂ

Ｐ

(Ⅳ 層 下
～ V層 上 )

楕円形 100× 180× 40 土器61点

剥片2点
人為 期

葉

後

前

跛 K15

(郭5こ 10 駆
Ｏ・９‐

上

上

層

層

Ｖ

Ⅳ

楕円形 88× OD× 44 土器 3点 人為 期

葉

後

前

取 06

鮮乾丈10

区

１

４

　

・
９

Ｂ

Ｐ

(Ⅲ d層 上 ) 楕円形 50× lr。0× 35 士器6点 人 為 期

葉

後

前

地 07

⇔覧丈10
B4区

0‐ 90・ 91

(V層 上 ) 円 形 96× 190× 37 人為 後剛

前葉

S1008
G覧文10

B4区
N・90～91

(Ⅳ 層 下 )
(Ⅳ 層 上 )

円 形 89× 189× 46 人為 期

葉

後

前

SK210
G覧文10 駆
Ｎ・９０

(V層 上 ) 円 形 56× K491× 13 土器 8点 人為 SK219
-)SK210

期

葉

後

前

SK211

鮮覧丈181 駆Ⅷ
(V層 上 ) 楕円形 202× 189× 4F。 土器21点 人 為 鋭054‐mll

→Ш 7器

２

０

剛

は 駆
Ｎ・９０

(V層 上 ) 楕円形 141× 30× 37 メンコ11ミ

剥片 4点

出器73点

完形土器2点

人為 SK212
→RИ41

期

葉

後

前

SK213
鮮掟丈181 昨
Ｎ・９０

(V層 上 )
(Ⅳ 層 上 )

円 形 57× 150× 30 人為 期

葉

後

前

SIC215

G確丈1め 雖画
下
Ｄ
層
層

Ⅳ

Ｖ

ｔ

”

楕円形 120× 1881× 12 剥片 5点

出器7点
人為 錢 15→ RtXl・

741・ 479
期

葉

後

前

SIC216

G俺丈1め 雖
Ｍ・９０

(V層 上 ) 円 形 97× 93× 41
071

土器・剥片各 1点 人為 RИ51→ SK216
→R腱45

期

葉

後

前

SK217
(封8こ 10 叩蜘

上

上

層

層

Ｖ

Ⅳ

円 形 71× 67× 30

034
磨石 1点

出器10点
人為 後期

前葉

SK218
(新8(10

B4区
M、 N・90

(V層 上 ) 円 形 65× 61× 30
031

剥片 2点

土器9点
人為 ■t634・ 487
-'SIC218

後期

前葉

SK219
G駐丈181 駆
Ｎ・９０

(V層 上 ) 楕円形 256× 210× 8
426

剥片 2点

燃 32′点

人 為 SK219
-'S010・ 211・

253・ 254・ 259

期

葉

後

前

SK220
は 181 駆
Ｏ・９０

(V層 上 ) 楕円形 88× 1701× 17 人為

SK222
は 10

区

０

４

　

・９

Ｂ

Ｌ

(V層 上 ) 円 形 49× 48× 13
n Rl

土器 2点 人為 後期

SKr226

は 10

区

０

４

９

Ｂ

Ｌ

(Ⅲ d'層 上

～ 中 面 )

楕円形 80× 511× 37

033
人為

幽枷
後期

地 33

鮮覧丈10 駆
Ｇ・９‐

(V層 上 ) 円 形 70× 67× 15
037

罫 4′点 人為 地 33
→Plt663・ 664

後期

能 34

準貯t lD 駆
Ｇ・９２

(V層 上 ) 楕円形 55× に0× 13 」ヒ暑
=3点

人為 地 36 後期

SK235
0確丈181 駆
Ｇ・９２

上

上

層

層

Ｖ

Ⅳ

楕円形 122× 80× 19

080
土器 7点 人為 PIt767 後期

惚 38

鮮覧丈181

B4区

G・ 93・ 94

(Ⅲ d層 '下
～IV層 上 )

楕円形 84× 76× 33

050
土器 8点 人為 剛

"惚
38

-Rt610
後期

惚 39

G覧丈181 駆
Ｇ・９４

(Ⅲ d層 '下
～ Ⅳ層 上 )

楕円形 75× 64× 49

038
燃 28ハ黒

敲石・石鏃各 1点

人為 後期

SK240
G随丈10 駆畑

(V層 上
(Ⅲ d層 上

楕円形 66× 56× 33

029
土器16点 人為

翻抑
後期

SK242
鮮覧丈1め

B4区
H・ 91

上

下

層

層

Ｖ

Ⅳ

楕円形 64× 36× 13

020
人為 惚 42
→Rt717

後期

SK244
G随丈181

区

０

Ｂ４

Ｊ・９

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 98× 70× 18
055

齢 6′点 人為 後期

鬱 45

鮮随丈181

区

９

Ｂ４
　
，
‐・８

(Ⅳ 層 上 ) 円 形 ×   ×22 士器 3点 人為 後期

瑯

G随丈1め
B4区

N・ 90・ 91

(Ⅳ 層 上 ) 円 形 50× 49× 12
019

人為 後期

SK247
は 10 昨
Ｏ・９．

(Ⅳ 層 上 ) 楕円形 50× 40× 20
016

人為 後期



第109表 土坑G中堂隣接地区4)

雌 誦
俄畑め

踏 区

グリッド

確 認 面 形 態 雛 lcm・ J
長軸X短軸×深さ。子研責

長軸方向 出慟 埋土 新1日関係 構築

時期

SK253

靴 丈181

B4区

N・90

(V層 上 ) 楕円形 80× 50× 34
033

剥片 1点

出お10点

人為 鋭019→鋭953
→胞 59、R邸

後期

W54
(報丈181

B4区

N・90

(V層 上 ) 楕円形 001× 1201× 人為 SK254‐日Oll
SK219不り可

地 55

靴 丈181

B4区
LI189∞

(Ⅲ d'層 中) 楕円形 92× 64× 27

048

土器10点 人為 Plt628
→馴口

"

後期

惚 56

餓 丈181

B4区

G・ 92

(Ⅲ d'層 中) 楕円形 112× 65× 38

061

剥片1点

出器14点

人為 Rt584
→SK256

後期

胞 58

腋 181

B4区

N・90

(V層 上 ) 楕円形 53× 35× 13
015

人為 後期

飽 59

徽 丈181

B4区

N‐90

(V層 上 ) 楕円形 110× 1701× 13 剥片 1点 人為 鉦ψ19・ 253

→S酪 9
→Rに33・ 434

後期

惚 63

餞 丈181

B4区

G・ 92

下

上

層

層

Ⅳ

Ⅳ

楕円形 49× 1401X17 惚 63
‐nt7%

SK260

(批丈181

B2区
F・ 91、 92

(Ⅲ d'層 下) 楕円形 61× 1491× 23 人為 ■t712
-,鬱60

後期

地 62

級 文181

B2区

○・89、 90

(V層 上 ) 楕円形 55× 41×
018

SK248

靴 丈181

B2区

H・91

(V層 上 ) 円 形 1501× l「oOl×

SK252

緞 丈181

B2区

F・93

(V層 上 ) 楕円形 50× 53× 26
021

Fiげ709

→創0ロ
後期

①



第110表 土坑←体木後口地D
ヽ 臨
緞畑め

譴 区

グリッド

確 認 面 形 態 規模 lcm・ 諭
長軸×短軸×深さ・雇研資

長軸方向 出拗 埋 土 新1日関係 構築

時期

1 SK02

(報文ll
Al区

I、 J・ 11

(Ⅳ層下面) 楕円形 222× 152× 34

275

N9E

2 SK03

腋 2
A2区

Ⅳ[つ

(Ⅳ層上面) 円 形 86× 74× 70
050

N42E 人為

3 図 4

徹 ②
″ 区

T・9

(Ⅳ層上面) 楕円形 96× 74× 34

057

N10E 土器片2点 人為 後期

4 SKl15

緻 ②

A2区
R・10

(Ⅲd層下毬 楕円形 90X70X24

050

N17W

5 SK06

轍 21

″ 区

R・7

(Ⅳ層上面) 円 形 84× 78× 19

052

N15W 土器片 1点 人為 後期

6 SKl17

鮫 ②

A2区
S・ 10

(Ⅳ層上面) 楕円形 110× %× 44

068

N51E 土器片 2点 人為 後期

7 SK08

癬貯ta
Al区

P・ 13

(Ⅳ層上面) 楕円形 87× 53× 39

038

N41E 人為

8 SKl19

は 21

Al区
R‐12

(Ⅳ層上面) 楕円形 108× 65× 26

059

N38E 人為

9 SK10

腋 21

Al区
S・12

(Ⅳ層上面) 楕円形 93× Ю×25

052

N42E 珊 守1′は 人為 SKll
→SK10

後期

跳 11

(報文2
Al区

S・ 12

(Ⅳ層上面) 楕円形 118× 98× 38

087

N53E 人為 SKll
→劇【10

後期

11 SK12

轍 ②

Al区
P、 Q‐ 13・ 14

(Ⅳ層上面) 楕円形 114× 75× 28

070

N58E 人為 後期

SK31

轍 31

A3区

R・5

(Ⅳ層上面) 楕円形 118× 92× 23

087

N7W 土器片3点 人為 後期

前葉
SK33

は 31

A3区

R・6

(Ⅳ層上面) 円 形 118× 112× 60

104

N79E 人為 後期

前葉
SK34

は 31

お 区

R・3

(Ⅲd層 ヽヽ 楕円形 115× 77× 31

072

N34E 人為 SK3鉾SK34 御
梅
”
濾

岡 5

徹 31

A3区
T・3

(Ⅲ d層 ) 楕円形 109× 76× 37
068

N56E 土器片 10点 人為 SK37抑 御
薇
”
醸

SK36

鶴文 31

お 区

R・3

(Ⅲd層 騒ヽ 楕円形 75× 5× 38
033

N86E 人為 劉
薇
”
麒

17 SK37

緻 31

却 区

T・3

(Ⅲ d層 ) 楕円形 78× 55× 35
035

N61E 土器片 5点 人為 劉
薇
”
蔽

SK38

轍 31

_43区

S・3

(Ⅲ d層 ) 楕円形 92× 64× 37

048

NlW 人為 劉
狼
”
蝶

S旺【39

腋 31

A3区

S‐ 5

(Ⅳ層上面) 楕円形 96× 70× 34

054

N46E 爛 キ 人為 御
薇
”
蝶

①



(3)フ ラスコ状土坑 (第 144～170図、第111～ 132表 )

これまでの調査によつて万座隣接地151基、万座北側地区56基、万座西側地区9基、万座南側地区11

基、野中堂隣接地71基の計298基のフラスコ状土坑が検出されている。

【ア.形  態】

平面形態は円形または楕円形を呈する。

断面形及び底面に存在する小ピットの有無から、形態分類することができる。なお、フラスコ状土

坑であるか否かを確認し、精査を終了したものが101基あり、それらについては形態分類を試みてい

ない。

I類 : 頚部から底部にかけて壁面が末広がりに掘り下げられるもの。壁面はフラットもしくは若

干湾曲する。底面の小ピットの有無で細分される。5地区計170基

a類 底面に小ピットを有しないもの。5地区計134基

b類 底面に小ピットを有するもの。小ピットは底面のほぼ中央に穿たれる。5地区計36基

Ⅱ類 : 壁面が大きく湾曲し、球状に近い形状を呈するもの。5地区計2基

Ⅲ類 : 頚部からの掘り込みが歪なもので、断面形が「長靴状」を呈するもの。5地区計25基

万座隣接地

I類 =100基 (Ia類=84基、 Ib類 =16基 )、 Ⅱ類=1基、Ⅲ類=13基、不明37基である。

Ia類が圧倒的に多く、地区全体の55.6%を占める。

万座北側地区

I類 =45基 (Ia類=34基、 Ib類 =11基 )、 Ⅱ類=0基、Ⅲ類=6基、不明5基である。

Ia類が圧倒的に多く、地区全体の60.8%を 占める。万座隣接地と比較し Ib類の比率がわずかに高

レヽ。

万座西側地区

I類 =3基 (Ia類 =3基、 Ib類 =0基 )、 Ⅱ類=0基、Ⅲ類=3基、不明3基である。

資料数が少ないことから、各類の比率は不明である。

万座南側地区

I類 =8基 (Ia類 =3基、 Ib類 =5基 )、 Ⅱ類=0基、Ⅲ類=0基、不明3基である。

資料数が少ないことから断定できないが、 Ib類の比率が他の地区より高い。

Ia類

第144図  フラスコ状土坑形態分類



Ａ

一

SK(F)217(万 座隣接地)

1ヽ、二/
4

Ｆ

一
FI

Di Ｅ

一

11

16

14

13

●
Ｐ
‐

Ⅱ

Ⅲa

SK(F)295・ 284(万座隣接地)

0                          2m

SK233・ SK(F)232(万 座隣接地)

SK(F)240(万 座隣接地)

SK(F)234(万 座隣接地)

SK(F)238(万 座隣接地)

SK(F)270(万 座隣接地 )

SK(F)271(万 座隣接地)

第145図  フラスコ状土坑実測図 (1)
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SK(F)313(万 座隣接地)

SK(F)288(万 座隣接地)

SK(F)303(万 座隣接地 )

SK(F)612(万 座隣接地 ) SK(F)638(万 座隣接地 )
SK(F)614(万 座隣接地 )

SK(F)01(万 座隣接地 )

SK(F)18(万 座隣接地 )

第146図  フラスコ状土坑実測図 (2)
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第147図  フラスコ状土坑実測図 (3)
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SK(F)106・ 107(野中堂隣

SK(F)101(野中堂隣接地 )

第148図  フラスコ状土坑実測図 (4)



野中堂隣接地

I類 =14基 (Ia類 =10基、 Ib類 =4基 )、 Ⅱ類=1基、Ⅲ類=3基、不明53基である。

形態確認までの調査でとどめたため不明のものが多い。

【イ.規  模】

規模分布をさぐるため底面積を参考にした。底面積が最も大きいのは万座隣接地第313号フラスコ

状土坑(D2区 )の 4.62ポ、最小は同隣接地第21号フラスコ状土坑 (D8区 )の 0.17ポで、その比率には27倍

の開きがある。

最も検出数の多い万座隣接地では小型 。中型 。大型のものに区分が可能である。

万座隣接地

最大のものは第313号フラスコ状土坑(D2区 )の 4.62ど、最小は同隣接地第21号フラスコ状土坑(D8区 )

の0.17ゴで、その比率には27倍の開きがある。底面積1.70ゴ ×深さ1.60m、 底面積3.00ポ ×深さ2.00m

を境界に小型・中型 。大型のものに区分が可能である。 Ia類・ Ib類、Ⅱ類は小型～大型の範囲全域

に、Ⅲ類は小型の範囲に分布する。

万座北側地区

最大のものは第426号フラスコ状土坑 (Fl区 )の 3.82ポ、469号 フラスコ状土坑(Fl区 )の 3.80ゴ、最小

は第08号フラスコ状土坑 (F8区 )の 0.57ぜで、その規模比率は約6.7倍である。 Ib類 。Ⅲ類は万座隣接

地のものとほぼ同規模である。

万座西側地区

底面まで精査が行われたものが少なく、規模分布は不明である。規模的には万座隣接地の小型～中

型の範囲に合まれるものと思われる。

万座南側地区

底面まで精査が行われたものが少なく、規模分布は不明である。規模的には万座隣接地の小型～中

型の範囲に合まれるものと思われる。

野中堂隣接地

底面まで精査が行われたものが少なく、規模分布は不明である。規模的には万座隣接地の小型～中

型の範囲に合まれるものと思われる。

【ウ.確認面と構築面】

万座隣接地

基本層を徐々に除去していくと、列石の南東側に第V層の広がりが確認できた。後世の攪拌が深い

層まで達したものと考えられたが、この範囲に所在するフラスコ状土坑を観察すると、土坑上部が肖1

除された形跡は観察されなかった。また、このV層面より遺物が数例ではあるが出上したことからV

層面の広がりは整地されたものと判断された。

同列石南東部に位置する土坑は、整地後に構築されたものであり、確認面 。構築面とも第Ⅳ層～V

である。なお列石南東部以外のものはⅢd層が確認面 。構築面となっている。

万座北側地区



同地区東側にある小丘周辺に位置する土坑の確認面は第Ⅳ層及びV層である。これは耕地整理に

よつて小丘頂部が削平されたことによるもので、遺構上部を消失しているものもみられた。

また本地区中央部、第04号環状配石遺構周辺及び万座隣接地 。同西側地区との境界付近に位置する

フラスコ状土坑の確認面 。構築面はⅢc層下位～Ⅲd層上面である。

万座西側地区

2例を除き、Ⅲd層が確認面、構築面となつている。

万座南側地区

フラスコ状土坑が密集する小丘の斜面に位置するものは第Ⅲd層上面で確認される。

野中堂隣接地

野中堂隣接地周辺の等高線を観察すると、その流れは大きく膨らみを持ち、この内側に野中堂環状

列石が構築されている。第18次調査において列石周辺は整地されていたことが判明しており、このこ

とから多くのフラスコ状土坑の確認面はⅣ層又はV層である。また列石の南東側は耕作土が浅く、後

世に攪拌を受けており、この地域に分布する土坑の確認面もV層であった。

【工.堆積状況】

人為に埋め戻されたものが圧倒的に多く260基 (91.5%)を 占める。自然によるもの6基、日頚部から

検出面までが人為的に埋め戻されたもの2基、不明16基である。万座北側地区の東側(F2区 )の小丘に

分布するフラスコ状土坑は人為堆積の典型的な状況を示している。

万座隣接地

人為によるもの133基、自然によるもの3基、不明15基である。土坑内には黒色土、黒褐色上が充填

されていたが、いずれもブロック状であつた。土中に焼土粒や炭化物、炭化堅果類 (6基)が混入する

ものもみられた。

万座北側地区

人為によるもの53基、自然によるもの1基、自然+人為1基、不明1基である。土坑内には黒色土、

黒褐色土が充填されていたが、いずれもブロック状であった。

本地区東側の小丘(F2区 )に位置するフラスコ状土坑は顕著な人為堆積の状況 (第 149図 )を示してお

り、土坑内に黄褐色土 (地山土)が充填されるものもある。

※万座北側 (F2区 )
※スクリーン・トーン部分はⅦ地山土

SK(F)488

SK(F)492

SK(F)467

第149図 フラスコ状土坑堆積状況



万座西側地区

すべて人為堆積である。土坑内には黒色土、黒褐色土が充填されていたが、いずれもプロック状で

あった。

万座南側地区

すべて人為堆積で、土坑内には黒色土、黒褐色土が充填されていたが(レ ずヽれもブロック状であっ

た。

野中堂隣接地

人為によるもの54基、自然によるもの2基、自然十人為1基である。堆積土は黒色土、黒褐色土が主

体となり、黄褐色土が多量に混入するものや焼土粒や炭化物を混入するものもある。

【オ.出土遺物】

遺構内より出土した遺物は他遺構と比べ圧倒的に多い。その内訳は完形・復元土器157点 (49基 )、 石

器504点 (102基 )、 土製品295点 (75基 )、 石製品63点 (34基 )、 自然遺物 (炭化堅果類・赤色顔料・黒色樹

脂塊 (6基 )である。

万座隣接地

遺構内より完形 。復元土器84点 (31基 )、 石器197点 (59基 )、 土製品144点 (44基 )、 石製品25点 (18基 )、

自然遺物(6基)が出土した。

完形・復元土器は万座環状列石に近い位置にあるものほどその出土個数が多く、第240号フラスコ状

土坑(Dl区 )からは17点、第306号フラスコ状土坑 (D3区 )か らは8点が出土した。

深鉢形土器、鉢形土器、浅鉢形土器、壺形土器、片口土器などの器種がみられる。これらの上器は

胴部上半に文様帯を持つものが多く、沈線文・帯縄文などにより文様が施文されている。沈線を使用

して曲線文、弧線文、楕円形文が施文されるもの、帯縄文を使用して入組文、弧線文、階段状文が施

文されものが多い。いずれも後期前葉 (十腰内 I式 )の上器の特徴をもつている。また第321号フラス

コ状土坑 (D3区 )か らは壺形土器が出土している。文様帯には幅の広い帯縄文により蛇行文が施文され

ており、後期中葉 (十腰内Ⅱ式・Ⅲ式)の特徴をもっている。第240号フラスコ状土坑 (D2区 )底面から出

土した壷形土器には赤色顔料が塗布されていた。

また土製品は土偶。三脚土製品・耳飾のほか土器片利用上製品が出土した。石製品は石刀2点、残り

は板状 。球状石製品である。

土坑内より炭化堅果類 (ク リ・クルミ・ ドングリ。トチ)を出土するものが6基あり、これらは距離的

に万座環状列石に近い場所に位置する遺構から出土している。

万座北側地区

遺構内より完形・復元土器29点 (9基 )、 石器68点 (16基 )、 土製品39点 (9基 )、 石製品17点 (7基 )が出土

した。これらは本地区で検出されている竪穴住居群及び建物群 。環状配石遺構群周辺の遺構かである。

完形 。復元土器には深鉢形土器、鉢形土器、壺形土器、片口土器のほかに蓋形土器、切断土器の器

種がみられる。これらは胴部中程から1/3に文様帯をもち、沈線や帯縄文によつて曲線文や入組文が

施文されるものが多く、後期前葉 (十腰内 I式 )の特徴的な文様をもっている。また、第419A号フラス
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第150図  フラスコ状土坑出土土器 (1)
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第151図  フラスコ状土坑出土土器 (2)

15～17 SK(F)240(万 座隣接地)
18   SK(F)242(万座隣接地)
19   SK(F)270(万座隣接地)
20～21 SK(F)274(万 座隣接地)
22   SK(F)292(万座隣接地)
23   SK(F)295(万座隣接地)
24  …SK(F)294(万 座隣接地)
25   SK(F)296(万座隣接地)
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第152図  フラスコ状土坑出土土器 (3)
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44   SK(F)341
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(万座隣接地D3区 )
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第153図  フラスコ状土坑出土土器 (4) ①



48 SK(F)321(万 座隣接地D3区 )
49～51 SK(F)11(万 座隣接地D7区 )
52 SK(F)12(万 座隣接地D7区 )
53～55 SK(F)36(万 座隣接地D7区 )
56 SK(F)48(万 座隣接地D7区 )
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第154図  フラスコ状土坑出土土器 (5)
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57 SK(F)75(万 座隣接地 D7区 )
58 SK(F)105(万 座隣接地 D7区 )
59 SK(F)108(万 座隣接地 D7区 )
60 SK(F)30(万 座隣接地 D8区 )
61 SK(F)65(万 座隣接地 D8区 )

(6)第155図  フラスコ状土坑出土土器



二

１
‐
‐
Ｌ

ノ
／
に

ヽ

、
ｏ

第156図  フラスコ状土坑出土土器 (7)

62 SK(F)217

(万座北側地区 Dl区 )
63、 64…SK(F)216

(万座北側地区 Dl区 )
65～68 SK(F)419A

(万座北側地区 Fl区 )
69、 70 …SK(F)426
(万座北側地区 Fl区 )

フ
/70

20om

0
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71… SK(F)483(万 座北側地区 F2区 )
72、 73 SK(F)11(万 座北側地区 F4区 )
74～76 SK(F)27(万 座北側地区 F4区 )
77、 78-SK(F)34(万 座北側地区 F4区 )
79 SK(F)48(万 座北側地区 F4区 )
80 SK(F)08(万 座北側地区 F5区 )

第157図  フラスコ状土坑出土土器 (8)
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第158図  フラスコ状土坑出土土器 (9)

81～86 SK(F)426(万 座北側地区 Fl区 )
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87～89 SK(F)1(万 座西側地区 D9区 )
90 91 92 94 SK(F)2(万 座西側地区 D9区 )
93 SK(F)2～ 5(万座西側地区 D9区 )

o                              20cm

フラスコ状土坑出土土器 (10)第159図



95 96 SK(F)1(万 座西側地区 D9区 )
97   SK(F)2(万 座西側地区 D9区 )
98   SK(F)2～ 5(万 座西側地区 D9区 )

第160図  フラスコ状土坑出土土器 (11)



SK(F)2

(万座西側地区 D9区 )

0                                 20cm

フラスコ状土坑出土土器 (12)

99 100

第161図
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第162図  フラスコ状土坑出土土器 (13)0
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110～113 SK(F)102(野 中堂隣接地区 81区 )
114-SK(F)103(野 中堂隣接地区 馴区)
115～ 117 SK(F)104(野 中堂隣接地区 Bl区 )
118…SK(F)105(野 中堂隣接地区 Bl区 )
119～121-SK(F)106・ 107(野中堂隣接地区 81区 )
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②第163図  フラスコ状土坑出土土器 (14)



122 SK(F)106・ 107(野中堂隣接地区 &区 )
123 SK(F)22(野 中堂隣接地区 B区 )
124 SK(F)9(野 中堂隣接地区 B区 )
125 SK(F)134土 坑中～上位(野中堂隣接地区 B2区 )
126 SK(F)182土 坑中～下位(野中堂隣接地区 B2区 )
127 SK(F)202(野 中堂隣接地区 B4区 ) 0                                 20cm

フラスコ状土坑出土土器 (15)第164図



コ状土坑や11号・27号フラスコ状土坑より出土した深鉢形土器。広口壺形土器は帯縄文の幅が広く、器

面や沈線間に施文される縄文の節も細かく後期中葉 (十腰内Ⅱ式～Ⅲ式 )の特徴をもっている。

特異な出土例としては、16m離れた 2つのフラスコ状土坑 (第 11号フラスコ状土坑と419A号フラスコ

状土坑)から出土した土器片が接合し、一個体土器に復元された。

上記のほかにキノコ形土製品 。耳飾・土器片利用上製品などの土製品、円盤 。球状石製品などが出

土している。

万座西側地区

遺構内より完形・復元土器16点 (2基 )、 石器172点 (4基 )、 土製品25点 (3基 )、 石製品10点 (3基 )が出土

した。これらの大半は規模が大きく、歪な形状を呈する第1号 。2号フラスコ状土坑からの出土である。

土器は深鉢形土器を主体に、鉢形土器、切断土器、壺形土器がある。いずれも沈線により弧線文、

曲線文、渦巻文、連結「S」 字文が主文様として施文されたもので、後期前葉 (十腰内 I式 )の土器の特

徴をもつている。

また、本地区で出土した石器の約45.3%が第1号フラスコ状土坑から出土しており、遺跡全地区の

中でも出土量が飛び抜けている。

上記のほかに、土偶・鐸形土製品などの土製品、板状石製品 。軽石石製品などが出土している。

万座南側地区

遺物を出上したのは第711号フラスコ状土坑のみである。隆沈線を区画文に沈線によつて文様が施

文されている。

野中堂隣接地

遺構内より完形・復元土器28点 (7基 )、 石器67点 (23基 )、 土製品86点 (18基 )、 石製品11点 (6基 )が出

土した。

土器は深鉢形土器を主体に鉢形土器、壺形土器、蓋形土器、注目土器がみられる。隆沈線、沈線、

帯縄文によつて文様が描かれているが、沈線のものが最も多くら隆沈線は区画文として使用される。

深鉢形土器は胴部ほぼ全域～1/2に、壷は最張部上半に文様帯をもつ。曲線文、渦巻文、入組文、矢

羽状文などが施文されおり、後期前葉 (十腰内 I式 )の特徴をもつものである。

上記のほかに、土偶、耳栓、鐸形・環状土製品、キノコ形土製品などの上製品、岩板、軽石石製品

などが出土している。

【力.重複関係】

万座隣接地、同北側地区、野中堂隣接地では多くの重複関係を示している。

万座隣接地

列石本体     SK(F)43→ 万座南側出入口

環状配石遺構   SK(F)363A。 364→SX(S)301(D3区 )

配石遺構     SK(F)243→ SX(S)224(Dl区 )

柱穴状ピット   Pit65→ SK(F)322(D3区 )

SK(F)416-→ Pit414(D4D二 )  SK(F)617-→ Pit204(D60二 )



SK(F)37→Pitl13(D6区 )

SK(F)59-→ Pit14(D71二 )   SK49-→ SK(F)73-→ Pitl12(D71【 )

掘立柱建物跡   SK(F)274→ SB227(Dl区 )SK(F)288→ SB228(D2区 )

SK(F)302-→ SB229(D2D二 )  SB222-→ SK(F)284。 341(D21三 )

土  坑     SK(F)645→ SK626(D6区 )SK(F)52→ SK51(D7区 )

SK233→SK(F)232(Dl区 )SK293→SK(F)292→ SK301(D2区 )

SK19-→ SK(F)18-→ SK21(D71二 )

フラスコ状土坑  SK(F)251→ SK(F)250→ SK249(Dl区 )SK(F)293→ SK(F)280(D2区 )

SK41-→ SK(F)63-→ SK(F)40(D71二 )

万座隣接地 という占地条件から遺構は密集 し、多 くの重複関係を示している。

フラスコ状土坑はⅢ類～Ⅸ類掘立柱建物跡を切つて構築 され、 I類 。Ⅱ類掘立柱建物跡によって切

られている。この重複から同時存在を考え合わせ3つ の時期を設定することができる。土坑でも同じ

重複関係がみられた。また、列石南側の出入口状施設、列石 と有機的な関係にある配石遺構、列石よ

り後出する環状配石遺構によつて切 られており、同時期のものがあってもこれらより後に構築される

フラスコ状土坑は確認できなかつた。

このことから、万座環状列石 +建物跡建物跡 (Ⅲ類～Ⅸ類)十土坑十フラスコ状土坑→ 万座環状

列石十配石遺構 +柱穴状ピット+掘立柱建物跡 (I類 。Ⅱ類)+土 坑 +フ ラスコ状土坑→ 環状配石

遺構 +フ ラスコ状土坑  とい う遺構の変遷を推測することができる。

万座北側地区

環状配石遺構   SK(F)11→ SX(S)1(F4区 )SK(F)52→ SX(S)3(F4区 )

掘立柱建物跡   SK(F)13→ SB5(F4区 ) SK(F)27→ SB2(F4区 )

竪穴住居跡    重複関係を示していない。

掘立柱建物跡   環状配石遺構 より古いことが判明している。

石囲炉      SK(F)22→ SX(0)7(F4区 )

焼土遺構     SK(F)22→ SX(f)7(F4区 )

Tピ ット      SK(T)468→ SK(F)469(F2区 )

土  坑     SK206→ SK(F)205→ SK(F)204→ SK203(Dl区 )

フラスコ状土坑  SK(F)419B→ SK(F)419A(Fl区 )SK(F)484→ SK(F)485(F2区 )

SK(F)489-→ SK(F)490-→ SK(F)517(F21三 )

フラスコ状土坑はTピ ットを切つて構築 されている。

フラスコ状土坑は土坑を切るものと土坑に切 られるものがあり、同時存在を考えると3つ の時期が

想定される。フラスコ状土坑を切つて構築されるものは掘立柱建物跡、環状配石遺構、石囲炉、焼土

遺構であり、掘立柱建物跡の構築時期は後期前葉に、環状配石遺構は後期中葉に求められる。また、

掘立柱建物跡を切つて石囲炉がつ くられている。

これらの重複関係 と同時存在を考えながら本地区の遺構の流れを推察 した場合、Tピ ットが最も古



く→ 竪穴住居跡を中心に土坑+フ ラスコ状土坑→ 掘立柱建物跡を中心に土坑 (墓 )→環状配石遺構

(重複により2つの時期が設定できる)を中心に石囲炉+フ ラスコ状土坑 と考えることができる。

万座西側地区

竪穴住居跡    S109→ SK(F)9(G4区 )

フラスコ状土坑  SK(F)01・ 04・ 05、 SK03→SK(F)02(D9区 )

本地区全域の遺構の流れを推察するには重複関係を示すものが少ない。フラスコ状土坑同士で重複

を行つており最低で2時期が存在する。後期前葉の竪穴住居跡を切つて構築されるものがある。

万座南側地区

土  坑     SK(F)706→ SK705(Gl区 )

検出された遺構も少なく、重複を示すものは1例である。フラスコ状土坑を切つて土坑が構築され

ている。

野中堂隣接地

掘立柱建物跡   SK(F)186→SB210→S101(B2区 )

柱穴状ピット   Pit176→ SK(F)124→ SK125(B2区 )Pit179→ SK(F)133→ SK132(B2区 )

竪穴住居跡    SK(F)186→ SB210→S101(B2区 )SK31→ SK(F)32→S102(B2区 )

Tピ ット      SK(T)101→ SK(F)104(Bl区 )SK(T)115→ SK(F)133-Pit179(B2区 )

土坑       SK151→ SK(F)153→Pit424(B2区 )

フラスコ状土坑  SK(F)103→ SK(F)104(Bl区 ) SK(F)105→ SK(F)106。 107(Bl区 )

SK(F)182-→ SK123・ 192(B2D二 )

本地区でもフラスコ状土坑はTピ ットを切つて構築されている。土坑はフラスコ状土坑によって切

られ、土坑を切つて構築されている。重複関係からフラスコ状土坑より新しい時期のものは土坑、掘

立柱建物跡、竪穴住居跡があり、これらは野中堂環状列石と同時に存在した可能性が高い。

これらの重複関係からTピ ットが最も古い時期にあり、その後、環状列石を中心に土坑+フ ラスコ

状土坑+掘立柱建物跡・竪穴住居跡 (後期前葉)を経て環状列石と竪穴住居跡 (後期中葉)と いう遺

構の変遷を辿ることができる。

【キ.時  期】

万座隣接地

遺構内出土遺物から後期前葉 (十腰内 I式)～後期中葉 (十腰内Ⅱ式・Ⅲ式)の構築時期が与えら

れ、環状列石と同時期である。

後期中葉のものは第232号 (Dl区 )、 第36号 (D7区 )フ ラスコ状土坑の2例のみである。

万座北側地区

遺構内出土遺物から後期前葉 (十腰内 I式)～後期中葉 (十腰内Ⅱ式 。Ⅲ式)の構築時期が与えら

れる。後期前葉のものは本地区で検出された竪穴住居跡や掘立柱建物跡に、中葉のものは環状配石遺

構に伴ったものと考えられる。

万座西側地区
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第165図  フラスコ状土坑分布図 (万座隣接地 )



出土遺物から後期前葉 (十腰内 I式)の時期が与えられる。

万座南側地区

遺構内からの出土遺物は少ない。遺構周辺の出土土器から後期前葉 (十腰内 I式)の時期が与えら

れる。

野中堂隣接地

遺構内出土遺物から後期前葉 (十腰内 I式)の構築時期が与えられる。後期中葉の構築時期と確実

に判断できるものはない。これらフラスコ状土坑は万座環状列石と時期を同じくし、列石を意識した

配置を示しており、環状列石に伴ったものと考えられる。

【ク.分  布】

万座隣接地

環状列石を囲む建物跡、土坑の分布範囲に重なるが、列石東側及び北西側に分布が張り出している。

土坑分布でも指摘したようにフラスコ状土坑においても環状列石東側出入日から時計回りに北側出

入口までの分布密度が濃く、しかも列石に近い位置に構築されている。一方、同列石東側部分は分布

密度が薄く、列石より幾分離れた位置に構築される。このような対照的な分布を示すが、列石を囲む

掘立柱建物跡と土坑によつて形成されたグループ内に重複しながら占地していることが配置図から読
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み取ることができる。

形態別の分布状況は、 Ia類・ Ib類は隣接地全域に、

する傾向がみられる。

形の歪なⅢ類は列石とやや距離を置いて分布
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第169図  フラスコ状土坑分布図 (万座南側地区)



万座北側地区

本地区で特徴的な分布を示すのは同地区東側に位置する小丘に集合したフラスコ状土坑群である。

この小丘は地形復元すると周辺よりlm余 り標高が高くなる。フラスコ状土坑はこの小丘頂部を中心に

重複を繰り返し、最終的には20基が構築される。構築時期は出土遺物から後期前葉である。

また、本地区中央、第04号環状配石遺構の南側に後期中葉のフラスコ状土坑が分布するが、分布密

度も薄く、環状配石遺構を意識した配置も示していない。

万座西側地区

調査方法がトレンチによることからフラスコ状土坑の分布ははっきりとしない。

現状からは竪穴住居跡 (群 )に隣接して分布する傾向がわずかに看取される。

万座南側地区

万座北側地区内の東側小丘に分布するフラスコ状土坑群と非常に似た立地条件のもとに分布する。

周辺よりわずかに高い地点を選び、9基が丘の稜線に沿つて配置されている。
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第170図  フラスコ状土坑分布図 (野中堂隣接地区)



野中堂隣接地

一部に未調査部分を残しているが、万座環状列石隣接地と同様に分布するものと考えられるが、そ

の密集度は万座隣接地より低い。

フラスコ状土坑は、環状列石を取り囲む掘立柱建物跡や土坑が分布する範囲(建物跡と土坑によっ

て構成されたグループ)内 に構築されている。

【ケ.性  格】

大半のものは「貯蔵穴」と考えられるが、岩手県二戸町上里遺跡の人骨の出土、青森県青森市小牧

野遺跡の事例から「墓穴」への転用ということも考慮しなければならない。

環状列石やそのほかの遺構との位置関係、地形を考慮した配置、形態及び遺構内出土遺物などから

性格を導くことができるものと考えられる。

万座隣接地、野中堂隣接地

万座隣接地及び野中堂隣接地に分布するフラスコ状土坑は前述したように、掘立柱建物跡や土坑と

一体となり列石を取り囲み、列石外帯配石群と対応する位置関係にある。

万座環状列石は、等高線が西側に大きく張り出し大きな平坦地に位置している。この平坦地の北・

西 。南側には比高を下げるゆるやかな傾斜が続いており、フラスコ状土坑は列石と地形を考慮した分

布状況を示している。この傾斜部分 (北 。西 。南側)に多くのフラスコ状土坑が分布しているが、列

石が作られる標高と同じ高さが広がる列石の東側ではその密集度が薄く、列石より離れて構築される

という占地的な違いがみられる。このことから列石の東側を除く列石隣接地は比較的構築条件の良い

場所であり、万座北側地区の東側小丘 (F2区 )な どに類似した条件を備えていたものと考えられる。

一方、形態Ⅲ類としたものはその掘り方が歪であり、その分布は万座・野中堂環状列石隣接地に限

定される。この形状が最終的なものなのか、構築途中で取りやめたのかは不明である。貯蔵を目的と

したものであれば「口径 (日頚)部を狭 くし、外気を遮断し、土坑内の温度を一定に保つ」ことが必

要であるがこの条件を満たしていない。このことからⅢ類については「貯蔵」以外の性格を有したも

のと推察される。 、

万座北側地区、万座南側地区

万座北側地区の東側小丘、万座南側地区の南端部の小丘に分布するフラスコ状土坑は、見晴らしの

良く、水はけの良い場所を選定しており、地形的な要因から貯蔵を目的に構築されたものと考えられ

る。

万座西側地区

本地区の地形は西側に緩やかに傾斜し、後期前葉には浅いながらも沢が台地西側より入り込んでい

ることが確認されている。フラスコ状土坑と竪穴住居跡とともに台地縁と沢によつて挟まれた範囲に

分布している。住居跡との位置関係、地形的な要因から貯蔵を目的に構築されたものと考えられる。



第 111表  フラスコ状土坑(万座隣接地区1)
血 遺構名

(報文ヽ)

調査区

ク
゛
リット
゛
確認面 形 態 規模 (cll・ ピ)

日径・底径・深さ

底面積

埋 土 出土遺物 新旧関係 構築

時期

1 SK(F)217
(報文 41

Dl区
YC、 YD‐ 92

Ⅲd層上面) Ia 80× 76

140× 9

104
n44

人為 凹石 1点

土器片数点

復元土器2点

後期

前葉

2 SKCF1232

(報文 41
Dl区
ZZ・92・ 93

(Ⅲd層上面) 120以上

176× 176

155

243

人 為 復元土器 2点

土器片310点

掻器・敲石各 1点

円盤状石製品1点

土器片利用上製品4点

SK233→SK① 232 御
篠

蝶̈
3 SKKF1234
(報文0

Dl区
雰 91

(Ⅲd上面) 93× 78

120× 94

50

09

人為 掻器 1,ほ

土器片 10点

復元土器 2点

後期

前葉

SK0238
(報文 41

Dl区
ZX・ 90

(Ⅲd層上面 Ⅲ 114× 77

147× 80

122

101

人為 赤色顔料塊

黒色樹脂塊

復元土器 2点

土器片250点

凹石・敲石各 1点

土器片利用上製品3点

SK237→ SKIF1238 後期
前葉

SKtF1240

(報文 41
Dl区
ZX・ 90・ 91

(Ⅲ d層上面) 121× 117

236× 197

232・ 262

368

人為 土製品 1点

土器片 1箱

復元土器 17点

土器片利用上製品13点

掻石・石鐘

磨石・磨製石斧 計 14点

期

葉

後

前

SKtlり 242

(報文 41

Dl区
ZU‐ 92

(Ⅲd層上面) Ia 114× 123

224× 220

162

387

人為 土器片250点

復元土器 2点

掻器・凹石各 1点

土器片利用土製品9点

後期

前葉

7 SKIFu243

(報文 41
Dl区
ZX・ 90

(Ⅲd層上面) 144× 136

180× 164

110

232

人為 掻器 4′点

土器片250点

球状石製品2点

円盤状石製品1点

土器片利用土製品8点

炭化堅実類

(クリ6、 トチノミ6、 ドンク
゛
り1)

SK① 243
→ SX(S1224

期

葉

後

前

8 SK① 250
(報文 41

Dl区
野 92

(Ⅳ層下面) 100× 98

128× 160

124

163

人為 炭化堅実類0り 1、クルミ51

土器片他 詳細不明
SKC)251
→SKIF1250
-,SK249・ 259

Plt283

後期

前葉

9 SKIFu251

(報文 41
Dl区
ZX、 ZΥ 92

SK249・ 252

底面で確認 216× 216

134

366

人為 土器片他 詳細不明 SK① 251
→ SKIF1250

SKIF1251→SK249
SK259
Plt283?

後期

前葉

SKtF1270

(報文め

D2区
ZU・ 86

(Ⅲd層上面 Ia 68× 54

140× 140

181

154

人為 石製品2点

土器片 191点

石匙・完形土器各 1点

土器片利用上製品3点

SB226・ 227新旧不明 期

葉

後

前

11 SKCF1271

(報文 51
D2区
ZVL88

(Ⅲd層上D 112× 112

159× 159

92
10A

人為 敲石 1′点

土器片9点

S1072→ SKC)271 期

葉

後

前

SKIF1273

(報文 51

D2区
Zヽ
L87・ 88

(Ⅲd層上面) 84× 78

133× 130

112

136

人為 土器片 86点

耳飾・磨製石斧各 1点

土器片利用上製品 1点

SK269
PIt524→SKIF1273
‐Plt523

後期

前葉

SKIFu274

(報文 5)
D2区
ZU、 ZV・87

(Ⅲ d層上面) Ia 87× 82

178× 178

181

249

石冠 1点

凹石 2点

掻器 4点

復元土器 2点

土器片 279点

円盤状石製品 1点

土器片利用上製品 6点

SK① 274→ SB227 後期
前葉



第 112表 フラスコ状土坑(万座隣接地区2)
No 遺構名

(報文No)
調査区

ク
゛
リッド

確認面 形態 規模 (clll・ ご)

日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新旧関係 構築

時期

SKKF1278

(報文「ol
D2区
ZヽV‐ 87

(Ⅲ d上面) 80× 70

120× 118

118

1 11

人為 土器片42点

円盤状石製品 1′点
後期

前葉

SKC)280
(報文 5)

D2区
ZヽV‐ 88

(ⅢdttD Ib 83× 66

181× 164

122

234

人為 土器片42点

石皿・土偶各 1点

円盤状石製品1点

土器片利用上製品1点

SKIF1293
→SK① 280

期

葉

後

前

SKIF1283

(報文 5)

D2区
ZV 85

(Ⅲd上面) Ia 58× 58

68× 68

61

036

人為 少量の土器片 SKC)283→ SK285 後期
前葉

SKIFu284

(報文 51
D2区
ZV√・86

(Ⅲd下位) Ib 136× 132

170× 167

163

223

人為 土器片 114点 、
石鏃 1点、掻器 2点、
敲石 2点、
土器片利用土製品4点

S聰95
SB222→ SKIF1284

SB221A、 SB221B
とは不明

期

葉

″後

工訓

SKIFu287

(報文 51
D2区
ZV、 ZヽV・ 87

(SK279底面) Ia

160× 150

172

189

人為 磨石 2点

土器片63点

凹石・石皿各 1点

土器片利用上製品2点

SKIFM287→ SB228 後期
前葉

SKC)288
(報文め

D2区
ZU‐86

くⅢd上面) 88× 68

145× 143

163

163

人為 掻器 2点

土器片 39点

凹石・石鏃 1点

土器片利用上製品 5点

SKIF9288→SB288
SB221A、 SB221B

とは不明

期

葉

後

前

SKKF1292

(報文D
D2区
邪V・ 88

(Ⅲ d層上面) 90× 94

120× 105

106

099

人為 掻器 4点

土器片42点

復元土器 2点

球状石製品1点

石剣・磨石各 1点

土器片利用上製品 9′点

SK293→SKC)292
→SK301

期

葉

後

前

SKKF1293

(報文 51
D2区
ZZ・88

(Ⅲ d層上面) 83× 83

170× 170

107

227

人為 土器片40点

土器片利用上製品1点

SKIF9293
→SKIF1292

SKIF1280
SKIFn301

期

葉

後

前

SKCF1294

(報文め
D2区
ZヽV、 ZX・87

(Ⅲd層上面) 62× 60

125× 116

139

114

人為 土器片39点

凹石・復元上器各 1点

口縁部付近に

3個のビット

SKCF1295

(報文 51
D2区
ZヽV・ 86

(Ⅲ d層上面) 80× 79

132× 130

154

135

人為 土器片200点

軽石石製品1点

凹石・完形土器各 1点

土器片利用上製品 6′点

炭化堅実類(トチバ、クルミ)

SKC)294→ SK284
SB221A、 SB221B

は不明

日縁部付近に

3個のピット

期

葉

後

前

SKKF1296

(報文D
D2区
ZW・ 86・ 87

(Ⅲ d層上面) 100× 90

130× 130

141

133

人 為 掻器 1点

石鏃 3点

復元土器 3点

土器片 187点

円盤状石製品1点

土器片利用上製品1点

SK297
SK308→SKIF1296
SKIFn351

期

葉

後

前

SKC)298
(報文D

D2区
ZV√・86

(IIId層上面) Ia 110× 110

182× 182

60

260

人為 掻器 2点

土器片利用上製品 2点
少量の土器片

SK352→SKIF1298
-,SK297、 S聰53

期

葉

後

前

SKIF1301

(報文 51

D2区
ZW‐ 87・ 88

(Ⅲd層上面) Ia 68× 57

198× 190

170

295

人為 土器片 174点

円盤状石製品1点

復元土器・掻器各 1点

装飾品・土製品各 1点

土器片利用上製品3点

SK(1り 298

SK(F1292→ SKIF1301
後期

前葉

SKIF1302

(報文→
D2区
ZX・85

(Ⅲ d層上面) Ⅲ 92× 87

135× 122

93

130

人為 土器片 110点

掻器・復元土器各 1点

土器片利用上製品1点

SKIF9302→ SB229 後期
前葉



第 113表 フラスコ状土坑(万座隣接地区 3)
No 遺構名

(報文Nめ
調査区

ク
｀
リッド

確認面 形態 規模 (clll・ ピ)

日径・底径・深さ

底面積

埋 土 出土遺物 新 1日 関係 築

期

構

時

SKIF1303

(報文D
D2区
躙 た88

(Ⅲd層上面) Ia 92× 91

180× 182

169

257

人 為 装飾品 1点

土器片 241点

軽石石製品 1点

土器片利用上製品 6点

後期

前葉

SKCF1306

(報文 5)
D2区
aV‐ 86・ 87

(Ⅲd層上面) 200× 174

255× 230

152

462

人為 石皿 2点

石匙 3点

石錘 7点

掻器 12点

土器片 1158点

復元土器 8点

軽石石製品3点

磨石・石倹1各 1点

石鏃・石錐・凹石各 1点

土器片利用上製品 15点

SK337→SK① 306 後期
前葉

SKIFn313

(報文め
D2区
ZヽV・ 82・ 83

(Ⅲ d層上面) Ⅲ 99× 86

159× 92

148

124

人為 石鏃 1点

掻器 2点

土器片50余 ′点

復元土器 6点

土器片利用上製品4点

円盤状・球状石製品

各 1点

SK(F)329

SK(F)331→ SK(F)313

SK335

後期

前葉

SKIF9329

(報文 5)

D2区
邪V‐ 82・ 83

(Ⅲ d層上面) 55× 55

80× 80

148

050

人為 土器片 51点 SKIFn331
SK335→ SKC)329
→SK313

後期
前葉

SKIF9331

(報文D
D2区
ZW・ 82・ 83

(Ⅲd層上面) Ia 60× 60

134× 134

153

141

人為 土器片 25点 SK(F1331→ SK(F1313

SK(F1329
後期

前葉

SK① 341
(報文D

D2区
ZSヽ86

(Ⅲd層上面) 76× 66

97× 92

84

070

人 為 復元土器 1点

球状石製品 1点

少量の土器片

SB222→ SKIF1341 後期

前葉

SK0351
(報文D

D2区
かV‐ 87

(Ⅲ d層上面) 120× 120

180× 180

80

254

人為 少量の土器片 SKC)351
→SKIF1296

SK353

期

葉

後

前

SKIF1306

(報文 101
D3区
ZU‐ 86

(Ⅳ層) 80× 77

150× 144

140

170

人為 石皿 1点

掻器 7点

土器片 41点

壺形土器 1個体

SKIF1306→ PItl

SKIFD307

(報文 101
D3区
ZU・ 84

(V層 )
150× 120

100以上

143

人為

SKIF131lA

(報文 10)

D3区
ZU・ 86

(Ⅳ層) 72× 70

112× 106

96

093

人為 土器片 30点 SKC)31lA→ Pit7

Pit45と は不明

SKIF1316

(報文 10)

D3区
ZU‐ 85

(Ⅳ層) Ia 90× 85

154× 148

167

179

人為 土器片 76点 SK(F1316→ SK(F1319

SK325
Rt2

SKC)318
(報文 101

D3区
ZV～ZU
・88

(Ⅲd層中位) 109× 108

144× 138

上段 168

下段 196

156

人為 掻器 1点

土器片 45点

深鉢 1個体

後期



第 114表 フラスコ状土坑(万座隣接地区4)
No 遺構名

(報文Nめ
調査区

ク
｀
リッド

確認面 形態 規模 (clll・ ぽ)

日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新旧関係 構築

時期

SKC)319
(報文 101

D3区
ZU・ 85

(Ⅳ層) 110× 110

150× 120

85

143

人為 掻器 1点

土器片31点

壺形土器の縁部 1個体
深鉢形土器

あるいは壼形土器の

底部 2個体

SK① 316
→SKIF1319
‐S聰25
Plt2、 69

後期

SKIF1321

(報文 10
D3区
ZW｀ 84～ 85

(Ⅳ層) 106× 98

175× 160

上段 187

下段 200

220

人為 剥片 2点

掻器 8点

土器片616点

壺形土器3個体
軽石石製品1点

深鉢形土器 1個体
土器片利用上製品1点

凹石・敲石・磨石各 1点

後 期

42 SKIFn322

(報文 10)
D3区
ZV～ZU
・87・ 88

(Ⅲ d層中位) 120× 108

196× 192

174

295

自然 深鉢 1点

掻器 3点

土器片58点

磨製石斧 2点

軽石石製品1点

土器片利用土製品2点

Plt65→ SKIF1322 後 期

S即り356
(報文 10

D3区
ZZ‐88

(Ⅲ d層上位) 98× 97

80以上

剥片 1点

掻器 3点
土器片 134点

途中までの調査

SKl■り36阻

(報文 10)
D3区
ZZ・88

(Ⅲ d層上面) 113× 100 SKIF1363A
→ SX(S)301

プラン確認のみ

45 SKC)364
(報文 101

D3区
ZZ・87

(Ⅲ d層上位) 112× 97 Stttt14り 864
→ SX(S)301

プラン確認のみ

SKC)367
(報文 10

D3区
ZC―YB・ 91

(Ⅲd層 ) 118× 103 プラン確認のみ

SKC)374
(報文 10

D3区
l‐A・ 90・ 91

(Ⅲd層上位) 132× 132

212× 200

194

333

人為

SKC)375
(報文 10

D3区
W3‐88・ 89

(Ⅲ d層上位) 142× 137

50以上

掻器 点

土器片 195点

台付土器 1点

剥片・石鍾各 1点

途中までの調査

SKC)377
(報文 10)

D3区
YA‐ 85・ 86

(Ⅲ d層上位) 112× 109 プラン確認のみ

SKIF1379

(報文 10)

D3区
YG‐ 89

(Ⅲ d層上位) 117× 107 プラン確認のみ

SKIFn394

(報文 10)
D3区
VI・ 88・ 89

(Ⅲd層上0 104× 101

186× 150

５５

”

人為 土器片 13点

SKIFn412

(報文 10
D4区
肝 93

(Ⅲd層中位) 105× 101

100以上

人為 土器片56点

土器片利用上製品4点
SKIF9412
→SKIF1413

途中までの調査

SK① 413
(報文 10

D4区
Zヽ193

(Ⅲd層 中位) 165× 165

100

人為 土器片 23点 SKIF9412
→SKIF1413

SK406
途中までの調査



第 115表 プラスコ状土坑(万座隣接地区 5)

No ita構名
(報文Nめ

調査区

ク
゛
リット・

確認面 形 態 規模 (cm・ ピ)
回径・底径・深さ

底面積

埋 土 出土遺物 新 1日関係 築

期

構

時

SKOr)416

(報文 101

D4区
ZT・94

(Ⅲd層中位) 86× 80

140

人為 土器片 14`点 SK① 416→ PIt414
途中までの調査

Sttluり 422

(報文 101

D4区
ZX・ 95

(Ⅳ層) 85× 82

46

人 為 途中までの調査

SKC)428
(報文 101

D4区
ZV 93

(Ⅲd層上面) 90× 90 SX(S)406と の

新 1日不明

プラン確認のみ

SKtF1603

(報文 11)

D6区
ZD、 ZE・95

(Ⅲd上面) 144× 138

184× 184

上段 116

下段 136

266

人為 敲石 2点

掻器 3点

土器片 103点

炭化堅果類

後期

前葉

SKIF1604

(報文 11)

D6区
ZE・94

(Ⅲd上 0 139× 139

149× 149

112

174

人為 剥片 2点

土器片 55点

打製石斧 1点

期

葉

後

前

Sll(F)612

(報文 11)

D6区
ZR・ 95・ 96

(Ⅲ d上面) Ⅲ 90× 76

96× 96

109

072

人為 土器片 12点

土器片利用上製品 1点

後期

前葉

SKIFp614

(報文 11)
D6区
ZO・ 96・ 97

(Ⅲd上面) Ⅲ 134× 116

132× 132

96

137

人 為 敲石 1点

掻器 4,点

土器片 143点

後期

前葉

SKIFu615

(報文lD
D6区
ZO・ 96

(Ⅲd上面) 80× 76

80以上

人為 SB607と の

詳細不明

後期

前葉

SKtF1617
(報文lD

D6区
ZO‐ 96

(Ⅲd上面) 70× 64

60以上

人為 土器片 2点 SKIF1617→Plt204

途中までの調査

後期

前葉

SKIF1620

(報文 11)

D6区
ZO‐ 96

(Ⅲ d上面) 94× 110

60以上

人為 凹石 1点

掻器 2点

土器片 42点

S1607と の新旧不明

途中までの調査

後期

前葉

SKCF1623

(報文 11)
D6区
ZN‐ 94

(Ⅲd上面) 70× 64

80以上

人為 SKC)623→ Plt820
Pit835

後期

前葉

SKKF1624

(報文 11)
D6区
ZL、創 ・95

(Ⅲd層上面) 196× 190

76

人為 Plt867

SKIFu624→Plt869

Plt1045

後期

前葉

SK① 625
(報文 11)

D6区
ZL‐ 94

(Ⅲ d層上面) 60× 60

110× 110

90以 上

095

人為 SB614と の

新旧不明

SKIF1627

(報文 11)

D6区
ZL・ 96

(Ⅲ d層上面) 139× 119

60以上

人為 土器片 5点

板状石製品 1点

大型の礫を含む

途中までの調査 後期

前葉

SKIF1629

(報文 11)

D6区
Z」・92

(IId層 上面) 120× 120 人為 土器片 3点 途中までの調査

SK① 629→ Plt1005
後期

前葉

SKC)631
(報文 11)

D6区
ZI、 Z」
‐98

(Ⅲ d層上面) Ia 144× 139

179× 179

74

252

人為 土製品 1点

土器片 69点

SKIF1631→Pit1043 後期

前葉



第 116表 フラスコ状土坑(万座隣接地区 6)
No 遺構名

(報文Nめ
調査区

ク
゛
リット
゛
確認面 形態 規模 (cm・ ゴ)

日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新旧関係 構築
時期

SKC)633
(報文 11)

D6区
ZJ・ 91

(Ⅲd層上面) 160× 134

180× 180

上段 79

下段 94

,A4

人為 土器片 18点 SK① 633→ PIt1086 後期
前葉

SK① 637
(報文 11)

D6区
ZQ、 ZR・96

(Ⅲd層上面) 94× 90

114× 114

102

掻器 3点

土器片52点

SKKF1637A
→SK(F1637B

後期

前葉

SKC)638
(報文 11)

D6区
ZS・ 97

(Ⅲd層上面) 108× 106

98× 98

92

075

人為 掻器 3′点

土器片 49点
後期
前葉

SKC)645
(報文 11)

D6区
ZL・ 96

(Ⅲ d層上面) Ib 120× 114

112× 112

79

098

人為 SKC)645→ SK626 後期
前葉

SKIF111

(報文 121

D7区
ZF、 ZG・ 91

(Ⅲ d層上面) 124× 124

226× 226

176

401

人為 剥片 5点

炭化物(トチバ)
土器片243点

壺形土器 1個体
深鉢形土器 9個体
鐸土・軽石石斧各 1点

土器片利用上製品1点

掻器・磨石・石錘各 1点

後期

前葉

SKIF/12
(報文 12)

D7区
ZF・ 91

(Ⅲd層上面) 126× 122

200× 200

168

314

人 為 掻器 6点

剥片 9点
土器片 150点

敲石・磨石各 1点

深鉢形土器 1個体
土器片利用上製品1点

SKKF114
(報文 1'

D7区
ZH‐ 91

(Ⅲd層上D 116× 120

128× 128

50

129

人為 剥片 14点

土器片 16点
SKIF114→ PIt3 後期

前葉

SK(F115

(報文 121

D7区
ZH・91

(Ⅲ d層上面) 100× 100

120× 120

74

133

人為 剥 片 1点

土器片 18点

期

葉

後

前

SKtF116

(報文 19
D7区
ZE・91

(Ⅲ d層上面) Ⅲ 146× 138

174× 174

上段 90

下段 112

238

人為 剥片 1点

土器片23点

期

葉

後

前

SK① 17
(報文 1カ

D7区
ZI・ 91

(Ⅲ d層上面) 82× 80

120× 120
64

113

人為 剥片 1点

土器片 19点
後期

前葉

SK① 18
(報文 121

D7区
ZII・ 90・ 91

(Ⅲ d層上D 146× 146

154× 154

80

186

人為 土器片 54点

土器片利用上製品 1点

石鍾・砥石・剥片各 1点

SK19
→SKIF118
→SIり 1

期

葉

後

前

SK① 20
(報文 10

D7区
ZI・ 91

(Ⅲd層上面) 100× 92

156× 156

150

191

人 為 剥片 1点

土器片 51点
期

葉

後

前

SKIFu23

(報文 10
D7区
ZI‐ 90

(Ⅲ d層上面) 120× 116

148× 148

130

172

人為 剥片 2点
土器片 73点

土器片利用土製品 1点

掻器・土偶の足各 1点

後期

前葉

SKCF125

(報文 1カ
D7区
ZI、 Z」・90

(Ⅲ d層上面) Ia 74× 74

94× 94

68

069

自然 掻器 1点

土器片 2点
SKIFy25→ SK26 後期

前葉



第 117表 フラスコ状土坑(万座隣接地区 7)
NO 還 儒名

(報文Nめ
調査区

ク・リット
゛
確認面 形態 規模 (c ll・ r)

日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新旧関係 築

期

構

時

Situり 32

(報文 10
D7区
ZE‐90

(Ⅲd層上面) 190× 172

210× 210

172

346

人為 後期

SKOり 35

(報文 121

D7区
Z」
‐89

(Ⅲ d層上面) Ia 128× 120

174× 174

146
,AR

人為 後期

SKC)36
(報文 121

区

・８９

Ｄ７

ＺＨ

(Ⅲd層上面) 140× 134

178× 178

176

249

自然 剥片 2点

土器片 138点

深鉢形土器 1個体

浅鉢形土器2個体

磨石・石錐 各 1点

掻器・石錘・凹石各 1点

土器片利用上製品1点

後期
前葉

中葉

SKC)37
(報文 121

D7区
ZK‐ 87・ 88

(Ⅳ層上面) 108× 108

128× 128

102

129

人為 土器片7点 SKC)37→ ■tl13
PItl14

後期

前葉

SKC)38
(報文 1'

D7区
Z」
‐88

(Ⅳ層上D 86× 80

96× 96

134

072

人為 土器片 10点 後期

前葉

SKIF139

(報文 10
D7区
Z」・88・ 89

(Ⅳ層上面) Ⅲ 110× 110

116× 116

144

106

人為 土器片30点

掻器・石皿各 1点

期

葉

″俊

ヱ
剛

SKtF140

(報文 19
D7区
ZI、 Z」・86

(Ⅲd層下面) 164× 148

190× 190

166

283

人為 土器片 16点 SK41
SK(F163

‐SKIF)40
→PItlll

後期

前葉

SKIFn44

(報文 121
D7区
ZK・ 87

(Ⅳ層上面) 92× 80

160× 160

106

201

人為 剥片 1点

土器片 7点
後期

前葉

SK① 48
(報文 10

D7区
ZK‐ 86

(Ⅳ層上面) 120× 116

188× 188

176

277

人為 土器片 27点

深鉢形土器 1個体

SK47→SK(D48

SKIF152

(報文 19
D7区
ZK・ 87

(Ⅳ層上面) 人 為 土器片 22点 SmD52→ SKFol
PIt13・ 14

SKIF152→SK50
Pit13・ 14

後期

前葉

SKC)55
(報文 121

D7区
ZL・ 86

(Ⅲd層上面) Ia 70× 76

130× 130

108

133

人為 凹石・耳飾り各 1点

上器片36点、

SK① 55→Pltl15 期

葉

後

前

SKC)56
(報文 121

D7区
ZL・ 86・ 87

(Ⅳ層上面) 90× 90

160× 160

114

201

人為 掻器 1点

土器片 55点

期

葉

後́

工訓

SKIF157

(報文 10
D7区
ZL‐ 86

(Ⅲd層上面) 98× 98

170× 170

130
227

人為 鐸± 1点

土器片 36点

SK① 57→Pit21
Plt98

期

葉

後

前

SK① 58
(報文 121

D7区
Z」・85・ 86

(Ⅲd層上面) 76× 70

160× 160

100

201

人為 石匙 1点

土器片 66′点

期

葉

後

前

Srtuり 59

(報文 121

D7区
ZK・ 87

lIV層上面) Ia 78× 70

126× 126

84

125

人為 SK① 59→Pit14 後期



第 118表  フラスコ状土坑(万座隣接地区-8)
監 遺構名

(報文Nめ
調査区

ク
゛
リッド

確認面 形態 規模 (clll・ r)

日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新旧関係 築

期

構

時

SKKF161

(報文 12)
D7区
ZK‐ 87

(Ⅳ層上面) 56× 50

72× 72

0.41

土器片 13点 期

葉

後

前

SKC)63
(報文1"

D7区
Z」‐86・ 87

(Ⅳ層上闘 人為 土器片 8′点 SK41→SKKF163
→SK(F)40

期

葉

後

前

SKC)66
(報文1'

D7区
ZK、 ZL‐ 85

(Ⅳ層上面) 78× 76

90× 90

38

064

人為 土器片 14点

土器変利用上製品15点
後期

前葉

SKIF)67

(報文 19
D7区
ZK、 ZL 85

(Ⅳ層上面) Ⅲ 114× 110

112× 112

上段 90

下段 114

098

人為 掻器 1′点

土器片 10′点

SKIF176→SK(F)67 後期

前葉

SKIF171

(報文 12)

D7区
ZL、 ZⅣ I‐85

(Ⅲd層上面) 104× 96

114× 114

76

102

人為 剥片 1点

土器片 12点
後期

前葉

SK(D72
(報文 10

D7区
ZL、 ZM
‐
84・ 85

(Ⅲd層上面) 100× 98

130× 130

156

133

人為 剥片 1点

土器片 38点
後期

前葉

SKIF173

(報文 12)

D7区
ZJ、 ZK
‐
86・ 87

(Ⅲd層上面) Ⅲ 148× 148

156× 156

106

191

人為 凹石 1点

深鉢形土器 1個体

SK49
→SKC)73
→Pitl12

SK① 75
(報文 1"

D7区
Z」・87

(Ⅳ層上面)

160× 160

180

201

人為 土器片 30,点

掻器・剥片各 1点
SKIF)105
SK100
SK62→SKC)75
→Pit63

SK63

後期

前葉

SKC)76
(報文 12)

区

８５

Ｄ７

Ｚ」

(Ⅲd層上面) 104× 96

136× 136

140

1.45

人為 剥片 1点

土器片 31,点

SK① 26→SKIF)67 後期
前葉

SKIF178

(報文 121

D7区
ZM‐ 84

(Ⅲd層上面) 74× 68

88× 88

48

061

人為 SK79→SKIF)78 後期

SKIF)80

(報文 12)

D7区
ZM‐ 83

(Ⅲd層上面) 116× 112

130× 130

48

133

人為 土器片 7′点 後期

前葉

SKIF1103

(報文 12
D7区
ZI‐ 86・ 87

(Ⅲd層下面) 96× 90

164× 164

120

211

人為 士器片 13点

土器片利用上製品 1,点
後期

前葉

SK(F)105

(報文 12)

区

８７

Ｄ７

ＺＪ．

(Ⅳ層上面) 人為 掻器 9,点

土器片243点
三脚土製品1点

深鉢形土器 1個体
土器片利用上製品2,点

SKIF)105→ SKC)75
SK62
SK100

SKIF)108

(報文 1'
D7区
ZF‐ 89

(Ⅲd層上面) 140× 140

184× 184

168

266

人為 掻器 1点

土器片76点

深鉢形土器 1個体,

土器片利用上製品 1′点

SKIF1109

(報文 121

D7区
ZL‐ 85・ 86

(皿d層下面) 80× 76

136× 136

140

145

人為 SKC)109→ PIt35 後期



第 119表  フラスコ状土坑(万座隣接地区-9)
No 遺構名

(報文NOn
調査区

ク
・
リット
・

確認面 形態 規模 (clll・ ぽ)
日径・底径・深さ
底 而 贈

哩土 出土遺物 新旧関係 築

期

構

時

SKC)110
(報文 12)

D7区
ZL‐ 86

(Ⅲd層下面) 66× 64

74× 74

66
043

人為 後期

SKT)01
(報文 15)

D8区
ZP‐ 83

(Ⅲd層上面) 100× 90

160× 160

154

186

人為 土器片 32点 SKC)9915
→Pit9928

SKIF)9915も 含む

期

葉

後

前

SKuり 02

(報文 lD
D8区
ZQ‐83

(Ⅲd層上面) Ⅱ 150× 140

164× 164

130

211

人為 土器片 8,点

土器片利用上製品1点
SKC)02→Pit29
SK001→ Pit29

期

葉

後

前

SKIF)07

(報文 15)
D8区
ZR、 ZS‐ 83

(Ⅲd層上面) 160× 170

80以上

人為 土器片 24点 SKC)07→Pit221
土器出土は土坑上位

期

葉

後

前

SKC)08
(報文 15)

D8区
ZR-83

(Ⅲd層上面) 80× 70

40以上

人 為 土器片 7点 土器出土は土坑上位 期

葉

後

前

SKC)09
(報文 19

D8区
ZR‐ 84

(Ⅲd層上面) 100× 80

50以上

人為 土器片 11′点 土器出土は土坑上位 期

葉

後

前

120 SKIFn12

(報文 15)

D8EXI

ZR‐ 83

(Ⅲd層上面) 細
　
嘘

人 為 土器片 65点

浅鉢形土器(ミ ニ)1点

SK(F)12-→ Pit49 後期

前葉

SKIFn13

(報文 15)
D8区
ZR‐ 83

(Ⅲd層上面 Ⅲ 150× 120

170× 170

60

227

人為 磨石 1,点

土器片 13点

S“ 7→SK(D13
→SK51

Plt57

SK51→ SICIF113
→SKIF167

掘り方が歪

後期

前葉

SKC)17
(報文 15)

D8区
ZS‐ 84

(Ⅲd層上面) 60× 60

SKIFn18

(報文 15)
D8区
ZS‐ 84

(Ⅲd層上面) 120× 100

126× 126

96

125

人為 土器片 12点 SKC)18
-→ Pit86・ 87・ 179

期

葉

″後

工剛

124 SKIF)20

(報文 15)

D8区
ZP‐ 81

(Ⅲd層上面) 100× 96

80以上

人為 土器片 7点 期

葉

後

前

SKC)21
(報文 15)

D8区
Z■ 83・ 84

(Ⅲd層上面) 60× 60

46× 46

64

017

人為 土器片 24′点 Plt241→ SmF)21
→SK22

SK22→ SK(F121
→Pit241

期

葉

後

前

SKIF925

(報文 15)

D8区
ZN‐ 83

(Ⅲd層上面) Ia 104× 100

126× 126

76

125

人為 土器片 26点 SK(T)39→SK(F)25 期

葉

後

前

127 SttT)26

←長文15)
D8区
ZQ、 ZR・82

(Ⅲ d層上齢 146× 140

120× 120

96

113

人為 土器片 4点

敲石・凹石各 1点

SKC)26→SK(F)27 期

葉

後

前

128 SKIF)27

(報文 15)

D8区
ZR‐ 82・ 83

(Ⅲd層上面) 200× 150

170× 170

90

227

人為 凹石・掻器各 1点

重複部分より上器片

14,点

Pit37・ 94→SK40
→SKC)27
→SKC)26

SK① 26→SK(D3()
→SK40→ Pit37・ 94

期

葉

後

前

SKCF)30

(報文 15)
D8区
ZO‐ 80・ 81

(Ⅲd層上面) 126× 104

160× 160

80
201

人為 土器片 95点

復元土器 1点
劉
麒



第 120表 フラスコ状土坑(万座隣接地区 10)

NO 遺構名

(報文Nal

調査区
ク・リット
゛
確認面 形態 規模 (clll・ ポ)

日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新旧関係 構築
時期

SK(D31
(報文 151

D8区
ZO‐ 81

(Ⅲd層上面) 126× 110

80以上

人為 土器片 11点

土器片利用上製品 2点

期

葉

後

前

SKIFn32

(報文10
D8区
ZN、 ZO・ 81

(Ⅲ d層上面) Ia 150× 150

180× 180

84

254

人為 土器片 33点 期

葉

後

前

SK① 34
(報文 lron

D8区
ZS・ 83

(Ⅲd層上面) Ⅲ 80× 80

90× 90

80

064

人為 掻器 1点

土器片 12点

SKIF134→ SK35 期

葉

後

前

133 S即り36
(報文 15)

D8区
ZS、 ZT・83

(Ⅲ d層上面) 114× 88

90以上

人為 Plt96→ SK(F)36
→SKB7

Pitlol

SK37→SK(F136
→Rt91 101

SKIF138

(報文 151

D8区
ZS‐ 82・ 83

(Ⅲ d層上面) 140× 140

200× 200

314

土器片 2点 PIt95-'SK63
→SKIF1668
→SKIF138→ SK69
SK69→SKIF138
→SKIF1668→ SK63
→PIt95

剛
葉
後
前

135 SKIF144
(報文 19

D8区
ZO・ 83

(Ⅲ d層上面) 90× 70

70以上

人為 土器片 2点 期

葉

後

前

SKIF146
(報文 1め

D8区
ZT‐84

(Ⅱ d層上面) 94× 80

65以 上

人 為 掻器 1点

土器片 7点

SK15と の新旧不明 期

葉

後

前

SKCF148

(報文 151
D8区
ん 、ZV・ 84

(Ⅲd層上面) 90× 64

106× 106

90
088

人為 土器片24点

土器片利用上製品1点

後期

前葉

SKCF149
(報文 15)

D8区
ZT・81

(Ⅲ d層上面) Ⅲ 84× 72

70× 70

80
0 RA

人為 土器片 26点 後期

前葉

SK① 52
(報文 15)

D8区
ZT・81

(Ⅲ d層上面) Ia 100× 72

126× 126

88

125

人為 土器片 33点 期

葉

後

前

SKIF161

(報文 19
D8区
ZT、 ZU・ 81

(Ⅲd層上面) Ⅲ 140× 120

186× 186

110

272

人為 石刀 1点

掻器 2点

凹石 2点
土器片 180点

石製品鰹 石)1点

土器片利用土製品 2点

期

葉

後

前

SKいり62

(報文 lFol

D8区
ZS・83

(Ⅲ d層上面) 90× 90

88× 88

50

061

SKIF/62→ P批 90・ 91

SKC)64
(報文 15)

D8区
ZU・ 83

(Ⅲ d上面)

143 S即り65
(報文 1め

D8区
ZT・80

(Ⅲ d層上面) 230× 120

214× 214

86

359

人為 土器片 471点

復元土器 1点

土器片利用土製品 1点

期

葉

後

前

SKいり67

(報文 10
D8区
ZR・83

(Ⅲ d層上面) 96× 96

70以上

人為 PIt56・ 57→SKIF167
→SKKF113

SK① 13→ SKC)67
-→ PIt56・ 57



第 121表 フラスコ状土坑(万座隣接地区-11)
NO 遺構名

(報文No)

調査区

夕・リット
゛
確認面 形態 規模 (cm・ ポ)

日径・底径・深さ

底面積

埋士 出土遺物 新旧関係 築

期

構

時

SKIF)68

(報文 151

区

８３

Ｄ８

ＺＳ

(Ⅲd層上面) Ш 70× 70 人為 P批95→SKIF)68
→SKIF138→SK69
SK69→SKIF)38
→SKIF168→SK63
→P責95

SK①9901
(報文 16)

D区
ZO‐84

(Ⅲd上面) 95× 74

112 X l12

098

人為 掻器 1′点

土器片27.点

土器片利用上製品1点

SKIF)9901
→Plt9912

期

葉

後

前

SK(D9902

(報文 161
D区
ZN・ 85

(Ⅲd上齢 Ia 136× 110

140× 140

81

154

人為 土器片21点

土器片利用上製品 1′ほ

期

葉

後

前

SKIF19903

(報文 161

D区
ZⅣ l‐85

(Ⅲd上面) Ia 65× 65

80× 80

92

0.50

人為 土器片 13点

土器片利用上製品 1′点

SKIF)9903
→Pit9911

期

葉

後

前

SK09905
(報文 16)

D区
ZK‐ 87・ 88

(Ⅲd上面) 130× 84

140× 140

150

154

人為 掻器 1′点

土器片 6点

SKIF)9905
→Pit9979

期

葉

後

前

SKtlり 9909

(報文 16)
D区
ZK・88

(Ⅲd上面) 95× 77 人為 土器片51点

土器片利用土製品1点
後期

前葉

SICIF19911

(報文 16)
D区
ZN‐ 84

(Ⅲd上面) 123× 118

144× 144

66

163

人為 土器片 17点 期

葉

後

前



第 122表 フラスコ状土坑 (万座北側地区-1)
NO 遺構名

(報文NO)
調査区

ク
゛
リット
｀

確認面 形態 規模 (clll・ ピ)

口径・底径・深さ

底面積

埋 土 出土遺物 新旧関係 築

期

構

時

1 SKC)204
(報文0

Dl区
YF、 YG‐ 90

(Ⅲ d層上齢 110× 110

124× 94

104

093

人為 土器片53点

石錐・石匙各 1点

土器片利用上製品2点

SKIF)205
→SKCF1204
-'SK203

後期

前葉

2 SKIFy205

(報文の
Dl区
YF、 YG‐ 90

(Ⅲd層上面) Ⅲ 74× 74

119

人為 掻器1点

盤 片 6点

SK206→SK(F)205 後期

前葉

3 SKIF)226

(報文0
Dl区
YG、 YF‐ 92

(Ⅲd層上D Ⅲ 210× 188

163× 156

113

200

人為 掻器 7,点

土器片 1/3箱

復元土器 4点

石錐・磨石各1点

円盤状石製品1点

きのこ形土製品1点

土器片利用上製品11点

期

葉

後

前

4 SK① 419A
(報文 6)

Fl区

Q、 R‐ 101

lS1404床面 ) 78× 98

132× 166

763
174

人為 掻器 7点

装飾品 2,点

土器片 450点

復元土器 6点

敲石 :石製品各 1点

石鍾・磨製石斧各 1点

土器片利用上製品 2点

SKCF)419B
SK429→SKIF)419A
―今S1404

後期

前葉

中葉

5 SKIF)419B

(報文0
Fl区

Q、 R‐ 101

C1404床面)

118× 144

873
135

人為 数点の土器片 SKIF1419B
→SKC)419A
S1404

後期

前葉

SKIF1425

(報文 6)

Fl区
U‐ 104

(Ⅳ層上面) Ia 72× 78

87× 94

431
064

人為 数点の上器片 後期
前葉

SttLいり426

(報文 6)

Fl区
R‐ 103

(Ⅲd層上面) 122× 146

205× 236

上段 1762

下段 1960
382

人為 鐸±2点

磨石 3点

石匙 3点

掻器 13点

土器片 1500点

復元土器 10点

石鏃'装飾品1点

土器片利用上製品14点

円盤状、球状石製品2点

他の石製品5点

後期

前葉

8 SKIF)467

(報文つ

F2区
YG
‐
120・ 121

(Ⅲd層上面) 162× 126

228× 185

160

335

人為 後期

9 SKIF)469

(報文つ

F2区
YG、YH
‐121

(Ⅲd層上0 Ⅲ 231× 233

200× 240

上段 133

T段 202
380

人為 掻器 1点 SK① 468
→SKIF1469

後期

SKKF1476

(報文つ

F2区
Wl‐ 120

(Ⅲd層中D 131× 106

132× 104

48

109

自然 後期

11 SK(D480
(報文つ

F2区
YE、YG
‐115

(V層上面)
142× 141

114

157

人為

SKC)481
(報文つ

F2区
YG‐ 115

(Ⅵ層)
173× 165

44

224

人為

SKIFn482

(報文つ
F2区
Y l14・ 115

(Ⅲd層下0
158× 156

135

193

人為



第 123表 フラスコ状土坑 (万座北側地区-2)
No 遺構名

(報文NO)

調査区

ク
｀
リット
・

確認面 形態 規模 (clll・ ぱ)

目径・底径・深さ

底而結

理土 出土遺物 新旧関係 築

期

構

時

SK① 483
(報文つ

F2区
YG、 YH
‐115

(V層下0
170× 151

57

202

人為 復元土器 1点 期

葉

後

前

SK① 484
(報文つ

F2区
TH‐ 115

(V層下0
213× 210

80

351

人為 SKIFn484
→SKIFn485

SKC)485
(報文つ

F2区
YH
‐
115・ 116

(V層下0 Ia

194× 192

72

2.92

人為 SKuり484
→SKC)485

SK① 487
(報文つ

F2区
YH‐ 116

(V層下0
132× 125

40

130

人為 土器片 8点 期

頭

後

初

SKC)488
(報文つ

F2区
YG、 YH
‐117

(V層下位)
160× 159

69
200

人為 土器片 1点 後期

SKIF1490

(報文 71

F2区
YG、 YH
‐116

(Ⅵ層)
210× 202

106
A RR

人為

自然

土器片 19′点 SKIF)489
→SKIF)490
→SKC)517

後期

前葉

SKC)491
(報文つ

F2区
YG‐116

(Ⅵ層)
200× 184

69
,Rq

人為

SKC)492
(報文つ

F2区
YF、 YG
‐117

(V層 )
155× 153

114

186

人為

SKIF)498

(報文つ

F2区
YG
‐
115・ 116

(Ⅵ層)
162× 159

69

202

人為

SKC)494
(報文つ

F2区
YF、 YG
・115

(V層 )
184× 180

135
,■0

人為

SKIFn495

(報文つ

F2区
YF
・115・ 116

(V層 )
154× 154

130

186

人為

SKC)496
(報文つ

F2区
YF‐ 116

61層上面) Ia

161× 161

70

203

人為

SKC)497
(報文つ

F2区

YF、YG
‐116

(Ⅵ層) Ia
161× 161

132

203

人為

SKC)499
(報文つ

F2区
YF
‐
116・ 117

(Ⅲd層下D
170× 170

95

227

人為

SKIF)500

(報文つ

F2区
YG‐ 116

01層 )
165× 152

51

197

人為 SKIF)501
→SKCF1500

SKC)501
(報文つ

F2区
YG‐ 116

(Ⅵ層)
115× 108

68

098

人為 SK① 501
→SKC)500



第 124表 フラスコ状土坑 (万座北側地区-3)
No 遺構名

(報文No)

調査区

ク
｀
リッド

確認面 形態 規模 (clll・ ピ)

日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新旧関係 構築

時期

SKIF1504

(報文 71

F2区
YG・ 118

(Ⅲd層下位) 174× 174

198× 121

上段 189

下段 201

200

人為 SK① 504→SK503 後期
前葉

SKC)517
(報文つ

F2区
YG、 YH‐ 116

(Ⅵ層)
196× 115

38～ 39

190

人為 SKC)490
→SKIF)517

SKC)389
(報文 101

D3区
YI‐ 90・ 91

(Ⅲd層上位) 113× 104

132× 113

74

138

人為 敲石 1点

土器片 16点

土器片利用上製品 1点

SKC)395
(報文 101

D3区
YG‐91

(Ⅲd層上位) 97× 96 プラン確認のみ

SK(F)432

(報文 101

D4区
ZZ-96・ 97

(Ⅲd層 中位) 83× 83

10以上

土器片3点 途中までの調査

SKC)1
(報文 13)

F4区
YN‐ 108

YN‐ 107

(S11床面)
90× 90

0.64

人為 SKC)1→S11

SKIF16

(報文 13)

F4区
YO、 YP
‐102

lS14床 D
126× 126

1 ,ス

人為 SK7→SKIF16→S14

SKIF99

(報文 13)
F4区
YP‐ 102

(S14床面)
127× 127

127

人為 土器片 SKC)19→ SKC)9
→S14

後期

前葉

SK(F)11
(報文 13)

F4区
YO‐ 99

(Ⅲc層上面) 103× 118

170× 170

220
227

人為 石器 2点

土器片 159点

復元土器 2点

石製品(軽石製)1点
Fl区 SKIF1419A
出土土器と接合

SKC)11→ SX(S)1
SX(S)01→ SK(F)11

期

葉

後

中

SKC)13
(報文 13)

F4区
Y」‐102

(Ⅲc層上面) 146× 197

180× 180

204
2.54

人為 石器 3点

土器片 209点

ミニチュア土器 1点

石製品 5点(円形、軽石)

SKIF)13→SB5
SB04

期

葉

後

中

SKIF)22

(報文 13)

F4区
Y」 102

Ⅵ、Y」 102

(Ⅲc層上面) Ia 130× 133

140× 140

88

154

人為 土器片 50数点 SKC)22→ SXC)7
SK① 22→SX(O)7

期

葉

後

中

SKIF)27

(報文 13)

F4区
Vl‐ 101

(Ⅲc層上D 103× 130

126× 126

156

125

人為 石器 8点

石製品1点

土器片50点

復元土器 2点

SKIF927→SB2 期

葉

後

中

SK(F)28

(報文 13)

F4区
YH‐ 102

(ⅢcttD 152× 158

110

人為 石器 4点

石製品1点

土器片 156点

期

葉

後

中

SK① 34
(報文 13)

F4区
YK、 YL

-103

(Ⅲd層上前 124× 131

142× 142

178

158

人為 石器 1点

土器片 263点

復元土器 2点

上位から扁平な石 2個

後期

前葉

SKuり 35

(報文 13)

F4区
YM‐ 99

(Ⅲd層上面) 108× 111

162× 162

125

206

人為 石器 2′点

土器片 190点

土器片利用石製品 1点

期

葉

後́

工馴



第 125表 フラスコ状土坑 (万座北側地区-4)
NO 遺構名

(報XNOl

調査区

ク
゛
リッド

確認面 形態 規模 (cm・ ピ)

日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新1日関係 構築

時期

SKIF)38

(報文 13)

F4区

YI-99

(Ⅲd層上面) Ⅲ 98× 105

118× 118

97

109

人為 土器片 10点 SK37→SKC)38
掘り方が歪

後期

前葉

SKIF148

(報文 13)

F4区

Y」‐95・ 96

(Ⅲd層上面) 112× 123

136× 136

91

1.45

人為 石器 1点

土器片 102点

復元土器 1点

土器片利用上製品 1点

期

葉

後

前

SKIF)49

(報文 13)

F4区

Ⅵ、Y」
‐
95・ 96

(Ⅲd層上面) 95× 84

105× 105

132

087

人為 土器片 20点 期

葉

一後

工馴

SKIF150

(報文 13)

F4区
YH、 11‐ 96

(Ⅲd層上面) Ⅲ 100× 103

107× 107

122

090

人為 土器片 76′点

土器片利用上製品 1′点

期

葉

″悛

ユ
訓

SKC)52
(報文131

F4区
YG、 YH
‐100

(Ⅲd層上面) 117× 123

175× 175

132

240

人為 土器片 96点

中位から

20～40cm大の礫 9個

SKIF152→SX(S)3

SX(S)03→ SKC)52

期

葉

後

前

SKIF153

(報文 13)

F4区

YD‐ 100

(Ⅲd層上面) Ia 107× 115

170× 170

137

2.27

人為 石皿 1点

中位から

20～40cIIFl大 の礫 6個

後期前葉～中葉土器片

75,点

期

葉

後

中

SKu',54

(報文 13)

F4区
VI‐ 96

(Ⅲd層上面) 104× 108

104× 104

81

0.85

人為 土器片 31点 期

葉

猾
仮

工
則

SKIF)55

(報文 131

F4区
■1‐96

YH・ 100

(Ⅲd層上面) 128× 130

203× 203

182

323

人為 耳栓 1′点

石器 5′点

土器片 149,点

土器片利用上製品 1′ほ

期

葉

″俊

ヱ馴

SKIF)56

(報文 13)

F4区

YE‐ 99

(Ⅲd層上面) 134× 135

118× 118

127

109

人為 土器片231点 期

葉

後́

工削

SKIF)70

(報文 131

F4区
YE‐ 99

YK‐ 102

(Ⅲd層上齢 Ⅲ 80× 82

100× 100

133

079

人為 土器片 19点 掘り方が歪 期

葉

後

前

SKC)02
(報文 141

F5区
nV、YX
‐119

(Ⅳ層上面) 19× 112

40× 140

14

54

人為 土器片数点 後期

SKC)08
(報文141

F5区

YR‐ 117

(V層 )

1号墳確認時

Ⅳ層

駆

４

Ｊ

人為 西側底面より

深鉢形土器 1個体
御
根

蝶̈



第 126表  フラスコ状土坑(万座西側地D
N0 遺構名

(報文ヽ )

調査区

ク
゛
リッド

確認面 形態 規模 (cln。 ポ)

口径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新旧関係 築

期

構

時

1 SKIF101

(報文 19)

D9区

YNI・ 86～ 87

YII‐ 86～87

(Ⅲ d層上面) 365× 320

135

人為 凹石6点

剥片61点

掻器68点

土器片 940′点

石鏃・石錐各 1点

磨石・敲石各 1点

壺形切断土器 1点

復元可能土器 6′点

軽石製石製品2点

土器片利用土製品4点

前葉

中葉

SK(F102

(報文 191

D9区

YNI～YRI
・86

(Ⅲ c層上面) 545× 450

144

人為 掻器3点

敲石6点

石鏃7点

剥片24点

凹石28点

土器片 976′像

磨製石斧3点

板状石製品1点

石錐・石匙各 1点

石皿・磨石各 1点

復元可能土器9点

軽石製石製品7点

土偶・鐸形土製品各1点

土器片利用上製品14点

SKIF101、 SKIF104、

SKIF105、 SK03
→SKIF102

前葉

中葉

3 SK① 04
(報文 19)

D9区

ⅥM～Ⅵヾ
‐86

(Ⅲd層上面) Ⅲ 118× 118

95

人為 敲石 10点

凹石31点

土器片 484′点

鐸形土製品1点

軽石製石製品1点

石皿・磨石・石匙各 1点

土器片利用土製品3点

SKIF102と 合わせ、

復元可能土器2点

後期

4 SKC)05

(報文 191
D9区
YN‐ 86

(Ⅳ層上面) 人為 後期

0 SK① 06
(報文 19)

D9区

11・ 84

(Ⅲ d層上面) Ⅲ 181X181

200× 200

144

314

人為 敲石2点

土製品 1′点

土器片 18点

前期

中葉

6 SKIF107

(報文 191

D9区

VI・ 80

(Ⅲd層上面) Ia 169× 169

173× 173

180

235

人為 土器片8点 後期

7 SKIF106

轍 文 19
G3区

lD・ 67～68

(Ⅲ d層上面) Ⅲ 101X101

168X168

157

222

人為 後期

8 SKIF107

(報文 191

G3区

YC～YD
・65

(V層 中面
～下面)

103X81

108X108

102

092

人為 後期

9 SKIF109

(報文201
G4区

Ⅷ I‐ 71

(Ⅲ c層上面) ×
　
×

４０

５４

５５

人為 後期

中葉

O



第 127表 フラスコ状土坑(万座南側地区)
NO 遺構名

(報文NO)
調査区

ク
゛
リット・

確認面 形態 規模 (cm・ r)

日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新旧関係 構築

時期

1 SKtl・り701

(報文 8)

Gl区
ZA‐59

(皿 dl層 下面) 84× 90

142× 140

120

156

人為

2 SKC)702
(報文 81

Gl区
ZA・57

(V層 )

112× 102

100以 上

090

人為

3 SKC)703
(報文81

Gl区
ZB‐ 56

(V層 )

200× 192

160

302

人 為

4 SKIF1704

(報文 8)

Gl区
ZA‐57

(Ⅲ d2層 上面)

172× 160

140

216

人為

5 SKC)706
(報文81

Gl区
ZA、 A‐ 58

(Ⅲdl層 )
144× 144

128

163

人為 SKC)706→SK705

6 SKIF1708

(報文 81
Gl区
ZA‐59

(Ⅲdl層 ) 80× 78

160× 160

122

2.01

人為

7 SKIF9711

(報文81
Gl区
ZC‐ 58・ 59

(Ⅲdl層 )
134× 130

134

137

人為 土偶片1点 後期

8 SKIF1716

(報文 8)
Gl区
ZA、 A‐ 58

(Ⅲ dl層 上面) 70× 70

128× 126

162

1.27

人為

9 SKIF1717

(報文0
Gl区
ZC‐59

(Ⅲ d2層上面)

152× 144

114

172

人為

SKIF)58

(報文 15)
D8区
Z■ 72・ 73

(Ⅲd層上面) 80× 80

80以上

人為

SKIF159

(報文 15)

D8区
Z」
‐73

(Ⅲ d層上面) Ia 16× 108

14× 114

76

02

人為



第 128表  フラスコ状土坑 (野中堂隣接地区-1)
NO 遺構名

(報文No)

調査区

ク
゛
リット
゛

確認面 形態 規模 (cm・ ぽ)
日径・底径・深さ

底面積

埋 土 出土遺物 新1日 関係 築

期

構

時

l SKC)101
(報文 2)

Bl区
K‐ 103

(Ⅲe層上面) 178× 164

188× 178

193

263

人為

自然

石鏃 2点

掻器 3′点

製 品2点

復元土器 10点

鐸形土製品1点

円盤状石製品1点

土器片利用上製品 11,点

期

葉

″俊

平則

SKIF)102

(報文

"

Bl区
K‐ 101

(Ⅲe層下面) 96× 82

164× 159

176

205

人為 土偶 1点

耳栓 2点

復元土器片4点
土器片利用上製品7点

多量の土器片

後期

前葉

3 SKIFn103

(報文 2)
Bl区
K、 L101

(Ⅲe層下ω 148× 112

190× 106

117

172

人為 円盤状石製品1点

石鏃・復元土器各 1点

土器片利用上製品 1点
土偶・球状石製品各 1′点

SKC)103
→SKIF)104 御

薇
”緩4 SKIF)104

(報文

"

Bl区
K‐ 101

(Ⅲe層下面) Ia 81× 80

222× 176

122～ 153

311

人為 掻器 4点

復元土器 6点
石鍾・石鏃各 1点、
土器片利用上製品3点

底面直上、底直より

SKITy101
SK(F1103
→SKC)104

御
麒
”蝶

5 SK(D105
(報文 2)

Bl区
」‐101

(Ⅲe層下面) Ia 39× 80

[50× 144

[36

[70

人為 土器片

石鏃 1点

掻器 2′点

土器片利用上製品 6,点

SKIF)105
→SK(F)106・ 107

期

葉

後

前

6 SKIFn106

(報文2)
Bl区
」‐101

(Ⅲe層下闘 148× 79

245× 210

135～ 146

406

人為 岩板 1点

掻器 3点
土器片多量

復元土器 5点

鐸形上製品 1点

環状土製品 1点
土器片利用上製品26点

SKIF1105
→SKIF1106・ 107

SKC)106に
SKCヽ07も含む

期

葉

後

前

7 SKIF)108

(報文 2)

Bl区
L、 M
‐
101・ 102

(Ⅲe層下面) 79× 79

110× 110

139

095

自然 土器片少量 期

葉

後

前

8 SK llFu0 1

(報文 16)

B区
0-105

(Ⅲ d下層) 144× 167

107

225

人為 土器片 16点 期

葉

後

前

9 SK (F)02

(報文 16)

B区
P-109

(Ⅳ 層 ) 106× 125

64

166

人為 土器片 7点 期

葉

後

前

SKIF)03

(報文 16)

B区
」‐89

(Ⅲ d下層) 人為 土器片 24点 期

葉

″俊

工削

SKO)05

(報文 16)

B区
M‐ 89

(Ⅲ d下層 ) Ⅲ 人為 土器片 18点 期

葉

″俊

工削

SK lF)06

(報文10

B区
F・ G・ 93

(Ⅲ d下層 )

SKIFu07

(報文 16)

B区
F‐ 93

(Ⅲ d下層) 人為

SKIFu09

(報文 16)

区

９７

Ｂ

Ｅ

(Ⅲ d下層 ) 人為 復元土器 1

石皿 1

土器片利用上製品 1

期

葉

後

前

SKC)11
(報文 16)

B区
G‐ 93

(Ⅲ d上層 ) 人為

SKIFp

(報文 16)

B区
R・ S・93

(Ⅲ d上層 ) Ⅲ 105× 125

124
人 為 土器片 66

石皿 1、 凹石 3

土器片利用上製品 1

期

葉

後

前



第 129表 フラスコ状土坑 (野中堂隣接地区-2)

NO 遺構名

(報文No)

調査区

ク
゛
リット
゛

確認面 形態 規模 (cm・ d)

日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新1日関係 構築

時期

17 SKIF)17

(報文 16)

区

９３

Ｂ

Ｒ

(Ⅲ d上 層) 77× 人為

SKIFn19

(報文 16)

区

９３

Ｂ

Ｐ

(Ⅳ 層 ) 人為

SKIF)20

(報文 16)

区

７９

Ｂ

Ｘ

(Ⅲ d上層 ) 人為

SKIF122

(報文 161

区

８９

Ｂ

Ｆ

(Ⅲ d上 層) 復元土器 1

土器片 46

赤色塊

期

葉

″後

ユ馴

SKC)32
(報文 171

B2区
R‐92

第02号竪穴

住居床面

Ⅱ

68× 68

88

0.36

人為 齢 片4点

凹石・装飾品 各 1点
S102→ SK31 期

葉

後

前

SKC)101
(報文171

B2区
H、 I‐88

(Ⅳ層上面) 83× 71

87

人為

SKC)102
(報文171

B2区
I‐88

(Ⅳ層上面) 78× 76

92

人為 土器片 4点 期

葉

後

前

SKC)106
(報文1つ

B2区
L‐ 88

(Ⅳ層上面) 59× 53

90

人為 土器片 14点 期

葉

後

前

SKIF)107

(報文1つ
B2区
H‐87

(Ⅳ層上面) 81× 81

113

人為 土器片 14点

凹石・敲石・石皿各 1点

期

葉

後

前

SKIF)112

(報文 171

B2区
G‐ 88・ 89

(Ⅲd層上齢 118× 101

170

人為 土器片 106点

石匙・掻器・磨石各 1点

土器片利用上製品 1点

期

葉

″復

工則

SKIF)114

(報文 171

B2区
H‐ 91

(Ⅲd層上面) 112× 92

128

人為 土器片 4′像 期

葉

後

前

SKC)116
(報文 1つ

B2区
K‐ 87・ 88

L‐ 87・ 88

(Ⅲd層上齢 122× 120

120

人為 土器片 34点 期

葉

ル俊

ユ副

SKIF/119

(報文1つ
B2区
K‐ 87・ 88

(Ⅲd層上面) 140× 115

61

人為 土器片 5点 期

葉

″後

工副

SKIF)121

(報文 1つ
B2区
K‐ 87

(Ⅲd層上D 82× 75

85

人為 土器片 8点 期

葉

後

前

SKIF)124

(報文 1つ
B2区
M‐ 88

(Ⅲd層上面) 153× 148

111

人為 土器片 75′点

掻器・磨石各 1,点

PM‐88→Pit176
→SK125

期

葉

後

前

SKIF)127

(報文 171
B2区
P‐ 91

(Ⅲd層上面) 90× 82

99

人為 土器片 4点 期

葉

″慎

ユ
馴

SKIF)128

(報文 171

区

１

２

　

・
９

Ｂ

Ｑ

(Ⅳ層上齢 106× 64

30

人為

SKC)131
(報文 1つ

B2区
S‐91

(Ⅲd層上面) 192× 174

191

人為 敲石 1点

土器片 222点

土器片利用上製品1点

後期

前葉

中葉

SKC)133
(報文 171

B2区
H-90

(Ⅲd層上面 153× 121

115

人為 土器片 32点

土器片利用上製品1点

H‐ 90→Pit179
→SK132

期

葉

″俊

ユ訓



第 130表 フラスコ状土坑 (野中堂隣接地区-3)
雌 遺構名

(報文NO)
調査区

ク
゛
リット'

確認面 形態 規模 (cm・ ポ)
日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新旧関係 築

期

構

時

SKC)134
(報文 17)

B2区
P‐ 89

(Ⅲ d層上面) 117× 114

165

人為 掻石 1点

掻器 2′標

土器片 174点

土器片利用上製品8点

復元可能壺形土器 1点

期

葉

後

前

SK(D141
(報文 1つ

区

９２

Ｂ２

Ｒ．

SKIF1146

(報文 1つ
B2区
0‐88

(Ⅲd層上面) 131× 120

102

自然 土器片利用上製品 1点 期

葉

後

前

SKIF)149

(報文 1つ
B2区
」‐89

(Ⅳ層上面) 82× 64

103

人為 土器片 6点

SKC)150
(報文 1つ

B2区
E・ 90・ 91

(Ⅲd層上齢 120× 109

122

人為 凹石 1点

土器片 30点

期

葉

後

前

SK(D153
(報文 1つ

B2区
E‐ 91、 F‐ 91

(Ⅲd層上齢 120× 105

127

人為 掻器 1点

土器片 25,点

E‐ 91、 F‐ 91→Pit424
→SK132

期

葉

後

前

SKC)154
(報文 1つ

区

１

２

　

・
９

Ｂ

Ｅ

(Ⅲd層上配 86× 68

101

人為 土器片 16点

土器片利用上製品2点
期

葉

後

前

SKIFn155

(報文 1つ
B2区
F‐ 91

(Ⅲd層上面) 95× 86

155

人為 凹石 1点

掻器 2′点

土器片41点

土器片利用上製品2点

期

葉

後

前

SKIFn163

(報文1つ
B2区
F、 G‐ 93

(Ⅲd層上面) 93× 67

156

人為

SKIF1166

(報文 1つ
B2区
E‐ 93

(Ⅲd層上面) 81× 69

131

人為 螺 片 20点 期

葉

後

前

SKtF1167

(報文 171

区

３

２

・
９

Ｂ

Ｆ

(Ⅲd層上面) 78× 63

164

人為 土器片 12点

板状石製品1点

期

葉

後

前

SKC)168
(報文 1つ

B2区
D‐ 94

(Ⅲご層上面) 84× 74

130

人為 土器片 69,ほ

軽石製品5点

期

葉

後

前

SKIF9170

(報文 171
B2区
E、 F・ 94

(Ⅲα層上面) 272× 205

107

人為 土器片 85点

土偶・軽石製品各 1点
劉
諜
”蝶SKC)180

(報文 1つ
B2区
F‐92

(Ⅲご層上面 54× 53

40

人為 掻器 2点

土器片 5点
期

葉

後

前

SKC)182
(報文 17)

B2区
L‐ 88

(Ⅳ層上面) 人 為 敲石 2点

凹石 7点

土器片 301点

茸形土製品 1点

石皿(破損品)1点
掻器・磨石・土偶各 1点
土器片利用上製品 3点

SKIFy182
→SK123・ 192

期

葉

後

前



「

~~

第 131表  フラスコ状土坑 (野中堂隣接地区-4)
No 遺構名

(報文NO)

調査区

ク
゛
リット
゛
確認面 形態 規模 (clll・ ピ)

日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新旧関係 築

期

構

時

SKIFp186

(報文1つ
B2区
F、 G・ 92

第 01号竪穴

住居跡床面

87× 74

82

人為 敲石 1点

土器片 6′点

SKIFp182→ Plt277 後期

前葉

SKIFn188

(報文1つ

区

２

２

っ

Ｂ

Ｒ

第 02号竪穴

住居跡床面

103× 88

47以上

人為 土器片 後期

前葉

SKKF1190

(報文 1つ
B21二

F‐93

(Ⅲご層下齢 77× 62

150

人為 土器片 10,点

土器片利用上製品 1点

期

葉

後

前

SKIF1191

(報文 1つ

区

８

２

　

・
８

Ｂ

Ｌ

(Ⅳ層上面) Ⅲ 62× 59

61

人為 後期

SKC)202
(報文10

区

２

４

　

・
９

Ｂ

Ｐ

(Ⅲd層上面) 119× 112

145

人 為 掻器 2点

剥片 4点

土器片 75点

敲石・石鏃各 1点

復元土器 1点

期

葉

後

前

SK① 203
(報文 181

B4区
0‐91

(Ⅳ層下面) 90× 89

120

人 為 剥片 6点
土器片 41点

期

葉

後

前

SKIFu214

(報文19
B4区
M‐ 89

(V層上面) 82× 69

141

人為 剥片 2点

土器片 35点

鐸形土製品 1点

土器片利用上製品 1点

期

葉

後

前

SK① 221
(報文 18)

区

０

４

　

・
９

Ｂ

Ｌ

(V層上面) 57× 50

109

人為 凹石 1点

土器片 16点

期

葉

後

前

SKC)223
(報文10 昨蜘

(V層上面) 109× 109

120

人為 剥片 1点

土器片 27点
後期

SKIFu224

(報文10
B4区
K‐ 89-90

(V層上面) 108× 89

101

人 為 後期

SKIF)225

(報文 10
区

９

４

８

Ｂ

Ｌ

(V層上闘 118× 106

187

人 為 凹石 1点

剥片 6点

土器片 72点

土器片利用上製品 1点

後期

SKIF)227
(報文 19

B4区
」‐89'90
～K‐ 89・ 90

(V層上齢 82× 80

116

人為 後期

SKC)228
(報文 181

区

０

Ｂ４

Ｊ
・９

(V層上面) 84× 80

144

人為 磨石 1点

剥片 4点

土器片 53′点

後期

SK① 236
(報文 18)

区

２

Ｂ４

Ｇ・９

(V層上面) 113× 89

108

人為 剥片 2点

土器片 54点
後期

SKIF)237

(報文 181
B4区
G・93

(V層上面) 人 為 剥片 1点

掻器 5,ほ

土器片 5点

後期

SKIF1241

(報文 181 昨
Ｎ・９２

(Ⅳ層上面) 53× 50

160

人 為 剥片 7点

土器片 49点

後期



第 132表 フラスコ状土坑 (野中堂隣接地区-5)
ヽ 遺構名

(報文NO)

調査区

ク
゛
リッド

確認面 形態 規模 (clll・ ぜ)

日径・底径・深さ

底面積

埋土 出土遺物 新旧関係 築

期

構

時

SKIF1243

(報文 18)

B4区

G・ 93

(V層上励 53× 40

91

人為 剥片1点

土器片 3,点

後期

SKIF1257

(報文 181
B4区
M‐ 89・ 90

(Ⅲご層上面) 79× 63

137

人為 剥片1点

土器片 17点

土器片利用上製品 1′点

後期

SKIF1261

(報文 18)

B4区
K‐ 99～ 100

(V層上面) 70× 40 人為 燃 片 2点 後期

SKIF1264

(報文 18)

B4区

E～F‐ 95

(Ⅲα層上面) 60× 60 人為 後期

SKC)230
(報文 181

B2区
F～ G‐ 90

(Ⅳ層上0 149× 140

126

人為 掻器 1点

剥片 5点

土器片 61点

後期



9.埋設土器遺構 (第 171～ 174図、第133～134表 )

これまでの調査によって8基の土器埋設遺構が検出されている。再検討したところ土器の埋設する

施設 (小土坑)を有しないものについては除外した。

【ア 形  態】

施設内に埋設された土器の状況から分類した。

I類 :小土坑に1個の土器を埋設するもの。土器の埋設状況で細分することができる。

a 正立した状況で埋設されるもの            SX(U)301 302 601 01

b 倒立した状況で埋設されるもの            SX(U)205 206 201

Ⅱ類 : 施設内に2個以上の土器が埋設されるもの      SX(U)202

万座隣接地

Ia類3基、 Ib類2基の計5基。

万座北側地区

Ia類 1基、 Ib類 1基、 Ⅱ類1基の計3基。

【イ.規  模 (埋設施設 )】

小土坑の規模は、埋設される土器の大きさに即したもので、直径29cm～ 63cm、 深さ5 cm～ 42cmを測

る。

万座隣接地

最大は第601号埋設土器遺構の長軸48cm X深 さ42cm、 最小は第302号埋設土器遺構の長軸29cm× 深さ

15cmで ある。埋設される土器の規模に即した小土坑である。

万座北倶1地区

ほぼ同一の規模を持つ。最大は第202号埋設土器遺構の長軸40cm、 最小は第201号埋設土器遺構の長

軸34cm× 深さ31cmである。埋設される土器の規模に即した小土坑である。

【ウ.堆積状況】

万座隣接地

埋設施設と土器の隙間には黒色土が充填される。土器内部には黄褐色土粒が僅かに混入した黒色土

や黒褐色土が入り込んでいる。

万座北側地区

埋設施設と土器の隙間には黒色土や黒褐色土が充填される。土器内部には黄褐色土粒が僅かに混入

した黒色土が入り込んでいる。

【工.出土遺物】

本遺構から出上した遺物は土器そのものである。深鉢形土器や壺形土器が埋設される。

万座隣接地

SX(U)205  頸部に沈線を巡らす。口縁部は無文化され、胴部には琳電文の網目状撚糸文が施文

される。

SX(U)206  文様帯は胴部上半に区画される。沈線により入組曲線文が施文され、弧線文が付加
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第171図 埋設土器遺構実測図



される。

SX(U)301

SX(U)302

SX(U)601

口縁部を欠く胴長の壺形土器で、無文である。

日縁部 。底部を欠く壺形土器で、文様帯は胴部上半に区画される。文様帯は縦位の

沈線により4分割され、区画された内部には方形文が施文される。

埋設された土器としては最も大きい。文様帯は胴部2/3に まで及び、山形頂部から

垂下した連続S字文を主文様に弧線文を付加し、三角形文を作り出している。

SX(U)202

SX O)20220201… 万座隣接地

0                                 20cm

※

患゙

第172図 埋設土器実測図 (1)
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第173図  埋設土器実測図 (2)



万座北側地区

SX(U)201  山形口縁を呈する深鉢形土器で、頚部に文様帯を持ち、擦り消し沈線により楕円形文

が施文されている。

SX(U)202  壷形土器2個を使用する。最も残りの良い壺は胴部上半に文様帯を持つ。文様帯は上

下にわかれ、上部文様帯には花弁状文、下部文様帯には直線文を交互に施文し三角形

文を描き、その内部には弧線文を付加している。沈線間には条痕文が十分される。も

う一つは壺形土器の胴部破片で、文様帯を胴部上半に持ち、曲線文が帯縄文で施文さ

れている。

SX(U)01  口縁部を欠く壺形土器で、胴部2/3ま でR聯電文が回転施文されている。

胴部最張部には打ち欠きにより径5cmほ どの穴が空けられている。

【重複関係】

埋設土器遺構の周辺に土坑などが分布しているが、すべて単独である。

【時  期】

万座隣接地

文様を有するものは後期前葉 。十腰内 I式土器の特徴をもつている。またこれ以外の土器も同時期

の形態的な特徴をもっている。

ヽ′

●SX(U)01

/

180110m

＼

/

′
貧ミi
//1ア

｀

くi_

ｍ／／ｔヽ
ヽヽヽヽ
＼

第174図  埋設土器遺構分布図



万座北側地区

文様を有するものは後期前葉 。十腰内 I式土器の特徴をもつている。またこれ以外の上器も同時期

の形態的な特徴をもっている。

【分  布】

第601号埋設土器遺構を除き、7基が万座環状列石の北西に分布する。

万座隣接地

環状列石の北西25m、 列石を規則的に囲む建物跡の外周部に4基が分布する。

万座北側地区

万座環状列石の北西台地に入り込んだ沢を囲むように分布する。

【性  格】

検出状況は埋設土器炉に類似している。しかし上器自体が二次的な加熱を受けていないこと、遺構

周辺に焼土や炭化物が分布していないこと、土器は大型のものが多く、さらには倒立した状況のもの

もあり、かなりの相違点を持つている。

埋設土器に使用された壺形土器は日縁部を打ち欠いているものが多く、第01号埋設土器はさらに胴

部を打ち欠き穿孔されている。これは二次使用への転用を意味しているものと考えられ、同様な行為

が第12号配石遺構 (A2区 )下部土坑より出土した甕棺土器にもみられる。

これらについては、これまでの調査例から「土器棺」と考えられる。

第 133表  埋設土器遺構 (万座脚
No 臨

鶴力 めヽ

尋讃 区

グリッド

蘊 面 器 の形状と規模

(clnl

職

糊

ピットの形状と規模

(ctl

簸 縣 嘲

1 SXtlD205

(報文4)

Dl区

ZZ-92

Ⅲd層上面 醐 端

×   ×

倒立 63× 56× 10 御
諜

2 SXO)2“

(報文4)

Dl区

ZZ-91

Ⅲd層上面 醐 器

×   ×

正立

倒立

36× 86× 5 劉

諜

3 SXCD301

(報文10)

D3区

ZX 88

Ⅲd層上面 翻 齢

×  ×114

T† 29× 28× 15 御

篠

4 SXO)3舵

鶴文10)

D3区

YA 91

皿d層上面 彰 罫

×253×

T† 33× 30× 17 御
麒

5 駆 CD601

(報文11)

D6区

ZI-91

Ⅲd層 醐 端

315×   ×512

直 48× 47× 42 御
諜

第 134表  埋設螂    (万醸 ヒ側地区)

No 臨

(報力Iの

調査区

グリッド

確認面 土器の形状と規模

(cml

職

糊

ピットの形状と規模

(cnl

動 縣 時期

1 SК0201

(報文4)

Dl区

YL-90

IIIb層下位 翻 齢

392×   ×
倒立 34×

"×
31 御

緩

SЮ0202

(報文 4)

Dl区

YJ 93

IIIb層上位 彰 土器2個 T十

倒立

4Cl× 36× 13 勧
諜

SXα

"01
(報文10

F4区

YO 101

IIIb層上位 脚 齢

×   ×

戯 35× 35× 22 SXCD01-SXS)01 劉

麒
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1974年  昭和49年

秋田県教育委員会・鹿角市教育委員会『大湯環状列石周辺遺跡緊急分布調査報告書』

1975年  昭和50年

浅井末吉『遺蹟巡礼日記』大湯郷土研究会

安保 彰『小坂のあけぼの』

秋田県教育委員会『大湯環状列石周辺遺跡分布調査概要』

1976年  昭和51年
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村田文夫「縄文集落」考古学ライブラリー 18 ニュー・サイエンス社

本間 宏「東北地方北部における縄文後期前葉土器群の実態」『よねしろ考古』第 1号

秋元信夫「大湯環状列石周辺遺跡発掘調査報告」『よねしろ考古』第 1号

鹿角市教育委員会『大湯環状列石周辺遺跡発掘調査報告書 (1)』

1986年  昭和61年



阿部義平「日時計の考察―大湯環状列石の配石類型の意味―」『よねしろ考古』第 2号
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林 謙作「マツリと記念物」『発掘が語る日本史 I』 新人物往来社

鹿角市教育委員会『大湯環状列石発掘調査報告書 (2)』

1987年  昭和62年

村越 潔「北東北の葬制」『よねしろ考古』第 3号

冨樫泰時「大湯環状列石研究史と今後の課題 (2)」『よねしろ考古』第 3号

本間 宏「縄文時代後期初頭土器群の研究 (1)」『よねしろ考古』第 3号

鹿角市教育委員会『大湯環状列石周辺遺跡発掘調査報告書 (3)』

1988年  昭和63年

本間 宏「縄文時代後期初頭上器群の研究 (2)」『よねしろ考古』第 4号

鹿角市教育委員会『大湯環状列石周辺遺跡発掘調査報告書 (4)』

1989年  平成元年

石井 寛「縄文集落と掘立柱建物跡」『調査研究集録』第 6冊 港北ニュータウン

埋蔵文化財調査団

鹿角市教育委員会『大湯環状列石周辺遺跡発掘調査報告書 (5)』

1990年  平成 2年

鎌田健一「有史時代に降った十和田火山起源の火山灰について」『よねしろ考古』第 6号
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2004年  平成16年

鹿角市教育委員会『特別史跡大湯環状列石発掘調査報告書 (20)』

冨樫泰時「秋田だより」『考古学研究』第51巻第1号 (通巻201号 )
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